
世
界
文
学
と
「
地
方
」

―
野
口
米
次
郎
と
シ
カ
ゴ
の
詩
雑
誌
『
ポ
エ
ト
リ
』

―

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

堀

ま
ど
か
（1）

片
山
廣
子
の
新
体
詩
「
あ
か
き
貝
」
に
つ
い
て

―
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
・
ロ
セ
ッ
テ
ィ
『
シ
ン
グ
・
ソ
ン
グ
童
謡
集
』
と
の
関
わ
り

―

･
･

永
井

泉
（18）

『
太
平
記
』
引
用
説
話
の
典
拠
と
文
脈

―
英
訳
『
太
平
記
』
の
注
記
を
端
緒
と
し
て

―

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

大
坪

亮
介

（32）

和
歌
と
漢
詩―

平
安
朝
に
お
け
る
実
例
を
め
ぐ
っ
て

―

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

山
本

真
由
子

（44）

芥
川
龍
之
介
か
ら
堀
辰
雄
へ

―
『
玉
書
』
の
受
容
か
ら
見
る
東
西
意
識

―

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

劉

娟

左
(31)

芥
川
龍
之
介
「
秋
山
図
」
な
ど

―
世
界
文
学
と
し
て
の
芥
川
作
品

―
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

奥
野

久
美
子

左
(18)

『
オ
デ
ュ
ッ
セ
イ
ア
』
の
類
話
に
お
け
る
英
雄
像
比
較

―
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
、
百
合
若
大
臣
、
ポ
イ
ヤ
ウ
ン
ぺ

―

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

高
島

葉
子

左
(1)

あ
と
が
き

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･

（
ⅰ
）

二
〇
一
八
年
度
「
文
学
研
究
科
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
成
果
報
告
書
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世

界
文

学
と

「
地

方
」

 

 
 

 
 

 
 

 
野

口
米

次
郎

と
シ

カ
ゴ

の
詩

雑
誌

『
ポ

エ
ト

リ
』

 

堀
ま

ど
か

 
 

 
 

 
 

 
 （

要
約

文
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
時

代
や

民
族

の
制

約
を

超
越

し
融

合
す

る
「

世
界

文
学

」
の

理
念

に
は

、
「

地
方

」
性

や
「

ネ
イ

シ
ョ

ン
」

（
国

家
、

国
民

、
 
 

 
民

族
）

と
の

対
照

的
関

係
が

含
ま

れ
る

。
本

稿
で

は
、

一
九

一
二

年
か

ら
刊

行
さ

れ
た

シ
カ

ゴ
の

詩
雑

誌
『

ポ
エ

ト
リ

』
 

 
の

成
立

と
編

集
方

針
に

注
目

し
、
編

集
者

ハ
リ

エ
ッ

ト
・

モ
ン

ロ
ー

が
東

洋
詩

の
存

在
を

評
価

し
な

が
ら

、
〈

新
し

い
詩

〉
 

 
運

動
を

切
り

拓
こ

う
と

し
て

い
た

点
に

つ
い

て
論

じ
る

。
同

時
に

、
野

口
米

次
郎

が
『

ポ
エ

ト
リ

』
や

シ
カ

ゴ
詩

学
派

を
 

 
日

本
詩

壇
に

説
明

す
る

際
に

、
地

方
性

と
国

際
性

の
両

立
の

重
要

性
や

ホ
イ

ッ
ト

マ
ン

の
宇

宙
意

識
に

よ
っ

て
世

界
的

を
 

 
め

ざ
す

点
を

強
調

し
て

い
た

点
を

検
討

し
た

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

は
じ

め
に

（
世

界
文

学
に

つ
い

て
）
 

  
一

九
世

紀
、

詩
人

ゲ
ー

テ
が

「
世

界
文

学
（
W
e
ltlite

ra
tu
re

／
ヴ

ェ

ル
ト

リ
テ

ラ
ト

ゥ
ア

）
」

と
い

う
言

葉
を

用
い

、
以

後
、

「
世

界
文

学
」

と
い

う
言

葉
や

概
念

、
理

念
や

意
義

は
各

国
で

さ
ま

ざ
ま

に
議

論
さ

れ

て
き

た
。

国
民

文
学

を
確

立
す

る
こ

と
の

重
要

性
と

意
義

が
意

識
さ

れ

た
時

代
で

あ
り

、
同

時
に

そ
の

時
代

や
民

族
の

制
約

を
超

越
し

融
合

す

る
存

在
と

し
て

の
「

世
界

文
学

」
の

理
念

が
注

目
さ

れ
た

。
ゲ

ー
テ

は
、

各
国

の
文

学
を

翻
訳

し
て

相
互

に
読

み
合

う
こ

と
で

、
世

界
主

義
的

な

（
コ

ス
モ

ポ
リ

タ
ン

の
）
文

明
を

作
り

出
す

手
段

に
な

る
と

考
え

、
《

一

国
民

の
内

部
に

存
在

す
る

様
々

な
意

見
の

違
い

が
、

他
の

国
民

の
見

解

や
判

断
に

よ
っ

て
補

正
さ

れ
る

こ
と

に
よ

っ
て

生
ま

れ
る

》
iも

の
が

、

世
界

文
学

だ
と

考
え

た
。

ゲ
ー

テ
が

東
洋

（
ペ

ル
シ

ア
や

イ
ン

ド
や

中

国
）

に
も

関
心

を
持

っ
て

い
た

こ
と

は
事

実
だ

が
、

た
だ

し
ド

イ
ツ

人
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の
ゲ

ー
テ

に
と

っ
て

の
「

世
界

文
学

」
が

、
「

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
文

学
」

の

範
疇

で
あ

っ
た

の
も

事
実

で
あ

る
i
i。

フ
ラ

ン
ス

や
イ

タ
リ

ア
が

意
識

さ

れ
受

け
入

れ
ら

れ
る

な
か

で
、

普
遍

的
な

「
世

界
文

学
」

が
立

ち
上

が

っ
て

く
る

、
と

い
っ

た
観

点
で

ゲ
ー

テ
の

論
理

は
示

さ
れ

た
。

そ
の

後
、

「
世

界
文

学
」

に
関

す
る

議
論

が
そ

れ
ぞ

れ
の

地
域

で
国

民
文

学
や

民

衆
文

学
と

の
対

峙
の

な
か

で
模

索
さ

れ
た

こ
と

は
、

い
う

ま
で

も
な

い
。
 

 
で

は
、

「
世

界
文

学
」

と
「

地
方

」
の

相
関

関
係

は
ど

の
よ

う
な

も

の
だ

と
考

え
ら

れ
る

だ
ろ

う
か

。
現

代
の

比
較

文
学

者
ダ

ム
ロ

ッ
シ

ュ

（
二

〇
〇

三
）

は
、

「
世

界
文

学
」

の
概

念
を

、
翻

訳
で

あ
れ

原
語

で

あ
れ

発
祥

文
化

を
超

え
て

流
通

す
る

文
学

作
品

だ
と

論
じ

、
多

文
化

的

で
あ

る
だ

け
で

な
く
《

他
事

的
》
で

も
あ

る
、
と

説
い

て
い

る
i
i
i。

ま
た

、

世
界

文
学

を
《

地
方

の
特

色
を

帯
び

な
が

ら
、

地
方

に
縛

ら
れ

ず
に

動

き
う

る
》

i
vも

の
と

し
て

い
る

。
世

界
文

学
は

《
地

方
な

ら
で

は
の

ニ
ュ

ア
ン

ス
で

色
づ

け
ら

れ
た

コ
ス

モ
ポ

リ
タ

ニ
ズ

ム
に

密
接

に
か

か
わ

っ

て
い

る
》

し
、

《
誰

一
人

と
し

て
、

ど
こ

に
も

属
さ

な
い

と
い

う
意

味

で
の

コ
ス

モ
ポ

リ
タ

ン
で

は
な

い
し

、
コ

ス
モ

ポ
リ

タ
ン

に
な

る
こ

と

も
で

き
な

い
》

vと
、

「
地

方
」

と
「

世
界

文
学

」
の

密
接

な
関

係
を

論

じ
て

い
る

。
 

 
つ

ま
り

、
世

界
文

学
は

、
国

民
文

学
や

戦
争

や
時

代
イ

デ
オ

ロ
ギ

ー

を
超

え
て

い
く

も
の

、
と

い
う

意
味

で
希

求
さ

れ
た

の
だ

が
、

国
民

文

学
と

の
対

の
概

念
で

、
ま

た
国

民
文

学
を

形
成

し
位

置
付

け
を

理
解

す

る
た

め
に

も
、

そ
の

よ
う

な
世

界
の

文
学

と
い

う
概

念
が

生
ま

れ
た

と

い
っ

て
よ

い
。
 

で
は

、
日

本
の

文
学

は
そ

の
よ

う
な

「
世

界
文

学
」

の
な

か
で

い
か

に
位

置
づ

け
ら

れ
る

の
か

。
現

在
、

日
本

文
学

は
、

ニ
ュ

ー
エ

ン
サ

イ

ク
ロ

ペ
デ

ィ
ア

・
ブ

リ
タ

ニ
カ

の
な

か
で

も
、

世
界

で
「

世
界

の
主

要

な
文

学
の

一
つ

（
J
a
p
a
n
e
s
e
 
L
ite

ra
tu
re
 
ra
n
k
s
 
a
s
 
o
n
e
 
o
f 
th
e
 

m
a
jo
r lite

ra
tu
re
s
 o
f th

e
 w
o
rld

）
」

v
iと

位
置

づ
け

ら
れ

て
い

る
。

日
本

文
学

作
品

の
い

く
つ

か
が

、
世

界
文

学
の

地
位

に
あ

る
と

断
言

し

て
も

否
定

す
る

者
は

い
な

い
だ

ろ
う

。
し

か
し

、
日

本
文

学
が

「
主

要

な
文

学
」

だ
と

認
識

さ
れ

、
「

世
界

文
学

」
と

し
て

世
界

各
地

で
読

ま

れ
る

よ
う

に
な

っ
た

経
緯

に
、

野
口

米
次

郎
と

い
う

日
本

の
詩

人
が

無

関
係

で
は

な
か

っ
た

こ
と

は
、

あ
ま

り
知

ら
れ

て
い

な
い

。
 

 
た

と
え

ば
、

現
在

、
世

界
中

で
「

ハ
イ

ク
」

と
し

て
か

な
り

の
知

名

度
を

も
つ

俳
句

は
、

一
九

世
紀

末
の

外
国

人
日

本
研
究

者
た

ち
の

あ
い

だ
で

は
評
価

が
低

か
っ

た
。

一
八
八

九
年

か
ら

東
京
帝

国
大

学
で
教
壇

に
立

っ
た

ド
イ

ツ
人

の
カ

ー
ル

・
フ

ロ
ー
レ

ン
ツ

（
1
8
6
5
-1
9
3
9
）

は
、

俳
句

の
よ

う
に
短

い
も

の
は

《
殆

ど
日

本
詩

界
を
壟
斷
せ

る
日

本
文
學

の
一
大
災
阨

》
で

あ
り

、
俳

句
の
ご

と
き

《
簡
短

に
過
ぐ

る
詩

形
は

、

詩
人

を
し

て
其
想

を
顯

は
す

に
充
分

な
る
餘

地
を
與
ふ

る
も

の
に

あ
ら

ず
、
却

て
之

を
し

て
萎
縮
せ

し
む

る
や
必
然

な
り

》
と

考
え

て
い

た
v
i
i。

そ
し

て
、

《
世

界
列
強

の
間

に
光
榮

あ
る

地
位

を
得

た
》

日
本

の
文

学

が
《

世
界

文
學

の
壇

上
に
於

て
極

め
て
微
賤

な
る

位
地

を
保

ち
た

る
に

過
ぎ

》
な

い
こ

と
は
嘆

か
わ

し
い

こ
と

で
あ

る
と
述
べ

て
い

た
v
i
i
i。

俳



3 
 

句
の

よ
う

な
極

度
に
短

い
詩
型

は
、

世
界

文
学

と
し

て
通

用
し

な
い

と

考
え

て
い

た
の

は
、

フ
ロ

ー
レ

ン
ツ

だ
け

で
は

な
く

、
こ

の
よ

う
な

日

本
の
短

詩
の
伝
統

に
対

す
る
戸
惑

い
や
低

い
評
価

は
、
当

時
の
西
欧

の

日
本
紹
介

者
た

ち
に
共

通
す

る
見

解
で

あ
っ

た
。

日
本

と
西
欧

の
詩
歌

観
の

違
い

に
よ

っ
て

、
日

本
詩
歌

に
お

け
る

詩
形

の
短

さ
や
韻
律

の
単

純
さ

、
ま

た
扱

わ
れ

る
主
題

は
、
彼

ら
が
〈

詩
的
〉

と
感

じ
て

い
る

も

の
の
欠
落

・
不
足

と
み

な
さ

れ
た

の
で

あ
る

i
x。

 

 
そ

の
よ

う
な

中
、

二
十

世
紀
転
換
期

に
「

東
洋

」
や

「
日

本
」

と
い

う
地

方
の

文
学
へ

の
関

心
が
高

ま
り

、
世

界
文

学
へ

の
さ

ら
な

る
関

心

が
生

ま
れ

て
い

く
。

野
口

は
一
八

九
六
年

に
詩

人
と

し
て

ア
メ

リ
カ

で

デ
ビ

ュ
ー

し
て

以
降

、
俳

句
や
能

や
浮

世
絵

を
中

心
に

し
て
当

時
の

モ

ダ
ニ

ズ
ム

文
化

人
ら

に
影
響

を
与

え
、

ま
た

日
本

に
そ

の
思
想

を
も

た

ら
し

た
こ

と
が

知
ら

れ
て

い
る

。
 

 
本
稿

で
は

、
こ

の
野

口
米

次
郎

と
モ

ダ
ニ

ズ
ム

詩
歌

を
胎

動
さ
せ

た

シ
カ
ゴ

の
詩
雑
誌
『

ポ
エ

ト
リ
』
T
h
e
 P
o
e
tr
y
: A

 M
a
g
a
z
in
e
 o
f V

e
r
s
e

を
中

心
に

、
「

世
界

文
学

」
と

「
地

方
」

の
関

係
を

考
え

て
み

た
い

。

じ
つ

は
近

代
日

本
と

シ
カ
ゴ

と
の

関
係

は
、

文
学

関
連

の
み

な
ら

ず
、

日
本
製

品
の
輸

出
入

、
銀
行

な
ど

の
金

融
関

係
の
連
携

、
美
術

品
や
骨

董
品

、
茶

や
生
糸

の
輸

出
、

そ
し

て
一

九
二

〇
年

代
に

は
野
球

の
交

流

な
ど

が
行

わ
れ

て
、
思

い
の
ほ

か
深

い
も

の
が

あ
る

。
こ

の
二

つ
の
「

地

方
」

に
は

、
サ

ン
フ

ラ
ン

シ
ス

コ
や

ニ
ュ

ー
ヨ

ー
ク

と
の

関
係
ほ

ど
ま

で
に

は
至

ら
な

い
も

の
の

、
言
及

す
べ

き
点

は
多

い
の

で
あ

る
。

こ
こ

で
は

、
野

口
米

次
郎

と
シ

カ
ゴ

の
雑
誌
『

ポ
エ

ト
リ
』

と
の

関
係

に
話

を
絞

る
。

野
口

と
こ

の
雑
誌

の
関

係
に

つ
い

て
は
既

に
詳
述

し
た

こ
と

が
あ

り
x、

一
部
繰

り
返

す
点

も
あ

る
が

、
「

世
界

文
学

」
と

い
う

理
念

を
中

心
に

し
て
再
構
築

す
る

。
 

 

 １
．

 
雑

誌
『

ポ
エ

ト
リ

』
―

ア
メ

リ
カ

の
〈

新
し

い
詩

〉
の

潮
流
 

 

は
じ

め
に

、
ハ

リ
エ

ッ
ト

・
モ

ン
ロ

ー
（
1
8
6
0
-1
9
3
6
）

と
雑
誌
『

ポ

エ
ト

リ
』

の
英

米
文

学
史

に
お

け
る

位
置

づ
け

と
、
英

詩
の
革
新

が
ど

の
よ

う
な
枠
組

み
の

中
で
起

こ
っ

た
か

と
い

う
点

を
概

観
す

る
。
 

一
九

一
一
年

に
ハ

ー
ヴ
ァ

ー
ド
大

学
で
〈
ジ

ェ
ン

テ
ィ

ー
ル

・
ト

ラ

デ
ィ

シ
ョ

ン
（
G
e
n
te
e
l T

ra
d
itio

n
）
〉

つ
ま

り
〈

上
品
ぶ

っ
た
伝
統
〉

と
い

う
言

葉
が
使

わ
れ

x
i、

ア
メ

リ
カ

に
現

実
的

な
力

と
現

代
的

文
化

を

求
め

る
意

識
改
革

の
転
機

が
生

ま
れ

た
。
〈
ジ

ェ
ン

テ
ィ

ー
ル

・
ト

ラ

デ
ィ

シ
ョ

ン
〉

に
反

発
す

る
若

い
世

代
が

、
ニ

ュ
ー

ヨ
ー

ク
や

シ
カ
ゴ

や
サ

ン
フ

ラ
ン

シ
ス

コ
な

ど
の
都
市

部
に
集

中
し

、
ま

た
ロ

ン
ド

ン
や

パ
リ

に
移
住

し
て

い
っ

た
。
〈
ジ

ェ
ン

テ
ィ

ー
ル
〉

な
ニ

ュ
ー

イ
ン
グ

ラ
ン

ド
文

学
の
保
守

性
を
突

き
崩

し
、
新

し
い

ア
メ

リ
カ

文
学

を
胎

動

さ
せ

よ
う

と
す

る
勢
力

が
顕
著

に
現

れ
は

じ
め

た
の

で
あ

る
。

そ
の
ひ

と
つ

が
〈
新

し
い

詩
（
N
e
w
 P
o
e
try

）
〉

の
運

動
で

あ
り

、
そ

の
勢
力

の
母
胎

と
な

っ
た

の
が

、
シ

カ
ゴ

の
小
雑
誌
『

ポ
エ

ト
リ
―

詩
の
雑
誌
』
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T
h
e
 P
o
e
tr
y
: A

 M
a
g
a
z
in
e
 o
f V

e
r
s
e
（

本
稿

で
は
『

ポ
エ

ト
リ
』

と

表
記

）
で

あ
る

。
 

こ
の
ジ

ェ
ン

テ
ィ

ー
ル

・
ト

ラ
デ

ィ
シ
ョ

ン
と

い
う

言
葉

が
使

わ
れ

た
一

九
一

一
年

は
、

シ
カ
ゴ
大

学
で

「
世

界
文

学
」

が
い

わ
れ

た
の

と

同
じ
年

で
あ

る
。

シ
カ
ゴ
大

学
の

リ
チ
ャ

ー
ド

・
モ
ウ

ル
ト

ン

（
1
8
4
9
-1
9
2
4
）

が
、
『

世
界

文
学
―
お

よ
び

一
般

文
化

に
お

け
る

そ

の
位

置
』
W
o
r
ld
 L
ite

r
a
tu
r
e
 a
n
d
 I
ts
 P
la
c
e
 in

 G
e
n
e
r
a
l C

u
ltu

r
e

を
刊
行

し
た

の
が

、
こ

の
年

で
あ

っ
た

。
（
こ
の
本
は
日
本
で
は
一
九
三

四
年
に
翻
訳
さ
れ
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
）
 

 
ハ

リ
エ

ッ
ト

・
モ

ン
ロ

ー
主
催

の
雑
誌
『

ポ
エ

ト
リ
』

は
、

一
九

一

二
年

一
〇
月

に
シ

カ
ゴ

で
創
刊

し
、
一

九
一

〇
年

代
の

ア
メ

リ
カ

で
〈

詩

の
ル
ネ

サ
ン

ス
(p
o
e
tic 

re
n
a
is
s
a
n
ce
)〉

と
呼

ば
れ

る
文

学
潮

流
を
先

導
し

た
。
『

ポ
エ

ト
リ
』

の
創
刊

の
辞

に
は

、
ホ

イ
ッ

ト
マ

ン

(1
81

9-18
9

2)の
《
偉
大

な
詩

人
た

ち
に

は
、
偉
大

な
読

者
聴

衆
も

ま
た

必
要

な
の

で
あ

る
（
T
o
 h
a
v
e
 g
re
a
t p

o
e
ts
, th

e
re
 m

u
s
t b

e
 g
re
a
t 

a
u
d
ie
n
ce
s
 
to
o
）

》
の
短

い
フ
レ

ー
ズ

が
掲
げ

ら
れ

て
い

た
。
ホ

イ
ッ

ト
マ

ン
の

理
念

と
思
想

が
、

こ
の
雑
誌

の
中
核

に
あ

る
こ

と
は

注
目

し

て
お

き
た

い
。
 

モ
ン

ロ
ー

は
一

九
一

二
年
八
月

か
ら

九
月
初

め
に

か
け

て
、
英

米
の

五
〇

人
以

上
の

詩
人

た
ち

に
新

し
い
雑
誌

を
創
刊

す
る

意
図

を
書

い

て
、
支

持
と
参
加

を
呼

び
か

け
た

。
雑
誌
創
刊

の
主
旨

は
、
大

衆
雑
誌

の
制
限

に
強

い
ら

れ
る

こ
と

な
く

、
詩

人
が
自

ら
の

位
置

を
確

認
す

る

場
所

を
提
供

し
た

い
と

い
う

こ
と

で
あ

っ
た

。
既

存
の
雑
誌

は
、

詩
歌

に
深

い
関

心
の

な
い
公

衆
（

読
者

）
が

対
象

で
あ

る
が

、
本
雑
誌

は
、

詩
を
芸
術

と
し

て
の
最

も
崇
高

な
も

の
と
捉

え
、

詩
歌

を
完

成
し

た
人

間
の
真

と
美

の
表

現
の
最

た
る

も
の

と
し

て
考

え
て

い
る

読
者

を
対
象

に
す

る
、
と

し
て

い
た

x
i
i。

多
く

の
詩

人
が
賛

同
し

、
当

時
は

ま
だ

無
名

だ
っ

た
エ

ズ
ラ

・
パ
ウ

ン
ド

も
モ

ン
ロ

ー
に
熱
烈

な
手
紙

を
書

い
て

、

こ
の
雑
誌

の
海

外
特
派
員

、
つ

ま
り

ロ
ン

ド
ン

の
詩
壇
状
況

を
発
信

す

る
窓

口
と

な
っ

た
。

パ
ウ

ン
ド

は
自
分
自
身

の
詩
歌

や
自
分

の
推
奨

す

る
イ
マ
ジ

ス
ト

た
ち

の
詩
歌

を
モ

ン
ロ

ー
に

次
々

と
送

っ
て
『

ポ
エ

ト

リ
』
へ

の
掲
載

を
求

め
た

。
パ
ウ

ン
ド

が
革
新

を
遂
げ

つ
つ

あ
る
英

国

の
状
況

を
紹
介

し
た

こ
と

は
、
〈
新

し
い

詩
〉

の
動

き
を
躍

動
さ
せ

、

雑
誌
『

ポ
エ

ト
リ
』

の
活

性
化

に
大

い
に
貢
献

し
た

。
こ

の
一

九
一

二

年
か

ら
一
七

、
一
八
年
頃

は
、

シ
カ
ゴ

の
〈

詩
の

ル
ネ

サ
ン

ス
〉
期

と

な
る

。
 

た
だ

し
一

九
一
七
年
頃

に
は

、
パ
ウ

ン
ド

と
編
集

部
と

の
間

の
不
協

和
音

が
表
面

化
す

る
。

パ
ウ

ン
ド

は
自

ら
が
推

す
イ
マ
ジ

ズ
ム
運

動
x
i
i
i

の
活
躍

の
場

を
雑
誌
『

ポ
エ

ト
リ
』

に
求

め
て

い
た

。
既

に
故

国
ア
メ

リ
カ

を
離

れ
て

ロ
ン

ド
ン

で
ウ

ィ
リ

ア
ム

・
バ

ト
ラ

ー
・

イ
ェ

イ
ツ
宅

に
寄
寓

し
て

い
た

パ
ウ

ン
ド

に
と

っ
て

は
、

ア
メ

リ
カ

詩
壇

の
動
向

や

ア
メ

リ
カ

の
地

方
性

に
は

関
心

が
な

か
っ

た
。
紙
面

が
ア
メ

リ
カ

中
西

部
の
若

い
詩

人
の

た
め

に
奪

わ
れ

る
こ

と
に
不
満

を
示

し
て

、
ハ

リ
エ

ッ
ト

・
モ

ン
ロ

ー
ら

の
編
集

に
抗

議
し

は
じ

め
る

。
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一
方

、
編
集

者
モ

ン
ロ

ー
の
編
集

方
針

は
、
派
閥

に
束

縛
さ

れ
ず
良

い
詩

に
〈
門
戸
開
放
〉

す
る

と
い

う
こ

と
で

あ
り

、
ま

た
雑
誌
運
営

に

は
バ

ラ
ン

ス
が

求
め

ら
れ

て
い

た
。
『

ポ
エ

ト
リ
』

は
、
〈
ジ

ェ
ン

テ

ィ
ー

ル
・

ト
ラ

デ
ィ

シ
ョ

ン
〉

を
擁
護

し
た

い
シ

カ
ゴ

の
資
産
家

た
ち

や
実
業

界
を

パ
ト

ロ
ン

に
し

て
お

り
、

ま
た

同
時

に
、
〈
ジ

ェ
ン

テ
ィ

ー
ル
〉

を
乗

り
越

え
た

い
中
西

部
に
根

ざ
す
若

い
詩

人
た

ち
や
女

性
詩

人
を
紹
介

す
る

意
図

も
あ

っ
た

。
 

モ
ン

ロ
ー

に
反

発
し

た
パ
ウ

ン
ド

は
一
七
年
七
月

に
『

ポ
エ

ト
リ
』

の
海

外
特
派
員

を
退

い
て

、
今

度
は
別

の
ア
メ

リ
カ

の
小
雑
誌
『

リ
ト

ル
・
レ
ビ

ュ
ー
』

x
i
vの
海

外
特
派
員

と
な

っ
て
『

ポ
エ

ト
リ
』
攻
撃

を

展
開

し
は

じ
め

た
。

パ
ウ

ン
ド

は
ロ

ン
ド

ン
の
『

イ
ン
グ

リ
ッ

シ
ュ

・

レ
ビ

ュ
ー
』

x
vの

一
九

一
八
年
五
月
号

に
掲
載

さ
れ

た
『

ポ
エ

ト
リ
』
批

判
の

文
章

x
v
iを

、
『

リ
ト

ル
・
マ
ガ
ジ

ン
』

の
一

九
一
八
年

九
月
号

の

巻
頭

に
長

い
註
釈

を
つ

け
て
再
掲
載

し
た

の
で

あ
る

。
モ

ン
ロ

ー
は

こ

れ
に
反

論
し

て
、
雑
誌
『

ポ
エ

ト
リ
』

は
ロ

ン
ド

ン
に
故

国
離
脱

し
た

エ
リ

ー
ト

（
パ
ウ

ン
ド

ら
）
専

属
の
機

関
誌

の
方
向

性
は
取

ら
ず

、
ア

メ
リ

カ
の
自

立
し

た
機

関
誌

を
目
指

し
て

い
る

こ
と

を
表

明
し

た
。

そ

し
て
『

リ
ト

ル
・
レ
ビ

ュ
ー
』

の
編
集

者
も

ハ
リ

エ
ッ

ト
・

モ
ン

ロ
ー

に
同
調

す
る

意
見

を
示

し
、

パ
ウ

ン
ド

に
よ

る
誹
謗

中
傷

を
批

判
す

る

立
場

を
示

し
た

。
x
v
i
i 

よ
う

す
る

に
、

地
域

性
を

無
視

し
て

国
際

的
な
前
衛

を
ひ

た
走

ろ
う

と
す

る
ロ

ン
ド

ン
滞

在
中

の
パ
ウ

ン
ド

と
、

ア
メ

リ
カ

で
新

し
い

文
芸

運
動

を
盛

り
立

て
て

い
こ

う
と

す
る

シ
カ
ゴ

の
編
集

者
た

ち
と

の
間

に

は
、

確
執

が
生

ま
れ

て
い

た
。

も
ち

ろ
ん

、
モ

ン
ロ

ー
達

も
ア
メ

リ
カ

の
地

方
性

の
み

を
重
視

し
て

い
た

わ
け

で
は

な
く

、
英

詩
全
体

の
〈
新

し
い

詩
〉

の
方
向

性
を

求
め

て
い

た
の

で
あ

り
、

シ
カ
ゴ

発
の

「
世

界

文
学

」
を

模
索

し
て

い
た

の
で

あ
る

。
 

 

 
（

図
）

雑
誌

『
ポ

エ
ト

リ
』

 

 

モ
ン

ロ
ー

が
支
援

し
た
〈

地
方

性
〉

を
担

う
中
西

部
詩

人
た

ち
―

た

と
え

ば
主

な
詩

人
に

は
エ

ド
ガ

ー
・
リ

ー
・
マ

ス
タ

ー
ズ
(1
8
6
9
-1
9
5
0
)、

ヴ
ェ

イ
チ

ェ
ル

・
リ

ン
ゼ

イ
(1
8
7
9
-1
9
3
1
)、

カ
ー

ル
・

サ
ン

ド
バ

ー
グ

(1
8
7
8
-1
9
6
7
)ら

が
い

た
が
―

こ
の

い
わ
ゆ

る
〈

シ
カ
ゴ

詩
学
派
〉
と
呼

ば
れ

た
詩

人
た

ち
や

、
シ

カ
ゴ

の
〈
新

し
い

詩
〉
運

動
を

、
日

本
で

注

目
し
評
価

し
て

い
た
筆
頭

が
野

口
米

次
郎

で
あ

る
。

野
口

米
次

郎
は

イ

ェ
イ

ツ
と
親

し
く

、
イ

ェ
イ

ツ
の
自
宅

で
若

き
パ
ウ

ン
ド

に
も
顔

を
合

わ
せ

て
い

た
。

パ
ウ

ン
ド

と
多
少

の
書
簡

の
や

り
と

り
も

し
て

い
る

。
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た
だ

、
野

口
は

パ
ウ

ン
ド

に
つ

い
て

は
あ

ま
り
評
価

し
て

い
な

か
っ

た

と
み

え
、
距
離

を
置

い
て

い
た

。
パ
ウ

ン
ド

よ
り

も
モ

ン
ロ

ー
や

ア
メ

リ
カ

在
住

の
詩

人
た

ち
と

の
関

係
を

重
視

し
て

い
た

た
め

で
あ

る
。
 

日
本

の
詩
壇

に
お

い
て

は
、
大

正
中
期

に
イ
マ
ジ

ズ
ム

を
取

り
上
げ

た
紹
介

・
論
評

が
お

こ
な

わ
れ

る
よ

う
に

な
る

し
、

野
口

の
英

詩
や
英

語
に

よ
る
講
演
活

動
が

イ
マ
ジ

ズ
ム
運

動
に
少

な
く

な
い

イ
ン

ス
ピ
レ

ー
シ
ョ

ン
を
与

え
て

い
る

こ
と

は
事

実
で

あ
っ

た
が

、
野

口
自
身

は
そ

の
紹
介

に
は

あ
ま

り
関

心
を

示
し

て
い

な
か

っ
た

。
野

口
は

イ
マ
ジ

ス

ト
の

形
容
詞

の
使

い
方

の
変
容

や
エ

イ
ミ

ー
・

ロ
ー
ウ

ェ
ル

の
詩

論
な

ど
を

論
じ

る
中

で
さ

え
も

、
《
私

は
こ

の
イ
マ
ジ

ス
ト

の
運

動
に

つ
い

て
は

あ
ま

り
深

い
事

は
知

ら
ぬ

》
x
v
i
i
iと
素

っ
気

な
い

。
（

野
口

は
パ
ウ

ン
ド

を
あ

ま
り
評
価

し
て

い
な

か
っ

た
。

）
野

口
は

、
周
辺

か
ら
牽

制

さ
れ

な
が

ら
独
自
路
線

を
推
進

す
る

パ
ウ

ン
ド

の
文

学
傾
向

よ
り

も
、

地
域

性
と

の
バ

ラ
ン

ス
を
取

ろ
う

と
し

た
シ

カ
ゴ

の
「
新

し
い

詩
」
運

動
の

動
向

に
よ

り
強

い
関

心
を

示
し

て
い

た
。
 

野
口

が
シ

カ
ゴ

詩
学
派

を
ど

う
捉

え
て

い
た

か
を

確
認

す
る
前

に
、

ハ
リ

エ
ッ

ト
・

モ
ン

ロ
ー

が
野

口
を

ど
う

認
識

し
て

い
た

か
、

野
口

と

と
も

に
東

洋
の

詩
歌

や
ア
ジ

ア
の

詩
人

た
ち

が
、

同
時

代
の
英

米
詩
壇

の
中

で
ど

の
よ

う
な
視
線

で
捉

え
ら

れ
て

い
た

か
を

み
て

い
こ

う
。
 

   

２
 

雑
誌

『
ポ

エ
ト

リ
』

に
紹

介
さ

れ
た

〈
東

洋
〉

詩
 

 
 一

九
一

二
年

一
〇
月

に
創
刊

さ
れ

た
雑
誌
『

ポ
エ

ト
リ
』

に
は

、
創

刊
当
初

か
ら

東
洋

の
息
吹

が
導

入
さ

れ
て

い
た

。
こ

れ
は

一
九

一
〇
年

代
の

ア
メ

リ
カ
社
会

の
混
交

性
と

ア
メ

リ
カ

中
西

部
の
〈

世
界

文
学
〉

へ
の

注
目

と
関

心
が

明
確

に
な

り
つ

つ
あ

っ
た

中
で

の
傾
向

と
い

え

る
。

一
二
年

の
段
階

か
ら
『

ポ
エ

ト
リ
』

で
は

、
ラ
ビ

ン
ド

ラ
ナ

ト
・

タ
ゴ

ー
ル

な
ど

の
〈

東
洋
〉

詩
人

や
、

中
国
古
典

詩
歌

や
日

本
詩
歌

、

能
楽

な
ど

の
紹
介

や
言
及

が
な

さ
れ

た
。
 

 
創
刊

し
て
間

も
な

い
一

二
月
号

、
イ

ン
ド

の
タ
ゴ

ー
ル

の
詩

が
『

ギ

タ
ン
ジ
ャ

リ
』
G
ita

n
ja
li（

一
二
年

一
一
月
刊
行

）
か

ら
六
篇
紹
介

さ

れ
て
お

り
x
i
x、
ノ

ー
ベ

ル
賞

受
賞

の
直
前

に
は

、
タ
ゴ

ー
ル

の
英

詩
の

出
現

が
、

詩
的
芸
術

に
と

っ
て
非
常

に
重
大

で
あ

り
《
英

詩
の

み
な

ら

ず
世

界
の

詩
歌

の
歴
史

に
お

い
て

注
目

す
べ

き
出
来

事
で

あ
る

》
と
評

価
さ

れ
た

x
x。

タ
ゴ

ー
ル

が
も

た
ら

す
も

の
は

、
《
鋼

と
機
械

の
時

代
に

生
き

る
わ

れ
わ

れ
が
極

度
に
必

要
と

し
て

い
る
静

か
さ

を
尊
ぶ
誓

い
》

で
あ

り
、

《
こ

の
東

洋
の
表

現
の

中
に

は
、

こ
れ

ま
で

わ
れ

わ
れ

が
得

て
き

た
も

の
よ

り
も

、
は

る
か

に
深
遠

な
静

か
さ

と
、

は
る

か
に
深
遠

な
信

念
が

あ
る

》
x
x
iと
評

さ
れ

た
。
 

 
ち

な
み

に
、

タ
ゴ

ー
ル

に
ノ

ー
ベ

ル
文

学
賞

を
授
与

さ
せ

た
直

接
的

な
契
機

は
、
英

詩
集
『

ギ
タ

ン
ジ
ャ

リ
』

の
刊
行

だ
と

さ
れ

て
い

る
が

、

同
時

代
的

な
思
想
潮

流
の

相
互
影
響

関
係

を
考

え
る
場

合
に

は
、

一
九
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一
二
年

に
ア
メ

リ
カ

の
ハ

ー
ヴ
ァ

ー
ド
大

学
な

ど
で
行

っ
た
連
続
講
演

―
宇
宙

生
命

論
、
宇
宙

と
個

人
の
調
和

、
魂

の
意

識
、
万
物
照
応

の
理

念
、

そ
し

て
自
我

の
滅
却

と
自
己

実
現

を
説

い
た
―

を
ま

と
め

た
『

サ

ー
ダ
ナ
―

人
生

の
実

現
』
(一

九
一

三
年
)に

示
さ

れ
た
思
想

が
よ

り
重

要
だ

っ
た

x
x
i
i。

タ
ゴ

ー
ル

は
、

二
〇

世
紀
初
頭

の
象
徴

主
義

理
論

や
生

命
主

義
思
想

、
東

洋
的

な
宗
教
哲

学
、

ま
た

民
主

主
義

や
人
道

主
義

的

哲
学

を
代
表

す
る

存
在

と
し

て
受

け
と

め
ら

れ
た

。
 

 
雑
誌
『

ポ
エ

ト
リ
』

の
〈

東
洋
〉

認
識

は
、

野
口

米
次

郎
と

も
無

関

係
で

は
な

い
。

一
五
年

一
一
月
号

に
は

「
日

本
の

詩
歌

」
と
題

し
て

野

口
の

T
h
e
 S
p
ir
it o

f J
a
p
a
n
e
s
e
 P
o
e
tr
y
に

対
す

る
非
常

に
詳

し
い
書

評
が
掲
載

さ
れ

て
い

る
x
x
i
i
i。

こ
れ

は
『

ポ
エ

ト
リ
』
の
編
集

者
ア

リ
ス

・

ヘ
ン

ダ
ー
ソ

ン
(1
8
8
1
-1
9
4
9
)に

よ
る
批
評

で
あ

っ
た

。
少

し
詳

し
く

み

て
み

た
い

。
 

 
ヘ

ン
ダ

ー
ソ

ン
は

、
欧

米
人

の
《

日
本

詩
歌

に
対

す
る
浅
薄

で
瑣

末

（
triv

ial）
で

さ
え

あ
っ

た
認

識
》

が
、

野
口

に
よ

っ
て
深

め
ら

れ
、

認

識
に
変

化
を

生
ん

だ
と

論
じ

て
い

た
x

x
iv。

 

 

日
本
の
詩
は
ま
っ
た
く
説
明
的
で
は
な
い
。
そ
の
方
法
は
完
全
に
暗
示

的
で
あ
る
。
連
想
を
呼
び
起
こ
し
、
想
像
力
に
訴
え
る
力
を
持
つ
。
些

細
な
も
の
で
は
な
く
深
遠
な
も
の
で
あ
る
。
簡
潔
さ
は
、
緊
張
感
に
よ

っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
。
（
訳
文
、
堀
）

x
x

v 

 

俳
句

が
〈

ep
ig

ram
〉

と
は
異

な
る

文
学

な
の

だ
と

主
張

し
て

い
た

野
口

の
詩

の
解

説
の

要
点

が
、

こ
こ

に
的

確
に

受
け

と
め

ら
れ

、
日

本
詩
歌

に
対

す
る
欧

米
人

の
認

識
に
転
換

が
起

き
た

こ
と

が
指
摘

さ
れ

て
い

る
。

ま
た

、
《

考
え

を
表

現
す

る
た

め
に
ホ

ッ
ク

の
例

を
多

く
示

し
て

く
れ

て
お

り
、

そ
の

野
口

の
表

現
に

は
無
駄

が
ま

っ
た

く
無

い
》

と
も

述
べ

ら
れ

て
い

る
x

x
v

i。
ヘ

ン
ダ

ー
ソ

ン
は

、
野

口
の
著
述

の
一

文
を
引

い
た

の
ち

に
、

次
の

よ
う

に
書

い
て

い
る

。
 

 

こ
の
お
だ
や
か
な
禅
の
教
義
は
、
人
間
と
自
然
と
を
二
つ
の
平
行
す
る
特

徴
的
形
式
と
し
て
把
握
す
る
。
そ
し
て
そ
の
両
者
の
間
に
は
完
全
な
共
感

が
支
配
す
る
。
日
本
の
詩
歌
は
〈
暗
示
的
〉
だ
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
の
言

葉
は
、
か
の
フ
ラ
ン
ス
象
徴
主
義
詩
人
ら
の
場
合
の
よ
う
に
、
〈
曖
昧
さ
〉

を
意
味
す
る
た
め
に
使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

（
訳
文
、
堀
）

x
x

v
ii 

 人
間

と
自
然

が
感
応

す
る

一
対

で
あ

る
と

い
う

認
識

、
ま

た
そ

れ
を
表

現
す

る
た

め
の

こ
と

ば
が

的
確

に
選
択

さ
れ

て
お

り
、
単
純

な
曖
昧

さ

で
は

な
い

と
い

う
こ

と
が
述
べ

ら
れ

て
い

る
。

 

ま
た
ヘ

ン
ダ

ー
ソ

ン
は

、
《

比
較

詩
学

を
研
究

す
る

者
に

と
っ

て
、

野
口

の
小

さ
な

本
は

、
秘
宝

の
つ

ま
っ

た
巨
大

な
貯
蔵
庫
へ

の
鍵

に
な

る
だ

ろ
う

》
x

x
v

iiiと
、

野
口

の
著

作
を
強

く
推
薦

し
た

。
（

ち
な

み
に

こ

こ
で
《

little b
o

o
k（
小

さ
な

本
）
》
と
呼

ば
れ

て
い

る
の

は
、

T
h

e S
p

irit 
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o
f Ja

p
a

n
ese P

o
etry

の
判
型

が
実
際

に
小

さ
か

っ
た

た
め

で
あ

る
。

）
 

そ
の

後
、
『

ポ
エ

ト
リ
』

の
一

九
一

九
年
十

一
月
号

で
も

、
ユ

ー
ニ

ス
・

テ
ィ

ー
チ

ェ
ン

ツ
が

野
口

に
つ

い
て

論
評

し
て
絶
賛

し
て

い
る

。

テ
ィ

ー
チ

ェ
ン

ツ
は

、
一

九
一
六
年

か
ら

一
九

一
七
年

に
中

国
に
家

ン

す
る
紹
介

を
行

っ
て

い
た

人
物

で
あ

る
。
（
ち
な
み
に
一
九
一
八
年
の
『
ポ

エ
ト
リ
』
に
は
、
ア
ー
サ
ー
・
ウ
ェ
イ
リ
ー
が
中
国
詩
を
一
〇
篇
翻
訳
紹
介
し

て
も
い
る
。
）

 

テ
ィ

ー
チ

ェ
ン

ツ
は

、
野

口
の

T
h

e S
p

irit o
f Ja

p
a

n
ese P

o
etry

が
日

本
の
精
神

や
思
想

を
理

解
す

る
た

め
の

《
扉

》
で

あ
り

、
《

手
引

き
書

》

で
あ

る
と
書

い
た

。
欧

米
読

者
は

、
こ

の
著

作
に

《
愛
情

に
充

ち
、
鋭

敏
で

、
凝
縮

し
た

、
心

が
う

ず
く
ほ

ど
の

日
本

の
伝
統

詩
歌

の
美

し
さ

》

x
x

ixを
感

じ
て

い
た

と
評
価

し
た

の
で

あ
る

。
野

口
の
著

作
は

、
同

時
代

の
英

米
の

詩
人

た
ち

の
間

で
重

要
な

位
置

を
占

め
て

い
た

様
子

が
う

か

が
え

る
。

 

野
口
自
身

の
詩
歌

の
『

ポ
エ

ト
リ
』
へ

の
寄
稿

が
見

ら
れ

る
の

は
、

第
一

次
世

界
大

戦
終
結

後
に

米
国

各
地

で
の
講
演
旅
行

を
始

め
た

時
期

の
一

九
年

一
一
月
号

以
降

で
あ

る
が

x
x
x、

米
国

の
詩
壇

で
は

、
野

口
の

日
本

詩
歌

に
関

す
る
著

作
が
早

く
か

ら
注

目
さ

れ
て

い
る

。
 

も
ち

ろ
ん

東
洋
へ

の
関

心
が

、
こ

の
雑
誌

の
最

重
要

な
傾
向

で
あ

っ

た
と

い
う

わ
け

で
は

な
い

。
イ
マ
ジ

ス
ト

詩
人

ら
の
傾
向

が
強

か
っ

た

の
で

あ
り
―

イ
マ
ジ

ス
ト

詩
は

、
日

本
の

俳
句

に
大

き
な
影
響

を
受

け

て
出

現
し

た
の

だ
が
―

そ
れ

の
み

な
ら

ず
、

次
第

に
様

々
な
英

国
詩
壇

の
面

々
が
登
場

し
て

い
て

、
Ｗ

・
Ｂ

・
イ

ェ
イ

ツ
や

ア
ー

サ
ー

・
シ

モ

ン
ズ

、
ブ

リ
ス

・
カ

ー
マ

ン
な

ど
の

野
口

デ
ビ

ュ
ー
当

時
の
友

人
た

ち

が
寄
稿

し
て

い
た

。
サ

ン
ド
バ

ー
グ

や
リ

ン
ゼ

イ
な

ど
の

シ
カ
ゴ

詩
学

派
の
顔
ぶ

れ
は

一
三
年

末
か

ら
一
四
年
頃

の
早

い
段
階

で
顔

を
見
せ

て

い
る

。
ウ

ィ
ッ

タ
ー

・
ビ

ン
ナ

ー
(1
8
8
1
-1
9
6
8
)や

ア
ー

サ
ー

・
Ｄ

・
フ

ィ
ッ
ケ
(1
8
8
3
-1
9
4
5
)と

い
っ

た
、

一
九

一
七
年

に
は

野
口

を
頼

っ
て
来

日
し

、
そ

の
後

ア
メ

リ
カ

（
特

に
西
海
岸

）
と

東
洋

（
日

本
や

中
国

）

と
の
架

け
橋

に
な

ろ
う

と
し

た
新

人
の

詩
人

た
ち

が
出

現
し

て
い

る

x
x
x
i。
（
フ
ィ
ッ
ケ
は
一
九
一
六
年
の
『
ポ
エ
ト
リ
』
に
日
本
美
術
に
つ
い
て

の
紹
介
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
）
 

ハ
リ

エ
ッ

ト
・

モ
ン

ロ
ー

は
、

中
国

や
日

本
を
ふ

く
め

て
世

界
の

文

学
潮

流
を

重
視

し
て

い
た

。
ア
メ

リ
カ

の
混
沌

と
し

た
文
壇
状
況

に
あ

っ
た

と
い

え
る

一
地

方
都
市

の
シ

カ
ゴ

の
詩
雑
誌

が
、

東
洋
へ

の
関

心

と
い

う
点

や
、
英

詩
革
命
へ

の
関

心
と

い
う

点
に
お

い
て

は
、
英

国
詩

壇
に

も
決

し
て
劣

ら
な

い
先
端

的
な
傾
向

を
示

し
て

い
た

と
い

え
る

。
 

  ３
 

ハ
リ

エ
ッ

ト
・

モ
ン

ロ
ー

の
捉

え
る

〈
東

洋
〉

と
野

口
 
 

 

で
は

ハ
リ

エ
ッ

ト
・

モ
ン

ロ
ー

は
、

野
口

を
ど

の
よ

う
に
評
価

し
位

置
づ

け
て

い
た

の
か

。
こ

こ
で

、
『

ポ
エ

ト
リ
』

を
編
集

す
る

ハ
リ

エ

ッ
ト

・
モ

ン
ロ

ー
と

ア
リ

ス
・
ヘ

ン
ダ

ー
ソ

ン
が
編
纂

し
、

一
九

一
七
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年
二
月

に
刊
行

さ
れ

た
ア

ン
ソ

ロ
ジ

ー
『
新

し
い

詩
―

二
〇

世
紀
英

語

詩
の
集

成
』

T
h
e
 

N
e
w
 

P
o
e
tr
y
: 

A
n
 

A
n
th
o
lo
g
y
 

o
f 

T
w
e
n
tie

th
-C

e
n
tu
r
y
 V
e
r
s
e
 in

 E
n
g
lis

h
x
x
x
i
iを

み
て

み
よ

う
。
 

当
時

、
〈

詩
（
P
o
e
try

）
〉

は
芸
術
史

の
な

か
で

ど
う

位
置

づ
け

ら

れ
、
〈

詩
〉

の
革
新

は
ど

の
よ

う
に

受
け

と
め

ら
れ

て
い

た
の

か
。
序

の
冒
頭

に
は

、
一

三
年

、
一
四
年

の
英

米
が
〈

詩
の

め
ざ

ま
し

い
ル
ネ

サ
ン

ス
期
〉

を
迎

え
て
お

り
、
芸
術

に
対

す
る

一
般
大

衆
の

関
心

も
並

外
れ

て
復
興

し
て

い
る

、
と
書

か
れ

る
。

そ
し

て
、
〈
新

し
い

詩
〉

に

つ
い

て
の

説
明

が
な

さ
れ

、
そ

の
経

緯
に

つ
い

て
次

の
よ

う
に
書

か
れ

た
。
 

 

〈
新
し
い
詩
〉
は
、
一
九
九
〇
年
代
の
フ
ラ
ン
ス
象
徴
主
義
や
そ
の
後
の

パ
リ
の
自
由
詩
作
者
（

v
e

r
s
-lib

r
is

te
s
）
に
学
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
そ
の
幾
つ
か
は
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
の
吟
遊
詩
人
の
叙
情
に
学
ん
だ
も
の

で
あ
り
、
ま
た
初
期
イ
タ
リ
ア
の
ソ
ネ
ッ
ト
詩
人
や
カ
ン
ツ
ォ
ー
ネ
作
者

の
よ
り
精
巧
な
構
造
を
検
討
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
新
し
い
視
角
か
ら

ギ
リ
シ
ア
の
詩
を
読
み
な
お
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
何
に
も
ま
し
て

最
も
重
要
な
の
が
、
〈
新
し
い
詩
〉
が
東
洋
か
ら
の
風
に
影
響
を
受
け
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
（
訳
文
、
堀
）

x
x
x
i
i
i 

 
 

こ
こ

で
い

う
〈

東
洋

か
ら

の
風
〉

の
代
表

詩
人

が
タ
ゴ

ー
ル

や
野

口
を

指
し

て
い

る
。

そ
し

て
モ

ン
ロ

ー
は

、
一

九
世

紀
の
西

洋
世

界
に
お

け

る
東

洋
の

発
見

の
影
響

に
つ

い
て

、
特

に
〈

日
本
〉

か
ら

の
影
響

に
頁

を
費

や
し

た
。

日
本
美
術

か
ら

の
影
響

の
後

に
、

詩
歌

か
ら

の
影
響

が

あ
っ

た
こ

と
を
詳
述

し
た

。
x
x
x
i
v 
西

洋
の

東
洋
へ

の
関

心
と

研
究

が
進

む
な

か
で

オ
マ

ル
・

ハ
イ
ヤ

ー
ム

の
ブ

ー
ム

が
あ

り
、
そ

の
あ

と
に
〈

発

句
（
h
o
k
k
u
）
〉

の
紹
介

に
よ

っ
て

日
本

の
息
吹

が
持

ち
込

ま
れ

、
そ

れ

を
さ

ら
に
進

め
る

形
で

中
国
古
典

詩
へ

の
注

目
が

あ
っ

た
、

と
述
べ

ら

れ
て

い
る

。
野

口
が
尽
力

し
た
〈

俳
句
〉

の
翻

訳
紹
介

や
詩

作
を

通
し

て
も

た
ら

し
た
刺
激

が
、

パ
ウ

ン
ド

ら
の

イ
マ
ジ

ズ
ム

の
活

動
に
先
駆

け
る

も
の

で
あ

っ
た

と
捉

え
て

い
る

。
 

で
は

、
モ

ン
ロ

ー
が
評
価

す
る

野
口

の
英

詩
を

、
こ

こ
で

は
例

と
し

て
一
篇

だ
け
紹
介

し
て

み
る

。
（

野
口

の
英

詩
は

、
こ

の
よ

う
な

三
行

詩
ば

か
り

で
は

な
い

が
。

）
 

 

‘‘I
 H

A
V

E
 C

A
S

T
 T

H
E

 W
O

R
L

D
’’ 

I
 h

a
v

e
 c

a
s
t th

e
 w

o
r
ld

, a
n

d
 th

in
k

 m
e

 a
s
 n

o
th

in
g

. 

Y
e

t I
 fe

e
l c

o
ld

 o
n

 s
n

o
w

-fa
llin

g
 d

a
y

 

A
n

d
 h

a
p

p
y

 o
n

 flo
w

e
r
 d

a
y

. 
x
x
x
v 

 三
行

詩
の

俳
句

を
イ
メ

ー
ジ

さ
せ

る
作

品
で

あ
る

。
こ

れ
は

F
r
o
m
 th

e
 

E
a
s
te
r
n
 
S
e
a
(1
9
0
3
)
に
初

出
し

た
際

に
は
‘‘L
IN

E
S
: 
fro

m
 
th
e
 

J
a
p
a
n
e
s
e
’’と
題

さ
れ

て
い

た
x
x
x
v
i。

じ
つ

は
、

こ
の

詩
は

、
芭
蕉

の
西

行
上

人
像
讃

の
歌

「
す

て
は

て
て
身

は
な

き
も

の
と
思
へ

ど
も
雪
ふ

る
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日
は

さ
ぶ

く
こ

そ
あ

れ
花

の
ふ

る
日

は
う

か
れ

こ
そ

す
れ

」
を
英

詩
に

し
た

も
の

で
あ

り
x
x
x
v
i
i、

‘‘L
in
e
s
: fro

m
 th

e
 J
a
p
a
n
e
s
e
’’と

の
題

は
、

芭
蕉

の
歌

か
ら

イ
メ

ー
ジ

さ
れ

た
一
篇

と
い

う
意

味
で

あ
っ

た
x
x
x
v
i
i
i。

誰
の

意
向

か
は

解
ら

な
い

が
、

ハ
リ

エ
ッ

ト
・

モ
ン

ロ
ー

の
ア

ン
ソ

ロ

ジ
ー

に
収
録

さ
れ

る
際

に
は

、
‘‘I H

A
V
E
 C
A
S
T
 T
H
E
 W

O
R
L
D
’’と

タ
イ

ト
ル

が
変

え
ら

れ
て

い
る

。
 

芭
蕉

の
俳

句
に
因
ん

で
い

る
か

ら
と

い
う

こ
と

で
は

な
く

、
野

口
の

英
詩

作
品

と
し

て
、

こ
の

詩
は

多
く

の
英

語
圏

読
者

が
注

目
し
感
銘

を

う
け

た
作

品
で

あ
っ

た
。

こ
れ

は
、

ア
ー

サ
ー

・
ラ

ン
サ

ム
が

、
一

九

一
〇
年

九
月

一
〇

日
付

の
『

フ
ォ

ー
ト

ゥ
ナ

イ
ト

リ
ー

・
レ
ビ

ュ
ー
』

（
ロ

ン
ド

ン
）

の
中

で
も
取

り
上
げ

て
い

た
一
篇

で
あ

り
、

野
口

の
作

品
と

し
て
当

時
有

名
だ

っ
た

も
の

と
い

え
よ

う
。

ま
た

ア
メ

リ
カ

の
女

性
詩

人
ア

デ
レ

イ
ド

・
ク

ラ
プ

シ
ィ
(1
8
7
8
-1
9
1
4
)の

手
帳

の
中

に
、

こ

の
一
篇

が
書

き
写

さ
れ

て
い

た
こ

と
も

知
ら

れ
て

い
る

x
x
x
i
x。

 

 
こ

の
詩

以
外

に
も

、
野

口
の
英

詩
は

い
く

つ
か

こ
の

ア
ン
ソ

ロ
ジ

ー

に
含

ま
れ

て
お

り
、

野
口

は
俳

句
の
紹
介

者
と

し
て

だ
け

重
要
視

さ
れ

て
い

た
の

で
は

な
く

、
詩
歌

の
改
革

者
、
前
衛

詩
人

、
現

代
を

生
き

る

詩
人

と
し

て
評
価

を
受

け
て

い
た

こ
と

が
わ

か
る

。
ま

た
、
当

時
、

ハ

リ
エ

ッ
ト

・
モ

ン
ロ

ー
と

野
口

米
次

郎
は

、
頻
繁

に
書
簡

の
や

り
取

り

を
し

て
い

た
。

x
l 

  

４
 

野
口

の
シ

カ
ゴ

詩
壇

と
ホ

イ
ッ

ト
マ

ン
に

対
す

る
評

価
 

  
野

口
は
若

き
日

の
一
八

九
九
年

に
も

シ
カ
ゴ

を
訪
問

し
て

い
た

が
、

そ
の

二
〇
年

後
、

一
九

一
九
年

に
も

ア
メ

リ
カ

各
地

で
の
講
演
旅
行

中

に
シ

カ
ゴ

を
再
訪

し
て

、
一
ヶ
月
間
滞

在
し

て
い

た
。

シ
カ
ゴ
到
着

の

夜
、

さ
っ

そ
く

モ
ン

ロ
ー

の
家

に
夕
食

に
招
待

さ
れ

て
、

さ
ま

ざ
ま

語

り
合

っ
て

い
る

。
野

口
は
彼
女

に
つ

い
て

、
《
新

詩
歌

の
傳
導

者
を

以

て
自

認
し
且
市
俄
高

を
以

て
米
國
新

詩
歌

の
發

生
の

地
た

ら
し

め
た
有

力
な

文
人

の
一

人
》

x
l
iと
書

い
て

い
る

。
 

 
シ

カ
ゴ
滞

在
中

に
は

、
シ

カ
ゴ
大

学
の

三
〇

名
ほ

ど
の

日
本

学
専
攻

の
学

生
と
交

流
し

て
お

り
、

と
く

に
こ

の
学

生
ら

学
生
倶
楽

部
が

、
シ

カ
ゴ

で
公
演

中
の

国
際

的
オ

ペ
ラ
歌

手
・

三
浦
環

（
1
8
8
4
-1
9
4
6
）

と
野

口
米

次
郎

の
た

め
の
レ
セ
プ

シ
ョ

ン
を
開
催

し
て

く
れ

て
い

る
。

そ
の

レ
セ
プ

シ
ョ

ン
の
夜

は
日

本
領

事
と
共

に
で

か
け

、
夜

に
は
領

事
館

で

晩
餐

の
接
待

を
う

け
て

い
る

。
そ

こ
に

は
シ

カ
ゴ
大

学
の
教
授

た
ち

の

妻
達

も
多

く
集

ま
っ

て
い

た
。

x
l
i
i（
野
口
は
三
浦
環
に
対
す
る
評
価
と
同
情

も
大
変
面
白
い
も
の
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。
）
 

 
野

口
の

シ
カ
ゴ

に
対

す
る
評
価

は
ど

の
よ

う
な

も
の

で
あ

っ
た

か
。

野
口

は
シ

カ
ゴ

が
濃
霧

の
多

い
都
市

で
ア
メ

リ
カ

の
な

か
で
最

も
ロ

ン

ド
ン

と
似

て
い

る
と

語
っ

て
い

た
。

そ
し

て
野

口
が
最

も
敬
服

し
て

い

る
の

は
シ

カ
ゴ

の
美
術
館

で
あ

っ
た

。
と

く
に
ホ

イ
ッ

ス
ラ

ー
や
浮

世

絵
コ
レ

ク
シ
ョ

ン
に

つ
い

て
で

、
と

く
に
浮

世
絵

研
究

者
の

フ
レ

デ
リ
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ッ
ク

・
グ

ー
キ

ン
（
1
8
5
3
-1
9
3
6
）
と
親

し
く

語
り

合
う

。
グ

ー
キ

ン
は

、

シ
カ
ゴ

の
銀
行

界
で

、
浮

世
絵
蒐
集
家

で
あ

っ
た

。
グ

ー
キ

ン
は

、
一

九
二
五
年
七
月
七

日
か

ら
日

本
を
初
訪
問

し
て

、
野

口
と
再
会

し
て

い

る
。

）
一

九
一

九
年

の
シ

カ
ゴ
滞

在
中

に
は

、
朝

日
新
聞

に
シ

カ
ゴ

か

ら
の
便

り
（
記

事
）

が
四
回
掲
載

さ
れ

て
い

る
。
 

さ
て

、
シ

カ
ゴ

を
含
む

ア
メ

リ
カ
講
演
旅
行

か
ら
帰

国
し

た
後

も
、

野
口

米
次

郎
は

シ
カ
ゴ

の
〈
新

し
い

詩
〉

の
動

き
を

日
本

で
何

度
も
開

設
し

て
い

く
。
評

論
「

米
国

文
学

論
」

（
『

中
央
公

論
』

一
九

二
五
年

四
月
初

出
）

x
l
i
i
iで

野
口

は
、
シ

カ
ゴ

の
詩

の
新
潮

流
の

重
要

性
を
述
べ

、

ニ
ュ

ー
ヨ

ー
ク

以
上

に
文

学
上

の
重

要
な
拠

点
都
市

が
シ

カ
ゴ

で
あ

る

と
論

じ
た

。
《
市
俄
古

と
新

し
い

詩
、

い
な

「
中
西

部
と

米
國

の
新

詩
」

位
興

味
の

あ
る

文
學
問
題

は
な

い
》

と
し

た
う

え
で

、
ボ

ス
ト

ン
に
端

を
発

す
る

ア
メ

リ
カ

文
学

の
中

心
が

シ
カ
ゴ

に
移

っ
て

い
く

経
緯

を
論

じ
て

い
る

x
l
i
v。

 

特
に

注
目

す
べ

き
は

、
シ

カ
ゴ

の
新

詩
が

《
詩

の
根
底

は
徹
頭
徹
尾

郷
土

に
置

か
ね

ば
な

ら
な

い
》

と
宣

言
し

、
そ

の
地

域
に
お

け
る

《
眞

實
な

生
活
状
態

》
を

つ
く

っ
て

《
抱

合
合

一
》

し
、

そ
こ

に
住
む

者
に

の
み

に
適

す
る

《
新

句
法

と
新
慣

用
語

を
作

り
》

、
《

流
動

的
文
學

の

生
命

を
表

現
》

す
る
必

要
を

説
く

点
で

あ
る

。
よ

う
す

る
に

、
シ

カ
ゴ

の
〈
新

し
い

詩
〉

は
地

域
性

の
重

要
性

を
求

め
て

い
る

と
、

野
口

は
理

解
し

て
い

る
の

で
あ

る
。

言
い
換

え
れ

ば
、
グ

ロ
ー
バ

ル
と

ロ
ー

カ
ル

の
両
輪

に
よ

っ
て

こ
そ

詩
が

発
展

で
き

る
と

考
え

て
い

る
の

で
あ

っ

た
。

x
l
v 

 
野

口
は

、
地

域
意

識
と

世
界

意
識

は
対

立
し

な
い

と
い

う
こ

と
、
《
眞

實
に

世
界

的
と

い
ふ

こ
と

は
眞
實

に
國
家

的
》

で
あ

り
《
實
際

に
於

て

眞
實

に
國
家

的
で

あ
つ

て
、
始

め
て

世
界

的
と

な
る

こ
と

が
出
來

る
》

と
述
べ

る
x
l
v
i。

国
家

的
で

あ
る

こ
と

（
ナ

シ
ョ
ナ

ル
）

や
地

域
性

（
ロ

ー
カ

ル
）

を
極

め
て

こ
そ

、
世

界
的

（
グ

ロ
ー
バ

ル
）

に
な

る
こ

と
が

で
き

る
、

と
繰

り
返

す
の

で
あ

る
。
 

 
そ

し
て

、
お

そ
ら

く
『

ポ
エ

ト
リ
』

の
宣

言
を

訳
し

た
か

解
釈

し
た

も
の

だ
と
思

わ
れ

る
が

、
次

の
よ

う
に

シ
カ
ゴ
新

詩
の

方
向

性
に

つ
い

て
紹
介

し
て

い
る

。
 

 

『
我
々
の
新
し
い
詩
は
、
所
謂
土
着
的
音
調
を
實
現
し
て
、
鐵
道
、
新
聞
、

活
動
寫
真
、
通
俗
小
説
、
流
行
歌
、
地
方
的
祭
禮
或
は
博
覧
會
、
或
は
騒
々

し
い
我
々
の
都
會
、
有
り
と
あ
ら
ゆ
る
實
際
的
状
態
を
悉
く
我
々
新
詩
人

の
題
材
と
取
入
れ
る
で
あ
ら
う
。
』
『
我
々
は
西
へ
西
へ
と
進
ん
で
、
歐

羅
巴
を
全
然
見
捨
て
ね
ば
な
ら
な
い
、
そ
し
て
始
め
て
我
々
は
新
文
學
を

完
成
す
る
こ
と
が
出
來
る
』
（
中
略
）
我
々
は
公
衆
と
共
に
歩
き
、
何
處

ま
で
も
公
衆
の
必
要
を
滿
た
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
決
し
て
公
衆
に

服
從
す
る
意
味
で
無
く
、
公
衆
の
心
を
以
て
我
々
の
詩
的
心
と
す
る
新
解

釋
の
上
か
ら
來
た
結
論
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
』
こ
の
有
力
な
宣
言
が
、

何
處
ま
で
文
学
上
に
實
證
さ
れ
た
か
を
私
は
知
ら
な
い
。
古
い
感
傷
的
態

度
と
信
仰
と
を
離
れ
始
め
て
、
新
文
學
こ
こ
に
起
る
と
い
ふ
主
張
は
、
世
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界
を
通
じ
て
同
じ
で
あ
る
が
、
何
處
の
國
が
確
實
に
完
全
に
文
學
の
新
時

代
に
入
っ
て
ゐ
る
か
は
明
言
さ
れ
な
い
。

x
l
v
i
i 

 

ア
メ

リ
カ

の
詩

が
進
ん

で
い

る
と

か
遅

れ
て

い
る

と
い

う
観

点
を

野
口

は
持

っ
て

い
な

い
。
英

詩
の
新

時
代

に
、

現
在

の
日

本
の

詩
も

同
じ
土

俵
に

た
っ

て
い

る
と

考
え

て
、

日
本

に
い

る
自
分

と
の

同
時

代
性

、
相

互
影
響

性
を
感

じ
る

な
か

で
シ

カ
ゴ

の
新

し
い

詩
の

動
き

を
み

て
い

る

の
で

あ
る

。
 

ま
た

《
公

衆
と
共

に
歩

き
、
何
処

ま
で

も
公

衆
の
必

要
を
満

た
さ
ね

ば
な

ら
な

い
》

と
い

う
詩

人
と

し
て

の
自
覚

は
、

こ
の

時
点

で
は

民
主

主
義

的
な
視

点
に

よ
る

シ
カ
ゴ

の
新

詩
の

方
向

性
を

説
明

し
た

も
の

で

あ
る

が
、

こ
れ

は
そ

の
後
〈

地
域

性
〉

の
強
調

と
と

も
に

戦
時
期

の
野

口
の
路
線

に
繋

が
っ

て
行

く
予
兆

の
よ

う
に
感

じ
ら

れ
る

。
 

シ
カ
ゴ

の
〈
新

し
い

詩
〉

の
宣

言
に
戻

れ
ば

、
野

口
は

こ
れ

を
、
ホ

イ
ッ

ト
マ

ン
か

ら
生

み
出

さ
れ

た
も

の
で

あ
る

と
説

い
て

、
《

世
界

を

通
じ

て
、
新

し
い

詩
は
ホ
ヰ

ト
マ

ン
か

ら
出
發

し
て
居

る
又
ホ
ヰ

ト
マ

ン
へ
歸

る
と

も
見

る
こ

と
が

出
來

る
》

と
い

っ
て

い
る

。
そ

し
て

《
ホ

ヰ
ト
マ

ン
の

一
大

特
徴

は
、
完
全

に
自
分

を
宇
宙

心
に
結

付
け

、
個

人

格
を
全

世
界

の
流

動
的
精
神

に
融
和

さ
せ

た
点

に
あ

る
》

と
主
張

し
た

の
で

あ
る

。
x
l
v
i
i
i 

ホ
イ

ッ
ト
マ

ン
に

つ
い

て
は

、
新
興

国
ア
メ

リ
カ

な
ら

で
は

の
天
才

詩
人

、
原
初

的
で

エ
キ
セ

ン
ト

リ
ッ

ク
な
独

特
の

詩
人

と
い

っ
た
評
価

は
根
強

く
あ

る
だ

ろ
う

。
だ

が
、
ホ

イ
ッ

ト
マ

ン
は

フ
ラ

ン
ス
象
徴

主

義
に
影
響

を
与

え
た

人
物

で
あ

り
、

フ
ラ

ン
ス

経
由

で
英

国
で

も
評
価

を
受

け
る

よ
う

に
な

り
、

そ
の

後
の
英

米
の
思
想

や
文
芸

に
も

多
大

な

影
響

を
及
ぼ

し
た

「
世

界
文

学
」

の
ひ

と
つ

を
つ

く
っ

た
人
物

と
い

っ

て
よ

い
x
l
i
x。

 

 
野

口
は

一
八

九
六
年

の
デ
ビ

ュ
ー
当
初

か
ら

、
ホ

イ
ッ

ト
マ

ン
に
大

き
な
影
響

を
う

け
て

い
た
英

詩
人

で
あ

る
。
彼

の
師

と
も

い
え

る
詩

人

ウ
ォ

ー
キ

ン
・

ミ
ラ

ー
（

1
8

3
9-19

1
3
）

が
、

ホ
イ

ッ
ト

マ
ン

を
崇

拝
し

て
自

然
生

活
を

お
こ

な
っ

て
い

た
の

で
、
野

口
も

そ
の

生
活

の

な
か

で
ホ

イ
ッ

ト
マ

ン
の

名
前

を
知

っ
た

の
で

あ
る

。
い

う
ま

で
も

な

い
が

、
ホ

イ
ッ

ト
マ

ン
の

思
想

は
、
近

現
代

の
思

潮
や

方
法

論
に

国

際
的

な
影

響
を

及
ぼ

し
た

時
代

の
潮

流
で

あ
り

、
若

き
野

口
は

そ

れ
を

日
本

人
的

感
性

あ
る

い
は

野
口

独
自

の
感

性
で

受
容

し
て

い

た
。

も
ち

ろ
ん

野
口

は
ホ

イ
ッ

ト
マ

ン
だ

け
に

心
酔

し
た

と
い

う
よ

り

は
、
ホ

イ
ッ

ト
マ

ン
評
価

を
中
核

に
し

て
ア
メ

リ
カ

の
近

代
思
想
―

た

と
え

ば
リ

ン
カ

ー
ン

、
エ
マ
ソ

ン
、
ホ

イ
ッ

ト
マ

ン
な

ど
―

の
総
体

を

讃
美

し
て

い
る

。
 

 
た

と
え

ば
、
ホ

イ
ッ

ト
マ

ン
の

詩
歌

に
つ

い
て

は
、
ネ

イ
テ

ィ
ブ

ア

メ
リ

カ
ン

の
名
前

を
羅
列

し
た

詩
が
面
白

い
と

い
い

、
ホ

イ
ッ

ト
マ

ン

の
粗

野
、
乱
暴

、
プ

ラ
イ

ド
の
強

さ
と

い
っ

た
面

を
指
摘

し
興

味
を

示

し
て

い
た

。
ホ

イ
ッ

ト
マ

ン
の

地
方

性
や
〈
ネ

イ
シ
ョ

ン
〉

の
意

識
、

民
衆

性
・
大

衆
性

に
注

目
し

て
い

た
。

そ
れ

は
当

時
の
大

正
期

の
日

本
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文
壇

に
お

い
て

は
、

き
わ

め
て
独

特
な
ホ

イ
ッ

ト
マ

ン
像

で
あ

り
、

野

口
ら

し
い
異
質

な
ホ

イ
ッ

ト
マ

ン
認

識
で

あ
っ

た
。

野
口

の
ホ

イ
ッ

ト

マ
ン

言
説

で
最

も
多

い
の

は
、
ホ

イ
ッ

ト
マ

ン
の
〈
ユ

ニ
テ

ィ
ー

(U
n
ity

)〉
の

意
識

を
支
配

し
て

い
る
宇
宙

観
で

あ
ろ

う
。

野
口

は
ホ

イ

ッ
ト
マ

ン
の
思
想

を
、

東
洋

の
思
想

に
重
ね

て
次

の
よ

う
に

理
解

す
る

。
 

 

私
共
東
洋
人
は
宇
宙
現
象
の
連
帶
一
致
を
信
ず
る
。
人
間
と
自
然
と
の
眞

實
な
類
縁
を
信
ず
る
。
私
共
が
自
然
に
入
る
時
、
個
性
の
増
殖
を
忘
れ
て

宇
宙
に
於
け
る
人
生
の
立
場
を
知
る
の
で
あ
る
。
私
共
は
自
然
を
默
想
す

る
。
そ
れ
は
自
己
の
認
識
を
重
大
視
す
る
か
ら
で
あ
る
。
か
う
い
ふ
東
洋

人
の
文
學
的
態
度
は
、
將
來
の
米
國
人
に
外
形
的
感
傷
主
義
か
ら
逃
れ
る

方
法
を
教
へ
る
で
あ
ら
う
。
彼
等
に
自
然
を
了
解
す
る
秘
密
を
開
か
せ
る

で
あ
ら
う
。
米
國
人
の
文
化
は
こ
こ
に
於
て
か
始
め
て
花
咲
く
で
あ
ら

う
。
そ
し
て
見
る
と
東
西
の
融
和
は
こ
こ
三
四
十
年
の
歳
月
を
待
た
ね
ば

な
ら
な
い
。

l 

 

ア
メ

リ
カ

で
評
価

を
さ

れ
て

い
た

野
口

米
次

郎
の
ホ

イ
ッ

ト
マ

ン
理

解
や

解
説

は
、
当

時
の

後
輩

詩
人

た
ち

に
も
少

な
か

ら
ぬ
感

化
を
与

え

て
い

た
。
ホ

イ
ッ

ト
マ

ン
の

翻
訳

は
、

日
本

で
は
随
分
早

く
か

ら
行

わ

れ
て

い
た

が
、

と
く

に
野

口
が

ア
メ

リ
カ
講
演
旅
行

に
で

か
け

た
一

九

一
九
年
頃

の
大

正
期

に
は

、
民

衆
詩
派

の
勃
興

と
と

も
に

、
ホ

イ
ッ

ト

マ
ン

は
最

も
重
視

さ
れ

た
思
想
家

と
な

っ
て

い
た

。
大

正
デ

モ
ク

ラ
シ

ー
の

時
代

に
お

い
て

、
ホ

イ
ッ

ト
マ

ン
の

研
究

は
重

要
な
思
想

的
基
盤

と
な

り
、

そ
の

東
洋
思
想
へ

の
志
向

や
民

主
主

義
思
想

は
、

日
本

人
に

さ
ま

ざ
ま

な
形

で
共
感

と
自
覚

と
方
法

論
を
与

え
た

の
で

あ
る

。
 

た
と

え
ば

、
一

九
二

二
年

に
「

詩
歌

の
文

化
的
任
務

」
を
連
載

で
論

じ
て

い
た
福
士
幸

次
郎

や
、

一
九

二
三
年

に
「
階
級
闘

争
と

詩
の

位
置

」

を
連
載

す
る
福
田

正
夫

な
ど

、
み

な
ホ

イ
ッ

ト
マ

ン
を

中
心

に
し

て
、

ホ
イ

ッ
ト
マ

ン
を
称
賛

し
た

カ
ー

ペ
ン

タ
ー

や
ト

ラ
ウ
ベ

ル
を
高

く
持

ち
上
げ

て
評
価

し
て

、
地

域
を

越
え

て
世

界
人
類

に
共

通
す

る
思
想

と

文
化

意
識

を
説

こ
う

と
し

た
の

で
あ

る
l
i。

野
口

は
ホ

イ
ッ

ト
マ

ン
に

対

し
て
独
自

の
見

解
を

語
っ

た
人
物

で
、

ま
た

、
そ

の
弟
子

ト
ラ
ウ
ベ

ル

と
の
直

接
的
交

流
を

持
っ

て
い

た
の

で
、
若

い
日

本
の

民
衆
派

詩
人

た

ち
の

中
で

も
一
歩
前

を
ゆ

く
孤
高

の
詩

人
と

し
て

存
在
感

を
示

し
て

い

た
。
 

  お
わ

り
に
 

  
パ
ウ

ン
ド

ら
の

イ
マ
ジ

ズ
ム
運

動
に

よ
っ

て
シ

カ
ゴ

詩
学
派

を
牽
引

し
た

詩
誌

と
し

て
知

ら
れ

て
き

た
雑
誌
『

ポ
エ

ト
リ
』

。
そ

の
主
催

者

ハ
リ

エ
ッ

ト
・

モ
ン

ロ
ー

は
、
〈
新

し
い

詩
〉
運

動
に
お

け
る

野
口

米

次
郎

の
先
導

的
な
役
割

を
高

く
評
価

し
て

い
た

。
英

米
詩

に
お

け
る
〈

東

洋
詩
〉

受
容

の
全
体
像

を
視

野
に

入
れ

、
新

し
い

ア
メ

リ
カ

発
の

世
界
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文
学

を
模

索
し

て
い

た
。

一
九

一
〇
年

代
の
英

米
の

詩
人

た
ち

が
『

ポ

エ
ト

リ
』

の
よ

う
な
革
新

を
ね

ら
っ

た
詩
雑
誌

の
中

で
〈

東
洋
〉

の
詩

歌
を

ど
の

よ
う

に
紹
介

し
評
価

し
て

、
英

詩
の
近

代
化

に
繋
げ

よ
う

と

し
て

い
た

の
か

、
そ

の
な

か
で

日
本

の
野

口
米

次
郎

は
ど

の
よ

う
な
評

価
を

さ
れ

て
い

る
の

か
を

み
て

き
た

。
 

 
二

〇
世

紀
転
換
期

に
「

世
界

文
学

」
や

コ
ス

モ
ポ

リ
タ

ニ
ズ

ム
を

意

識
し

て
い

た
モ

ダ
ニ

ズ
ム
芸
術

の
中

に
は

、
も

と
も

と
《

地
方

性
・
風

土
性

》
や
伝
統
回
帰

を
内
包

す
る

も
の

が
あ

っ
た

。
二
十

一
世

紀
の

現

代
、

「
世

界
文

学
」

と
い

う
概

念
は

、
「

地
方

」
や

「
国
家

」
と

い
う

特
殊

性
を

超
え

て
、

い
か

に
普

遍
性

を
得

て
い

く
か

と
い

う
点

で
新

た

な
地

点
を
切

り
拓

こ
う

と
し

て
い

る
か

の
よ

う
に

も
み

え
る

。
 

 
本
稿

で
は

、
俳

句
を

中
心

と
し

た
日

本
文

学
に

対
す

る
野

口
の

言
論

活
動

が
、

シ
カ
ゴ

と
い

う
〈

地
方
〉

か
ら

発
信

す
る

世
界

文
学

を
め

ざ

す
ハ

リ
エ

ッ
ト

・
モ

ン
ロ

ー
と

ど
の

よ
う

に
関
与

し
た

か
、

そ
こ

に
は

ホ
イ

ッ
ト
マ

ン
の
思
想

の
評
価

、
民

衆
や

地
方

性
の
評
価

と
い

う
軸

が

重
視

さ
れ

て
、

日
本

詩
壇

の
側

か
ら

も
重
視

さ
れ

て
い

た
こ

と
を

明
ら

か
に

し
た

。
 

                                          

        

 
iＪ

･
Ｗ

･
ゲ

ー
テ

（
高

木
昌

史
編

訳
）
『

ゲ
ー

テ
と

読
む

世
界

文
学

』
青

土
社

、
二

〇

〇
六

年
一

〇
月

三
一

日
、

二
六

六
頁

。
 

i
i同

上
、

二
六

八
頁

。
 

                                        
 

i
i
i 
ダ

ム
ロ

ッ
シ

ュ
（

秋
草

俊
一

郎
他

、
訳

）
『

世
界

文
学

と
は

何
か

？
』

国
書

刊
行

会
、

二
〇

一
一

年
四

月
一

四
日

、
一

五
- 三

四
頁

。
 

i
v 

同
上

、
四

二
頁

。
 

v 
同

上
、

四
二

頁
。

 
v
i 

“J
a

p
a

n
e

s
e

 L
ite

r
a

tu
r
e

”, T
h
e
 N
e
w
 E
n
c
y
c
lo
p
a
e
d
ia
 B
r
it
a
n
ic
a

, v
o

l.2
2

, 
1

5
t
h e

d
itio

n
, 1

9
8

9
. 

v
i
i 
フ

ロ
ー

レ
ン

ツ
「

日
本

詩
歌

の
精

神
と

欧
州

詩
歌

の
精

神
と

の
比

較
考

」
『

帝
国

文
学

』
、

一
八

九
五

年
三

月
、

六
- 八

頁
。

 
v
i
i
i 
同

前
、

一
頁

。
 

i
x 

前
島

志
保

氏
は

、
ア

ス
ト

ン
(1

8
7

7
) や

チ
ェ

ン
バ

レ
ン

(1
8

8
0

) の
日

本
の

短
詩

の

発
達

に
対

す
る

低
い

評
価

が
そ

の
後

も
続

い
た

こ
と

を
論

じ
て

い
る
（

前
島

志
保
「

西

洋
俳

句
紹

介
前

史
―

十
九

世
紀

西
洋

の
日

本
文

学
関

連
文

献
に

お
け

る
詩

歌
観

―
」

前
掲

、
三

六
- 四

〇
頁

）
。

 
x 
拙

著
『
「

二
重

国
籍

」
詩

人
 

野
口

米
次

郎
』

名
古

屋
大

学
出

版
会

、
二

〇
一

二
年

二
月

二
九

日
、

二
二

二
-
二

三
三

頁
。

 
x
i 
ハ

ー
ヴ

ァ
ー

ド
大

学
の

教
授

サ
ン

タ
ヤ

ナ
（

1
8

6
3

-1
9

5
2

) が
、
一

九
一

一
年

、
‘T

h
e

 

G
e

n
te

e
l T

r
a

d
itio

n
 in

 A
m

e
r
ic

a
n

 P
h

ilo
s
o

p
h

y
’ と

い
う

講
演

を
行

い
、
〈

ジ
ェ

ン
テ

ィ
ー

ル
・

ト
ラ

デ
ィ

シ
ョ

ン
〉

と
い

う
言

葉
を

使
っ

た
。

つ
ま

り
、

ア
メ

リ
カ

の
中

上
流

階
級

の
志

向
す

る
文

化
意

識
が

、
イ

ギ
リ

ス
の

模
倣

で
マ

ン
ネ

リ
に

陥
り

、

価
値

体
系

や
生

活
様

式
が

形
骸

化
し

保
守

化
し

て
い

る
こ

と
を

指
摘

し
た

。
〈

ジ
ェ

ン
テ

ィ
ー

ル
・

ト
ラ

デ
ィ

シ
ョ

ン
〉

以
後

の
ア

メ
リ

カ
の

文
学

に
関

し
て

は
、

M
a

lc
o

lm
 C

o
w

le
y

(e
d

.),A
ft
e
r
 t
h
e
 G
e
n
t
e
e
l T

r
a
d
it
io
n
: A

m
e
r
ic
a
n
 W

r
ite

r
s
 

1
9
1
0
-1
9
3
0
 (S

o
u

th
e

r
n

 Illin
o

is
 U

n
iv.P

re
s
s
;1

9
6

4
) や

児
玉

実
英
『

ア
メ

リ
カ

の

詩
』

( 英
宝

社
、

二
〇

〇
五

年
) な

ど
が

詳
し

い
。

 
x
i
iH

a
rr

ie
t M

o
n

ro
e

(1
9

3
8

), A
 P
o
e
t
’s
 L
ife

: S
e
v
e
n
ty
 Y
e
a
r
s
 in

 a
 C
h
a
n
g
in
g
 

W
o
r
ld

, N
e

w
 Y

o
rk

; th
e

 M
a

c
m

illa
n

 c
o

m
p

a
n

y, p
.2

5
1

. 
x
i
i
iま

だ
無

名
で

若
か

っ
た

パ
ウ

ン
ド

は
、

英
国

人
ら

が
模

索
し

て
い

た
こ

の
英

詩
の

改
革

運
動

を
学

び
取

り
、

ア
メ

リ
カ

の
友

人
Ｈ

・
Ｄ

（
1
8
8
6
-
1
9
6
1
）

と
そ

の
夫

と
な

る
イ

ギ
リ

ス
人

の
リ

チ
ャ

ー
ド

・
オ

ー
ル

デ
ィ

ン
ト

ン
(
1
8
9
2
-
1
9
6
2
)
と

共
に

、
一

九

一
二

年
に
「

イ
マ

ジ
ズ

ム
綱

領
」
を

作
っ

て
理

論
化

し
た

。
〈

イ
マ

ジ
ズ

ム
〉
、
〈

イ

マ
ジ

ズ
ム

詩
〉

、
〈

イ
マ

ジ
ス

ト
詩

人
〉

と
名

付
け

て
、

Ｈ
・

Ｄ
や

自
ら

の
詩

を
文

学
運

動
の

先
端

と
し

て
、

シ
カ

ゴ
の
新
鋭
雑
誌

『
ポ
エ

ト
リ

』
に
売

り
込
ん

だ
の

で

あ
る

。
つ

ま
り

、
英

国
で
興

っ
て

い
た

英
詩

革
新

の
ム

ー
ブ

メ
ン

ト
を

米
国

の
若
者

が
い
ち
早
く

理
論

化
し

、
モ

ダ
ニ

ズ
ム

の
急

先
鋒

で
あ

る
こ

と
を
印
象
づ

け
る

こ
と
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に
成
功

し
た

。
し

か
も

運
動

そ
の

も
の

が
、

ま
る

で
自

ら
の

発
案

で
あ

る
か

の
よ

う

に
パ

ウ
ン

ド
は

自
説

を
主
張

し
た

。
パ

ウ
ン

ド
は

ロ
ン

ド
ン

か
ら

シ
カ

ゴ
の

『
ポ
エ

ト
リ

』
に
数
多
く

の
論
稿

や
詩
篇

を
送

っ
て

、
自
分

が
英

国
で

の
新

詩
改

革
の

中
核

に
い

る
こ

と
を
表
明

し
た

。
 
 

x
i
v 
雑
誌

『
リ

ト
ル

・
レ
ビ

ュ
ー

』
T
h
e
 L
it
t
le
 R
e
v
ie
w
 (1

9
1

4
-1

9
2

9
) は
多
数

の
著

明
な

文
学
者

を
輩

出
し

た
前
衛

の
リ

ト
ル

マ
ガ

ジ
ン

で
、

一
九

一
四

年
三

月
に

シ
カ

ゴ
で
創

刊
さ
れ

た
が

、
一

九
一
七

年
か

ら
は
ニ

ュ
ー
ヨ

ー
ク

に
拠
点

を
移

し
て

パ
ウ

ン
ド

の
助
力

を
得

る
よ

う
に

な
る

。
創

刊
し

た
の

は
マ

ー
ガ

レ
ッ

ト
・

ア
ン

ダ
ー
ソ

ン
（

1
8

8
6

-1
9

7
3

) で
、
『

リ
ト

ル
・

レ
ビ

ュ
ー

』
を
創

刊
す

る
前

に
は

、
雑
誌

『
ダ

イ

ア
ル

』
T
h
e
 D
ia
l
に

関
与

し
、

一
九

一
三

年
ま

で
は

『
シ

カ
ゴ

・
イ
ブ
ニ

ン
グ

・
ポ

ス
ト

』
C
h
ic
a
g
o
 E
v
e
n
in
g
 P
o
s
t
の

書
評

を
書

い
て

い
た

人
物

で
も
あ

る
。

 
x
v 

『
イ

ン
グ

リ
ッ

シ
ュ

・
レ
ビ

ュ
ー

』
（

一
九

〇
八

年
創

刊
）

は
、
Ｔ

・
ハ

ー
デ

ィ

や
Ｊ

・
コ

ン
ラ

ッ
ド

な
ど

の
当
時

す
で

に
著

名
な

作
家

を
は

じ
め

、
Ｄ

・
Ｈ

・
ロ

レ

ン
ス

や
パ

ウ
ン

ド
等

の
若
手

作
家

な
ど

の
作
品

も
掲
載

し
た
雑
誌

で
、

野
口

は
一

九

一
七

年
一

二
月

、
一

九
二

四
年

八
月

に
寄
稿

し
て

い
る

（
な

お
、
Ｂ

・
シ

ョ
ウ

、
Ａ

・

シ
モ

ン
ズ

に
並
ん

で
野

口
が
寄
稿

し
た

‘‘T
h

e
 S

k
in

 P
a

in
te

r
 (F

r
o

m
 th

e
 

J
a

p
a

n
e

s
e

) ’’ （
一

九
一
七

年
一

二
月
号

）
は

、
谷
崎
潤

一
郎

の
「
刺

青
」

( 一
九

一

〇
年

一
一

月
『
新
思
潮

』
発
表

) の
翻

訳
で
あ

っ
た

）
。

 
x
v
i 
こ
れ

は
‘‘T

h
e

 W
e

s
te

rn
 S

c
h

o
o

l’’ と
題
さ
れ

た
エ

ド
ガ

ー
・

ジ
ェ
プ
ソ

ン

（
1

8
6

3
-1

9
3

8
) の

文
章

で
、

リ
ン
ゼ

イ
、

マ
ス

タ
ー

ズ
、

フ
ロ

ス
ト

な
ど

の
シ

カ
ゴ

詩
人

た
ち

を
批
判

し
た

も
の

。
こ
れ

に
パ

ウ
ン

ド
が
長

い
註
釈

を
付

け
て

、
『

リ
ト

ル
・

レ
ビ

ュ
ー

』
に
再

掲
載
さ
せ

た
。

 
x
v
i
i 
こ

の
あ

た
り

の
経
緯

に
つ

い
て

は
、

ハ
リ
エ

ッ
ト

・
モ

ン
ロ

ー
自
身

の
自
伝

A
 

P
o
e
t
’s
 L
ife

: S
e
v
e
n
ty
 Y
e
a
r
s
 in

 a
 C
h
a
n
g
in
g
 W

o
r
ld
 (N

e
w

 Y
o

r
k

; 
M

a
c
m

illa
n

,1
9

3
8

) や
、
勝
方
恵
子
｢
リ

ト
ル

・
マ
ガ

ジ
ン

と
モ

ダ
ニ

ズ
ム

文
学
Ⅱ
｣

（
『
早
稲
田

大
学
法

学
会

人
文

論
集

』
一

九
九

五
年

、
六

一
- 八

八
頁

）
、
伊

達
直
之
「
「
ポ

エ
ト

リ
ー

」
誌

の
編
集

理
念

と
詩

論
―
パ

ウ
ン

ド
と
モ

ン
ロ

ー
の

二
つ

の
ア

メ
リ

カ

現
代

詩
観

」
（

『
英

文
学

( 早
稲
田

大
学

英
文

学
会

) 』
一

九
九

八
年

三
月

、
八

八
- 一

〇

三
頁

）
に

詳
し

い
。

と
く

に
伊

達
氏

の
論

考
で

は
、

パ
ウ

ン
ド

と
モ

ン
ロ

ー
の
確
執

で
は

な
く

、
類
似
性

に
注
目

し
て

お
り

、
パ

ウ
ン

ド
と
モ

ン
ロ

ー
が

「
ア

メ
リ

カ
」

「
ホ

イ
ッ

ト
マ

ン
」

と
い

う
共
通

す
る
問
題

意
識

に
よ

っ
て

共
闘

し
て

い
た

こ
と

が

論
じ

ら
れ

て
い

る
。

 

x
v
i
i
i 
野

口
米

次
郎

「
写 イ

マ

象 ジ
ズ

ム

主
義
私
見

」
『
現
代

詩
歌

』
、

一
九

一
八

年
三

月
、

六
頁

。
 

                                        
 

x
i
x 

R
a

b
in

d
r
a

n
a

th
 T

a
g

o
r
e

, ‘‘P
o

e
m

s
’’, T

h
e
 P
o
e
tr
y
,v

o
l.1

.n
o

.3
,(1

9
1

2
,D

e
c), 

p
p

.8
4

-8
6

. 
x
x 

[T
h

e
 a

p
p

e
a

ra
n

c
e

 o
f th

e
 p

o
e

m
s
 o

f R
a

b
in

d
r
a

n
a

th
 T

a
g

o
re

, tr
a

n
s
la

te
d

 
b

y
 h

im
s
e

lf fro
m

 B
e

n
g

a
li in

to
 E

n
g

lis
h

, is
 a

n
 e

v
e

n
t in

 th
e

 h
is

to
ry

 o
f 

E
n

g
lis

h
 p

o
e

try
 a

n
d

 o
f w

o
rld

 p
o

e
try. I d

o
 n

o
t u

s
e

 th
e

s
e

 te
r
m

s
 w

ith
 th

e
 

lo
o

s
e

n
e

s
s
 o

f co
n

te
m

p
o

r
a

r
y

 jo
u

rn
a

lis
m

. Q
u

e
s
tio

n
s
 o

f p
o

e
tic a

r
t a

re
 

s
e

r
io

u
s
, n

o
t to

 b
e

 to
u

c
h

e
d

 u
p

o
n

 lig
h

tly
 o

r
 in

 a
 s

p
ir

it o
f b

r
a

v
u

ra
.] 

(E
z

r
a

 P
o

u
n

d
, ‘‘T

a
g

o
r
e

’s
 P

o
e

m
s
’’,T

h
e
 P
o
e
t
r
y

, v
o

l.1
.n

o
.3

,1
9

1
2

.D
e

c, 
p

.9
2

.) 
 

x
x
i 

[T
h

e
 B

e
n

g
a

li b
rin

g
s
 to

 u
s
 th

e
 p

le
d

g
e

 o
f a

 c
a

lm
 w

h
ich

 w
e

 n
e

e
d

 
o

v
e

r
m

u
c
h

 in
 a

n
 a

g
e

 o
f s

te
e

l a
n

d
 m

e
c
h

a
n

ic
s
. It b

r
in

g
s
 a

 q
u

ie
t 

p
r
o

c
la

m
a

tio
n

 o
f th

e
 fe

llo
w

s
h

ip
 b

e
tw

e
e

n
 m

a
n

 a
n

d
 th

e
 g

o
d

s
; b

e
tw

e
e

n
 

m
a

n
 a

n
d

 n
a

tu
re

. （
…

…
）

T
h

e
r
e

 is
 a

 d
e

e
p

e
r c

a
lm

 a
n

d
 a

 d
e

e
p

e
r 

co
n

v
ic

tio
n

 in
 th

is
 e

a
s
te

r
n

 e
x

p
re

s
s
io

n
 th

a
n

 w
e

 h
a

v
e

 y
e

t 
a

tta
in

e
d

.](Ib
id

, p
p

.9
3

-9
4

.) 
x
x
i
i 
一

九
一

二
年

か
ら

一
九

一
三

年
に

か
け

て
タ

ゴ
ー

ル
は

英
米
各
地

で
講

演
旅

行

を
行

っ
て

い
た

。
蛯
原
徳

夫
氏

の
「
解
題

」
に
よ

る
と

、
ハ

ー
ヴ

ァ
ー

ド
大

学
の

連

続
講

演
を

ま
と
め

た
も

の
、

と
さ
れ

て
い

る
（
蛯
原
徳

夫
「
解
題

」
『

タ
ゴ

ー
ル

著

作
集

』
八
巻

、
五

四
〇

頁
）

が
、
我
妻
和
男

氏
の

「
タ

ゴ
ー

ル
総

年
譜

」
は
よ

り
詳

し
い

。
一

九
一

二
年

五
月

二
四

日
、

英
国

講
演

の
た
め

カ
ル

カ
ッ

タ
を
離
れ

、
六

月

一
六

日
に

ロ
ン

ド
ン

に
到
着

。
十

月
二

八
日

に
ニ

ュ
ー
ヨ

ー
ク

に
渡

り
、

イ
リ
ノ

イ

州
に
滞
在

し
て
ユ
ニ

テ
リ

ア
ン
主
催

の
ク

ラ
ブ

で
初
め

て
英
語

講
演

（
六

本
）

を
行

う
。

一
九

一
三

年
一

月
、

シ
カ

ゴ
大

学
で

「
古
代

イ
ン

ド
の

理
想

」
に

つ
い

て
演
説

し
、

つ
づ

い
て
ユ
ニ

テ
リ

ア
ン
ホ

ー
ル

で
「
悪

の
問
題

」
を

演
説

。
二

月
に
ニ

ュ
ー

ヨ
ー
ク

と
ボ

ス
ト

ン
・

ハ
ー

ヴ
ァ

ー
ド

大
学

で
講

演
。

四
月

一
四

日
に

ロ
ン

ド
ン

に

帰
る

。
五

月
一

九
日

に
キ

ャ
ク

ス
ト

ン
ホ

ー
ル

で
六

つ
の

講
演

を
し

た
。

こ
れ

ら
の

講
演

が
『

サ
ー

ダ
ナ

』
と

し
て

ま
と
め

ら
れ

た
（
我
妻
和
男

『
タ

ゴ
ー

ル
著

作
集

』

別
巻

、
八

〇
六

- 八
〇
七

頁
）

。
 

x
x
i
i
i 

A
.C

.H
,‘‘R

e
v

ie
w

: J
a

p
a

n
e

s
e

 P
o

e
tr

y
’’,T

h
e
 P
o
e
t
r
y

, v
o

l.7
n

o
.2

,1
9

1
5

, 
N

o
v,p

p
.8

9
-9

7
. ( こ

の
中
身

は
T
h
e
 S
p
ir
it o

f J
a
p
a
n
e
s
e
 P
o
e
tr
y

 b
y

 Y
o

n
e

 

N
o

g
u

c
h

i
と

J
a
p
a
n
e
s
e
 L
y
r
ic
s
 b

y
 tr

a
n

s
la

te
d

 L
a

fc
a

d
io

 H
e

a
rn

の
記
事

で
あ

る
。

フ
ェ
ノ

ロ
サ

の
E
p
o
c
h
s
 o
f C

h
in
e
s
e
 a
n
d
 J
a
p
a
n
e
s
e
 A
r
t
の

Z
e

n
 p

o
e

t
の

思
想

に
も

一
部
触
れ

て
い

る
。

) 
x
x
i
v[J

a
p

a
n

e
s
e

 p
o

e
try, b

e
c
a

u
s
e

 o
f its

 b
r
e

v
ity, is

 s
o

m
e

tim
e

s
 c

o
n

s
id

e
r
e

d
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e
p

h
e

m
e

r
a

l a
n

d
 s

lig
h

t, e
v

e
n

 tr
iv

ia
l
―

lik
e

 th
o

s
e

 little
 J

a
p

a
n

e
s
e

 
g

a
rd

e
n

s
 w

h
ich

 th
e

 w
e

s
te

rn
e

r
 a

p
p

re
c
ia

te
s
 a

s
 a

 to
y, b

u
t w

h
o

s
e

 d
e

e
p

e
r 

s
ig

n
ific

a
n

c
e

 a
s
 a

 s
m

a
ll m

irr
o

r
 o

r r
e

fle
c
tio

n
 o

f n
a

tu
re

 is
 c

o
n

c
e

a
le

d
 

fr
o

m
 h

im
.](A

.C
.H

,‘‘R
e

v
ie

w
s
: J

a
p

a
n

e
s
e

 p
o

e
tr

y
;T
h
e
 S
p
ir
it o

f J
a
p
a
n
e
s
e
 

P
o
e
tr
y

 b
y

 Y
o

n
e

 N
o

g
u

ch
i, a

n
d

 J
a
p
a
n
e
s
e
 L
y
r
ic
s
 tr

a
n

s
la

te
d

 b
y

 L
a

fc
a

d
io

 
H

e
a

rn
’’, T

h
e
 P
o
e
t
r
y

, 1
9

1
5

,N
o

v, p
.8

9
.) 

x
x
v 

[J
a

p
a

n
e

s
e

 p
o

e
tr

y
 is

 n
e

v
e

r e
x

p
la

n
a

to
ry, its

 m
e

th
o

d
 is

 w
h

o
lly

 
s
u

g
g

e
s
tiv

e
; y

e
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 its
 p

o
w

e
r
 to

 e
v

o
k

e
 a

s
s
o

cia
tio

n
s
, o

r to
 a

p
p

e
a

l to
 th

e
 

im
a

g
in

a
tio

n
, it is

 p
r
o

fo
u

n
d

 r
a

th
e

r th
a

t tr
iv

ia
l. B

re
v

ity
 is

 o
cc

a
s
io

n
e

d
 

b
y

 in
te

n
s
ity. N

o
r
 is

 th
e

 e
ffo

r
t o

f th
e

 J
a

p
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n
e

s
e

 h
o
k
k
u

 a
t a
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im
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r
 to

 
th

a
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f th
e

 e
p

ig
r
a

m
 a

s
 c

o
m

m
o

n
ly

 co
n

ce
iv

e
d

, w
h

ic
h

, lik
e

 th
e

 s
e

r
p

e
n

t 
w

ith
 its

 ta
il in

 its
 m

o
u

th
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 a
 c

lo
s
e

d
 cir

c
le

.](A
.C

.H
.,‘‘R

e
v

ie
w

s
: 

J
a

p
a

n
e

s
e

 P
o

e
try
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h
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o
e
tr
y

, 1
9

1
5

N
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v, p
p

.8
9

-9
0
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x
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v
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g
u

ch
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e
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 u
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 m
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n
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n
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n
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l e

x
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m
p

le
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 h
o
k
k
u
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 h
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 h
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 th
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u

g
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t; th
e

r
e
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 d

e
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h
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in
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.] 

(Ib
id

, p
.9

0
.) 

x
x
v
i
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h

is
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e
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e
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 d
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e
, w

h
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 h
o

ld
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 m
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 n

a
tu

r
e

 to
 b

e
 

tw
o

 p
a

r
a

lle
l s

e
ts

 o
f ch

a
r
a

c
te

r
is

tic
 fo

rm
s
 b

e
tw

e
e

n
 w

h
ic

h
 p

e
rfe

ct 
s
y

m
p

a
th

y
 p

r
e

v
a

ils
.’’ W

e
 c

a
n

 th
e

n
 u

n
d

e
r
s
ta

n
d

 w
h

y, a
lth

o
u

g
h

 w
e

 s
p

e
a

k
 

o
f J

a
p

a
n

e
s
e

 p
o

e
tr

y
 a

s
 s

u
g

g
e

s
tiv

e
, th

e
 w

o
r
d

 is
 n

o
t u

s
e

d
, a

s
 in

 
co

n
n

e
c
tio

n
 w

ith
 c

e
r
ta

in
 F

r
e

n
ch

 s
y

m
b

o
lis

t p
o

e
ts

, to
 d

e
n

o
te

 
v

a
g

u
e

n
e

s
s
.] (Ib

id
, p

p
.9

0
-9

1
.) 

x
x
v
i
i
i 

[F
o

r th
e

 s
tu

d
e

n
t o

f c
o

m
p

a
r
a

tiv
e

 p
o

e
try, Y

o
n

e
 N

o
g

u
c
h

i’s
 little

 
b

o
o

k
 w

ill s
e

rv
e

 a
s
 a

 k
e

y
 to

 a
 v

a
s
t s

to
re

-h
o

u
s
e

 o
f tre

a
s
u

re
.](Ib

id
, 

p
.9

5
.) 

x
x
i
x 

E
u

n
ic

e
 T

ie
tje

n
s
,‘‘Y

o
n

e
 N

o
g

u
c
h

i’’,T
h
e
 P
o
e
tr
y

, v
o

l.1
5

, 1
9

1
9

,N
o

v, 
p

.9
8

. 
x
x
x一

九
一

九
年

一
一

月
の

‘‘H
o

k
k

u
’ ’ 、

一
九

二
六

年
八

月
の

詩
‘‘K

e
e

p
s
a

k
e

’’ の
寄

稿
が
あ

る
。

 
x
x
x
i 
ビ

ン
ナ

ー
と

フ
ィ

ッ
ケ

が
野

口
を
頼

っ
て
来

日
し

た
際

に
は

、
新
聞

や
文
芸
雑

誌
な

ど
に

そ
の

動
向

が
寄
せ

ら
れ

て
い

る
。
『
新
潮

』
( 一

九
一
七

年
五

月
) に

掲
載
さ

れ
た
写
真

に
は

、
野

口
の

自
宅

で
野

口
夫
妻

と
、
ビ

ン
ナ

ー
や

フ
ィ

ッ
ケ

夫
妻

ら
を

囲
ん

で
、
岩

野
泡
鳴

、
高
安

月
郊

、
生
田
葵
山

、
川
路
柳
虹

、
佐
佐

木
信

綱
、
戸
川

秋
骨

、
加
藤
朝
鳥

、
中
田
勝
之
助

、
柴
田
柴
庵

、
片
岡
弥
太

郎
が
集

ま
っ

た
。

 
x
x
x
i
i 
こ

の
本

は
、

〈
新

し
い

詩
〉

の
方

向
性

を
示

す
も

の
と

し
て

版
を
伸
ば

し
、

二

                                        
 

三
年

に
は
増
補

版
が

出
さ
れ

、
二

四
年

、
三

二
年

に
も
再

版
さ
れ

て
い

る
。

こ
こ

で

は
、

一
七

年
版

と
二

三
年

版
を
検
討

す
る

。
 

x
x
x
i
i
i[T

h
e

y
 h

a
v

e
 s

tu
d

ie
d

 th
e

 F
re

n
c
h

 s
y
m
b
o
lis
t
e
s
 o

f th
e

 ’n
in

e
tie

s
, a

n
d

 
th

e
 m

o
s
t re

c
e

n
t P

a
r
is

ia
n

 v
e
r
s
-lib

r
is
t
e
s
. M

o
re

o
v

e
r, s

o
m

e
 o

f th
e

m
 h

a
v

e
 

lis
te

n
e

d
 to

 th
e

 p
u

re
 ly

r
icis

m
 o

f th
e

 P
r
o

v
e

n
ç
a

l tr
o

u
b

a
d

o
u

r
s
, h

a
v

e
 

e
x

a
m

in
e

d
 th

e
 m

o
r
e

 e
la

b
o

ra
te

 m
e

c
h

a
n

is
m

 o
f e

a
r
ly

 Ita
lia

n
 s

o
n

n
e

te
e

r
s
 

a
n

d
 c

a
n

z
o

n
is

ts
, h

a
v

e
 re

a
d

 G
re

e
k

 p
o

e
try

 fr
o

m
 a

 n
e

w
 a

n
g

le
 o

f v
is

io
n

; 
a

n
d

 la
s
t, b

u
t p

e
rh

a
p

s
 m

o
s
t im

p
o

r
ta

n
t o

f a
ll, h

a
v

e
 b

o
w

e
d

 to
 w

in
d

s
 

fr
o

m
 th

e
 E

a
s
t.] ‘‘In

tro
d

u
ctio

n
’’, H

a
rr

ie
t M

o
n

r
o

e
 &

 A
lic

e
 C

. 
H

e
n

d
e

r
s
o

n
(e

d
s
.),T

h
e
 N
e
w
 P
o
e
tr
y
: A

n
 A
n
th
o
lo
g
y
 o
f 

T
w
e
n
t
ie
th
-C
e
n
tu
r
y
 V
e
r
s
e
 in

 E
n
g
lis
h

, 1
9

2
4

,p
.x

l. 
x
x
x
i
vIb

id
., p

p
.x

l-x
li. 

x
x
x
v 

Ib
id

,p
.2

4
6

. 
x
x
x
v
iY

o
n

e
 N

o
g

u
c
h

i, F
r
o
m
 th

e
 E
a
s
t
e
r
n
 S
e
a
,1

9
0

3
, F

u
z

a
n

b
o

, p
.6

7
. 

x
x
x
v
i
i 
こ

の
西

行
上

人
像
讃

「
す

て
は

て
て

」
の

歌
に

つ
い

て
は

、
野

口
が

「
芭
蕉

俳

句
選

評
」
（

一
九

二
六

）
や
「

西
行

論
」

( 一
九

四
六

) の
中

で
言
及

し
て

い
る

。
『
芭
蕉

俳
句
選

評
』
の

中
で

、
《
東

洋
詩

歌
特

に
日

本
詩

歌
の
最
善

の
も

の
》
を

も
っ

た
も

の

と
は

、
《
狂
気

の
芸
術
心

が
自
制
的
沈
着

に
触
れ

て
平
凡

化
し

た
も

の
》
、
《
芸
術
的

勇
気

が
卒
然
静

ま
っ

て
倦
怠
気
分

の
仙
境

に
入

っ
た
表
現
》
、
《
わ

だ
か

ま
り

が
な

い
、

放
縦

の
言

葉
さ
へ

使
う

こ
と

が
出
来

る
位

に
赤
裸
》

な
も

の
で
あ

る
と

論
じ

る
。

そ

し
て

、
「

す
て

は
て

て
」
が
《

こ
れ
正

に
人
間

を
赤
裸

に
し

た
場
合

の
真

実
な
告
白

で

あ
る

。
あ

ら
ゆ

る
人
間
的
装
飾

と
化
粧

を
洗

い
落

し
て

、
赤
裸

な
原
始
性

の
上

で
生

き
た
》
芭
蕉

の
静
寂

が
歌
わ
れ

た
も

の
で
あ

る
、

と
論

じ
た

（
野

口
米

次
郎

『
芭
蕉

俳
句
選

評
』
第

一
書
房

、
一

九
二

六
年
／

『
野

口
米

次
郎
選
集
―

俳
句
和

歌
論

』
ク

レ
ス

出
版

、
一

九
九

八
年

、
一

二
一

- 一
二

二
頁

）
。

 
x
x
x
v
i
i
i一

九
一

〇
年

刊
の
ミ

ッ
チ

ェ
ル
・
ケ

ナ
レ

イ
 

(N
Y

) ＆
ヴ

ァ
レ

イ
・
プ

レ
ス

 
( 鎌

倉
) の

詩
集

F
r
o
m
 th

e
 E
a
s
t
e
r
n
 S
e
a
で

は
‘‘L

in
e

s
: F

r
o

m
 B

a
s
h

o
’’ と

い
う

タ
イ

ト
ル

に
書
き
換
え

ら
れ

た
（
外
山
卯

三
郎

「
ヨ

ネ
・
ノ
グ

チ
の

十
七
字

詩
と

そ
の
波

紋
」
『
ヨ

ネ
・
ノ
グ

チ
研
究

・
三

』
、

前
掲

、
七

五
頁

）
。

 
x
x
x
i
x 
ク

ラ
プ

シ
ィ

の
メ
モ

に
つ

い
て

は
、
川
並
秀
雄

氏
が

「
ア

デ
レ

イ
ド

・
ク

ラ
プ

シ
ィ

と
ミ

シ
ェ

ル
・

ル
ボ

ン
―

日
本

文
学

と
関

連
し

て
」
（

『
大
阪
商
業

大
学

論
集

』

一
九

六
三

年
一

一
月

、
二

二
三

- 二
二

五
頁

）
の

中
で

紹
介

し
て

い
る

。
た

だ
し

、
川

並
氏

が
《
ク

ラ
プ

シ
ィ

が
野

口
の
数
々

の
詩

か
ら

、
特

に
芭
蕉

の
西

行
上

人
像
讃

を

選
ん

だ
の

は
、
「

日
本

の
真
芸
術

」
を

理
解

し
た

か
ど

う
か

は
、
わ

か
ら

な
い

が
、
静



17 
 

                                        
 

寂
な
境
地

を
汲
み

と
っ

て
、

西
行

上
人

の
心
像

に
共
鳴

し
た

か
ら

で
あ
ろ

う
》

と
論

じ
て

い
る

こ
と

に
は
反

論
し

て
お
き

た
い

。
ク

ラ
プ

シ
ィ

は
野

口
の

〈
英

詩
〉

に
共

鳴
し

た
の

で
あ

り
、
〈

fro
m

 th
e

 J
a

p
a

n
e

s
e
〉

が
芭
蕉

を
意
味

す
る

こ
と

や
、

ま
し

て
西

行
を
賛
辞

す
る

歌
で
あ

っ
た

こ
と

を
知

っ
て

い
た

と
は
到
底
思
え

な
い

。
ク

ラ

プ
シ

ィ
の
手
帳
へ

の
抜
き

書
き

は
、

野
口

の
俳

句
的

な
英

詩
が

、
英

詩
壇

や
英

詩
人

ら
に
影
響

を
も

っ
た

と
い

う
こ

と
の
証
明

に
す
ぎ

な
い

。
ま

た
川
並

氏
は

、
ク

ラ
プ

シ
ィ

は
ミ

シ
ェ

ル
・

ル
ボ

ン
の
和

歌
の

フ
ラ

ン
ス
語

訳
か

ら
影
響

を
受

け
て
《

五
行

詩
を
創
案

し
た
》
と

か
、
《
ク

ラ
プ

シ
ィ
く

ら
い

日
本

の
短

歌
か

ら
影
響

を
受

け
た
東

洋
的

な
詩

人
は

す
く

な
い

と
お

も
う
》

と
論

じ
て

い
る

が
、

同
時
代
的

な
短

詩
ブ

ー

ム
や
東

洋
詩

歌
ブ

ー
ム

の
時
代
風
潮

を
想
起

す
れ
ば

、
こ
れ

ら
の
見
解

も
限

り
な
く

論
拠

が
薄

い
。

 
x
l 
ハ

リ
エ

ッ
ト

・
モ

ン
ロ

ー
か

ら
野

口
へ

の
書
簡

で
確
認

で
き

る
の

は
、

関
東

大
震

災
後

の
一
通

（
4

1
9

.H
a

rr
ie

t M
o

n
ro

e
 to

 Y
o

n
e

 N
o

g
u

c
h

i(1
9

2
3

,D
e

c,1
3

),Y
o
n
e
 

N
o
g
u
c
h
i C

o
lle

c
t
e
d
 E
n
g
lis
h
 L
e
t
t
e
r
s
, p

p
.2

2
3

-2
2

4
. ）

だ
が

、
こ

の
一
通

の
書

簡
を
み

て
も

、
い

か
に

野
口

と
モ

ン
ロ

ー
が
頻
繁

に
書
簡

の
や

り
と

り
を

し
て

い
た

か
が
分

か
る

。
ま

た
モ

ン
ロ

ー
は

、
野

口
の

シ
カ

ゴ
訪
問
時

の
こ

と
を
よ
く

考
え

る

と
か

、
シ

カ
ゴ

を
再
訪

し
て
欲

し
い

と
書

い
て

い
る

。
こ

の
書
簡

に
は

、
彫
刻
家

フ

ァ
ッ

ギ
（

1
8

8
5

-1
9

6
6
）

に
よ

る
野

口
の
彫
像

が
、

野
口

が
シ

カ
ゴ

を
訪
問

し
た

と

き
に
制

作
さ
れ

た
こ

と
や

、
雑
誌

『
ポ
エ

ト
リ

』
（

一
九

二
二

年
七

月
号

）
に

、
ジ

ュ

ン
・

フ
ジ

タ
が

S
e
e
n
 a
n
d
 U
n
s
e
e
n
と

T
h
e
 S
e
le
c
t
e
d
 P
o
e
m
s
の

書
評

を
掲
載

し

た
こ

と
な

ど
が

書
か
れ

て
い

る
。

 
x
l
i 
野

口
米

次
郎

「
冬

の
市
俄

高
」
『
東
京
朝

日
新
聞

』
一

九
一

九
年

一
二

月
二

五
日

朝
刊

四
面

。
 

x
l
i
i 
野

口
米

次
郎

「
三
浦
環

夫
人

」
『
東
京
朝

日
新
聞

』
一

九
一

九
年

一
二

月
二

六
日

朝
刊

四
面

。
 

x
l
i
i
i 
初

出
は

『
中
央
公

論
』

一
九

二
五

年
四

月
一

日
、

の
ち

に
『

米
國

文
學

論
』

一

九
二

五
年

一
二

月
に
収
録

。
 

x
l
i
v 

野
口

米
次

郎
『

米
國

文
學

論
』
第

一
書
房

、
一

九
二

五
年

、
二

- 三
頁

。
 

x
l
v 

同
前

、
三

頁
。

 
x
l
v
i 
同

前
、

一
七

頁
。

 
x
l
v
i
i 
同

前
、

三
- 四

頁
。

 
x
l
v
i
i
i 
野

口
米

次
郎

『
米
國

文
學

論
』
、

前
掲

、
五

、
三

八
- 三

八
、

一
二

八
頁

。
 

x
l
i
x 
ホ

イ
ッ

ト
マ

ン
文

学
が

フ
ラ

ン
ス

に
水
脈

し
、

ま
た

そ
の

後
の
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

文

壇
に

大
き

な
影
響

を
与
え

た
。
エ

リ
キ

ラ
氏

は
、

ア
メ

リ
カ

と
い

う
国
独

自
の
エ
キ

                                        
 

セ
ン

ト
リ

ッ
ク

な
天
才

と
い

っ
た
従
来

か
ら

の
根
強

い
ホ

イ
ッ

ト
マ

ン
評

価
に

対
し

て
、
ホ

イ
ッ

ト
マ

ン
の
独

自
性

や
オ

リ
ジ

ナ
リ

テ
ィ

は
、
思
想

や
芸
術

の
、
あ

る
国

際
的

な
潮

流
を
吸
収

し
投
影

す
る
能
力

に
起
因

し
て

い
る

と
い

う
説

を
唱
え

、
ホ

イ

ッ
ト

マ
ン

の
存
在

が
、
啓
蒙
主
義

、
浪
漫
主
義

、
実
証
主
義

、
象
徴
主
義

な
ど

に
関

連
す

る
国
際
的
潮

流
に
参
画

し
て

い
た

の
み

な
ら
ず

、
ポ

ス
ト
象
徴
主
義

、
未
来
派

、

キ
ュ

ー
ビ

ズ
ム

、
シ

ュ
ー

ル
レ

ア
リ

ズ
ム

な
ど

の
モ

ダ
ニ

ス
ト

の
精

神
を

、
直
接
的

な
刺
激

と
は

い
え

な
い

に
せ
よ
予
想
さ
せ

た
と

論
じ

て
い

る
(B

e
ts

y
 E

rk
k

ila
, 

W
a
lt W

h
it
m
a
n
 A
m
o
n
g
 th

e
 F
r
e
n
c
h
: P

o
e
t a

n
d
 M

y
th

(1
9

8
0

; P
rin

c
e

to
n

, 
P

r
in

c
e

to
n

 U
n

iv
e

r
s
ity

 P
r
e

s
s
,p

.5
.) 。

 
l 
野

口
米

次
郎

『
米
國

文
學

論
』
、

前
掲

、
三

九
頁

。
 

l
i 
福
士
幸

四
郎
「

詩
歌

の
文

化
的
任
務

」
『
東
京
朝

日
新
聞

』
一

九
二

二
年

八
月

一
五

〜
一

六
日
朝

刊
六
面

、
福
田
正

夫
「

階
級
闘
争

と
詩

の
位
置

」
『
東
京
朝

日
新
聞

』
一

九
二

三
年
七

月
七

日
、

他
。
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片

山
廣

子
の

新
体

詩
「

あ
か

き
貝

」
に

つ
い

て
 

 
 

 
 

 
 

 
ク

リ
ス

テ
ィ

ー
ナ

・
ロ

セ
ッ

テ
ィ

『
シ

ン
グ

・
ソ

ン
グ

童
謡

集
』

と
の

関
わ

り
 

 

永
井

 
泉

 

 
 

 
 

 
 

 （
要

約
）

片
山

廣
子

の
新

体
詩

「
あ

か
き

貝
」

（
明

治
三

三
年

）
に

は
、

ク
リ

ス
テ

ィ
ー

ナ
・

ロ
セ

ッ
テ

ィ
『

シ
ン

グ
・

ソ
ン

グ
童

謡

集
』

の
一

篇
と

の
共

通
性

が
み

ら
れ

る
こ

と
に

注
目

し
、

ロ
セ

ッ
テ

ィ
の

作
品

と
比

較
し

つ
つ

、
同

時
代

詩
人

の
作

品
と

の
関

係
も

検

討
し

た
。

廣
子

の
作

品
は

、
ロ

マ
ン

主
義

的
子

ど
も

観
の

影
響

を
受

け
な

が
ら

、
ロ

セ
ッ

テ
ィ

の
童

謡
の

表
現

ス
タ

イ
ル

や
題

材
を

取

り
入

れ
て

創
作

さ
れ

た
新

し
い

試
み

で
あ

る
と

考
え

ら
れ

る
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 は
じ

め
に

 

 

片
山

廣
子
（

明
治

一
一

年
�

昭
和

三
二

年
 
一

八
七

八
�

一
九

五

七
）

は
、

佐
佐

木
信

綱
に

師
事

し
、

短
歌

結
社

『
心

の
花

』
（

竹

柏
会

）
に

所
属

し
た

歌
人

で
、

か
つ

「
松

村
み

ね
子

」
の

筆
名

を

も
つ

翻
訳

家
で

も
あ

り
、

イ
エ

イ
ツ

や
シ

ン
グ

な
ど

ア
イ

ル
ラ

ン

ド
文

芸
復

興
期

の
作

品
を

中
心

に
翻

訳
を

発
表

し
た

こ
と

で
知

ら

れ
る

。
そ

の
他

に
、

小
説

や
随

筆
、

童
話

や
詩

も
創

作
し

た
。

十

歳
よ

り
七

年
間

、
カ

ナ
ダ

・
メ

ソ
ジ

ス
ト

教
会

の
女

性
宣

教
師

創

設
の

ミ
ッ

シ
ョ

ン
ス

ク
ー

ル
で

寄
宿

舎
生

活
を

送
り

、
キ

リ
ス

ト

教
や

聖
書

に
関

す
る

深
い

教
養

を
持

っ
て

い
た

こ
と

が
作

品
か

ら

も
窺

え
る

。
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こ
の

よ
う

な
廣

子
の

短
歌

に
、

英
国

ヴ
ィ

ク
ト

リ
ア

朝
の

詩
人

ク
リ

ス
テ

ィ
ー

ナ
・

ロ
セ

ッ
テ

ィ
（

C
h

ristin
a

 G
e

o
rg

in
a

 R
o

s
se

tti
 

一
八

三
〇

�
一

八
九

四
）
の

物
語

詩
「

ゴ
ブ

リ
ン

・
マ

ー
ケ

ッ
ト

」

に
詩

想
を

得
た

と
考

え
ら

れ
る

作
品

が
あ

る
こ

と
か

ら
、

筆
者

は

廣
子

の
ロ

セ
ッ

テ
ィ

受
容

に
着

目
し

て
き

た
。

ロ
セ

ッ
テ

ィ
は

イ

ン
グ

ラ
ン

ド
教

会
の

敬
虔

な
信

徒
で

あ
り

、
聖

書
や

信
仰

を
主

題

に
し

た
作

品
も

多
い

。
他

方
、

廣
子

は
生

涯
ク

リ
ス

チ
ャ

ン
に

は

な
ら

な
か

っ
た

が
、

「
お

そ
ら

く
私

の
体

臭
の

一
部

分
と

も
な

つ

て
ゐ

る
だ

ら
う

1」
と

自
ら

述
べ

る
ほ

ど
、
ミ

ッ
シ

ョ
ン

ス
ク

ー
ル

在
学

時
に

聖
書

を
教

え
ら

れ
、

英
文

学
に

も
親

し
ん

だ
廣

子
に

、

同
じ

女
性

詩
人

で
あ

る
ロ

セ
ッ

テ
ィ

の
作

品
は

示
唆

を
与

え
た

可

能
性

が
あ

る
と

考
え

ら
れ

る
。

 

本
稿

で
は

、
廣

子
の

新
体

詩
に

ロ
セ

ッ
テ

ィ
の

『
シ

ン
グ

・
ソ

ン
グ

童
謡

集
』

（
一

八
七

二
年

）
の

一
篇

と
の

共
通

性
が

み
ら

れ

る
も

の
が

あ
る

こ
と

に
注

目
し

、
ロ

セ
ッ

テ
ィ

の
作

品
と

比
較

し

つ
つ

、
同

時
代

詩
人

の
作

品
と

の
関

係
も

検
討

し
、

廣
子

が
こ

の

一
篇

の
散

文
詩

に
表

現
し

た
内

容
や

そ
の

背
景

を
解

釈
し

た
い

。
 

 （
一

）
 

廣
子

の
新

体
詩

と
ロ

セ
ッ

テ
ィ

童
謡

集
 

  
新

体
詩

と
は

、
明

治
期

に
創

作
さ

れ
た

七
五

調
、

五
七

調
の

文

語
定

型
詩

で
あ

る
。
近

年
『

佐
佐

木
信

綱
研

究
』
誌

に
掲
載

さ
れ

、

片
山

廣
子

の
新

体
詩

に
も
触

れ
ら

れ
た
座
談

会
「

新
体

詩
と

は
何

か
」

に
お

い
て

、
勝
原
晴
希

は
、

 
 明

治
十

五
年

の
『

新
体

詩
抄

』
か

ら
明

治
三

十
五

年
の

『
若

菜
集

』
ま

で
が

、
後

の
時

代
か

ら
整
理

し
た

新
体

詩
の

時
代

。

同
時

代
的

に
は

明
治

四
十

五
年
ま

で
の

三
十

年
間

が
新

体
詩

の
時

代
と

い
う

こ
と

に
な

り
ま

す
2。

 
 と

述
べ

て
い

る
。

 

廣
子

の
新

体
詩

と
し

て
現

在
ま

で
に
確
認

さ
れ

て
い

る
も

の
は

以
下

の
四

篇
で

あ
り

、
そ

れ
ら

も
こ

こ
で
提

示
さ

れ
て

い
る

時
代

に
発

表
さ

れ
て

い
る

。
い
ず

れ
も

『
心

の
花

』
に

掲
載

さ
れ

た
。

 
 「
川

に
の
ぞ

み
て

」
「

あ
か

き
貝

」
（

明
治

三
三

年
八
月

）
 

 

「
星

」
「
鶴

」
 

 
 

 
 

 
 

 
（

明
治

三
三

年
九
月

）
 

 
 

 
初

め
て

廣
子

が
新

体
詩

を
発

表
し

た
明

治
三

十
三

年
の
六
月

に

長
男

が
生
ま

れ
て

お
り

、
こ

の
年

に
廣

子
は

短
歌

を
発

表
し

て
い

な
い

。
そ

の
頃

の
状
況

に
つ

い
て
後

に
、

「
妻

と
し

て
、
母

と
し

て
、

歌
よ

み
と

し
て

そ
の

自
己

を
確
立

し
て

い
く

た
め

に
た

い
へ

ん
悩

ん
だ

時
期

で
あ

っ
た

3」
と
達
吉

の
妻

和
子

に
語

っ
た

と
い

う
。

さ
ら

に
、
当

時
は

女
性

に
よ

る
新

体
詩

が
少

な
か

っ
た

こ
と

も
考

え
る

と
、

廣
子

の
新

体
詩

は
そ

の
数

は
少

な
い

が
、

創
作

の

方
向

性
を
模
索

す
る

新
た

な
試

み
で

あ
っ

た
と

考
え

ら
れ

る
。
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ク
リ

ス
テ

ィ
ー

ナ
・

ロ
セ

ッ
テ

ィ
は

、
イ

ン
グ

ラ
ン

ド
教

会
の

敬
虔

な
信

徒
で

あ
り

、
信

仰
心

や
神

の
国

、
死

を
テ

ー
マ

に
し

た

詩
も

多
い

が
、
後

年
は

詩
の

ほ
か

に
宗

教
的

な
散

文
も
出
版

し
て

い
る

。
子

ど
も

を
対
象

と
し

た
作

品
に

は
『

シ
ン

グ
・

ソ
ン

グ
童

謡
集

』
の

他
、

ル
イ

ス
・

キ
ャ

ロ
ル

『
不
思
議

の
国

の
ア

リ
ス

』

（
A

lic
e

`s
 A

d
v

e
n

tu
re

s
 in

 W
o

n
d

e
rla

n
d

. 
1

8
6

5
) の

影
響

を
受

け

た
と

い
わ

れ
る

作
品

S
p

e
a

k
in

g
 L

ik
e

n
e

s
s

. 
(1

8
7

4）
な

ど
が

あ
る

。
 

『
シ

ン
グ
・
ソ

ン
グ

童
謡

集
』
（

S
in

g
-S

o
n

g
. A

 N
u

rs
e

ry
 R

h
y

m
e

 

B
o

o
k

.）
は

、
一

八
七

二
年

に
ロ

ン
ド

ン
で
刊
行

さ
れ

た
。
一

二
〇

編
の

詩
か

ら
成

り
、
各

作
品

に
タ

イ
ト

ル
は

な
い

が
、

す
べ

て
の

詩
に

ア
ー
サ

ー
・
ヒ
ュ

ー
ズ

に
よ

る
挿
絵

が
付

い
て

い
る

。
こ

の

童
謡

集
に

関
す

る
先
行

研
究

4や
、
原

稿
を

所
蔵

す
る
大

英
図

書
館

が
公
開

し
て

い
る

解
説

5を
参
照

し
つ

つ
、
詩

が
扱

っ
て

い
る

主
題

を
整
理

す
る

と
、
以
下

の
七
項

に
ま

と
め

る
こ

と
が

で
き

る
。

 
 
①

 母
子

関
係

 

②
 乳
児

の
死

と
弔

い
 

③
 自
然

の
情

景
 

④
 社

会
的
弱

者
や

小
動

物
へ

の
思

い
や

り
 

⑤
 他

者
へ

の
施

し
、

分
か
ち
合

い
 

⑥
 な
ぞ

な
ぞ

や
ユ

ー
モ

ア
 

⑦
 数

や
文
字
等

に
関

す
る

教
育

的
な

も
の

 

ま
た

、
③

の
自
然

を
テ

ー
マ

に
し

た
作

品
に

関
し

て
は

、
自
然

に
神

の
真
理

を
見

る
思

想
が

そ
の

背
景

に
あ

る
と

い
わ

れ
6、

あ
る

い
は
④

や
⑤

に
関

し
て

は
、
当

時
の
階
級

や
ジ
ェ

ン
ダ

ー
間

の
不

平
等

性
に

着
目

し
た

作
品

も
あ

る
と

み
ら

れ
て

い
る

7。
 

 （
二

）
明

治
期

に
お

け
る

『
シ

ン
グ

・
ソ

ン
グ

童
謡

集
』

の
受

容
 

  
次

に
、

「
シ

ン
グ

ソ
ン

グ
」

が
明

治
の
日

本
文

学
で

ど
の

よ
う

に
受

容
さ

れ
て

い
る

の
か

を
扱

っ
た
先
行

研
究

を
挙
げ

る
。

 

 
ま
ず

、
薄
田
泣
菫

の
「

子
守
唄

」
に

つ
い

て
は

、
自

ら
が

 
 子
守
唄

は
、

明
治

四
十

一
年
頃

の
作

で
す

。
ク

リ
ス

チ
ナ

・

ロ
ゼ

チ
の
『

し
ん
ぐ

・
さ

ん
ぐ

』
を
読

ん
で

、
こ

ん
な

の
を

作

つ
て

み
た

ら
と
思

つ
て

試
み

た
も

の
で

す
そ

の
當

時
は
ま

だ

昨
今
大
流
行

の
童

謡
と

い
ふ
言
葉

は
な

か
つ

た
や

う
で

す
8 

 と
述

べ
て

い
る

こ
と

も
あ

り
、

ロ
セ

ッ
テ

ィ
作

品
と

の
関
連

が
研

究
さ

れ
て

い
る

。
泣
菫

が
「

子
守
唄

」
と

述
べ

る
子

ど
も

を
対
象

と
し

た
詩

は
、

『
お
伽
噺

と
お
伽
唄

』
（
大
正
六

年
）

に
ま

と
め

ら
れ

、
後

に
『
泣
菫

詩
集

』
（
大
正

一
四

年
）

、
『
薄
田
泣
菫
全

集
』

（
昭

和
一

四
年

）
に

も
収
載

さ
れ

た
三
六

篇
の

他
、
畑

中
圭

一
は

、
雑

誌
や

新
聞

に
掲
載

さ
れ

て
詩

集
に

は
収

め
ら

れ
な

か
っ

た
同
類

の
作

品
が

約
二

十
篇

あ
る

こ
と

を
確
認

し
、

こ
の

う
ち

、
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『
シ

ン
グ

・
ソ

ン
グ

童
謡

集
』

の
翻
案

・
翻

訳
、

あ
る

い
は

主
題

等
の
借
用

は
十

篇
あ

る
と
指
摘

す
る

9。
以
下

に
、
畑

中
が

そ
こ

で

挙
げ

て
い

る
泣
菫

の
詩

の
一

部
と

、
そ

の
元

と
考

え
ら

れ
て

い
る

ロ
セ

ッ
テ

ィ
の

詩
の

訳
（
安
藤
幸
江

に
よ

る
）

を
引
用

す
る

。
 

 ①
 ロ

セ
ッ

テ
ィ

作
品

の
翻

訳
ま

た
は

翻
案

と
考

え
ら

れ
る

も
の

 

 星
と

花
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

星
が
空

か
ら
落
ち

て
來

て
、
／

花
が

代
わ

り
に
撒

か
れ

た
ら

、
 

 

空
は

や
つ
ぱ

り
光

ら
う

し
、
／
野
路

も
き

つ
と

明
る

か
ろ

。
 

 
 

天
の
使

が
お

り
て
來

て
、
／
星

は
殘

ら
ず

取
り
去
ろ

が
、
／

 
 

 

み
空

の
花

を
拾
ふ

に
は

、
／

あ
あ
羽

は
な

し
、
＊

し
よ

ん
が

 
 

 

い
な

。
 

〔
＊
引
用

者
注
『
薄
田
泣
菫
全

集
』
で

は
、「

な
ん

と
せ

う
」
〕
 

 
 

 
 

 
 

 
 

原
詩

 
（
安
藤
幸
江

訳
）

 

ほ
し

が
 

そ
ら

か
ら

 
お
ち

て
き

て
／

は
な

が
 

ほ
し

に
 

か
わ

っ
て

も
／

そ
ら

は
 

や
は

り
 

と
て

も
 

き
れ

い
／

そ

し
て

 
じ

め
ん

も
 

き
れ

い
／
／

 

は
ね

の
あ

る
 

て
ん

し
た
ち

な
ら

 
お

り
て

き
て
／

ほ
し

を
 

と
る

こ
と

も
 

で
き

る
で

し
ょ

う
／

で
も

 
く

も
が

 
さ

え

ぎ
る

の
で
／
わ

た
し

た
ち

は
 

は
な

が
 

ほ
し

い
と

 
お

も

う
だ

け
1

0 

 

②
 モ

チ
ー
フ

の
借
用

 

 三
羽
雀

 

わ
た

し
の
裏

の
梅

の
木

に
／
雀

が
三
羽

と
ま

つ
て

、
／

一
羽

の
雀

の
い
ふ

こ
と

に
／

「
う
ち

の
子
供

の
い

た
ず

ら
な

、
／

 

わ
た

し
の
留
守

を
よ

い
こ

と
に
／
卵

は
盗
む
巣

は
こ

は
す

、

／
な

ん
ぼ
鳥

で
も

生
の

子
の
／

い
と

し
可
愛

は
あ

る
も

の

を
。

」
 

 
 

 
 

（
以
下

、
二
連

お
よ
び

三
連

は
省
略

）
 

 

 
 

 
 

 
原

詩
 

 

か
な

し
い

 
べ

に
ひ
わ

の
い

う
こ

と
を

 
き

い
て
ご

ら
ん
／

「
ち

い
さ

く
て

 
あ

た
た

か
い

す
を

 
つ

く
っ

た
の
／

で
も

 

ひ
ど

い
お

と
こ

の
こ

ら
が

 
や

っ
て

き
て
／

な
つ

の
い

え
を

 

お
そ

っ
た

の
／
／

「
き
ち

ん
と

な
ら

ん
だ

 
た
ま
ご

を
 

つ

ぶ
し

た
の
／

だ
か

ら
 

い
ま

 
つ
ば

さ
を

た
れ

て
／

こ
わ

れ

た
あ

と
を

 
じ

っ
と

み
て

い
る
／

も
う

お
そ

く
て

 
つ

く
れ

な
い

 
か

な
し

く
て

 
う

た
え

な
い
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ま
た

、
島
崎
藤

村
『
若
菜

集
』

（
明

治
三

十
五

年
）

に
も

『
シ

ン
グ

・
ソ

ン
グ

童
謡

集
』

と
の

関
わ

り
が

あ
る

の
で

は
な

い
か

と

い
う
指
摘

が
あ

る
。

関
栄

一
は

、
『
若
菜

集
』
収
載

の
「
秋
風

の

歌
」

の
最
終
連

、
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

あ
ゝ

う
ら

さ
び

し
天
地

あ
め

つ
ち

の
／
壺 つ

ぼ

の
中 う

ち

な
る
秋

の
日

や
／

 
 

落
葉

と
共

に
瓢 ひ
る

が
へ

る
／
風

の
行 ゆ

く

衛
ゑ

を
誰 た

れ

か
知

る
 

 に
つ

い
て

、
「
〔
最
終
連

の
最
後

の
〕

二
行

は
、
Ｄ

・
Ｇ

・
ロ

セ

ッ
テ

ィ
の
妹

で
や

は
り

詩
人

の
ク

リ
ス

チ
イ

ナ
・

ロ
セ

ッ
テ

ィ
の

詩
「
風

」
の

詩
想

に
通

じ
る

。
」

と
述

べ
、

「
風

」
の
原

詩
と

訳

詩
を

掲
げ

て
い

る
。

 

 

W
h

o
 h

a
s

 s
e

e
n

 th
e

 w
in

d
?

 / n
e

ith
e

r y
o

u
 n

o
r I: / B

u
t w

h
e

n
 

th
e

 tre
e

s
 b

o
w

 d
o

w
n

 th
e

ir h
e

a
d

s
 / T

h
e

 w
in

d
 is p

a
ssin

g
 b

y
. 

 
 

 
誰

が
風

を
見
ま

し
た

か
？
／

あ
な

た
も

私
も
見

や
し

な
い
／

し
か

し
木
々

が
頭

を
さ
げ

る
と

き
／
風

が
す
ぎ

さ
っ

て
ゆ

く

の
で

す
 

  
 

 
 

W
h

o
 h

a
s se

e
n

 th
e

 w
in

d
?

 / n
e

ith
e

r I n
o

r y
o

u
: / B
u

t w
h

e
n

 

th
e

 le
a

ve
s h

a
n

g
 tre

m
b

lin
g

 / T
h

e
 w

in
d

 is
 p

a
ssin

g
 th

r
o

u
g

h
 

 
 
風

が
／
誰

が
風

を
見
ま

し
た

か
？
／

私
も

あ
な

た
も
見

や
し

な
い
／

し
か

し
木

の
葉

が
ゆ

れ
る

と
き
／
風

が
と

お
り

す
ぎ

て
ゆ

く
の

で
す

お
1

1 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
目

に
は
見

え
な

い
「
風

」
の
存

在
を

木
の
葉

の
動

き
に
重

ね
て

み
て

い
る
点

、
そ

し
て
過
ぎ
去

っ
た
後

ど
こ

に
行

く
の

か
わ

か
ら

な
い

、
風

の
あ

て
ど

な
さ

を
歌

っ
て

い
る
点

に
、
両

者
の

作
品

の

共
通

性
を

と
ら

え
て

い
る

と
い

え
よ

う
。

 
 

 
 

 
ロ

セ
ッ

テ
ィ

『
シ

ン
グ

・
ソ

ン
グ

』
が

明
治

期
の

詩
人

の
作

品

に
与

え
た

影
響

に
関

し
て

は
こ

の
よ

う
な
指
摘

が
な

さ
れ

て
い

る

こ
と

を
踏
ま

え
、
続

い
て

廣
子

の
作

品
を

み
て

み
た

い
。

 

 （
三

）
廣

子
の

新
体

詩
「

あ
か

き
貝

」
 

  
廣

子
の

散
文

詩
の

う
ち

、
ロ

セ
ッ

テ
ィ

の
童

謡
集

か
ら

の
影

響

を
検

討
し

た
い

作
品

は
、
以
下

の
「

あ
か

き
貝

」
で

あ
る

。
 

 あ
か

き
貝
（
『

こ
こ
ろ

の
華

』
第

三
巻
第

八
号

 
明

治
三

十
三

年
）

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
人

の
子
等

は
 

 
か

く
の
ご

と
く

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
私

な
き

 
 

 
 

も
の

な
り

し
を
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春

の
海

の
 

 
 
聲

し
づ

か
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
よ

す
る
波

の
 

 
波

の
き

は
に

 
 

 
 

 
 

 
 

 
我

の
ひ

と
り

 
 
歩

み
來

れ
ば

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
五

つ
六

つ
の

 
 

う
つ

く
し

き
子

 
 

 
 

 

 
 

 
そ

の
め

の
と
ゝ

 
砂

の
上

に
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
う

つ
む

き
つ
ゝ

 
貝

を
拾
ふ

 
 

 
 

 
 

 

  
 

 
や

が
て
彼
等

 
 

あ
か

き
貝

を
 

 
 

 
 

 

 
 

 
三

つ
拾
ひ
ぬ

 
 

二
つ

三
つ

と
 

 
 

 
 

 

 
 

 
そ

を
数
へ

て
 

 
其

子
い
ひ
ぬ

 

  
 

 
こ

の
一

つ
は

 
 
母

の
君

に
 

 
 

 
こ

の
一

つ
は

 
 
姉

の
君

に
 

 
 

 
こ

の
一

つ
は

 
 
兄

の
君

に
 

 
 

 
 さ

れ
ば
我

の
 

 
一

つ
足

ら
ず

 

 
 

 
い

か
に

う
ば

よ
 

な
ほ

さ
が

し
て

 

 
 

 
か

く
て
彼
等

 
 
尚

さ
が

し
ぬ

 

  
 

 
さ

れ
ど

貝
の

 
 

あ
か

き
貝

の
 

 
 

 
見

え
ず

あ
れ
ば

 
悲

し
げ

に
も

 

 
 

 
か

の
子

は
尚

 
 
尚

さ
が

し
ぬ

 

 

そ
こ

に
め

の
と

 
あ

か
き

貝
を

 

一
つ
獲

た
り

 
 

か
の

子
は

 

見
た

り
し

時
 

 
舞
ひ

を
ど

り
ぬ

 

  
こ

の
詩

は
、

語
り
手

が
海
辺

で
出

会
っ

た
子

ど
も

の
様

子
を

歌

っ
て

お
り

、
家
族

の
た

め
に

貝
を
拾

い
つ

つ
、

さ
ら

に
見

知
ら
ぬ

人
で

あ
る

語
り
手

に
も
探

し
て

あ
げ

よ
う

と
苦

心
し

、
や

っ
と
見

つ
け

て
喜
ぶ
姿

に
、

語
り
手

は
そ

の
子

の
私
欲

な
き
美

し
い

心
情

を
み

る
、

と
解

釈
で

き
る

。
 

 
こ

の
作

品
と

関
係

が
あ

る
と
思
わ

れ
る

ロ
セ

ッ
テ

ィ
の

作
品

お

よ
び

そ
の

訳
を
挙
げ

る
。

 

 

M
o

th
e

r s
h

a
k

e
 th

e
 c

h
e

rry-tre
e

, / S
u

sa
n

 c
a

tch
 a

 ch
e

rr
y;/ 

 
 

O
h

 
h

o
w

 
fu

n
n

y 
th

a
t 

w
ill 

b
e

, 
/ 

L
e

t's
 

b
e

 
m

e
rry

! 
/ 

O
n

e
 

fo
r 

 
 

 
 

 

b
ro

th
e

r, 
o

n
e

 
fo

r 
siste

r, 
/ 

T
w

o
 

fo
r 

m
o

th
e

r 
m

o
re

, 
/ 

S
ix

 
fo

r 
 

 
 

 

fa
th

e
r, h

o
t a

n
d

 tire
d

, / K
n

o
ckin

g
 a

t th
e

 d
o

o
r . 

 お
か

あ
さ

ん
が

 
さ

く
ら

ん
ぼ

の
き

を
 
ゆ

す
る
／

ス
ー
ザ

ン
が

 
さ

く
ら

ん
ぼ

を
 

う
け

る
／

あ
あ

 
な

ん
て

 
お

も

し
ろ

い
の

だ
ろ
／

た
の

し
く

 
や
ろ

う
／

お
に

い
さ

ん
に
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ひ
と

つ
 

お
ね

え
さ

ん
に

 
ひ

と
つ
／

お
か

あ
さ

ん
に

は
 

も
う

 
ふ

た
つ
／
／

お
と

う
さ

ん
に

は
 
む

っ
つ

 
あ

つ
く

て
 

つ
か

れ
て
／

お
か

え
り

だ
か

ら
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
両

者
を
見

る
と

、
ロ

セ
ッ

テ
ィ

の
作

品
は

童
謡

で
あ

り
、

廣
子

の
方

は
、
子

ど
も

の
た

め
の

作
品

で
は

な
い

と
い

う
違

い
が

あ
る

。

他
方

、
ど
ち

ら
も

子
ど

も
が

家
族

の
た

め
に

と
そ

れ
ぞ

れ
「

さ
く

ら
ん
ぼ

」
あ

る
い

は
「

あ
か

き
貝

」
を
拾

う
と

い
う
情

景
に

、
そ

し
て

「
さ

く
ら

ん
ぼ

」
と

「
あ

か
き

貝
」

が
ど
ち

ら
も

小
さ

く
て

赤
い

も
の

だ
と

い
う
点

に
共

通
性

が
み

ら
れ

る
。

な
お

、
ロ

セ
ッ

テ
ィ

の
こ

の
詩

は
、
先

に
挙
げ

た
泣
菫

の
「

子
守
唄

」
の

一
篇

に

も
影

響
を

与
え

た
と

み
ら

れ
て

い
る

。
 

 

 
 

う
ち

の
お
庭

の
桃

の
木

に
／
乳
母

の
や

う
な
夏

の
日

が
／
日

が
な

一
日
来

て
い

た
が
／

や
ん

が
て
桃

が
熟

れ
て

そ
ろ
／

一

つ
は
母

の
ふ

と
こ
ろ

に
／

一
つ

は
兄

の
手

の
ひ

ら
に
／
残

る

一
つ

は
誰

に
や
ろ
／

さ
う

い
ふ

私
の
口

に
や
ろ

1
2 

 
 

 
 

 
 

 
 

こ
の

作
品

に
つ

い
て

、
畑

中
は

「
主

題
や

題
材

の
面

で
は

、
両

者
の

間
に

共
通
点

は
見

い
だ
せ

な
い

。
た

だ
し

、
下
線

部
〔
引
用

者
注

・
こ

こ
で

は
傍
線

部
〕

の
表

現
ス

タ
イ

ル
に

つ
い

て
は

か
な

り
近

い
関

係
を

み
い

だ
す

こ
と

が
で

き
る

。
1

3」
と

述
べ

る
。

廣

子
の

「
あ

か
き

貝
」

も
、

こ
の

よ
う

な
「

表
現

ス
タ

イ
ル

」
と

い

う
点

で
ロ

セ
ッ

テ
ィ

と
の

共
通

性
を

み
る

こ
と

が
可

能
で

あ
る

。
 

 
他

方
、
廣

子
と

ロ
セ

ッ
テ

ィ
の

作
品

に
は
違

い
も

あ
る

。
ま
ず

、
 

ロ
セ

ッ
テ

ィ
の

方
で

は
、
さ

く
ら

ん
ぼ

を
兄

と
姉

に
ひ

と
つ
ず

つ
、

母
に

は
さ

ら
に

二
つ

、
そ

し
て
父

に
は

多
く
六

つ
を

、
と

い
う

よ

う
に

親
と

く
に
父

親
を

敬
う
姿
勢

を
表

し
て

い
る

の
に
対

し
、

廣

子
の

詩
で

は
、
母

、
兄

、
姉

に
ひ

と
つ
ず

つ
で

あ
り

、
父

は
登
場

し
な

い
。

そ
れ

は
、
泣
菫

の
作

品
で

も
同
様

で
あ

る
。

 

な
お

、
原

詩
の
最
後

の
二
行

を
安
藤

訳
で

は
父

が
「
暑

く
て
疲

れ
て

お
か

え
り

だ
か

ら
」

と
、
父

に
多

く
あ
げ

る
理
由

と
し

て
と

ら
え

ら
れ

て
い

る
が

、
大
正

一
三

年
に

発
表

さ
れ

た
西
条

八
十

の

訳
で

は
、

 
 

 

母
さ

ん
が
桜

の
樹

を
揺 ゆ

す

り
／

ス
ウ
ザ

ン
が

そ
の
実

を
受

け
と

め
る
／

そ
の

時
や

ど
ん

な
に

を
か

し
か
ろ
／

そ
の

時
や

ど
ん

な
に
楽

し
か
ろ

。
／
／

一
つ

は
兄

さ
ん

、
一

つ
は
姉

さ
ん

、

／
あ

と
の

二
つ

は
お
母

さ
ん

、
／

お
父

さ
ん

に
は
六

つ
と

き

め
て
／
汗

も
拭

か
ず

に
扉
と

を
た

た
く

1
4 

 
と

な
っ

て
お

り
、

八
十

の
解

説
で

も
こ

の
場
面

は
、

子
ど

も
が
拾

っ
た
実

を
握

っ
て

「
汗

も
拭

か
ず
大
急
ぎ

で
父

親
の

書
斎

の
扉

を

た
た

く
1

5」
。

と
記

さ
れ

て
お

り
、

解
釈

が
異

な
る

。
こ

の
点

は
、
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原
詩

か
ら
父

を
敬

う
気

持
ち

を
ど

の
程
度
読

み
取

る
か

に
よ

っ
て

違
い

が
生

じ
て

い
る

と
い

え
よ

う
。

い
ず

れ
に

し
て

も
、

廣
子

や

泣
菫

の
作

品
に

は
、
父

に
も

っ
と

も
多

く
与

え
る

と
い

う
家
父
長

的
家
族

観
は

み
ら

れ
な

い
1

6。
 

 
で

は
、

廣
子

の
作

品
の

主
題

は
何

か
。
冒
頭

に
題
辞

の
よ

う
に

お
か

れ
た

「
人

の
子
等

は
 

か
く

の
ご

と
く
／

私
な

き
 

も
の

な

り
し

を
」

と
い

う
、

子
ど

も
に
備
わ

る
私
欲

な
き

心
の
賛
美

で
あ

る
。

こ
れ

に
つ

い
て

は
、

廣
子

と
同

時
代

詩
人

の
作

品
に

も
み

ら

れ
る

、
英

国
ロ

マ
ン

主
義

の
詩

か
ら

影
響

を
受

け
た

子
ど

も
観

と

の
関

係
を

検
討

す
る
必

要
が

あ
ろ

う
。

 

 
 

 
（

四
）

「
子

ど
も
賛
美

」
を

主
題

と
す

る
同

時
代

作
品

 

 
 明

治
期

の
文

学
作

品
に

お
け

る
ロ

マ
ン

主
義

的
子

ど
も

観
に

つ

い
て

、
河
原

和
江

は
以
下

の
よ

う
に
概

観
す

る
。

 
  

 
日

本
の

近
代

文
学

に
お

い
て
最
初

に
、

ロ
マ

ン
主

義
的

観
点

か
ら
〈

子
ど

も
〉

を
通

し
て
大

人
の
重

要
な
問

題
を
描

い
た

の
は

、
国

木
田
独
歩

で
あ
ろ

う
。
処

女
小

説
『
源 げ

ん

叔
父

お
じ

』
（

明

治
三

十
三

年
）
以
来

、
彼

の
代

表
作

の
い

く
つ

か
に

は
子

ど

も
が
重

要
な
モ

チ
ー
フ

と
し

て
登
場

す
る

。
独
歩

は
イ
ギ

リ

ス
の

ロ
マ

ン
主

義
詩

人
ワ

ー
ズ
ワ

ー
ス

の
影

響
を
強

く
受

け
、

と
く

に
『
源
叔
父

』
や

『
春

の
鳥

』
（

明
治

三
十

七
年

）

で
は

、
ワ

ー
ズ
ワ

ー
ス

の
詩

か
ら

主
題

や
人

物
像

な
ど

、
多

く
の
素

材
を

得
て

い
る

1
7。

 
  

こ
の

よ
う

に
述

べ
ら

れ
る

国
木
田
独
歩

の
作

品
の

う
ち

、
子

ど

も
を
詠

ん
だ

詩
に

は
、
明

治
三

十
年

の
次

の
よ

う
な

作
品

が
あ

る
。

 

 

門
邊

の
兒
供

1
8 

  
 
街

の
塵

に
ま

み
れ

つ
ゝ
／
浮
世

の
風

に
吹

か
れ

つ
ゝ
／
門
邊

に
遊
ぶ

子
供
等

の
／

よ
ろ

こ
ぶ
様

を
見

る
毎

に
／
／

あ
は

れ

子
供

よ
な

れ
も
亦
／
住

み
て
悲

し
き

あ
さ
ま

し
き
／
此
世

に

生
れ

を
ひ

た
ち

て
／
／
げ

に
哀

れ
ぞ

と
思
ひ

や
り
／

 
 

 

空
ゆ

く
雲

を
な

が
め

て
は
／
雲

の
ゆ

く
へ

の
き

は
み

な
き
／

 

深
き
思

に
沈
む

な
り

 
 

 
 

 
 

  
こ

の
作

品
は

、
子

ど
も

に
備
わ

る
美
質

を
賛
美

す
る

も
の

で
は

な
い

が
、
悲

し
く

あ
さ
ま

し
い

こ
と

も
多

い
こ

の
世

に
生
ま

れ
た

子
ど

も
を
哀

し
み

つ
つ

、
「
門
邊

に
遊
ぶ

子
供
等

の
／

よ
ろ

こ
ぶ

様
」

と
あ

る
よ

う
に

、
子

ど
も

を
ま

だ
こ

の
世

の
悲

し
さ

を
知

ら

ず
、

「
街

の
塵

」
に

は
ま

み
れ

つ
つ

も
、

深
い

あ
さ
ま

し
さ

に
は
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ま
み

れ
て

い
な

い
存

在
と

し
て
見

て
い

る
。

つ
ま

り
、
未
熟

な
子

ど
も

が
成
長

し
て
大

人
に

な
る

と
い

う
見

方
で

は
な

く
、

子
ど

も

の
方

が
汚

れ
な

く
尊

い
存

在
で

あ
う

と
い

う
と

ら
え

方
に

通
じ

る
。
ま

た
、
独
歩

は
キ

リ
ス

ト
教

に
強

く
惹

か
れ

て
い

た
こ

と
か

ら
も

、
現
世

よ
り

も
天
上

の
世
界

に
価
値

を
置

き
、

こ
の
世

に
生

ま
れ

て
き

て
し
ま

っ
た

子
ど

も
を
哀

れ
む
気

持
ち

が
あ

っ
た

の
で

は
な

い
か

。
 

 
独
歩

の
他

に
も

、
キ

リ
ス

ト
教

者
と

し
て
伝
道

に
力

を
注

い
だ

詩
人

、
宮
崎
湖
処

子
に

も
子

ど
も

を
賛
美

す
る
次

の
作

品
が

あ
る

。
 

 

お
も
ひ

子
1

9 
 

い
つ

れ
の
星

か
わ

か
庭

に
／
落

て
わ

子
と

は
な

り
に

け
む

、

／
汝

が
愛

ら
し

き
面

に
は
／
天

つ
ひ

か
り

の
輝

け
り

。
 

 
（
第

二
、

三
、

四
連
省
略

）
 

天
つ

国
に

て
大

い
な

る
／
汝
ゆ
ゑ

に
あ

る
か

な
き
身

に
も

、
 

／
め
ぐ

み
の
露

の
か
ゝ

る
か

と
／
思
へ
ば

い
と

こ
そ
嬉

し
け

れ
 

 
 

こ
の

作
品

で
は

、
子

ど
も

を
天

か
ら
落
ち

て
き

た
星

に
喩

え
、

そ
の
顔

が
「
天

つ
ひ

か
り

」
に
輝

い
て

い
る

と
あ

る
こ

と
か

ら
、

子
ど

も
を
天
上
世
界

か
ら

の
恵

み
で

あ
り

、
神

に
近

い
存

在
で

あ

る
と

と
ら

え
て

い
る

と
い

え
よ

う
。
最
終
連

で
は

よ
り

明
確

に
「
天

つ
国

に
て
大

い
な

る
／
汝
ゆ
ゑ

」
や

、
「

め
く

み
の
露

の
か
ゝ

る
」

と
い

う
表

現
の

あ
る

こ
と

か
ら

も
わ

か
る

。
 

ま
た

、
土
井
晩
翠

に
も

子
ど

も
を
賛
美

す
る

作
品

が
あ

る
。

 

  
小
兒

2
0 

 
 

く
し

く
妙

な
る

あ
め

つ
ち

の
／
何

に
譬
へ
む

を
さ

な
ご

よ
／

淸
き

、
い

み
じ

き
美

は
し

き
／
汝

が
こ
ゝ
ろ

ね
を
面

影
を
／

／
薰

ほ
る

さ
ゆ

り
の

花
片

に
／

お
く

あ
け
ぼ

の
ゝ
白
露

か
／

緑
色

こ
き
大
空

に
／
照

る
く

れ
な

ゐ
の
夕
づ
ゝ

か
／
／
霞

の

裾
に
波
絶

て
／
靜

け
き
春

の
あ

さ
な
ぎ

か
／
雲
雀

の
床

と
萠

え
い

で
ゝ
／
野
邊

を
い
ろ

ど
る
若
草

か
／
／
我
世

の
秋

の
寄

す
る

と
き
／
紅

に
ほ
ふ

か
ん
ば
せ

に
／
愛

の
光

を
か
ゞ

や
か

す
／

な
れ

は
の

ど
け

き
春

の
日

か
。

 

（
以
下

、
第

五
、
六

、
七
連
略

）
 

 
こ

の
作

品
で

も
、

子
ど

も
の
美
質

を
自
然
界

に
存

在
す

る
さ
ま

ざ
ま

な
美

し
い

事
象

、
先

の
湖
処

子
の

作
品

の
よ

う
に

、
天
上

か

ら
の
恵

み
だ

と
感

じ
ら

れ
る

よ
う

な
美

し
い

自
然

の
様
相

に
喩

え

て
い

る
。

こ
の

詩
に

つ
い

て
、

本
間
久
雄

は
ロ

マ
ン

主
義

的
子

ど

も
観

と
の

関
係

を
次

の
よ

う
に

述
べ

て
い

る
。
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「
小
兒

」
を
純
眞
無
垢

な
も

の
と

し
て

、
そ

こ
に
崇

敬
の
念

を
寄
せ

る
こ

と
は

聖
書

の
昔

か
ら

あ
り

、
又

、
西
洋

近
代

の
詩

文
人

だ
け

で
も

、
小
兒

を
以

て
「
偉
大

な
預
言

者
」

と
云
ひ

、

「
大

人
の
父

」
と
云

つ
て

ゐ
る
ワ

ア
ヅ
ワ

ア
ス

や
「

子
供

は

楽
園

パ
ラ

ダ
イ

ス

へ
の
鍵 か

ぎ

で
あ

る
」

と
云

つ
た

ス
ト

ッ
ダ

ア
ド

（
R

. 
H

. 

S
to

d
d

a
rd

 一
八

二
五

�
一

九
〇

三
）
を
始

め
人
口

に
膾
炙

し
た

も
の

が
相
当

に
あ

る
。
晩
翠

の
こ

の
『

小
兒

』
亦

こ
れ

ら
に
伍

し
得

べ
き

も
の

で
あ

る
2

1。
 

 
 こ

こ
で

本
間
久
雄

が
挙
げ

て
い

る
ウ

ィ
リ

ア
ム

・
ワ

ー
ズ
ワ

ー

ス
の

作
品

は
、
次

の
も

の
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

。
 

 

幼
少

時
の
回

想
か

ら
受

け
る
霊
魂
不
滅

の
啓

示
2

2 

 
 

 子
ど

も
こ

そ
お

と
な

の
父

、
 

 
 
願
わ

く
は

一
日

一
日

が
、

生
来

の
 

 
 

自
然
へ

の
敬

虔
な

心
で

結
ば

れ
る

よ
う

に
。

 

  
 
Ⅰ

 

か
つ

て
は
牧
場

も
森

も
小
川

も
／
大
地

も
、

目
に
映

る
あ

り

と
あ

ら
ゆ

る
光

景
が
／
わ

た
く

し
に

と
っ

て
／

 
 

 
 

 天
上

の
光

に
包
ま

れ
て
見

え
た

。
／
夢

の
中

の
栄
光

と
瑞
々

し
さ

に
包
ま

れ
て
見

え
た

。
／

だ
が
今

は
か

つ
て

と
は
異

な

る
。
／

ど
ち

ら
を
向

い
て

も
／
夜

で
あ

れ
昼

で
あ

れ
／

も
は

や
今

、
か

つ
て
見

え
た

も
の

を
見

る
こ

と
は

で
き

な
い

。
 

（
第

二
～
第

七
連
省
略

）
 

 
 

 
Ⅷ

 

幼
子

よ
、

そ
の

う
わ

べ
の
姿

か
ら

は
証

し
得
ぬ
／
魂

の
底

深

さ
。
／
最
高

の
哲

人
た

る
幼

子
よ

、
い
ま

だ
な
失
わ
ぬ
／
神

か
ら

の
遺
産

、
盲

人
に
ま

じ
っ

て
た

だ
独

り
眼

を
開

き
、
／

耳
を
閉
ざ

し
、
口

を
閉
ざ

す
が
故

に
読

み
取

る
永
遠

の
深

み
、
 

 
 

／
永
遠

な
る

心
に
永
久

に
と

り
憑

か
れ

た
れ
ば

こ
そ

�
／
偉

 
 

 

大
な

る
予
言

者
、
祝
福

さ
れ

た
る
予
見

者
た

る
幼

子
よ

、
／

ま
さ

に
真
理

を
宿

す
幼

子
、
／

そ
の
真
理

を
求

め
て

人
は

一

生
を
費

や
す

、
／
暗
闇

に
行

き
暮

れ
、
墓
穴

に
も

比
す

べ
き

暗
闇

に
。
／
幼

子
よ

、
幼

子
の
上

に
不
滅

の
魂

が
／
太
陽

の

よ
う

に
垂

れ
込

め
る

さ
ま

は
、
ま

る
で
奴
隷

に
対

す
る
支
配

者
、
／
避

け
る

こ
と

の
で

き
な

い
存

在
。

 

（
第

九
、

十
、

十
一
連
省
略

 
傍
線
引
用

者
）

 
 

 
 

 

 

な
お

、
国

木
田
独
歩

も
こ

の
ワ

ー
ズ
ワ

ー
ス

の
詩

を
強

く
心

に

と
め

て
い

た
こ

と
が

、
以
下

の
記

述
か

ら
分

か
る

。
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午
前
ウ
ォ

ー
ズ
ウ
ォ

ー
ス

の
一
不
死

の
オ

ー
ド
〔
引
用

者

注
・
前

掲
の

訳
詩

の
原

題
に

は
O

d
e
を
含
む
〕

を
讀
む

。
再

讀
三
讀
愈
々
其

の
妙
諦

を
感

得
す

。
彼

は
小
児

の
イ

ン
ノ

ー

セ
ン

ト
を

、
及
び
其

自
由

に
し

て
自
然

な
る
喜
び

を
信

じ
ぬ

。

こ
の

「
信

」
を

通
じ

て
靈

の
不
死

を
見

た
り

2
3。

 

 
 

 

 
明

治
期

の
文

学
者

に
影

響
を

与
え

た
ロ

マ
ン

主
義
歴

子
ど

も
観

の
な

か
で

も
特

に
、
ワ

ー
ズ
ワ

ー
ス

の
こ

の
詩

は
そ

の
代

表
的

な

も
の

で
あ

っ
た

と
い

え
る

。
こ

の
よ

う
に

明
治

期
の

文
学

者
に
ワ

ー
ズ
ワ

ー
ス

に
代

表
さ

れ
る

ロ
マ

ン
主

義
的

子
ど

も
感

が
浸
透

し

て
い

た
こ

と
を
踏
ま

え
る

と
、

廣
子

も
そ

の
よ

う
な
思

想
や

作
品

か
ら

影
響

を
受

け
た

可
能

性
は

十
分

に
考

え
ら

れ
る

。
ま

た
、「

あ

か
き

貝
」

に
は

題
詞

の
よ

う
な

一
節

が
あ

り
、
ワ

ー
ズ
ワ

ー
ス

の

詩
と

の
関
連

も
う

か
が

え
る

。
 

 
さ

ら
に

、
廣

子
の

同
時

期
の

散
文

や
翻

訳
作

品
を

み
る

と
、

こ

の
よ

う
な

ロ
マ

ン
主

義
的

子
ど

も
観

に
近

い
思

想
が

表
現

さ
れ

て

い
る

も
の

が
あ

る
。

 

  （
五

）
新

体
詩

と
同

時
期

に
書

か
れ

た
廣

子
の

翻
訳

・
随

想
 

 

 

廣
子

の
翻

訳
作

品
と

し
て

活
字
化

さ
れ

た
も

の
と

し
て

は
第

一

作
目

に
な

る
「

自
然

の
美

」
（
原

作
は

、
ホ

ア
キ

ン
・

ミ
ラ

ー
 

Jo
a

q
u

in
 M

ille
r. "W

h
a

t is P
o

e
try"一

八
八

五
年

）
で

は
、
自
然

の

美
し

さ
こ

そ
が

「
詩

」
で

あ
り

、
そ

れ
を
甘

受
で

き
る

人
間

こ
そ

が
、

た
と

え
文

学
と

し
て

の
詩

を
読

ん
だ

り
み
ず

か
ら

詩
作

を
し

た
り

し
な

く
て

も
真

の
「

詩
人

」
で

あ
る

、
と

い
う

こ
と

が
述

べ

ら
れ

て
い

る
。
そ

し
て

、
そ

う
し

た
性
質

は
人

間
が

私
欲
・
知
識

・

富
を

も
つ

こ
と

で
失
わ

れ
る

の
だ

と
い

う
見

方
が

よ
み

と
れ

る
。

こ
の

随
想

で
は

「
子

ど
も
讃
美

」
が

主
題

で
は

な
い

が
、

子
ど

も

に
触

れ
た
個

所
と

し
て
次

の
よ

う
な

部
分

が
あ

る
。

 

 

吾
等

学
校

に
ゆ

き
て

は
、
仏

語
を

学
び

、
文

学
美
術

を
学
び

、

其
他

さ
ま
ざ
ま

の
道

を
学
ぶ

。
さ

れ
ど

自
然

の
書

よ
り

は
、
一

物
を

も
学
ぶ

こ
と

な
し

。
世

の
父
兄

は
、
其

子
弟

が
ま
づ
第

一

に
か

の
タ

イ
ル

の
都

を
た

て
ざ

ら
ん

事
を
恐

る
ゝ

に
や

。
御
空

に
う

る
は

し
き
星

を
詠

め
よ

と
教
へ

ら
れ

な
ば

、
泥
土

の
中

に

黄
金

を
求
む

る
事

は
忘

れ
や

す
る

と
あ

や
ぶ
む

に
や

あ
ら

ん
。

�
中
略

�
去

年
の

事
な

り
き

。
森

に
逍
遥

し
つ
ゝ

書
を
読
む
大

学
生

を
見

し
事

あ
り

き
。

こ
は

自
然

を
侮
辱
せ

し
な

ら
ず

や
。

か
の
苔
む

し
た

る
老

木
の
梢

ど
も

の
、
声

な
く
言

な
く

し
て

し

か
も
何

事
か

を
語

る
が
如

く
、
長

く
強
げ

な
る
手

を
さ

し
の

べ

た
る

も
、
其

め
に

は
見

え
ず

や
あ

り
け

ん
。
彼

に
し

て
一
点
美

を
め
づ

る
心

あ
ら
ば

、
い

か
で

か
ゝ

る
あ

た
り

に
立
ち

て
書

を
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よ
む

事
を

得
ん

。
あ

は
れ
く

か
く

し
つ
ゝ
其

か
し

ら
は
充

た

さ
る
ゝ

事
を

得
べ

し
。
さ

れ
ど
其

心
は
何

時
迄

も
空

し
く

て
あ

ら
ん

。
〔
傍
線
引
用

者
〕

2
4 

 

傍
線

部
に

書
か

れ
て

い
る

よ
う

に
、

子
ど

も
は

学
校

で
知
識

を

身
に

着
け

語
学

や
文

芸
を

学
ぶ

こ
と

は
あ

っ
て

も
、

自
然

か
ら

学

ぶ
機

会
に
恵
ま

れ
て

い
な

い
。

そ
の

親
も

、
子

ど
も

に
実
利

的
な

方
面

の
力

を
つ

け
さ
せ

よ
う

と
す

る
。

そ
の

結
果

、
た

と
え
大

学

生
に

な
り

知
識

や
学
力

は
身

に
つ

い
て

も
、

自
然

を
愛

で
そ

の
美

を
感

じ
る

心
は
育

っ
て

い
な

い
、

と
い

う
こ

と
に

な
り

得
る

。
こ

の
随

筆
で

は
そ

の
よ

う
な

人
間

の
あ

り
様

を
憂

い
て

お
り

、
む

し

ろ
知
識

や
富

、
私
欲

を
持

た
な

い
人

間
の

な
か

に
こ

そ
、

自
然

の

美
を
甘

受
で

き
る

、
ほ

ん
と

う
の

詩
人

が
存

在
す

る
と

述
べ

る
。

 

 
ま

た
、
こ

の
翻

訳
と

同
時

期
に

発
表

さ
れ

た
廣

子
の

随
想

に
は

、

自
然

の
美

を
め

で
る

子
ど

も
の
様

子
を
描

い
て

い
る
箇

所
が

あ

る
。

 

  
 
停
車
場
前

の
大

木
の

花
は
半
ば
ち

り
て

、
中

よ
り
赤

き
葉

の

い
で

た
る

、
秋

の
紅
葉

を
も

一
つ

に
見

る
が
如

し
。
其
陰

に

う
な

ゐ
三

人
四

人
、

み
か

ん
箱
ば

か
り

の
車

に
、

い
ろ
黒

き

幼
子
載
せ

て
、

あ
な

た
こ

な
た
押

し
ま

は
し
居

た
り

。
花

の

吹
雪

の
か
ゝ

る
毎

に
、

子
は
嬉

し
げ

に
打
笑
ふ

も
、
美

を
喜

ぶ
心

は
、

か
く
幼

く
て

も
猶

あ
る

も
の

に
や

2
5。

 

  
美

を
め

で
る

心
を

子
ど

も
は

す
で

に
持

っ
て

い
る

こ
と

に
対

す

る
感
嘆

が
み

ら
れ

、
こ

れ
は

「
自
然

の
美

」
を

翻
訳

し
た

廣
子

で

あ
れ
ば

こ
そ

、
印
象
強

く
受

け
止

め
た

の
で

あ
ろ

う
。

そ
れ

は
ま

た
、
先

に
引
用

し
た
ワ

ー
ズ
ワ

ー
ス

の
詩

の
一
節

、
「

か
つ

て
は

牧
場

も
森

も
小
川

も
／
大
地

も
、

目
に
映

る
あ

り
と

あ
ら
ゆ

る
光

景
が
／
わ

た
く

し
に

と
っ

て
／
天
上

の
光

に
包
ま

れ
て
見

え
た

。
」

 

に
あ

る
、

子
ど

も
こ

そ
自
然

の
美

を
真

に
見

る
こ

と
が

で
き

る
と

い
う
思

想
に

通
じ

る
感
慨

で
あ
ろ

う
。

 

 （
六

）
ロ

セ
ッ

テ
ィ

の
作

品
と

の
比

較
 

  
こ

こ
で
ふ

た
た
び

、
ロ

セ
ッ

テ
ィ

の
作

品
と

比
較

し
て

み
た

い
。

 

先
に

も
述

べ
た

通
り

、
廣

子
の

作
品

は
子

ど
も

の
た

め
に

書
か

れ

た
も

の
で

は
な

く
、

子
ど

も
の
言
動

に
現
わ

れ
た

そ
の

心
を
賛
美

す
る

作
品

詩
で

あ
る

。
 

他
方

、
廣

子
と

同
時

代
の

詩
人

に
よ

る
「

子
ど

も
讃
美

」
の

詩

が
、

一
貫

し
て

子
ど

も
の
美
質

を
称

え
る

文
句

を
連

ね
て

い
る

の

に
対

し
、

廣
子

の
詩

「
あ

か
き

貝
」

は
、

題
辞

的
な
冒
頭

部
に

お

い
て

は
、

子
ど

も
が

私
欲

な
き

心
を

も
っ

て
い

る
こ

と
を
称

え
て

い
る

が
、
後

は
子

ど
も

の
言
葉

や
行

い
を
細

か
に
描
写

し
て

い
る

。
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こ
の
点

は
、

さ
く

ら
ん
ぼ

を
採

る
子

ど
も

た
ち

の
様

子
を
描
写

し

て
い

る
ロ

セ
ッ

テ
ィ

の
童

謡
と

共
通

し
て

い
る

。
廣

子
は

新
体

詩

を
書

く
に

あ
た

り
、

こ
う

し
た

表
現

の
仕

方
か

ら
影

響
を

受
け

た

の
で

は
な

い
だ
ろ

う
か

。
そ

し
て

、
同

時
代

詩
人

が
美

し
く

う
た

っ
た

「
子

ど
も

」
と

い
う

題
材

を
取

り
上
げ

つ
つ

も
、

詩
的

な
喩

え
を
用

い
て

子
ど

も
の
様
相

を
表

現
す

る
の

で
は

な
く

、
子

ど
も

の
言
動

そ
の

も
の

を
細

や
か

に
表

す
と

い
う
独

自
の

詩
を

試
み

た

と
い

え
る

の
で

は
な

い
だ
ろ

う
か

。
 

 

お
わ

り
に

 

  
片

山
廣

子
の

新
体

詩
と

、
ク

リ
ス

テ
ィ

ー
ナ

・
ロ

セ
ッ

テ
ィ

の

童
謡

と
の

関
係

を
、

同
時

代
詩

人
の

作
品

に
お

け
る

ロ
セ

ッ
テ

ィ

受
容

、
お

よ
び

ロ
マ

ン
主

義
的

子
ど

も
観

も
含

め
て

検
討

し
た

。

廣
子

は
こ

の
後

、
大
正

お
よ
び

昭
和

期
に

童
話

や
児

童
向

け
の

翻

訳
作

品
を

発
表

す
る

が
、

す
で

に
初

期
の

創
作

に
お

い
て

「
子

ど

も
」

に
着

目
し

作
品

に
表

現
し

て
い

た
こ

と
は

注
目

に
値

す
る

。
 

ロ
セ

ッ
テ

ィ
の

『
シ

ン
グ

・
ソ

ン
グ

童
謡

集
』

の
近

代
日

本
に

お
け

る
受

容
に

関
し

て
は

、
そ

の
影

響
を

受
け

て
創

作
さ

れ
た
薄

田
泣
菫

の
子
守
唄

が
近

代
日

本
の

童
謡

の
先
駆

け
と

し
て
重
視

さ

れ
て

き
た

。
だ

が
、

『
シ

ン
グ

・
ソ

ン
グ

童
謡

集
』

が
泣
菫

よ
り

も
早

く
廣

子
に
読
ま

れ
、

そ
の

新
体

詩
創

作
と

い
う

新
し

い
試

み

に
詩

想
を

与
え

た
可

能
性

を
考

え
る

と
、

近
代
日

本
の

詩
史

に
お

け
る

ロ
セ

ッ
テ

ィ
の

影
響

は
よ

り
広

く
及

ん
で

い
る

こ
と

が
考

え

ら
れ

、
そ

の
受

容
状
況

は
あ

ら
た

め
て

注
目

す
べ

き
課

題
で

あ
る

。
 

                                        

        

 
1 
片

山
廣

子
「
身

に
つ

い
た

も
の

」
『

新
編

 
燈
火
節

』
月
曜

社
、

平
成

一
九

年
（
底

本
は

『
燈
火
節

』
昭

和
二

八
年

、
暮

ら
し

の

手
帖

社
）

一
一

三
頁

。
 

2 
勝
原
晴
希

・
佐

佐
木
幸

綱
・

松
岡
秀

明
・

山
本
陽

子
「
特

集
座
談

会
『

新
体

詩
と

は
何

か
』

」
、

『
佐

佐
木

信
綱

研
究

』
第

三
号

、

平
成

二
六

年
、

十
一
頁

。
 

3 
秋
谷
美
保

子
『

片
山

廣
子
全

歌
集

』
短

歌
研

究
社
、
平
成

二
四

年
、

三
四

八
頁

。
 

4 
滝
沢
典

子
「
薄
田
泣
菫

と
子
守
唄

」
『

近
代

の
童

謡
作

家
研

究
』
 

 
 

 
翰
林

書
房

、
平
成

一
二

年
。

 
高
橋
美
帆

「
ク

リ
ス

テ
ィ

ー
ナ

・
ロ

セ
ッ

テ
ィ

と
大
正

期
の

童

謡
運
動

」
『
奈
良
工
業
高
等
専
門

学
校

研
究
紀

要
』
第

四
十
号

、
 

平
成

十
六

年
。

 
5 

M
a

n
u

s
crip

t o
f S

in
g

 S
o

n
g

, a
 c

o
lle

ctio
n

 o
f n

u
rs

e
ry

 rh
ym

e
s b

y 
C

h
ristin

a
 R

o
s

se
tti. B

ritis
h

 L
ib

ra
ry

.
 

h
ttp

s
://w

w
w

.b
l.u

k/c
o

lle
c

tio
n

-ite
m

s/m
a

n
u

s
c

rip
t-o

f-s
i

n
g

-s
o

n
g

-a
-c

o
lle

ctio
n

-o
f-n

u
rse

ry-rh
ym

e
s-b

y-c
h

ris
tin

a
-ro

s
se

tti 
（
最
終
閲
覧
日
平
成

三
十

一
年

二
月

二
十
日

）
 

6 
M

a
ria

 K
e

a
to

n
,"M

istic,M
a

d
w

o
m

a
n

 o
r M

e
ta

p
h

ysicia
n

?
:T

h
e

 
A

n
a

lo
g

ic
a

l T
h

e
o

d
icy

 o
f C

h
ris

itin
a

 R
o

ss
e

tti. " 
O

u
ts

id
e

rs
 

lo
o

k
in

g
 in

 : th
e

 R
o

s
s

e
ttis

 th
e

n
 a

n
d

 n
o

w
.

 E
d

.b
y D

.C
liffo

rd
 e

t 
a

l. 2
0

0
4

. に
詳

し
い

。
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7 
前

掲
資
料
６

 
8 
薄
田
泣
菫

「
詩

集
の
後

に
」

『
泣
菫

詩
集

』
大
阪
毎
日

新
聞

社
、

大
正

十
四

年
、

一
九
頁

。
 

9 
畑

中
圭

一
「
薄
田
泣
菫

の
童

謡
に

つ
い

て
�

C
h

.ロ
セ

ッ
テ

ィ
：

S
in

g
-S

o
n

gと
の

関
わ

り
を

中
心

に
�

」
『
児

童
文

学
論
叢

』
第

一
号

、
平
成

七
年

十
一
月

。
 

1
0 
安
藤
幸
江

訳
『

ク
リ

ス
テ

ィ
ー

ナ
・
ロ

セ
ッ

テ
ィ

 
S

IN
G

-S
O

N
G

 
A

 N
U

R
S

E
R

Y
-R

H
Y

M
S

 訳
詩

集
 

シ
ン

グ
・

ソ
ン

グ
童

謡
集

』
 

 
 
文

芸
社

、
平
成

一
四

年
。
以
下

、
安
藤

の
訳

詩
は

こ
れ

に
拠

る
。

 
1

1 
関
栄

一
「
補

注
『
若
菜

集
』
」
『
日

本
近

代
文

学
大
系

十
五

 
藤

村
詩

集
』

五
八

七
�

八
八
頁

。
 

1
2 
薄
田
泣
菫

「
子
供

の
唄

（
２

）
」

『
大
阪
毎
日

新
聞

』
大
正

四

年
六
月

二
十
日

。
 

1
3 
前

掲
書
９

、
十

七
頁

。
 

1
4 
『

童
話

』
大
正

一
三

年
五
月

。
引
用

は
『
西
條

八
十
全

集
 
第

五
巻

』
図

書
刊
行

会
（
平
成

七
年

）
に
拠

る
。

 
1

5 
西
條

八
十

「
夏

を
う

た
つ

た
童

謡
」

『
西
條

八
十
全

集
 
第

一

三
巻

』
図

書
刊
行

会
、
平
成

一
一

年
、

二
七

〇
頁

 
1

6 
な

お
、

ロ
セ

ッ
テ

ィ
の

こ
の

詩
に

関
し

て
も

、
そ

の
場

に
父

親

は
不

在
で

あ
り

、
戸

を
叩

か
な

け
れ
ば

そ
こ

に
入

れ
な

い
、

つ

ま
り
母

親
と
娘

、
女

性
の
使
用

人
が
楽

し
く
過
ご

す
場

の
扉

に

は
鍵

が
か

か
っ

て
い

る
こ

と
に

着
目

し
、

ロ
セ

ッ
テ

ィ
の
父

親

観
に
言
及

し
た
以
下

の
論

考
も

あ
る

。
 

 
S

ic
kb

e
rt,V

. "C
h

ristin
a

 R
o

s
se

tti a
n

d
 V

icto
ria

n
 C

h
ild
re

n
's

 
P

o
e

try
 : A

 M
a

te
rn

a
l C

h
a

lle
n

g
e

 to
 th

e
 P

a
tria

ch
a

l F
a

m
ily" 

                                        
 

V
ic

to
ria

n
 P

o
e

try
.V

o
l.3

1
,N

o
.4

. 3
8

5
-4

1
0

. 
 

1
7 
河
原

和
江

『
子

ど
も

観
の

近
代

�
『
赤

い
鳥

』
と

「
童

心
」

の

理
想

』
中
央
公
論

社
、
平
成

十
年

、
六

二
頁

。
 

1
8 
「
獨
歩
吟

」
宮
崎
湖
処

子
編

『
抒
情

詩
』
民
友

社
、

明
治

三
十

年
、

十
七
頁

。
 

1
9 
『
湖
処

子
詩

集
』
右

文
社

、
明

治
二
六

年
、

三
六

�
三

八
頁

。
 

2
0 
『
帝

国
文

学
』

明
治

三
十

年
十

一
月
号

、
五

七
�

五
八
頁

。
後

に
『
天
地
有
情

』
（

明
治

三
二

年
）

に
収
載

。
 

2
1 
本

間
久
雄

『
続

明
治

文
学
史

 
上
巻

』
昭

和
十

八
年

、
一

〇
六

頁
。

 
2

2 
『
対

訳
 
ワ

ー
ズ
ワ

ス
詩

集
�

イ
ギ

リ
ス

詩
人
選

（
３

）
』

 

山
内
久

明
訳

、
岩
波

書
店

、
平
成

十
年

、
一

〇
五

�
一

二
七
頁

。
 

原
詩

O
d

e
 : In

tim
a

tio
n

s o
f Im

m
o

rta
lity

 fro
m

 R
e

co
lle

ctio
n

 
 

o
f E

a
rly C

h
ild

h
o

o
dは

P
o

e
m

s（
一

八
一

五
年

）
に
収
載

（
初

出
で

あ
る

一
八

〇
七

年
版

で
は

題
詞

な
し

）
。

 
 

2
3 『
欺

か
ざ

る
の
記

 
後

篇
』
（

明
治

二
七

年
七
月

四
日

の
記

述
 

よ
り

）
隆

文
館

、
明

治
四

二
年

、
五
頁

。
 

2
4 
片

山
廣

子
「

自
然

の
美

」
（

ミ
ラ

ー
）

『
心

の
花

』
第

四
巻
第

三
号

、
明

治
三

四
年

三
月

、
二
頁

。
 

2
5 
片

山
廣

子
「
長

き
一
日

（
下

）
」
『

心
の

花
』
第

四
巻
第

三
号

、

明
治

三
四

年
三
月

、
二

四
頁

。
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『
太

平
記

』
引

用
説

話
の

典
拠

と
文

脈

�
英

訳
『

太
平

記
』

の
注

記
を

端
緒

と
し

て
�

大
坪

亮
介

『
太
平
記
』
で
語
ら
れ
る
説
話
の
中
に
は
、
長
文
化
し
て
本
筋
と
の
関
わ
り
も
薄
い
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は
単
な
る
余

談
の
よ
う
に
見
え
る
。
英
語
圏
唯
一
の
『
太
平
記
』
翻
訳
に
見
ら
れ
る
注
記
も
、
こ
の
よ
う
な
理
解
を
反
映
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
。
本
稿
で
は
、
そ
う
し
た
見
方
に
修
正
を
迫
る
近
年
の
研
究
状
況
を
紹
介
し
、
典
拠
と
も
密
接
に
関
わ
り
あ
う
『
太

平
記
』
の
複
雑
な
説
話
引
用
の
あ
り
方
を
指
摘
す
る
。

は
じ
め
に

『
太
平
記
』

は
、
後
醍
醐
天
皇
の
鎌
倉
幕
府
打
倒
計
画
に

（
１

）

始
ま
り
、
建
武
政
権
の
成
立
と
崩
壊
、
室
町
幕
府
の
草
創
と
内
訌

を
描
い
た
軍
記
物
語
で
あ
る
。
全
四
十
巻
か
ら
成
り
、
叙
述
の
範

囲
は
お
よ
そ
六
十
年
に
も
及
ぶ
。
し
か
も
そ
の
作
品
世
界
は
、
和

・
漢
・
天
竺
の
様
々
な
引
用
説
話
に
彩
ら
れ
て
い
る
。
説
話
の
多

く
は
、
作
中
で
語
ら
れ
る
出
来
事
の
先
例
（
類
例
・
反
例
と
も
に
）

と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
お
り

、
な
か
に
は
巻
二
十
八
の
漢
楚
合

（
２

）

戦
説
話
や
巻
三
十
七
の
長
恨
歌
説
話
の
よ
う
に
、
長
文
に
わ
た
り

説
話
が
語
ら
れ
る
例
も
見
受
け
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
長
文
の
説
話
は
、
と
も
す
れ
ば
先
例
を
示
す
と
い
う

役
割
か
ら
は
逸
脱
し
て
い
る
よ
う
に
捉
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

こ
う
し
た
認
識
を
端
的
に
示
す
事
例
が
、
英
語
圏
に
お
け
る
『
太

平
記
』
の
唯
一
の
ま
と
ま
っ
た
翻
訳
（
た
だ
し
、
序
か
ら
巻
十
二

ま
で
の
部
分
訳
）
で
あ
る
ヘ
レ
ン
・
ク
レ
イ
グ
・
マ
ッ
カ
ラ
氏

（
H

elen
C

raig
M

cC
ullough

）
の
『
太
平
記

中
世
日
本
の
年
代

記
』
（
以
下
、
英
訳
『
太
平
記
』
と
呼
ぶ
）
で
あ
る

。
後
掲

（
３

）

す
る
よ
う
に
、
こ
の
翻
訳
で
は
序
論
に
お
い
て
長
文
説
話
に
関
す

る
評
価
が
下
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
本
文
で
は
引
用
説
話
の
前
後

に
注
記
を
設
け
て
、
そ
の
説
話
の
役
割
や
概
要
な
ど
が
示
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
英
語
圏
の
読
者
に
馴
染
み
の
薄
い
説
話
が
多
く

語
ら
れ
る
『
太
平
記
』
を
読
み
進
め
て
い
く
上
で
、
こ
う
し
た
処



- 33 -

置
が
有
効
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

し
か
し
一
方
で
、
近
年
の
『
太
平
記
』
研
究
は
、
単
に
先
例
を

示
す
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
複
雑
な
説
話
引
用
の
あ
り
方
を
解

明
し
つ
つ
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
研
究
成
果
の
紹
介
に
加

え
、
新
た
な
典
拠
の
指
摘
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
引
用
説
話
の
文

脈
が
明
ら
か
と
な
る
事
例
に
つ
い
て
も
報
告
す
る
。

一
英
訳
『
太
平
記
』
の
引
用
説
話

ま
ず
は
、
英
訳
『
太
平
記
』
に
お
け
る
引
用
説
話
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
こ
う
。
訳
者
で
あ
る
ヘ
レ
ン
・
ク
レ
イ
グ
・
マ
ッ
カ
ラ

氏
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
名
誉
教
授
で
、
日
本

文
学
の
研
究
と
英
語
圏
へ
の
紹
介
に
多
大
な
功
績
を
残
し
た
。
英

訳
『
太
平
記
』
に
は
マ
ッ
カ
ラ
氏
に
よ
る
序
論
が
あ
り
、
そ
こ
で

は
『
太
平
記
』
の
概
要
と
武
士
を
中
心
と
し
た
中
世
日
本
社
会
の

歴
史
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
訳
文
は
流
布
本
を
底
本
と
す
る
『
新

釈
日
本
文
学
叢
書
』
に
基
づ
い
て
お
り
、
全
四
十
巻
あ
る
『
太
平

記
』
の
う
ち
、
い
わ
ゆ
る
第
一
部
と
呼
ば
れ
る
巻
十
二
ま
で
の
部

分
訳
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
訳
文
に
は
脚
注
、
巻
末
に
は
主
要
語

句
の
索
引
ま
で
が
付
さ
れ
て
い
る
。
か
か
る
充
実
し
た
内
容
の
翻

訳
が
、
日
本
古
典
文
学
大
系
『
太
平
記
』
（
一
九
六
〇
年
～
一
九

六
二
年
刊
）
に
先
立
つ
一
九
五
九
年
に
ア
メ
リ
カ
で
公
刊
さ
れ
た

こ
と
は
注
目
に
値
し
よ
う
。
実
際
に
、
こ
の
翻
訳
に
接
し
た
市
古

貞
次
氏
は
以
下
の
よ
う
に
賞
賛
し
て
い
る

。
（

４
）

こ
の
よ
う
に
日
本
に
お
い
て
も
現
代
語
訳
も
出
さ
れ
て
い
な

い
「
太
平
記
」
を
、
完
訳
し
よ
う
と
し
た
の
が
マ
ッ
カ
ー
ロ

氏
（
筆
者
注
、
マ
ッ
カ
ラ
氏
の
こ
と
）
で
あ
る
。
（
中
略
）

欧
米
に
お
け
る
日
本
文
学
の
研
究
は
戦
後
、
盛
ん
で
あ
り
、

す
ぐ
れ
た
研
究
書
も
現
れ
て
い
る
が
、
本
書
は
、
そ
れ
ら
の

中
で
も
労
作
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
よ
う
。
人
名
な
ど
の
よ
み

方
や
細
い
訳
語
に
つ
い
て
は
な
お
誤
り
が
少
な
く
な
い
よ

（
マ

マ
）

う
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
地
味
な
、
原
典
に
忠
実
な
訳
書

が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
は
、
大
い
に
慶
ぶ
べ
き
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
翻
訳
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
英
語
圏

の
日
本
文
学
研
究
に
お
い
て
、
『
太
平
記
』
は
長
い
間
関
心
の
対

象
と
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
英
語
圏
で
は
唯
一
と

い
っ
て
よ
い
『
太
平
記
』
研
究
者
で
あ
る
ジ
ェ
レ
ミ
ー
・
セ
ー
ザ

氏
は
、
西
洋
の
『
太
平
記
』
研
究
と
英
訳
『
太
平
記
』
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る

。
（

５
）

『
太
平
記
』
は
、
不
幸
な
こ
と
に
西
洋
の
言
語
に
お
い
て
い

ま
だ
重
大
な
学
術
的
関
心
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
、
前
近

代
の
最
も
重
要
な
古
典
文
学
作
品
の
一
つ
と
し
て
名
を
は
せ

て
い
る
。
（
中
略
）
日
本
国
外
で
『
太
平
記
』
を
扱
っ
た
論

文
は
、
一
九
五
九
年
の
マ
ッ
カ
ラ
氏
に
よ
る
画
期
的
な
序
文
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お
よ
び
巻
十
二
ま
で
の
翻
訳
し
か
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は

部
分
的
な
翻
訳
に
過
ぎ
ず
、
原
文
に
あ
る
多
く
の
仏
教
的
挿

話
や
中
国
の
歴
史
的
な
話
を
省
い
て
い
る
。

セ
ー
ザ
氏
に
よ
れ
ば
、
日
本
国
外
で
の
『
太
平
記
』
の
専
論
は
マ

ッ
カ
ラ
氏
の
も
の
の
み
と
い
う
状
態
が
続
い
て
お
り
、
し
か
も
翻

訳
に
お
い
て
は
、
し
ば
し
ば
原
文
の
挿
話
が
省
略
さ
れ
て
い
る
と

い
う
。
さ
ら
に
英
訳
『
太
平
記
』
を
瞥
見
す
る
と
、
こ
れ
以
外
に

も
、
長
文
の
引
用
説
話
に
は
原
文
に
な
い
独
自
の
処
置
が
施
さ
れ

て
お
り
、
こ
こ
か
ら
は
、
英
訳
『
太
平
記
』
に
お
け
る
引
用
説
話

の
位
置
付
け
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
以
下
、

C
hapter12

"T
he

B
uilding

of
the

G
reat

Palace
E

nclosure;
T

he
M

atter
of

the
Shrine

of

Sugaw
ara

no
M

ichizane
（
原
文
「
大
内
裏
造
営
の
事
附
聖
廟
の
御

事
」
）
を
例
に
、
こ
の
点
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

こ
の
章
段
は
、
念
願
の
鎌
倉
幕
府
打
倒
を
成
し
遂
げ
た
後
醍
醐

天
皇
が
な
が
ら
く
廃
絶
し
て
い
た
大
内
裏
再
建
を
企
て
た
こ
と
を

語
る
。
こ
の
箇
所
の
翻
訳
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
傍
線
を
付
し
た

よ
う
に
、
引
用
説
話
の
前
後
に
［

］
を
設
け
て
、
説
話
の
概
略

と
そ
の
意
味
が
補
足
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

翌
年
（
筆
者
注
、
鎌
倉
幕
府
滅
亡
後
の
建
武
元
年
〈
一
三
三

四
〉
）
一
月
十
二
日
に
、
貴
族
た
ち
は
天
皇
に
以
下
の
報
告

を
行
な
っ
た
。

「
陛
下
に
関
す
る
事
柄
は
き
わ
め
て
多
く
な
っ
て
し
ま
い
、

百
の
官
庁
は
限
界
に
き
て
お
り
ま
す
。
四
方
の
長
さ
が
た
っ

た
四
百
七
十
五
ヤ
ー
ド
に
過
ぎ
な
い
た
め
、
こ
の
宮
殿
の
範

囲
は
狭
く
、
儀
式
を
準
備
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
も
し
百
二
十
ヤ
ー
ド
ず
つ
各
辺
を
長
く
し
て
も
、
ホ
ー

ル
や
建
物
が
建
て
ら
れ
た
と
し
て
も
、
古
代
の
皇
居
と
同
様

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
内
裏
が
建
設
さ
れ
る
べ
き
で
す
。
」

彼
ら
が
そ
う
言
っ
た
の
で
、
天
皇
は
安
芸
国
と
周
防
国
に

そ
の
費
用
を
分
担
す
る
よ
う
命
じ
、
日
本
の
全
て
の
土
地
に

い
る
地
頭
や
御
家
人
の
年
間
税
収
の
二
十
分
の
一
を
確
保
し

た
。

[
以
下
、
本
来
の
大
内
裏
の
説
明
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
さ
ら

に
菅
原
道
真
（
八
四
五
～
九
〇
三
）
の
長
い
伝
記
に
つ
な
が

っ
て
い
く
。
道
真
は
追
放
さ
れ
た
大
臣
で
、
そ
の
怒
れ
る
魂

が
大
内
裏
の
焼
失
を
招
い
た
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
]

さ
て
、
古
い
大
内
裏
は
、
秦
の
始
皇
帝
の
都
で
あ
る
咸
陽

宮
を
モ
デ
ル
に
し
て
い
た
。
･
･
･
･
･
･

（
筆
者
注
、
以
下
、
大
内
裏
の
建
物
や
調
度
を
列
挙
し
、
次

の
二
つ
の
説
話
を
語
る
。

Ａ
弘
法
大
師
が
大
内
裏
の
扁
額
を
書
い
た
際
、
奢
侈
へ
の

戒
め
を
込
め
た
。
そ
の
文
字
を
難
じ
た
小
野
道
風
が
病

気
に
か
か
っ
た
と
い
う
説
話
（
以
下
「
Ａ
神
筆
説
話
」

と
呼
ぶ
）
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Ｂ
『
北
野
天
神
縁
起
』
を
典
拠
と
す
る
道
真
の
生
涯
と
怨

霊
化
（
以
下
「
Ｂ
天
神
説
話
」
と
呼
ぶ
）
）

[
伝
記
の
終
わ
り
]

（
筆
者
注
、
以
下
そ
の
後
の
大
内
裏
再
建
と
焼
失
が
語
ら
れ
、

多
額
の
出
費
を
伴
う
後
醍
醐
の
大
内
裏
再
建
が
批
判
さ
れ
る
）

大
内
裏
造
営
の
計
画
が
語
ら
れ
た
後
、
大
内
裏
の
殿
舎
や
調
度
の

説
明
が
あ
り
、
さ
ら
に
そ
こ
か
ら
『
北
野
天
神
縁
起
』
に
由
来
す

る
説
話
へ
と
続
い
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
読
者
の
便
宜
の
た
め
で

あ
ろ
う
が
、
説
話
の
概
略
と
そ
の
意
味
の
注
記
に
つ
い
て
は
、
引

用
説
話
に
対
す
る
訳
者
マ
ッ
カ
ラ
氏
の
次
の
よ
う
な
認
識
が
反
映

し
て
い
よ
う

。
（

６
）

い
く
つ
か
の
詩
的
な
一
節
を
除
け
ば
、
軍
記
物
語
は
シ
ン
プ

ル
で
直
接
的
な
言
葉
で
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
最
良
の
も
の

は
、
た
ぶ
ん
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
サ
ー
ガ
に
匹
敵
し
、
最
悪
の

も
の
は
平
板
で
陳
腐
で
あ
る
。
も
し
名
を
挙
げ
る
た
め
の
努

力
が
な
さ
れ
る
な
ら
、
軍
記
物
語
は
な
じ
み
の
あ
る
和
漢
の

古
典
文
学
や
歴
史
的
事
件
を
、
類
例
や
暗
示
と
し
て
い
く
ぶ

ん
単
調
に
用
い
が
ち
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
の
い
く
つ
か
は

長
い
余
談
へ
と
展
開
し
て
し
ま
う
。

こ
の
記
述
で
は
、
説
話
引
用
自
体
が
退
屈
で
、
長
文
の
も
の
に
い

た
っ
て
は
余
談
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
か
な
り
否
定
的
な
評
価
が

下
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
右
の
説
話
と
前

後
の
注
記
を
読
む
な
ら
ば
、
こ
の
説
話
引
用
は
、
大
内
裏
炎
上
の

先
例
を
示
す
と
い
う
本
来
の
役
割
か
ら
は
み
出
し
て
道
真
の
伝
記

を
語
っ
た
も
の
で
あ
る
と
の
認
識
が
窺
え
よ
う
。
確
か
に
、
『
太

平
記
』
の
説
話
の
中
に
は
、
巻
三
十
七
の
長
恨
歌
説
話
の
よ
う
に
、

「
別
の
主
題
を
顕
在
化
さ
せ
た
結
果
、
本
筋
と
の
連
関
に
緊
密
さ

を
欠
く
」

も
の
も
見
受
け
ら
れ
る
。
英
訳
『
太
平
記
』
が
右

（
７

）

の
よ
う
な
理
解
を
示
し
、
長
文
説
話
に
わ
ざ
わ
ざ
注
記
を
付
し
た

の
も
、
謂
れ
の
な
い
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
最
近
、
こ
の
説
話
に
関
し
て
森
田
貴
之
氏
が
注
目
す

べ
き
論
考
を
発
表
し
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
説
話
に
は
典
拠
の
存

在
も
介
在
す
る
複
雑
な
説
話
同
士
の
つ
な
が
り
が
認
め
ら
れ
る
と

い
う
の
で
あ
る

。
次
章
で
は
森
田
氏
の
論
考
に
拠
り
、
そ
の

（
８

）

具
体
的
な
様
相
を
確
認
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
以
下
、
『
太

平
記
』
の
引
用
は
英
訳
が
主
と
し
て
依
拠
し
た
『
新
釈
日
本
文
学

叢
書
』
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。

二
『
太
平
記
』
引
用
説
話
の
文
脈

ま
ず
は
、
英
訳
の
引
用
で
は
省
略
し
た
、
巻
十
二
「
大
内
裏
造

営
の
事
附
聖
廟
の
御
事
」
の
Ａ
神
筆
説
話
を
挙
げ
る
。

（
筆
者
注
、
大
内
裏
の
殿
舎
や
調
度
品
を
列
挙
し
た
後
）
い

み
じ
く
造
並
べ
ら
れ
た
り
し
大
内
裏
、
天
災
を
消
す
に
便
な
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く
、
回
禄
度
々
に
及
ん
で
今
は
昔
の
礎
の
み
残
れ
り
。
回
禄

の
由
を
尋
ぬ
る
に
、
彼
唐
堯
虞
舜
の
君
は
、
志
那
四
百
州
の

主
と
し
て
、
其
徳
天
地
に
応
ぜ
し
か
共
、
茆
茨
不
剪
、
柴
椽

不
削
と
こ
そ
申
し
伝
へ
た
れ
。
矧
や
粟
散
国
の
主
と
し
て
、

此
大
内
を
造
ら
れ
た
る
事
、
其
徳
相
応
ず
べ
か
ら
ず
。
後
王

若
し
無
徳
に
し
て
、
居
安
か
ら
し
め
ん
と
欲
し
給
は
ゞ
、
国

の
財
力
も
之
に
依
つ
て
尽
く
べ
し
と
、
高
野
大
師
之
を
鑒
み
、

門
々
の
額
を
書
か
せ
給
ひ
け
る
に
、
大
極
殿
の
大
の
字
の
、

中
を
引
切
つ
て
火
と
云
ふ
字
に
成
し
、
朱
雀
門
の
朱
を
米
と

云
ふ
字
に
ぞ
遊
し
け
る
。
小
野
道
風
之
を
見
て
、
大
極
殿
は

火
極
殿
、
朱
雀
門
は
米
雀
門
と
ぞ
難
じ
た
り
け
る
。
大
権
の

聖
者
未
来
を
鑒
み
て
書
き
給
へ
る
事
を
、
凡
俗
と
し
て
難
じ

申
た
り
け
る
罰
に
や
、
其
後
よ
り
、
道
風
筆
を
執
れ
ば
、
手

戦
ひ
て
文
字
正
し
か
ら
ざ
れ
ど
も
、
草
書
に
妙
を
得
た
る
人

な
れ
ば
、
戦
う
て
書
け
る
も
、
軈
て
筆
勢
に
ぞ
成
り
に
け
る
。

遂
に
大
極
殿
よ
り
火
出
て
、
諸
司
八
省
悉
く
焼
け
に
け
り
。

程
な
く
又
造
営
有
り
し
を
、
北
野
天
神
の
御
眷
属
火
雷
気
毒

神
、
清
涼
殿
の
坤
の
柱
に
落
掛
り
給
ひ
し
時
焼
け
け
る
と
ぞ

承
る
。
（
以
下
略
。
Ｂ
天
神
説
話
に
続
く
）

大
内
裏
は
そ
も
そ
も
本
朝
に
不
相
応
で
あ
り
、
空
海
は
門
の
扁
額

を
書
く
際
に
戒
め
を
込
め
た
。
小
野
道
風
が
こ
の
字
を
難
じ
た
と

こ
ろ
中
風
に
罹
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
そ
の
後
大
極
殿
か
ら
出

火
、
再
建
さ
れ
も
の
の
北
野
天
神
の
眷
属
に
よ
っ
て
火
災
に
遭
っ

た
こ
と
を
語
り
、
Ｂ
天
神
説
話
へ
と
続
く
。

実
は
こ
の
Ａ
神
筆
説
話
の
流
れ
は
、
左
に
概
要
を
示
す
通
り
、

他
の
類
話
と
は
異
な
る
特
徴
的
な
も
の
で
あ
る
。

・
Ａ
神
筆
説
話
の
類
話

①
『
大
師
御
行
状
集
記
』
（
寛
治
三
年
〈
一
〇
八
九
〉
）

・
空
海
が
筆
を
投
げ
応
天
門
の
扁
額
を
完
成
さ
せ
た
。

②
『
弘
法
大
師
御
伝
』
（
文
暦
元
年
〈
一
二
三
四
〉
）

・
空
海
筆
の
皇
嘉
門
の
文
字
に
精
霊
が
宿
る
。

③
十
巻
本
『
高
野
大
師
行
状
図
画
』
（
元
応
元
年
〈
一
三
一

九
〉
以
前
）

・
藤
原
行
成
が
門
を
修
造
し
た
際
、
大
師
の
冥
覧
を
畏
れ

た
。

④
『
本
朝
神
仙
伝
』
（
平
安
後
期
）

・
空
海
筆
の
朱
雀
門
の
文
字
を
難
じ
た
小
野
道
風
が
夢
で

空
海
の
使
い
に
首
を
踏
ま
れ
る
。

⑤
『
古
今
著
聞
集
』
（
建
長
六
年
〈
一
二
五
四
〉
）

・
小
野
道
風
が
空
海
筆
の
美
福
門
・
朱
雀
門
の
文
字
を

難
じ
る
と
、
中
風
に
な
り
手
が
震
え
た
。

※
大
内
裏
焼
失
に
関
す
る
記
述
は
な
し
。

⑥
『
源
平
盛
衰
記
』
（
十
四
世
紀
前
半
頃
か
）

・
小
野
道
風
が
空
海
筆
の
大
極
殿
の
文
字
を
「
火
極
殿
」
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と
難
じ
、
そ
の
将
来
を
不
安
視
。
実
際
に
安
元
の
大
火

が
起
こ
る
。

※
北
野
天
神
に
よ
る
火
災
と
は
関
係
な
し
。

①
『
大
師
御
行
状
集
記
』
か
ら
③
十
巻
本
『
高
野
大
師
行
状
図
画
』

ま
で
は
、
小
野
道
風
は
出
て
こ
な
い
。
④
『
本
朝
神
仙
伝
』
に
は

道
風
が
空
海
の
字
を
非
難
し
た
と
あ
り
、
⑤
『
古
今
著
聞
集
』
で

は
、
道
風
が
登
場
し
て
空
海
の
文
字
を
難
じ
て
中
風
に
な
っ
た
と

こ
ろ
ま
で
は
『
太
平
記
』
と
共
通
す
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
大
内

裏
焼
失
と
の
関
連
が
示
さ
れ
な
い
。
最
後
の
⑥
『
源
平
盛
衰
記
』

は
『
太
平
記
』
に
い
ち
ば
ん
近
い
も
の
の
、
北
野
天
神
と
は
関
連

付
け
て
語
ら
れ
て
い
な
い
。
類
話
と
比
較
す
る
と
、
『
太
平
記
』

の
Ａ
神
筆
説
話
は
特
徴
的
で
あ
る
こ
と
が
浮
き
彫
り
と
な
る
。
し

か
も
Ａ
神
筆
説
話
は
、
後
続
す
る
Ｂ
天
神
説
話
の
典
拠
『
北
野
天

神
縁
起
』

を
視
野
に
入
れ
る
こ
と
で
、
そ
の
説
話
引
用
の
文

（
９

）

脈
が
浮
き
彫
り
と
な
る
の
で
あ
る
。
手
が
か
り
と
な
る
の
は
以
下

の
箇
所
で
あ
る
。

円
融
院
の
御
宇
の
比
を
い
、
貞
元
々
年
よ
り
天
元
五
年
に

い
た
る
ま
で
七
年
の
間
に
、
三
度
ま
で
内
裏
焼
亡
あ
り
け
り
。

（
中
略
）
一
条
院
御
宇
に
、
正
二
位
従
一
位
左
大
臣
の
官
位

を
ば
送
り
奉
り
給
。
か
の
位
記
の
詔
書
に
、
勅
使
菅
原
幹
正
、

正
暦
余
念
八
月
十
九
日
に
太
宰
府
に
下
付
、
廿
日
安
楽
寺
に

参
り
て
、
御
位
記
の
箱
を
案
上
に
指
置
き
、
再
拝
し
て
よ
み

給
し
に
、
ひ
と
つ
の
絶
句
の
詩
の
化
現
し
侍
り
し
に
、
第
一

の
不
思
議
と
お
ぼ
へ
て
お
そ
ろ
し
。

忽
驚

二朝
使

一排
二荊
棘

一
官
品
高
加
拝
感
成

雖
レ悦

三仁
恩
覃

二邃
窟

一
但
羞
存
没
左
遷
名

件
正
文
は
外
記
の
つ
ぼ
ね
に
納
ら
れ
て
、
け
ふ
ま
で
侍
る
な

り
。
道
風
が
筆
跡
に
少
も
か
は
ら
ざ
り
け
り
。
誠
に
弘
法
大

師
の
、
「
菅
丞
相
我
違
世
の
身
な
り
。
小
野
道
風
は
わ
が
順

世
の
身
な
り
」
と
示
し
給
た
る
も
、
是
に
て
ぞ
実
事
と
は
覚

ゆ
る
。

円
融
院
の
御
宇
に
三
度
内
裏
が
焼
失
し
た
と
い
う
。
こ
れ
を
受
け

て
一
条
院
の
時
代
に
道
真
に
官
位
が
送
ら
れ
た
。
安
楽
寺
で
位
記

を
読
ん
だ
と
こ
ろ
、
一
首
の
詩
が
化
現
し
た
。
そ
の
筆
跡
は
小
野

道
風
と
同
じ
で
あ
り
、
空
海
が
道
真
は
自
身
の
「
違
世
の
身
」
、

道
風
は
「
順
世
の
身
」
で
あ
る
と
述
べ
た
こ
と
に
符
合
し
て
い
た

と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
、
Ｂ
天
神
説
話
の
典
拠
で
あ
る
『
北
野
天
神
縁
起
』

で
は
、
内
裏
焼
失
に
関
わ
る
箇
所
で
空
海
・
小
野
道
風
・
菅
原
道

真
と
い
う
興
味
深
い
連
関
が
示
さ
れ
て
い
る
。
『
太
平
記
』
で
は

こ
う
し
た
連
関
を
踏
ま
え
た
上
で
、
Ａ
神
筆
説
話
に
導
か
れ
る
か

た
ち
で
Ｂ
天
神
説
話
が
語
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
こ
こ
で
Ｂ
天
神
説
話
の
末
尾
に
目
を
転
じ
て
み
る
と
、

Ａ
神
筆
説
話
と
同
様
の
文
脈
が
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
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る
。

是
を
以
て
上
一
人
よ
り
下
万
民
に
至
る
ま
で
、
渇
仰
の
首
を

傾
け
ず
と
云
ふ
人
は
な
し
。
誠
に
奇
特
無
双
の
霊
社
也
。
去

程
に
、
治
暦
四
年
八
月
十
四
日
、
内
裏
造
営
の
事
始
有
つ
て
、

後
三
条
院
の
御
宇
延
久
四
年
四
月
十
五
日
遷
幸
あ
り
。
（
中

略
）
目
出
か
り
し
に
、
幾
程
も
な
く
、
又
安
元
二
年
に
、
日

吉
山
王
の
御
祟
に
依
つ
て
、
大
内
の
諸
寮
一
宇
も
残
ら
ず
焼

け
に
し
後
は
、
国
の
力
衰
へ
て
、
代
々
の
聖
主
も
、
今
に
至

る
ま
で
造
営
の
沙
汰
も
無
か
り
つ
る
に
、
い
ま
兵
革
の
後
、

世
未
だ
安
か
ら
ず
。
国
弊
へ
民
苦
み
て
馬
を
華
山
の
陽
に
帰

さ
ず
。
牛
を
桃
林
の
野
に
放
た
ず
、
大
内
裏
作
ら
る
べ
し
と

て
、
昔
よ
り
今
に
至
る
ま
で
、
我
朝
に
未
だ
用
ひ
ざ
る
紙
銭

を
作
り
、
諸
国
の
地
頭
、
御
家
人
の
所
領
に
、
課
役
を
懸
け

ら
る
ゝ
条
、
神
慮
に
も
違
ひ
、
驕
誇
の
端
と
も
成
り
ぬ
と
、

眉
を
顰
む
る
智
臣
も
多
か
り
け
り
。

傍
線
部
で
は
い
わ
ゆ
る
安
元
の
大
火
か
ら
大
内
裏
が
廃
絶
し
た
こ

と
を
語
り
、
二
重
傍
線
部
で
は
後
醍
醐
の
大
内
裏
造
営
を
批
判
し

て
い
る
。
Ａ
神
筆
説
話
と
同
様
、
Ｂ
天
神
説
話
に
お
い
て
も
大
内

裏
焼
失
と
大
内
裏
造
営
批
判
に
繰
り
返
し
言
及
し
て
い
る
わ
け
で

あ
る
。

以
上
を
踏
ま
え
、
森
田
氏
は
『
太
平
記
』
当
該
説
話
の
背
景
に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

再
び
内
裏
造
営
批
判
の
文
脈
を
確
認
し
て
幕
を
閉
じ
る
。
こ

の
文
脈
（
筆
者
注
、
大
内
裏
造
営
が
批
判
さ
れ
る
こ
と
）
は

『
太
平
記
』
の
中
へ
、
北
野
天
神
縁
起
を
導
く
役
割
を
担
っ

て
い
た
Ａ
神
筆
説
話
と
同
じ
で
あ
り
、
『
太
平
記
』
の
北
野

天
神
縁
起
の
冒
頭
を
末
尾
は
、
共
に
造
営
批
判
で
整
合
的

（
マ

マ
）

で
あ
る
。
作
者
は
、
弘
法
大
師
や
小
野
道
風
と
菅
原
道
真
と

の
説
話
的
つ
な
が
り
を
自
覚
し
た
上
で
、
北
野
天
神
縁
起
の

前
に
Ａ
神
筆
説
話
を
配
し
、
弘
法
大
師
説
話
と
北
野
天
神
縁

起
と
い
う
二
つ
の
説
話
の
連
関
に
よ
っ
て
造
営
批
判
の
文
脈

を
構
成
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
よ
う
に
、
Ａ
神
筆
説
話
と
Ｂ
天
神
説
話
の
典
拠
を
視
野
に
収

め
た
詳
細
な
分
析
に
よ
っ
て
、
単
な
る
先
例
の
提
示
に
と
ど
ま
ら

な
い
『
太
平
記
』
の
複
雑
な
説
話
引
用
の
様
相
が
明
ら
か
に
な
っ

た
わ
け
で
あ
る
。
さ
ら
に
次
章
で
は
、
筆
者
が
わ
ず
か
に
付
け
加

え
得
る
こ
と
と
し
て
、
巻
三
十
五
の
い
わ
ゆ
る
「
北
野
通
夜
物
語
」

を
取
り
上
げ
、
新
た
な
典
拠
の
指
摘
に
よ
っ
て
説
話
引
用
の
文
脈

が
見
え
て
く
る
と
思
わ
れ
る
事
例
を
報
告
し
た
い
。

三
典
拠
の
解
明
か
ら
見
え
る
説
話
引
用
の
文
脈

巻
三
十
五
「
北
野
通
夜
物
語
」
は
、
あ
る
秋
の
半
ば
過
ぎ
に
北

野
社
に
三
人
の
人
物
（
遁
世
者
・
雲
客
・
法
師
）
が
集
い
、
長
期
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化
す
る
戦
乱
の
原
因
に
つ
い
て
談
論
す
る
章
段
で
あ
る
。
問
題
の

説
話
は
、
遁
世
者
が
語
る
箇
所
で
引
用
さ
れ
て
い
る
。

昔
は
民
苦
を
問
ふ
使
と
て
、
勅
使
を
国
々
へ
下
さ
れ
て
、
民

の
苦
を
問
ひ
給
ふ
。
其
故
は
、
（
Ａ
）
君
は
民
を
以
て
体
と

為
し
、
民
は
食
を
以
て
命
と
為
す
、
夫
穀
尽
き
ぬ
れ
ば
民
窮

し
、
民
窮
し
ぬ
れ
ば
年
貢
を
備
ふ
る
事
な
し
。
（
Ｂ
）
疲
馬

の
鞭
を
恐
れ
ざ
る
が
如
く
、
王
化
を
も
恐
れ
ず
、
利
潤
を
先

と
し
て
、
常
に
非
法
を
行
ふ
。
民
の
誤
る
処
は
吏
の
科
也
。

吏
の
不
善
は
、
国
王
に
帰
す
。
君
良
臣
を
選
ま
ず
、
利
を
貪

る
輩
を
用
ふ
れ
ば
、
暴
悪
を
恣
に
し
て
、
百
姓
を
虐
ぐ
れ
ば
、

民
の
憂
天
に
昇
て
災
変
を
な
す
。
災
変
起
れ
ば
国
土
乱
る
。

是
上
慎
ま
ず
下
侮
る
故
也
。
国
土
若
し
乱
れ
ば
、
君
何
ぞ
安

か
ら
ん
。
百
姓
荼
毒
し
て
、
四
海
逆
浪
を
な
す
。
さ
れ
ば

（
Ｃ
）
湯
武
は
火
に
身
を
投
げ
、
桃
林
の
社
に
祭
り
、
（
Ｄ
）

大
宗
は
蝗
を
呑
ん
で
、
命
を
園
囿
の
間
に
任
す
。
己
を
責
て

天
意
に
叶
ひ
、
民
を
撫
で
て
地
声
を
顧
み
給
へ
と
也
。
則
ち

知
ん
ぬ
（
Ｅ
）
王
者
憂
楽
は
衆
と
同
じ
か
り
け
り
と
云
ふ
事

を
、
白
楽
天
も
書
置
侍
り
き
。

遁
世
者
は
か
つ
て
「
民
苦
を
問
ふ
使
」
（
問
民
苦
使
）
が
諸
国
に

派
遣
さ
れ
て
い
た
と
語
る
。
説
話
と
い
う
よ
り
も
漢
籍
由
来
の
表

現
を
駆
使
し
た
政
道
論
と
い
っ
た
趣
を
呈
し
て
い
る
。
そ
の
た
め

か
、
先
行
研
究
で
は
Ａ
か
ら
Ｅ
の
表
現
の
典
拠
が
既
に
近
世
の
注

釈
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た

。
す
な
わ
ち
、
Ａ
は
『
礼
記
』

（
１

０
）

「
緇
衣
」
、
Ｂ
は
『
塩
鉄
論
』
詔
聖
、
Ｃ
は
『
呂
氏
春
秋
』
九
「
順

民
」
、
Ｄ
は
『
貞
観
政
要
』
八
「
論
務
農
第
三
十
」
、
Ｅ
は
『
白

氏
文
集
』
一
「
諷
諭
一
」
に
依
拠
し
て
い
る
。
し
か
し
、
実
は
こ

の
箇
所
は
全
体
に
わ
た
る
一
つ
の
典
拠
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
、

十
三
世
紀
半
ば
に
成
立
し
た
弘
法
大
師
絵
伝
の
一
つ
『
高
野
大
師

行
状
図
画
』

で
あ
る
。
諸
本
中
最
も
多
く
現
存
す
る
と
い

（
１

１
）

う
十
巻
本
（
元
応
元
年
〈
一
三
一
九
〉
以
前
）
に
拠
り
、

（
１

２
）

讃
岐
国
を
訪
れ
た
問
民
苦
使
が
幼
い
空
海
を
見
出
す
と
い
う
箇
所

を
次
に
挙
げ
る
。

昔
問
民
苦
使
と
て
お
ほ
や
け
よ
り
御
使
を
国
々
へ
下
さ
れ

て
、
民
の
苦
を
と
は
せ
給
け
り
。
其
故
は
、
君
は
民
を
も
て

体
と
す
。
民
は
食
を
も
て
天
と
す
。
穀
つ
き
ぬ
れ
ば
、
民
窮

し
ぬ
。
民
窮
ぬ
れ
ば
、
礼
備
る
事
な
し
。
疲
馬
の
む
ち
を
お

そ
れ
ざ
る
が
如
く
、
王
化
を
も
お
そ
れ
ず
。
利
潤
を
さ
き
と

し
て
非
法
を
行
ず
。
民
の
あ
や
ま
つ
と
こ
ろ
は
吏
の
と
が
也
。

吏
の
不
善
を
ば
国
主
に
帰
す
。
又
君
良
吏
を
ゑ
ら
ば
ず
し
て
、

貪
佞
の
と
も
が
ら
を
用
れ
ば
、
暴
虎
を
ほ
し
き
ま
ゝ
に
し
て
、

百
姓
を
し
え
た
ぐ
。
民
の
う
れ
へ
天
に
の
ぼ
り
て
災
変
を
な

す
。
災
変
お
こ
れ
ば
国
土
み
だ
る
。
こ
れ
上
の
つ
ゝ
し
ま
ざ

る
よ
り
お
こ
り
、
下
の
お
ご
れ
る
よ
り
な
る
。
国
土
若
み
だ

れ
な
ば
、
君
な
に
を
も
て
か
や
す
か
ら
む
。
百
姓
荼
毒
し
て
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四
海
逆
浪
を
な
す
。
さ
れ
ば
陽
武
火
に
な
げ
て
身
を
桃
林
の

社
に
ま
つ
り
、
太
宗
蝗
を
の
み
て
命
を

国
囿
の
あ
ひ
だ

（
マ

マ
）

に
ま
か
す
。
お
の
れ
を
せ
め
て
天
意
に
か
な
へ
民
を
な
で
ゝ

地
聖
を
か
え
り
み
給
。
則
し
り
ぬ
、
王
者
之
心
憂
楽
衆
生
と

を
な
じ
か
り
け
り
と
云
事
を
と
こ
そ
、
楽
天
も
か
き
を
き
侍

れ
。

網
掛
け
部
分
の
よ
う
な
相
違
点
は
あ
る
も
の
の
、
『
高
野
大
師
行

状
図
画
』
と
『
太
平
記
』
が
ほ
ぼ
同
文
関
係
に
あ
る
こ
と
は
一
目

瞭
然
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
当
該
箇
所
の
表
現
に

関
す
る
典
拠
は
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、
実
は
こ
の
箇
所
全
体
に
わ

た
る
依
拠
資
料
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
典

拠
の
存
在
か
ら
は
、
問
民
苦
使
説
話
と
そ
の
次
に
語
ら
れ
る
説
話

と
の
深
い
連
関
ま
で
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。
問
民
苦
使
説
話
の
後

に
は
、
次
の
よ
う
な
説
話
が
続
く
。

･
･
･
･
･
･
さ
れ
ば
延
喜
帝
は
寒
夜
に
御
衣
を
脱
が
れ
、
民
の
苦

を
愍
み
給
ひ
し
だ
に
、
正
し
く
地
獄
に
落
ち
給
ひ
け
る
を
、

笙
岩
屋
の
日
蔵
上
人
は
見
給
ひ
け
る
と
こ
そ
承
れ
。
彼
上
人

承
平
四
年
八
月
一
日
午
時
頓
死
し
て
、
十
三
日
ぞ
御
座
し
け

る
。
其
程
夢
に
も
非
ず
、
幻
に
も
非
ず
、
金
剛
蔵
王
の
善
巧

方
便
に
て
、
三
界
流
転
の
間
、
六
道
四
生
の
栖
を
見
給
ひ
け

る
に
、
等
活
地
獄
の
別
処
、
鉄
崛
地
獄
と
て
あ
り
。
（
中
略
）

其
中
に
焼
炭
の
如
く
な
る
罪
人
四
人
在
り
。
叫
喚
す
る
声
を

聞
け
ば
、
忝
く
も
延
喜
帝
に
て
ぞ
御
座
し
け
る
。
（
中
略
）

上
人
畏
つ
て
唯
涙
に
咽
び
給
ふ
。
帝
の
宣
は
く
、
汝
我
を
敬

ふ
事
勿
れ
。
冥
途
に
は
罪
業
無
き
を
以
て
主
と
す
。
然
れ
ば

貴
賤
上
下
を
論
ず
る
こ
と
な
し
。
我
は
五
種
の
罪
に
依
つ
て
、

此
地
獄
に
堕
ち
た
り
。
一
に
は
父
寛
平
法
皇
の
御
身
命
を
背

き
奉
り
、
久
し
く
庭
上
に
見
下
し
奉
り
し
咎
、
二
に
は
讒
言

に
依
つ
て
、
咎
な
き
才
人
を
流
罪
し
た
り
し
報
、
三
に
は
自

ら
の
御
敵
と
号
し
て
、
他
の
衆
生
を
損
害
せ
し
咎
、
四
に
は

月
中
の
斎
日
に
、
本
尊
を
開
か
ざ
る
咎
、
五
に
は
日
本
の
王

法
を
甚
じ
き
事
に
思
ひ
て
、
人
間
に
著
心
の
深
か
り
し
咎
、

此
五
を
根
本
と
為
し
て
、
自
余
の
罪
業
無
量
也
。
故
に
苦
を

受
く
る
事
無
尽
也

醍
醐
天
皇
は
寒
夜
に
御
衣
を
脱
い
で
民
の
苦
し
み
を
思
い
や
っ

た
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
な
お
地
獄
に
堕
ち
て
し
ま
っ
た
こ
と
を

日
蔵
上
人
は
目
の
当
た
り
に
し
た
と
い
う
。
こ
の
醍
醐
天
皇
堕
地

獄
説
話
は
、
安
楽
寺
本
『
北
野
天
神
縁
起
』
に
拠
っ
て
い
る
こ
と

が
先
学
に
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り

、
問
民
苦
使
説
話

（
１

３
）

と
そ
れ
に
続
く
醍
醐
天
皇
堕
地
獄
説
話
は
、
そ
れ
ぞ
れ
『
高
野
大

師
行
状
図
画
』
と
『
北
野
天
神
縁
起
』
を
典
拠
と
す
る
説
話
が
連

続
し
て
語
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
典
拠
に
注
目
し
て

み
た
と
き
、
先
に
見
た
巻
十
二
の
例
と
同
様
、
こ
こ
で
も
空
海
・

北
野
天
神
と
い
う
連
関
に
よ
っ
て
二
つ
の
説
話
が
結
び
つ
け
ら
れ
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て
い
る
こ
と
に
気
付
く
。
そ
し
て
「
北
野
通
夜
物
語
」
で
は
、
そ

の
連
関
に
よ
っ
て
政
道
論
が
展
開
さ
れ
て
い
く
と
い
う
文
脈
が
構

成
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る

。
（

１
４

）

こ
の
よ
う
に
、
『
高
野
大
師
行
状
図
画
』
と
い
う
新
た
な
典
拠

の
存
在
を
視
野
に
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
問
民
苦
使
記
事
と
醍

醐
天
皇
堕
地
獄
譚
と
の
説
話
的
な
つ
な
が
り
と
文
脈
と
が
浮
か
び

上
が
っ
て
く
る
。
こ
れ
は
、
『
太
平
記
』
が
説
話
を
引
用
す
る
際

に
用
い
た
複
雑
な
手
法
を
示
す
事
例
と
し
て
注
目
さ
れ
る
で
あ
ろ

う
。

お
わ
り
に

『
太
平
記
』
に
お
け
る
長
文
の
説
話
引
用
は
、
一
見
す
る
と
南

北
朝
動
乱
の
歴
史
を
語
る
上
で
の
夾
雑
物
の
よ
う
に
も
思
わ
れ

る
。
英
訳
『
太
平
記
』
の
注
記
は
、
序
文
や
脚
注
な
ど
と
同
様
、

英
語
圏
の
読
者
を
『
太
平
記
』
の
世
界
に
誘
う
た
め
の
効
果
的
な

工
夫
で
あ
る
と
同
時
に
、
右
の
よ
う
な
長
文
説
話
に
対
す
る
理
解

を
反
映
し
て
い
よ
う
。

本
稿
で
は
、
『
太
平
記
』
研
究
の
進
展
に
よ
っ
て
、
そ
う
し
た

長
文
説
話
に
対
す
る
理
解
が
見
直
さ
れ
つ
つ
あ
る
状
況
に
つ
い
て

報
告
し
た
。
加
え
て
、
『
太
平
記
』
の
引
用
説
話
に
つ
い
て
は
、

海
外
と
り
わ
け
中
国
の
研
究
者
に
よ
る
最
近
の
成
果
も
注
目
さ
れ

る
。
例
え
ば
、
巻
三
十
八
「
大
元
軍
事
」
で
は
、
宋
と
元
の
合
戦

に
関
す
る
長
文
の
説
話
が
語
ら
れ
る
。
張
静
宇
氏
が
指
摘
す
る
よ

う
に
、
こ
の
説
話
か
ら
は
、
中
国
宋
元
代
の
流
行
や
巷
間
で
語
ら

れ
た
講
談
と
い
っ
た
文
化
を
摂
取
し
た
形
跡
が
認
め
ら
れ
る
の
で

あ
る

。
（

１
５

）

そ
も
そ
も
現
存
『
太
平
記
』
の
成
立
に
は
、
大
陸
の
最
新
の
文

化
を
摂
取
し
得
た
五
山
禅
僧
が
関
与
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

。
そ
の
た
め
、
『
太
平
記
』
に
夥
し
く
引
用
さ
れ
て
い
る

（
１

６
）

説
話
を
読
み
解
く
に
は
、
右
の
よ
う
な
研
究
の
国
際
的
な
広
が
り

が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
る
。
本
稿
で
述
べ
た
よ
う
な
、
個
々
の

説
話
の
意
図
や
文
脈
を
読
み
ほ
ぐ
し
て
い
く
作
業
と
同
時
に
、
海

外
の
研
究
者
と
の
協
力
に
よ
る
広
範
な
典
拠
調
査
の
余
地
が
残
さ

れ
て
い
よ
う
。

一
方
、
西
洋
で
は
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
研
究
者
の
間
で
南
北

朝
時
代
に
対
す
る
注
目
が
集
ま
り
つ
つ
あ
る
と
い
う

。
西

（
１

７
）

洋
の
哲
学
・
文
学
理
論
を
援
用
し
た
『
太
平
記
』
の
作
品
論
が
試

み
ら
れ

、
『
太
平
記
』
を
世
界
文
学
の
一
つ
と
し
て
捉
え

（
１

８
）

る
べ
き
と
の
提
言
が
な
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る

。
と
は
い

（
１

９
）

え
、
マ
ッ
カ
ラ
氏
以
降
『
太
平
記
』
の
英
訳
が
公
刊
さ
れ
る
こ
と

は
な
く
、
『
太
平
記
』
の
専
論
も
ほ
ぼ
な
い
と
い
う
状
況
は
変
わ

ら
な
い
。
本
稿
で
紹
介
し
た
引
用
説
話
の
研
究
動
向
は
、
南
北
朝

時
代
を
知
る
た
め
の
必
須
文
献
と
も
い
う
べ
き
『
太
平
記
』
の
読
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み
方
に
再
検
討
を
迫
る
も
の
と
い
え
、
西
洋
で
関
心
が
高
ま
っ
て

い
る
と
い
う
南
北
朝
時
代
の
研
究
に
も
資
す
る
と
こ
ろ
が
あ
ろ

う
。以
上
よ
り
す
れ
ば
、
説
話
引
用
の
典
拠
と
文
脈
に
着
眼
し
た
考

察
は
、
国
際
的
な
性
格
を
帯
び
つ
つ
あ
る
『
太
平
記
』
研
究
を
今

後
推
し
進
め
て
い
く
上
で
、
有
益
な
着
眼
点
と
な
り
得
る
も
の
と

い
え
よ
う
。

〈
注
〉

（
）
『
太
平
記
』
原
文
の
引
用
は
、
英
訳
『
太
平
記
』
が
依
拠

1

し
た
物
集
高
量
校
注
『
新
釈
日
本
文
学
叢
書
』
（
日
本
文
学
叢
書

刊
行
会
、
一
九
三
〇
年
）
に
拠
る
。

（
）
松
尾
葦
江
『
軍
記
物
語
論
究
』
（
若
草
書
房
、
一
九
九
六

2

年
〈
初
出
は
一
九
九
四
年
〉
）
一
二
七
頁
。

（
）

H
elen

C
raig

M
cC

ullough
"T

aiheiki:A
C

hronicle
of

M
edieval

3

Japan".
C

olum
bia

U
niversity

Press,1959

本
稿
で
は
タ
ト
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
版
（
二
〇
〇
八
年
）
を
用
い

た
。
以
下
、
英
文
資
料
の
引
用
は
私
に
訳
し
た
。

（
）
市
古
貞
次
「
マ
ッ
カ
ー
ロ
氏
の
英
訳
太
平
記
」
（
『
国
語

4

と
国
文
学
』
第
三
十
七
巻
第
四
号
、
一
九
六
〇
年
）
一
四
七
頁
。

（
）

Jerem
y

A
.

SA
T

H
E

R
"T

he
m

yth
of

peace:
"T

aiheiki"
and

the

5

rhetoric
of

w
ar

"
ProQ

uest
D

issertations
Publishing,

2012
,p9

（
）
英
訳
『
太
平
記
』
「
序
論
」
十
五
～
十
六
頁
。

6

（
）
北
村
昌
幸
『
太
平
記
世
界
の
形
象
』
（
塙
書
房
、
二
〇
一

7

〇
年
〈
初
出
は
二
〇
〇
五
年
〉
）
一
八
七
頁
。

（
）
森
田
貴
之
「
『
太
平
記
』
と
弘
法
大
師
説
話
」
（
『
太
平
記
』

8

国
際
研
究
集
会
編
『
『
太
平
記
』
を
と
ら
え
る
』
第
二
巻
、
笠
間

書
院
、
二
〇
一
五
年
）
三
十
六
頁
～
七
十
一
頁
。

（
）
引
用
は
、
『
日
本
思
想
大
系
』
に
拠
る
。

9

（
）
近
世
の
『
参
考
太
平
記
』
に
既
に
指
摘
が
あ
り
、
こ
れ
を

10

日
本
古
典
文
学
大
系
、
新
潮
日
本
古
典
集
成
と
い
っ
た
現
代
の
注

釈
書
も
踏
襲
し
て
い
る
。

（
）
引
用
は
、
『
弘
法
大
師
伝
全
集
』
所
収
十
巻
本
に
拠
る
。

11

（
）
黒
田
智
「
弘
法
大
師
絵
の
中
世
」
（
人
間
文
化
研
究
機
構

12

国
文
学
研
究
資
料
館
編
『
絵
が
物
語
る
日
本

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ス

ペ
ン
サ
ー
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
訪
ね
て
』
三
弥
井
書
店
、
二
〇
一

四
年
）
五
十
五
頁
。

（
）
後
藤
丹
治
『
太
平
記
の
研
究
』
（
大
学
堂
書
店
、
一
九
三

13

八
年
）
一
五
六
頁
。

（
）
た
だ
し
、
問
民
苦
使
説
話
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
次
に
示

14
す
よ
う
に
諸
本
に
よ
る
異
同
が
あ
る
。
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・
主
要
諸
本
に
お
け
る
両
説
話
の
有
無

『
太
平
記
』
諸
本

問
民
苦
使

醍
醐
天
皇
堕
落
地
獄

説
話

説
話

神
田
本

×
×

玄
玖
本

○
○

神
宮
徴
古
館
本

○
○

西
源
院
本

○
○

梁
田
本

×
×

内
閣
文
庫
本

○
○

米
沢
本

○
×

梵
舜
本

×
×

天
正
本

×
×

義
輝
本
（
教
運
本
)

×
×

京
大
本

×
×

日
置
本

○
○

基
本
的
に
問
民
苦
使
説
話
・
醍
醐
天
皇
堕
地
説
話
と
も
に
有
す
る

も
の
と
、
い
ず
れ
も
有
さ
な
い
諸
本
と
に
大
別
で
き
る
。
そ
の
先

後
関
係
は
分
か
ら
な
い
も
の
の
、
問
民
苦
使
説
話
を
有
す
る
諸
本

が
ほ
ぼ
両
説
話
を
セ
ッ
ト
で
語
る
点
は
、
本
稿
の
推
測
の
傍
証
と

な
る
か
も
し
れ
ず
、
精
査
を
要
す
る
。

（
）
張
静
宇
「
『
太
平
記
』
巻
三
十
八
「
大
元
軍
事
」
と
宋
元

15

文
化
」
（
『
太
平
記
』
研
究
国
際
集
会
編
『
『
太
平
記
』
を
と
ら
え

る
』
第
二
巻
、
笠
間
書
院
、
二
〇
一
五
年
）
十
二
頁
～
三
十
五
頁
。

（
）
森
田
貴
之
「
『
太
平
記
』
と
元
詩

�
成
立
環
境
の
一
隅

�
」

16

（
『
国
語
国
文
』
第
七
十
六
巻
第
二
号
、
二
〇
〇
七
年
二
月
）
十

七
頁
。

（
）
ジ
ェ
レ
ミ
ー
・
セ
ー
ザ
「
南
北
朝
時
代
の
重
要
性
と
世
界

17

文
学
と
し
て
の
『
太
平
記
』
」（
『
太
平
記
』
研
究
国
際
集
会
編
『
『
太

平
記
』
を
と
ら
え
る
』
第
三
巻
、
笠
間
書
院
、
二
〇
一
六
年
）
七

十
一
頁
～
七
十
六
頁
。

（
）
ジ
ェ
レ
ミ
ー
・
セ
ー
ザ
「
下
剋
上
へ
の
道

�
『
太
平
記
』

18

に
見
る
観
応
擾
乱
と
足
利
権
力
の
神
話
」
（
『
太
平
記
』
研
究
国

際
集
会
編
『
『
太
平
記
』
を
と
ら
え
る
』
第
一
巻
、
笠
間
書
院
、

二
〇
一
四
年
）
一
〇
〇
頁
～
一
一
七
頁
。

（
）
注
（

）
に
同
じ
。

19

17

※
本
稿
は

JSPS
科
研
費
（
若
手
研
究
（
Ｂ
）
課
題

番
号

17K
13388

）

に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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和
歌
と
漢
詩

―
平
安
朝
に
お
け
る
実
例
を
め
ぐ
っ
て

―

山
本

真
由
子

（
要
約
）
奈
良
朝
か
ら
平
安
朝
の
前
半
に
か
け
て
、
和
歌
と
漢
詩
と
の
関
係
は
大
き
く
変
遷
し
た
。
本
稿
で
は
、
和
歌
に
視

点
を
置
い
て
、
漢
詩
文
隆
盛
の
時
代
に
漢
詩
と
深
く
接
触
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
和
歌
が
日
本
文
学
固
有
の
も
の
と
し
て
自

覚
さ
れ
、
よ
り
可
能
性
に
富
ん
だ
文
学
作
品
と
し
て
形
成
さ
れ
て
ゆ
く
過
程
を
、
実
例
か
ら
明
ら
か
に
し
て
ゆ
き
た
い
。

は
じ
め
に

日
本
文
学
に
お
け
る
和
歌
と
漢
詩
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
今

日
、
さ
ま
ざ
ま
な
捉
え
方
が
あ
る
。
例
え
ば
「
和
歌
と
漢
詩
は
常

に
お
互
い
を
意
識
し
つ
つ
表
現
に
工
夫
を
重
ね
て
き
た
よ
き
ラ
イ

バ
ル
で
あ
っ
た
（
一
）

」
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
、
和
歌
を
は
じ
め
と

す
る
国
文
学
（
日
本
文
学
）
と
、
漢
詩
が
そ
の
一
部
で
あ
る
中
国

文
学
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
「
か
つ
て
中
国
文
学
は
、
国
文
学
に

と
っ
て
常
に
憧
憬
崇
敬
の
対
象
で
あ
り
、
新
た
な
思
想
、
斬
新
な

発
想
と
表
現
の
源
で
あ
り
続
け
て
き
た
」
と
い
わ
れ
る
（
二
）

。

本
稿
で
は
、
奈
良
朝
か
ら
平
安
朝
の
前
半
、
九
・
十
世
紀
に
か

け
て
、
当
時
の
人
々
が
、
和
歌
と
漢
詩
・
漢
文
の
関
係
を
ど
の
よ

う
に
捉
え
て
い
た
か
、
あ
る
い
は
、
ど
の
よ
う
に
捉
え
よ
う
と
し

て
い
た
か
を
、
和
歌
に
視
点
を
置
い
て
考
え
た
い
。

こ
の
時
期
に
、
和
歌
と
漢
詩
の
関
係
は
大
き
く
変
遷
し
た
。『
萬

葉
集
』
の
終
焉
と
、
嵯
峨
朝
（
八
〇
九
年
―
八
二
三
年
）
の
漢
詩

文
隆
盛
を
経
た
の
ち
、
宇
多
朝
（
八
八
七
年
―
八
九
七
年
）
の
頃

に
和
歌
が
朝
廷
に
復
帰
し
、
遂
に
醍
醐
朝
の
延
喜
五
年
（
九
〇
五
）

に
は
、
最
初
の
勅
撰
和
歌
集
『
古
今
和
歌
集
』
が
成
立
す
る
。

以
下
で
は
、
一
書
の
中
で
和
歌
と
漢
詩
が
並
記
さ
れ
る
文
学
作

品
や
、
一
つ
の
場
で
和
歌
と
漢
詩
と
が
同
時
に
作
ら
れ
る
宴
集
、

遊
覧
を
見
て
ゆ
き
た
い
。
ま
た
、
和
歌
に
冠
せ
ら
れ
る
「
和
歌
序
」

を
中
心
に
、
和
歌
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
当
時
の
文
章
に
も
目
を
配

り
た
い
。
「
序
」
と
は
、
中
国
文
学
の
一
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
で
、
序

文
や
前
書
き
に
相
当
し
、
序
が
冠
せ
ら
れ
る
作
品
の
概
要
や
制
作

状
況
な
ど
が
記
さ
れ
る
文
章
を
い
う
。
た
だ
し
、
「
序
」
は
、
一

般
に
い
う
序
文
と
は
異
な
り
、
そ
れ
だ
け
で
鑑
賞
し
得
る
作
品
で

あ
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
十
一
世
紀
半
ば
に
編
纂
さ
れ
た
漢
詩
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文
集
『
本
朝
文
粋
』
の
「
和
歌
序
」
に
は
、
歌
集
の
序
と
、
歌
会

で
詠
ま
れ
た
和
歌
の
序
と
が
含
ま
れ
る
。
歌
会
の
和
歌
序
は
、
奈

良
朝
で
、
「
詩
序
」
に
倣
っ
て
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で

あ
る
。W

iebke
D

EN
ECK

E

氏

は
、
「
日
本
は
、
文
字
が
入
っ
て

き

た
古
代
か

ら
二
十
世

紀
半
ば
頃

ま
で
「
バ

イ
リ
テ
ラ

ー
ト

（biliterate

）
」
、
つ
ま
り
漢
文
と
和
文
、
二
種
類
の
書
記
言
語
を

併
用
し
た
文
化
を
持
っ
て
い
た
」
と
述
べ
、
そ
の
二
つ
の
言
語
を

融
合
さ
せ
た
文
体
の
一
つ
が
和
歌
序
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
、
氏

は
、
和
歌
序
は
、
世
界
文
学
史
的
に
み
て
も
興
味
深
い
特
異
性
を

有
す
る
と
指
摘
し
て
い
る
（
三
）

。
和
歌
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
文
章

に
は
、
作
者
が
、
和
歌
と
漢
詩
文
と
の
関
わ
り
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
い
た
か
が
、
具
体
的
に
表
れ
て
い
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。

そ
れ
ら
の
文
章
か
ら
、
作
者
の
考
え
を
検
討
し
て
み
た
い
。

一
、
漢
詩
と
和
歌
と
の
関
係
の
始
ま
り

一
―
（
１
）
『
萬
葉
集
』
に
見
ら
れ
る
漢
詩
文

和
歌
と
漢
詩
の
関
わ
り
の
歴
史
は
、
日
本
語
は
固
有
の
文
字
を

持
た
な
か
っ
た
た
め
、
和
歌
を
表
記
す
る
た
め
に
漢
字
を
用
い
た

こ
と
に
始
ま
る
と
考
え
ら
れ
る
。
現
存
最
古
の
和
歌
集
、
『
萬
葉

集
』
で
は
、
和
歌
は
、
漢
字
の
読
み
（
音
ま
た
は
訓
）
を
借
り
て

日
本
語
を
表
記
す
る
用
法
の
漢
字
、
所
謂
「
萬
葉
仮
名
」
で
表
記

さ
れ
る
。
た
だ
、
『
萬
葉
集
』
に
お
い
て
、
「
萬
葉
仮
名
」
で
表

記
さ
れ
る
の
は
和
歌
の
み
で
、
和
歌
の
詠
ま
れ
た
事
情
な
ど
を
記

す
詞
書
（
題
詞
）
な
ど
の
散
文
は
、
す
べ
て
漢
文
で
記
さ
れ
る
。

『
萬
葉
集
』
の
中
で
、
詠
作
年
が
明
ら
か
な
最
後
の
歌
は
、
天
平

宝
字
三
年
（
七
五
九
）
に
詠
ま
れ
た
巻
二
〇
巻
末
歌
で
あ
る
。
現

存
最
古
の
漢
詩
集
『
懐
風
藻
』
の
序
は
、
天
平
勝
宝
三
年
（
七
五

一
）
の
日
付
を
有
す
る
。
両
書
の
作
品
の
制
作
年
代
は
重
な
っ
て

お
り
、
両
方
に
作
品
を
残
す
作
者
も
い
る
。

『
萬
葉
集
』
に
は
、
僅
か
な
が
ら
漢
文
作
品
、
漢
詩
も
収
め
ら

れ
て
い
る
（
四
）

。
こ
れ
ら
の
漢
文
作
品
や
漢
詩
は
、
『
萬
葉
集
』
の

編
纂
に
関
わ
っ
た
と
さ
れ
る
大
伴
家
持
、
そ
の
父
旅
人
、
旅
人
と

親
交
の
あ
っ
た
山
上
憶
良
な
ど
に
よ
っ
て
作
ら
れ
て
い
る
。

『
萬
葉
集
』
の
漢
詩
は
全
て
、
漢
文
に
続
け
て
記
さ
れ
る
。
例

え
ば
、
巻
五
の
大
伴
旅
人
「
凶
文
に
報
へ
し
歌
一
首
（
五
）

」
（

）
793

の
後
に
は
、
「
蓋
し
聞
く
」
で
始
ま
る
妻
の
死
を
嘆
く
漢
文
の
文

章
に
続
け
て
、
そ
の
文
章
に
関
連
す
る
内
容
を
詠
う
七
言
古
詩
一

首
が
収
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
漢
文
の
詩
序
の
後
に
七
言
古
詩
一
首

を
配
す
る
作
品
が
二
例
（
巻
五

の
前
、
巻
十
七

3973

の
前
）

897

あ
る
。

『
萬
葉
集
』
に
収
め
ら
れ
た
、
漢
文
の
和
歌
序
は
、
広
く
知
ら

れ
て
い
る
。
天
平
二
年
（
七
三
〇
）
正
月
十
三
日
、
大
宰
帥
大
伴

旅
人
が
、
大
宰
府
で
梅
花
の
宴
を
催
し
、
漢
文
の
序
と
和
歌
三
十

二
首
（
巻
五

～

）
と
が
作
ら
れ
た
。
序
の
末
尾
に
は
、
「
詩

815

846

に
落
梅
の
篇
を
紀
す
。
古
今
夫
れ
何
ぞ
異
な
ら
む
。
宜
し
く
園
梅

し
る

そ

こ
と

よ
ろ

ゑ
ん
ば
い

を
賦
し
て
、

聊

に
短
詠
を
成
す
べ
し
」
と
あ
る
。
詩
に
は
落
梅

ふ

い
さ
さ
か

た
ん
え
い

な
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の
篇
を
作
る
が
、
梅
を
愛
で
る
情
は
古
も
今
も
ど
ん
な
違
い
が
あ

ろ
う
か
、
さ
あ
園
梅
を
詠
ん
で
、
こ
こ
に
短
き
歌
を
作
ろ
う
で
は

な
い
か
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
「
落
梅
の
篇
」
と
は
、
六
朝
時
代

の
古
楽
府
「
梅
花
落
」
を
指
す
と
さ
れ
る
（
六
）

。
さ
ら
に
、
こ
の

宴
に
は
、
「
梅
花
落
」
が
愛
唱
さ
れ
た
唐
の
元
宵
節
の
影
響
が
見

ら
れ
、
当
時
の
唐
で
流
行
し
て
い
た
風
習
が
遣
唐
使
に
よ
っ
て
伝

え
ら
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
（
七
）

。
天
平
期
前
後
に
は
、

遣
唐
使
の
派
遣
が
相
次
い
で
い
た
（
八
）

。
唐
の
流
行
を
摂
取
し
な

が
ら
も
、
漢
詩
に
詠
ま
れ
た
梅
を
愛
で
る
心
と
、
和
歌
を
詠
む
今

の
心
は
同
じ
で
あ
る
と
す
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

漢
文
に
続
け
て
漢
詩
と
和
歌
が
並
記
さ
れ
る
例
に
、
天
平
十
九

年
（
七
四
七
）
三
月
五
日
の
、
大
伴
家
持
か
ら
大
伴
池
主
に
宛
て

た
返
書
（
巻
十
七
）
が
あ
る
。
こ
の
書
簡
で
は
、
漢
文
に
続
け
て

漢
詩
と
和
歌
が
記
さ
れ
る
。
書
簡
の
末
尾
に
「

敬

み
て
葉
端
に

つ
つ
し

え
ふ

た
ん

写
し
、
式
て
乱
に
擬
へ
て
曰
く
」
と
あ
る
。
「
乱
」
は
、
賦
の
末

も
ち

な
そ

尾
に
置
か
れ
る
大
意
を
ま
と
め
る
章
を
い
う
。
こ
こ
で
は
漢
詩
と

和
歌
を
指
し
て
「
乱
に
擬
へ
て
」
と
い
う
。
次
に
、
漢
文
を
省
略

し
漢
詩
と
和
歌
と
を
示
す
。
本
文
は
、
西
本
願
寺
本
萬
葉
集
（
九
）

に
よ
る
。
片
仮
名
の
訓
は
、
文
永
三
年
（
一
二
六
六
）
に
仙
覚
が

付
し
た
訓
を
伝
え
る
と
さ
れ
る
。

七
言
一
首

杪
春
余
日
媚
景

麗

初
巳
和
風
払
自
軽

ノ

ハ
シ

ノ

ハ

テ

オ

シ

来
燕
銜

泥

賀

宇
入

帰
鴻
引

蘆

迥
赴

瀛

テ

ヲ

シ
テ

ヲ

ル

テ

ア
シ
ヲ

ニ

ク

エ
イ
ニ

レ

レ

レ

聞

君
粛
侶

新
流
曲

禊
飲

催

爵
泛

河
清

ケ
ハ

カ

ヲ

ニ

ヲ

ケ
イ

シ
テ

ヲ

テ

ニ

シ

一

レ

レ

雖

欲

追

尋

良

此
宴

還
知
染

懊

脚

ト
モ

ト

テ

ネ
ン
ト

ト
ニ

ノ

ヲ

テ

ヌ

シ
テ
ア
シ
ノ
レ
イ
テ
イ
ス
ル
コ
ト
ヲ

レ

三

二

一

短
歌
二
首

3976

佐
家
理
等
母

之
良
受
之
安
良
婆

母
太
毛
安
良
牟

己

サ

ケ

リ

ト

モ

シ

ラ

ス

シ

ア

ラ

ハ

モ

タ

モ

ア

ラ

ム

コ

能
夜
万
夫
吉
乎

美
勢
追
都
母
等
奈

ノ

ヤ

マ

フ

キ

ヲ

ミ

セ

ツ

ツ

モ

ト

ナ

3977

安
之
可
伎
能

保
加
尓
母
伎
美
我

余
里
多
々
志

孤
悲

ア

シ

カ

キ

ノ

ホ

カ

ニ

モ

キ

ミ

カ

ヨ

リ

タ

ヽ

シ

コ

ヒ

家
礼
許
曽
婆

伊
米
尓
見
要
家
礼

ケ

レ

コ

ソ

ハ

イ

メ

ニ

ミ

エ

ケ

レ

右
の
漢
詩
と
和
歌
と
は
、
異
な
る
景
物
を
詠
っ
て
い
る
。3976

番
歌
の
「
夜
万
夫
吉
（
山
吹
）
」
は
、
池
主
か
ら
贈
ら
れ
た

3974

ヤ

マ

フ

キ

番
歌
に
見
え
、3977

番
歌
の
「
安
之
可
伎
」
も
、
池
主
の

3975

ア

シ

カ

キ

番
歌
の
枕
詞
「
葦
垣
の
」
を
、
現
実
に
あ
る
葦
の
垣
根
と
し
て
詠

う
。
一
方
で
、
漢
詩
は
、
池
主
か
ら
贈
ら
れ
た
詩
序
と
漢
詩
と
が
、

三
月
三
日
の
遊
覧
を
描
い
て
い
た
こ
と
を
ふ
ま
え
て
作
ら
れ
て
い

る
。
注
意
さ
れ
る
こ
と
は
、
右
の
家
持
の
漢
詩
と
和
歌
と
で
は
、

相
互
に
関
わ
り
は
無
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

先
に
梅
花
の
宴
の
例
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
『
萬
葉
集
』
の
時
代

に
、
漢
詩
と
同
じ
景
物
や
趣
向
を
、
和
歌
に
詠
ず
る
こ
と
が
な
か

っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
天
平
宝
字
二
年
（
七
五
八
）
正
月
に
は
、

漢
詩
と
和
歌
（4493

）
と
が
作
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
題
詞
の
訓

み
下
し
文
の
み
掲
げ
る
。

二
年
の
春
正
月
三
日
、
侍

従

、
竪
子
、
王
臣
等
を
召
し
て
内
裏

じ

じ
ゆ
う

じ
ゆ

し

わ
う

し
ん

ら

だ
い

り

の
東
屋
の
垣
の
下
に
侍
せ
し
め
、

即

ち
玉

箒

を
賜
ひ
て
肆

と
う

を
く

か
き

も
と

じ

す
な
は

た
ま

は
ば
き

た
ま

し

宴
し
た
ま
ひ
き
。
時
に
内

相

藤

原

朝
臣
の
、

勅

を

奉

え
ん

な
い

し
や
う

ふ
ぢ

は
ら
の

あ
そ

み

み
こ
と
の
り

た
て
ま
つ
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り
て

宣

く
、
「
諸
王

卿

等
、
堪
ふ
る
に

随

ひ

意

に
任
せ
、

の
り
た
ま
は

し
よ

わ
う

き
や
う

ら

た

し
た
が

こ
こ
ろ

ま
か

歌
を
作
り
、
幷
せ
て
詩
を
賦
せ
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。

仍

あ
は

ふ

す
な
は

ち

詔

の
旨
に
応
へ
て

各

心
緒
を
陳
べ
て
歌
を
作
り
、
詩

み
こ
と
の
り

む
ね

こ
た

お
の
お
の

し
ん

し
よ

の

を
賦
し
き
。〔
未
だ
諸
人
の
賦
詩
と
作
歌
と
を
得
ざ
る
な
り
〕

ふ

い
ま

し
よ

じ
ん

ふ

し

さ
く

か

え

題
詞
で
は
、
他
の
人
々
が
作
っ
た
漢
詩
や
和
歌
は
ま
だ
手
に
入
れ

て
い
な
い
と
い
う
。
ま
た
、
省
略
し
た
左
注
に
、
作
者
家
持
は
、

大
蔵
に
勤
務
し
て
い
た
た
め
、
歌
は
天
皇
に
奏
上
で
き
な
か
っ
た

と
あ
る
。
家
持
は
、
こ
の
宴
を
知
っ
て
和
歌
を
準
備
し
た
が
、
参

加
は
し
な
か
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
（
十
）

。
偶
然
の
所
産
と
も

思
わ
れ
る
が
、
結
果
と
し
て
、
『
萬
葉
集
』
で
は
、
同
じ
景
物
や

趣
向
を
詠
ん
だ
漢
詩
と
和
歌
を
並
べ
て
収
め
た
例
は
な
い
。

一
―
（
２
）
九
世
紀
の
文
学
に
お
け
る
変
化

前
節
で
見
た
、
奈
良
朝
の
天
平
期
に
盛
ん
に
な
っ
た
中
国
文
学

の
受
容
は
、
遣
唐
使
の
派
遣
と
相
俟
っ
て
、
延
暦
十
三
年
（
七
九

四
）
の
平
安
京
へ
の
遷
都
後
も
一
貫
し
て
続
い
た
。
こ
の
時
期
、

和
歌
は
、
公
の
場
で
詠
ま
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
て
い
た
よ
う

で
あ
る
。
平
安
朝
初
期
に
詠
ま
れ
た
こ
と
が
確
か
な
和
歌
と
し
て
、

『
日
本
後
紀
』
（
逸
文
）
に
は
、
萬
葉
仮
名
で
記
さ
れ
た
桓
武
朝

八
首
、
続
く
平
城
朝
三
首
、
嵯
峨
朝
二
首
の
和
歌
が
見
え
る
。
そ

れ
に
比
し
て
、
漢
詩
文
の
隆
盛
は
め
ざ
ま
し
く
、
と
り
わ
け
、
大

同
四
年
（
八
〇
九
）
に
即
位
し
た
嵯
峨
天
皇
は
、
漢
詩
文
を
好
み
、

多
く
の
漢
詩
を
残
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
嵯
峨
天
皇
と
淳
和
天

皇
の
命
に
よ
っ
て
、
弘
仁
五
年
（
八
一
四
）
の
『
凌
雲
集
』
を
皮

切
り
に
、
『
文
華
秀
麗
集
』
（
弘
仁
九
年
）
、
『
経
国
集
』
（
天
長
四

年
（
八
二
七
）
）
と
い
う
三
つ
の
勅
撰
漢
詩
文
集
が
撰
進
さ
れ
る

に
至
る
。
『
凌
雲
集
』
は
、
日
本
で
最
初
の
、
勅
撰
す
な
わ
ち
天

皇
の
命
令
で
編
纂
さ
れ
た
、
文
学
作
品
の
集
で
あ
る
。
そ
の
公
的

な
編
纂
の
正
当
性
を
示
す
理
念
が
、
小
野
岑
守
の
『
凌
雲
集
』
序

の
冒
頭
に
引
用
さ
れ
る
（
十
一
）

。
魏
の
文
帝
の
「
『
典
論
』
論

文
」

レ

（
『
文
選
』
巻
五
十
二
）
に
あ
る
「
文
章
は
経
国
の
大
業
、
不
朽

の
盛
事
な
り
」
で
あ
る
。
文
帝
は
、
文
学
は
国
を
治
め
る
上
に
重

大
な
仕
事
で
あ
り
、
い
つ
ま
で
も
朽
ち
果
て
る
こ
と
の
な
い
偉
大

な
事
業
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
『
凌
雲
集
』
に
よ
っ
て
、
正
史

や
格
式
に
加
え
て
、
文
学
作
品
の
集
が
天
皇
の
命
令
に
よ
っ
て
編

纂
さ
れ
る
と
い
う
、
勅
撰
集
の
歴
史
が
始
ま
る
。

淳
和
天
皇
の
あ
と
を
承
け
て
即
位
し
た
仁
明
天
皇
の
治
世
、
承

和
五
年
（
八
三
八
）
に
は
、
以
後
の
平
安
朝
の
文
学
に
大
き
な
影

響
を
与
え
た
、
中
唐
の
詩
人
、
白
居
易
（
七
七
二
―
八
四
六
）
の

詩
文
集
『
白
氏
文
集
』
が
伝
来
し
た
と
い
う
記
録
が
残
る
（
『
日

本
文
徳
天
皇
実
録
』
仁
寿
元
年
（
八
五
一
）
九
月
二
十
六
日
藤
原

岳
盛
卒
伝
）
。
白
居
易
の
詩
文
は
、
平
易
で
分
か
り
や
す
い
言
葉

を
用
い
て
、
時
節
の
推
移
や
個
人
的
な
心
情
を
敏
感
に
と
ら
え
て

表
現
す
る
こ
と
を
一
つ
の
特
色
と
す
る
。
白
居
易
を
中
心
と
し
た

中
唐
文
学
の
受
容
は
、
平
安
朝
和
歌
の
表
現
が
成
立
す
る
前
提
と

な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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ま
た
、
九
世
紀
に
は
、
萬
葉
仮
名
を
草
体
化
し
た
も
の
に
発
す

る
平
仮
名
が
、
日
本
語
の
表
記
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
極

初
期
の
平
仮
名
資
料
と
し
て
は
、
貞
観
九
年
（
八
六
七
）
頃
の
「
有

年
申
文
（
讃
岐
国
戸
籍
帳
端
書
）
」
な
ど
が
知
ら
れ
る
。
ほ
ぼ
完

成
さ
れ
た
平
仮
名
の
姿
は
、
延
喜
頃
（
九
〇
一
―
九
二
三
）
の
東

大
寺
東
南
院
文
書
「
因
幡
国
司
解
案
紙
背
消
息
」
に
見
ら
れ
る
と

い
う
（
十
二
）

。
『
萬
葉
集
』
の
漢
字
を
用
い
た
表
記
で
は
、
漢
字
が

表
語
文
字
で
あ
る
以
上
、
文
字
の
表
示
す
る
意
味
が
意
識
さ
れ
る

こ

と

も

あ

っ

た

。

そ

の

こ

と

は

、
『

萬

葉

集

』

の

「

色

二

い
ろ

に

山
上
復
有
山
者
」
（
巻
九

1787
）
と
い
っ
た
、
「
戯
書
」
と
い
わ

い

で

ば

れ
る
用
字
法
が
示
す
。
し
か
し
、
平
仮
名
は
、
漢
字
か
ら
変
化
し

た
文
字
で
あ
り
、
字
母
の
語
義
が
意
識
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
日

本
語
の
音
節
を
、
特
定
の
意
味
を
表
さ
な
い
文
字
で
表
記
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
平
安
朝
の
文
学
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

二
、
宇
多
朝
―
和
歌
の
朝
廷
へ
の
復
帰
と
漢
詩

和
歌
が
漢
詩
に
比
べ
て
盛
ん
で
は
な
い
状
況
は
、
九
世
紀
末
の

宇
多
朝
に
大
き
く
変
化
す
る
。
和
歌
の
公
の
場
へ
の
復
帰
に
は
、

漢
詩
文
と
の
交
渉
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
こ
の
期
に
は
、

漢
詩
文
と
和
歌
と
を
並
記
す
る
『
新
撰
萬
葉
集
』
や
私
家
集
『
千

里
集
』
な
ど
が
編
纂
さ
れ
る
。
以
下
、
こ
れ
ら
の
作
品
集
ご
と
に
、

詳
し
く
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

二
―
（
１
）
『
新
撰
萬
葉
集
』
成
立
の
事
情

『
新
撰
萬
葉
集
』
は
、
和
歌
を
萬
葉
仮
名
で
記
し
、
各
歌
の
左

に
は
、
和
歌
の
内
容
を
翻
案
し
た
七
言
絶
句
の
漢
詩
が
付
さ
れ
て

い
る
。
詞
書
、
作
者
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
全
体
の
構
成
は
、

寛
文
七
年
（
一
六
六
七
）
の
版
本
で
は
、
上
巻
が
春
歌
二
一
首
・

夏
歌
二
一
首
・
秋
歌
三
六
首
・
冬
歌
二
一
首
・
恋
歌
二
〇
首
、
下

巻
が
春
歌
二
一
首
・
夏
歌
二
二
首
・
秋
歌
三
八
首
・
冬
歌
二
二
首

・
恋
歌
三
一
首
・
女
郎
花
歌
二
五
首
よ
り
な
る
。
全
体
で
は
二
七

八
首
と
な
る
。

『
新
撰
万
葉
集
』
の
撰
者
は
、
菅
原
道
真
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

『
日
本
紀
略
』
寛
平
五
年
（
八
九
三
）
九
月
二
十
五
日
の
条
に
は
、

「
菅
原
朝
臣
撰

進
新
撰
萬
葉
集
二
巻

」
と
あ
る
。

二

一

道
真
を
重
用
し
た
宇
多
天
皇
は
、
文
治
を
重
ん
じ
た
。
宇
多
天

皇
は
、
父
光
孝
天
皇
の
予
想
外
の
即
位
と
、
自
身
の
臣
籍
降
下
を

経
た
の
ち
、
親
王
に
復
位
し
、
立
太
子
つ
い
で
践
祚
し
た
。
宇
多

天
皇
は
、
こ
の
よ
う
な
経
歴
の
た
め
、
も
と
も
と
近
臣
が
お
ら
ず
、

蔵
人
所
別
当
の
新
設
な
ど
の
近
臣
登
用
制
度
を
整
備
し
た
と
さ
れ

る
（
十
三
）

。
近
臣
の
登
用
に
は
、
才
学
が
重
視
さ
れ
、
道
真
が
抜
擢

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
道
真
の
詩
文
集
『
菅
家
文
草
』
に
は
、

宇
多
天
皇
の
主
宰
す
る
宴
で
作
ら
れ
た
漢
詩
、
詩
序
が
多
く
収
め

ら
れ
て
い
る
。
宇
多
天
皇
の
関
心
は
、
漢
詩
に
と
ど
ま
ら
ず
、
和

歌
に
も
及
ん
だ
。
『
新
撰
万
葉
集
』
も
、
そ
の
現
れ
の
一
つ
と
考

え
ら
れ
る
。
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現
在
、
『
新
撰
萬
葉
集
』
の
諸
本
の
多
く
に
、
上
巻
に
「
寛
平

五
載
秋
九
月
廿
五
日
」
の
日
付
の
入
っ
た
序
が
付
さ
れ
る
。
こ
の

序
は
、
歌
集
に
付
さ
れ
た
和
歌
序
と
し
て
は
現
存
最
古
の
も
の
で

あ
る
。
『
新
撰
萬
葉
集
』
の
成
立
の
事
情
は
、
上
巻
の
序
か
ら
明

ら
か
で
あ
る
。
漢
文
で
書
か
れ
た
序
は
、
作
者
不
明
で
、
読
み
解

き
が
た
い
部
分
は
あ
る
も
の
の
、
宇
多
朝
に
お
け
る
和
歌
の
状
況

が
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
先
行
研
究
（
十
四
）

に
基
づ

い
て
、
序
の
大
意
を
①
か
ら
⑥
に
分
け
て
示
す
。

①
『
萬
葉
集
』
の
歌
は
、
「
古
歌
」
の
流
れ
を
汲
む
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
ま
で
常
に
、
優
れ
た
歌
で
あ
る
と
称
せ
ら
れ
て
き
た
。
ま
し

て
、
鄭
衛
の
音
楽
の
よ
う
な
新
し
い
流
行
の
歌
な
ど
物
の
数
で
は

な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
②
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
昔

は
優
れ
た
詩
歌
を
作
る
人
士
は
、
時
節
の
情
趣
に
触
れ
て
感
興
が

生
じ
て
、
彼
ら
の
詠
ん
だ
歌
の
下
書
は
お
び
た
だ
し
い
数
が
あ
る

と
い
う
こ
と
だ
。
そ
の
書
き
記
さ
れ
た
も
の
を
少
し
ず
つ
尋
ね
出

し
て
読
も
う
と
試
み
た
が
、
入
り
乱
れ
た
有
様
で
、
読
み
解
く
こ

と
は
困
難
で
あ
り
、
な
か
な
か
理
解
が
及
ば
な
か
っ
た
。
追
求
し

よ
う
と
す
る
者
、
智
の
あ
る
者
だ
け
が
、
古
歌
の
世
界
に
進
む
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
③
こ
こ
に
、
天
皇
の
命
令
を
承
け
て
、

集
め
て
ま
と
め
て
い
た
歌
以
外
に
、
さ
ら
に
口
承
さ
れ
て
い
た
歌

を
集
め
尽
く
し
て
、
数
十
巻
の
歌
集
を
編
集
し
、
そ
れ
ら
の
歌
を

精
選
し
装
幀
し
て
、
箱
に
収
め
て
高
く
評
価
さ
れ
る
の
を
待
っ
た
。

た
だ
、
低
い
見
識
の
者
で
は
、
出
来
る
こ
と
で
は
な
い
こ
と
を
羞

ず
る
ば
か
り
で
あ
る
。

④
当
代
寛
平
の
す
ぐ
れ
た
君
主
（
宇
多
天
皇
）
は
、
政
事
の
余
暇

に
、
宮
中
を
挙
げ
て
、
歌
合
を
催
さ
れ
た
。
若
い
詩
人
、
側
近
の

才
子
が
、
そ
れ
ぞ
れ
四
季
の
歌
を
献
上
し
て
、
初
め
て
宮
中
で
宴

が
行
わ
れ
た
。
ま
た
余
興
が
あ
っ
て
、
「
恋
歌
」
と
「
思
歌
」
を

左
右
に
番
え
た
。
⑤
歌
風
を
よ
く
見
る
と
、
確
か
に
「
古
」
の
歌

を
見
て
「
今
」
の
歌
の
こ
と
を
知
る
と
い
う
が
、
「
今
」
の
歌
に

よ
っ
て
「
古
」
の
歌
に
比
べ
る
と
、
新
し
い
作
品
は
「
花
」
で
あ

り
、
古
い
作
品
は
「
実
」
で
あ
る
。
「
花
」
に
よ
っ
て
「
実
」
に

比
べ
る
と
、
現
代
の
人
の
言
葉
で
表
現
さ
れ
た
心
の
あ
や
は
、
錦

を
切
っ
た
よ
う
に
多
く
美
し
い
句
を
書
き
記
し
、
昔
の
人
の
心
は
、

質
素
な
白
絹
を
織
っ
た
よ
う
に
少
し
筋
目
の
整
わ
な
い
言
葉
を
つ

づ
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
歌
合
の
左
の
歌
を
上
巻
に
、
右
の
歌
を

下
巻
に
配
し
て
、
す
べ
て
二
百
首
余
と
し
て
、
新
撰
萬
葉
集
と
名

付
け
た
。
⑥
「
先
生
」
は
た
だ
倭
歌
の
う
る
わ
し
さ
を
愛
で
る
ば

か
り
で
は
な
く
、
そ
の
う
え
絶
句
も
作
っ
て
、
数
首
の
左
に
挿
し

挟
ん
だ
。
願
わ
く
は
、
家
々
の
歌
を
愛
好
す
る
者
に
梁
の
塵
を
動

か
す
ば
か
り
に
、
あ
ち
こ
ち
の
遊
興
す
る
人
に
空
ゆ
く
雲
が
と
ど

ま
る
よ
う
に
、
こ
の
歌
集
の
歌
を
歌
わ
せ
た
い
も
の
で
あ
る
。
時

に
寛
平
五
年
九
月
二
十
五
日
、
ひ
そ
か
に
現
在
の
和
歌
の
美
を
尽

く
し
た
も
の
の
、
後
世
の
人
に
は
笑
わ
れ
る
だ
ろ
う
と
思
う
次
第

で
あ
る
。
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『
新
撰
萬
葉
集
』
の
序
は
、
大
き
く
前
半
と
後
半
に
分
け
ら
れ

る
。
吉
川
栄
治
氏
（
一
九
八
三
年
）
の
説
に
よ
る
と
、
③
段
ま
で

が
「
古
」
の
歌
に
つ
い
て
述
べ
る
の
に
対
し
て
、
④
段
か
ら
以
下

は
、
「
今
」
の
歌
に
つ
い
て
の
記
述
で
あ
る
と
い
う
。
首
肯
す
べ

き
説
と
思
わ
れ
る
。
②
段
で
は
、
古
歌
の
状
況
を
記
す
が
、
「
草

稿
（
十
五
）

」
す
な
わ
ち
下
書
と
は
、
①
で
い
う
『
萬
葉
集
』
に
入
ら

な
い
歌
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
③
段
で
は
、
古
歌
を
集
め
た
歌

集
を
編
纂
し
た
こ
と
を
記
す
。
吉
川
氏
（
一
九
八
三
年
）
お
よ
び

新
撰
万
葉
集
注
釈
で
は
、
こ
の
序
の
作
者
が
、
天
皇
の
命
令
に
よ

っ
て
、
現
在
散
逸
し
た
数
十
巻
の
無
名
の
歌
集
を
編
集
し
た
あ
と
、

そ
の
歌
集
を
精
選
し
た
歌
集
を
も
編
纂
し
た
と
す
る
。

④
の
宇
多
朝
の
「
歌
合
」
と
は
、
具
体
的
に
は
、
「
寛
平
御
時

后
宮
歌
合
」
を
指
す
。
『
新
撰
萬
葉
集
』
で
は
、
続
く
⑤
段
で
述

べ
る
よ
う
に
、
同
歌
合
の
左
の
歌
を
上
巻
に
、
右
の
歌
を
下
巻
に

収
録
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
初
成

九
重
之
宴

」
と
い
う
記
述
に

二

一

よ
っ
て
、
寛
平
御
時
后
宮
歌
合
は
、
宮
中
で
行
わ
れ
た
最
初
の
歌

合
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
（
十
六
）

。
⑤
段
は
、
古
今
の
歌
を

対
比
し
て
、
六
朝
の
詩
論
に
拠
る
、
所
謂
、
花
実
論
が
展
開
さ
れ

る
。
の
ち
に
『
古
今
集
』
「
真
名
序
」
に
は
「
浮
詞
雲
興
、
艶
流

泉
涌
、
其
実
皆
落
、
其
花
孤
栄
（
十
七
）

」
と
言
い
、
「
仮
名
序
」
に

は
「
人
の
心
、
花
に
成
り
け
る
よ
り
、
不
実
な
る
歌
、
は
か
な
き
言

あ

だ

こ
と

の
み
出
来
れ
ば
」
と
言
っ
て
い
る
。
『
古
今
集
』
で
は
、
花
実
兼

い
で

く

備
を
理
想
と
し
、
現
代
の
世
の
中
は
、
表
現
技
巧
は
巧
み
だ
が
実

意
の
な
い
空
虚
な
和
歌
ば
か
り
が
詠
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
論

じ
る
。
吉
川
氏
（
二
〇
〇
四
年
）
は
、
⑤
で
は
、
花
実
論
を
軸
と

し
た
古
今
の
歌
の
比
較
に
よ
っ
て
、
今
の
歌
の
価
値
が
確
認
さ
れ
、

そ
の
結
果
、
今
の
歌
の
撰
集
が
行
わ
れ
る
と
い
う
、
「
歌
集
形
成

の
理
論
化
」
が
試
み
ら
れ
る
と
す
る
。
漢
詩
と
和
歌
と
の
関
わ
り

が
、
理
論
の
面
で
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
点
が
注
意
さ
れ
る
。

⑥
の
み
、
改
め
て
、
訓
み
下
し
文
と
原
文
と
を
引
用
す
る
。

先
生
啻
に
倭
歌
の
佳
麗
を
賞
す
る
の
み
に
あ
ら
ず
、
兼
ね
て

た
だ

わ

か

亦
一
絶
の
詩
を
綴
り
て
、
数
首
の
左
に

挿

さ
む
。
庶

幾

く

ま
た

さ
し
は

こ
ひ

ね
が
は

は
家
家
の
好
事
を
し
て
常
に

梁

塵
の
動
く
有
り
、

処

処

の

い

へ

い

へ

り
や
う

ぢ
ん

と
こ
ろ
ど
こ
ろ

遊
客
を
し
て
鎮
に
行
雲
の
遏
む
る
を
作
さ
し
め
よ
。
時
に
寛

つ
ね

と
ど

な

平
五
載
秋
九
月
廿
五
日
、
偸
か
に
前
世
の
美
を
尽
し
て
、
後

ひ
そ

世
の

頤

を
解
か
し
む
と
云
ふ
こ
と
爾
り
。

お
と
が
ひ

し
か

先
生
非
啻
賞
倭
歌
之
佳
麗
、
兼
亦
綴
一
絶
之
詩
、
挿
数
首

之
左
。
庶
幾
使
家
家
好
事
常
有
梁
塵
之
動
処
処
遊
客
鎮
作

行
雲
之
遏
。
于
時
寛
平
五
載
秋
九
月
廿
五
日
、
偸
尽
前
世

之
美
而
解
後
世
之
頤
云
爾
。

「
先
生
」
は
、
新
撰
万
葉
集
注
釈
の
言
う
よ
う
に
、
こ
こ
で
は

学
芸
に
長
じ
た
人
の
意
と
考
え
ら
れ
る
。
「
先
生
」
が
誰
を
指
す

か
は
、
序
の
作
者
と
の
関
わ
り
か
ら
、
様
々
な
説
が
示
さ
れ
て
い

る
。
川
口
久
雄
氏
（
一
九
五
九
年
）
は
、
「
先
生
」
は
道
真
を
指

し
、
序
は
道
真
の
門
弟
の
作
と
し
て
い
る
（
十
八
）

。
吉
川
氏
（
二
〇

〇
四
年
）
は
、
「
先
生
」
は
道
真
で
、
「
賞
倭
歌
之
佳
麗
」
は
、
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歌
合
へ
の
列
席
、
花
実
論
的
批
評
、
撰
集
へ
の
参
与
と
い
っ
た
一

連
の
行
為
を
指
し
、
序
文
の
筆
者
は
そ
こ
に
つ
ら
な
っ
た
「
後
進

の
詞
人
」
の
一
人
で
あ
っ
た
と
推
定
す
る
。
新
撰
万
葉
集
注
釈
は
、

序
の
作
者
が
撰
者
で
あ
る
と
考
え
、
作
者
を
道
真
と
し
、「
先
生
」

の
一
案
と
し
て
大
江
千
里
を
比
定
す
る
。
た
だ
し
、
『
古
今
集
』

真
名
序
は
、
撰
者
で
は
な
い
紀
淑
望
が
書
い
て
お
り
、
序
の
作
者

と
撰
者
と
は
異
な
る
場
合
も
あ
る
。
「
先
生
」
は
道
真
で
、
序
の

作
者
は
道
真
と
親
し
い
年
下
の
人
物
と
す
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ

う
。ま

た
、
「
数
首
の
左
に
挿
さ
む
」
に
よ
っ
て
当
初
の
『
新
撰
萬

葉
集
』
で
は
、
漢
詩
が
付
さ
れ
た
和
歌
は
数
首
だ
っ
た
こ
と
が
分

か
る
。
下
巻
の
漢
詩
を
欠
く
所
謂
、
原
撰
本
系
統
を
除
き
、
現
存

の
諸
本
は
、
上
下
巻
と
も
殆
ど
の
歌
に
漢
詩
が
付
さ
れ
て
い
る
の

で
、
多
く
の
詩
が
寛
平
五
年
以
降
の
増
補
と
見
ら
れ
る
。

以
上
、
『
新
撰
萬
葉
集
』
の
序
に
よ
っ
て
詳
ら
か
に
さ
れ
た
、

宇
多
朝
の
和
歌
を
め
ぐ
る
状
況
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な

る
。

（
イ
）
天
皇
の
命
令
に
よ
っ
て
、
萬
葉
集
に
入
ら
な
い
、
書
き
記

さ
れ
た
歌
、
口
承
さ
れ
て
い
た
歌
が
集
め
ら
れ
数
十
巻
の
歌
集
に

ま
と
め
ら
れ
た
。
そ
の
歌
集
の
中
か
ら
秀
歌
を
抄
出
し
た
歌
集
が

作
ら
れ
た
。

（
ロ
）
天
皇
は
、
宮
中
で
最
初
の
歌
合
を
催
し
た
。

（
ハ
）
歌
合
で
詠
ま
れ
た
新
し
い
歌
は
、
価
値
が
あ
っ
た
の
で
、

『
新
撰
萬
葉
集
』
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
。

（
ニ
）
『
新
撰
萬
葉
集
』
で
は
、
学
芸
に
長
じ
た
人
が
、
数
首
の

和
歌
の
左
に
絶
句
を
挿
し
挟
ん
だ
。

二
―
（
２
）
『
新
撰
万
葉
集
』
の
和
歌
と
漢
詩
と
の
関
係

『
新
撰
萬
葉
集
』
の
和
歌
と
漢
詩
と
の
関
係
を
、
上
巻
春
歌
廿

一
首
よ
り
一
例
を
挙
げ
て
検
討
す
る
。

散
砥
見
手

可
有
物
緒

梅
之
花

別
様
匂
之

袖
丹
駐
礼
留

3
（
散
る
と
見
て
あ
る
べ
き
も
の
を
梅
の
花
う
た
て
に
ほ
ひ
の
袖

ち

み

む
め

は
な

そ
で

に
と
ま
れ
る
）

春
風
触
処
物
皆
楽

春
風
触
る
る
処

物
皆
楽
し
む

ふ

4
上
苑
梅
花
開
也
落

上

苑
の
梅
花

開
き
ま
た
落
つ

じ
や
う
え
ん

ひ
ら

淑
女
偸
攀
堪
作
簪

淑

女
偸
か
に
攀
ぢ
て

簪

と
作
す
に

し
ゆ
く
じ
よ

ひ
そ

よ

か
ん
ざ
し

な

堪
へ
た
り

た

残
香
匂
袖
払
難
却

残
香
袖
に
匂
ひ
て

払
へ
ど
も
却
き
難

ざ
ん

か
う

に
ほ

の
ぞ

が
た

し

和
歌
は
、
寛
平
御
時
后
宮
歌
合
（
三
番
左
）
に
素
性
作
と
し
て
あ

る
。
十
巻
本
歌
合
で
は
、
「
袖
」
を
「
そ
ら
」
と
す
る
、
ま
た
『
古

今
集
』
（
巻
一
春
歌
上

・
素
性
法
師
）
に
も
、
詞
書
「
寛
平
御

47

時
后
宮
歌
合
の
歌
」
と
し
て
見
え
る
。
歌
意
は
、
散
っ
て
い
る
と
、

た
だ
見
て
い
て
い
れ
ば
よ
い
の
に
（
折
っ
て
し
ま
っ
た
ば
か
り

に
）
、
梅
の
花
は
、
困
っ
た
こ
と
に
匂
い
が
袖
に
残
っ
て
消
え
な

い
こ
と
だ
、
と
い
う
。
漢
詩
は
、
梅
の
咲
く
場
所
が
「
上
苑
」
と
、
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天
子
の
庭
園
と
さ
れ
、
女
性
が
梅
の
枝
を
簪
に
し
よ
う
と
こ
っ
そ

り
と
折
り
取
っ
た
と
こ
ろ
、
梅
の
余
香
が
袖
に
残
っ
て
ぬ
ぐ
っ
て

も
除
く
の
は
難
し
い
、
と
詠
う
。
詩
の
第
三
句
に
「
偸
か
に
攀
ぢ

て
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
和
歌
は
「
上
句
に
「
折
っ
て
み
た
り
し

な
い
で
」
の
気
持
も
含
ま
れ
よ
う
」
と
あ
る
解
釈
（
十
九
）

に
従
う
。

な
ぜ
「
う
た
て
」
と
詠
わ
れ
る
の
か
。
新
撰
万
葉
集
注
釈
で
は
、

漢
詩
と
整
合
す
る
形
で
理
解
し
得
る
解
釈
が
試
み
ら
れ
る
。
す
な

わ
ち
、
梅
の
香
り
が
男
性
の
薫
香
に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
て
い
て
、
あ

ら
ぬ
疑
い
を
女
性
に
も
た
ら
す
が
た
め
に
、
困
っ
た
と
詠
う
と
し

て
い
る
。
宇
多
天
皇
の
周
辺
で
は
女
性
の
艶
冶
な
姿
を
描
く
文
学

が
好
ま
れ
た
。
寛
平
五
年
正
月
に
は
、
天
皇
の
密
宴
で
「
早
春
、

観

賜

宴
宮
人

、
同
賦

催

粧
、
応

製
」
（
『
菅
家
文
草
』
巻

レ

二

一

二

一
レ

レ

五
）
が
作
ら
れ
、
妓
女
の
姿
が
描
か
れ
る
。
和
歌
で
詠
ま
れ
た
、

女
性
の
袖
に
残
る
梅
の
香
り
を
、
男
性
の
薫
香
に
な
ぞ
ら
え
る
と

い
う
こ
と
は
、
同
時
期
の
好
尚
に
も
合
っ
て
い
る
。

右
の
和
歌
と
漢
詩
と
の
関
係
は
、
漢
詩
は
和
歌
の
詠
ま
れ
た
状

況
を
具
体
的
に
描
写
し
、
和
歌
は
漢
詩
の
描
く
状
況
に
お
け
る
人

物
の
心
情
を
表
現
す
る
と
い
う
関
係
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
和

歌
に
、
同
じ
景
物
や
趣
向
を
詠
ん
だ
漢
詩
を
添
え
、
意
味
内
容
を

よ
り
詳
し
く
詠
い
、
和
歌
と
豊
か
な
漢
文
学
の
世
界
と
を
組
み
合

わ
せ
て
示
す
と
い
う
こ
と
が
、
『
新
撰
萬
葉
集
』
で
新
た
に
試
み

ら
れ
た
和
歌
と
漢
詩
と
の
関
わ
り
だ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

二
―
（
３
）
『
千
里
集
』
成
立
の
事
情

続
い
て
、
大
江
千
里
の
家
集
『
千
里
集
』
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

『
千
里
集
』
は
『
新
撰
萬
葉
集
』
が
撰
進
さ
れ
た
七
ヶ
月
の
ち
、

寛
平
六
年
（
八
九
四
）
四
月
二
十
五
日
に
、
宇
多
天
皇
に
献
じ
ら

れ
た
。
家
集
の
冒
頭
に
は
、
序
文
と
呼
ば
れ
る
文
章
が
あ
り
、
金

子
彦
二
郎
氏
は
、「
序
記
奏
状
」
ま
た
「
巻
頭
の
奏
状
」
と
呼
ぶ
（
二
十
）

。

文
章
の
形
式
は
「
表
」
や
「
奏
状
」
と
い
っ
た
天
皇
に
上
申
す
る

文
書
に
近
い
。
献
上
さ
れ
た
際
は
、
書
物
と
は
別
に
存
在
し
た
と

思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
文
章
は
和
歌
序
で
は
な
い
。

右
に
よ
る
と
、
千
里
は
、
二
月
に
「
古
今
和
謌
多
少
献
上
（
二
十
一
）

」

＊

と
、
古
今
の
和
歌
を
多
少
な
り
と
も
献
上
せ
よ
、
と
い
う
命
令
を

受
け
た
。
し
か
し
、
「
臣
儒
門
余
孼
、
側
聴

言
詩

、
未

習

艶

二

一

レ

二

辞

、
不

知

所

為
」
と
、
自
分
が
儒
家
の
家
に
生
ま
れ
た
た
め
、

一

レ

レ

レ

作
詩
に
つ
い
て
は
聞
く
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
未
だ
麗
し
い
和
歌
の

言
葉
に
は
習
熟
し
て
お
ら
ず
、
何
を
し
て
よ
い
か
分
か
ら
な
か
っ

た
、
と
い
う
。
そ
の
た
め
、
「
今
臣
僅
捜

古
句

、
構
成

新
謌

。

＊

＊

二

一

二

一

別
亦
加

自
詠
十
首

、
惣
百
廿
首
」
と
、
私
は
わ
ず
か
に
古
い
詩

＊

＊

＊

＊

二

一

句
を
捜
し
て
、
組
み
合
わ
せ
て
「
新
謌
」
を
詠
ん
だ
、
別
に
自
詠

の
歌
十
首
を
加
え
て
全
部
で
百
二
十
首
に
し
た
、
と
記
し
て
い
る
。

『
千
里
集
』
の
現
存
諸
本
で
は
、
百
二
十
五
首
の
和
歌
が
収
め

ら
れ
る
。
そ
の
う
ち
、
百
十
五
首
が
詩
句
と
組
み
合
わ
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
『
千
里
集
』
は
、
近
世
の
『
群
書
類
従
』
へ
の

所
収
時
に
付
さ
れ
た
『
句
題
和
歌
』
の
別
名
で
呼
ば
れ
る
こ
と
も
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多
い
。
『
千
里
集
』
末
尾
の
「
詠
懐
」
以
下
の
十
首
に
は
詩
句
は

付
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
部
分
が
、
「
自
詠
十
首
」
に
当
た
る
と

考
え
ら
れ
る
。
詩
句
の
出
典
は
、
白
居
易
が
七
十
五
句
、
元
稹
が

十
句
、
上
官
儀
と
章
孝
標
が
そ
れ
ぞ
れ
二
句
、
『
初
学
記
』
か
ら

二
句
、
朱
慶
余
が
一
句
、
未
だ
不
明
な
も
の
十
八
句
と
な
っ
て
い

る
（
二
十
二
）

。

宇
多
天
皇
の
千
里
へ
の
命
令
は
、
『
新
撰
萬
葉
集
』
の
序
に
、

古
歌
を
集
め
、
今
の
歌
の
撰
集
が
行
わ
れ
た
と
記
す
こ
と
に
近
似

す
る
。
し
か
し
、
千
里
は
、
『
新
撰
萬
葉
集
』
と
は
異
な
り
、
勅

意
を
違
え
て
、
「
古
今
の
和
謌
」
で
は
な
く
「
新
謌
」
を
奉
っ
て

い
る
。
吉
川
栄
治
氏
は
、
千
里
が
儒
者
と
し
て
自
ら
の
力
量
を
示

す
べ
く
、
「
僅
か
に
古
句
を
捜
し
て
構
へ
て
新
謌
を
成
す
」
と
い

わ
づ

さ
が

う
方
法
を
採
っ
た
と
指
摘
す
る
。
氏
は
、
ま
た
、
「
構
成
」
が
新

撰
萬
葉
集
序
の
「
兼
ね
て
亦
一
絶
の
詩
を
綴
り
て
、
数
首
の
左
に

ま
た

挿

さ
む
」
の
「
挿
」
と
変
わ
り
は
な
く
、
『
千
里
集
』
に
お
い
て

さ
し
は

「
摘
句
と
そ
れ
に
番
わ
れ
た
歌
と
が
同
等
の
比
重
を
持
つ
事
も
新

撰
万
葉
集
に
お
け
る
詩
と
歌
と
の
関
係
と
同
様
だ
ろ
う
」
と
指
摘

す
る
（
二
十
三
）

。
「
構
成
」
は
「
僅
捜
」
と
対
に
な
っ
て
お
り
、
「
構
」

は
、
組
み
合
わ
せ
る
と
い
う
意
と
考
え
ら
れ
、
氏
の
見
解
は
首
肯

す
べ
き
と
思
わ
れ
る
。

二
―
（
４
）
『
千
里
集
』
の
和
歌
と
漢
詩
と
の
関
係

『
千
里
集
』
に
つ
い
て
も
、
漢
詩
と
和
歌
と
の
関
係
を
、
具
体

例
を
挙
げ
て
検
討
す
る
（
二
十
四
）

。

可
憐

虚
度
好
春
朝

＊

（
憐
れ
む
べ
し
虚
し
く
度
る

好

き
春
朝
を
）

あ
は

む
な

わ
た

こ
と
む
な

し
ゆ
ん
て
う

あ
は
れ
と
は
我
が
身
の
み
こ
そ
思
ひ
け
れ
は
か
な
く
春
を
過

わ

み

お
も

は
る

す

19

ぐ
し
来
ぬ
れ
ば

き

右
は
、
春
部
に
収
め
ら
れ
る
。
漢
詩
句
は
、
あ
あ
惜
し
ま
れ
る
こ

と
よ
、
む
ざ
む
ざ
と
や
り
過
ご
す
春
の
朝
の
風
流
で
あ
る
こ
と
は
、

と
い
う
。
詩
句
の
出
典
は
、
元
稹
の
七
言
絶
句
「
酬

楽
天
三
月

二

三
日
見

寄
」
（
『
元
氏
長
慶
集
』
巻
二
十
一
）
の
結
句
で
あ
る
。

一
レ

こ
の
詩
は
、
元
稹
が
、
元
和
十
三
年
（
八
一
八
）
、
左
遷
中
に
、

白
居
易
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
詩
（
『
白
氏
文
集
』1081

）
に
次
韻
唱

和
し
た
作
品
で
あ
る
。
元
稹
は
、
病
を
養
い
な
が
ら
一
人
む
な
し

く
過
ご
す
こ
の
年
の
三
月
三
日
の
感
懐
を
詠
う
。
「
虚
度
」
は
、

む
ざ
む
ざ
と
や
り
過
ご
す
こ
と
を
い
う
。
『
千
里
集
』
諸
本
に
は

句
題
を
「
虚
處
」
に
作
る
が
、
字
体
の
類
似
に
よ
る
誤
写
と
み
ら

れ
、
『
元
氏
長
慶
集
』
に
よ
り
「
虚
度
」
に
改
め
る
。

右
の
漢
詩
句
に
対
し
て
、
和
歌
は
、
あ
あ
悲
し
い
と
、
た
だ
私

自
身
の
身
の
上
ば
か
り
を
思
う
こ
と
だ
、
む
な
し
く
春
を
過
ご
し

て
来
た
の
で
、
と
詠
う
。
「
我
が
身
」
は
、
自
分
自
身
の
身
の
上
。

「
の
み
こ
そ
」
は
、
そ
れ
と
限
定
し
て
強
調
す
る
。
こ
の
表
現
に

つ
い
て
は
、
詩
句
に
相
当
す
る
語
が
な
い
。
金
子
氏
は
、
「
修
飾

語
の
添
加
又
は
改
竄
を
試
み
た
も
の
」
の
例
と
し
て
こ
の
表
現
を

引
く
（
二
十
五
）

。
た
だ
し
、
自
己
を
客
観
視
し
孤
独
を
意
識
し
て
詠
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む
の
は
、
出
典
詩
の
第
三
句
「
独
り
破
れ
し

簾

に
倚
り

閑
か

す
だ
れ

よ

し
づ

に
悵
望
す
（
独
倚
破
簾
閑
悵
望
）
」
を
も
背
景
に
し
て
い
る
か
ら

で
あ
ろ
う
。
こ
の
歌
の
よ
う
に
、
千
里
が
自
己
を
「
我
が
身
」
と

省
み
て
詠
嘆
す
る
和
歌
と
し
て
は
、
「
月
見
れ
ば
ち
ぢ
に
も
の
こ

そ
か
な
し
け
れ
我
が
身
ひ
と
つ
の
秋
に
は
あ
ら
ね
ど
」
（
古
今
集

・
巻
四
秋
上

・
是
貞
親
王
の
家
の
歌
合
に
よ
め
る
・
大
江
千

193

里
）
が
知
ら
れ
る
。
「
は
か
な
く
」
は
、
内
容
が
充
実
し
て
い
な

い
さ
ま
に
対
す
る
不
安
感
を
表
す
。
詩
句
「
虚
」
に
当
た
る
。
漢

詩
で
は
、
三
月
三
日
、
一
日
の
み
の
は
か
な
さ
を
詠
む
の
に
対
し

て
、
和
歌
で
は
春
全
体
に
つ
い
て
詠
う
。
元
稹
の
詩
は
、
左
遷
中

で
三
月
三
日
の
宴
に
出
ら
れ
な
い
こ
と
を
残
念
に
思
い
「
虚
」
と

詠
う
の
に
対
し
て
、
千
里
の
歌
は
、
春
の
除
目
で
良
い
結
果
が
得

ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
訴
え
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま

た
、
和
歌
に
見
ら
れ
る
上
句
で
心
情
を
詠
み
下
句
で
そ
の
理
由
を

示
す
倒
置
法
は
、
詩
句
に
倣
っ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
歌
の
下
句

は
、
「
詠
懐
」
の
最
後
の
一
首
「
ほ
と
と
ぎ
す
五
月
ま
た
ず
て
鳴

さ

つ

き

き
に
け
り
は
か
な
く
春
を
過
ぐ
し
来
ぬ
れ
ば
」
（

）
と
下
句
が

は
る

す

き

122

同
じ
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
漢
詩
句
の
選
定
に
も
、
千
里
個

人
の
思
惟
が
は
た
ら
い
て
お
り
、
自
己
の
思
い
を
、
こ
の
歌
の
場

合
は
不
遇
感
を
託
す
こ
と
の
で
き
る
詩
句
を
選
び
、
和
歌
に
翻
案

し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

右
の
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
『
千
里
集
』
に
お
け
る
漢
詩
と

和
歌
と
の
組
み
合
わ
せ
に
は
、
金
子
彦
二
郎
氏
（
二
十
六
）

以
来
変
わ

ら
ず
指
摘
さ
れ
て
き
た
と
お
り
、
ま
ず
詩
句
の
意
味
内
容
を
、
ほ

ぼ
変
え
る
こ
と
な
く
、
和
歌
に
詠
む
と
い
う
特
色
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
。
こ
れ
は
、
一
見
、
『
新
撰
萬
葉
集
』
に
お
け
る
漢
詩
が
和

歌
の
意
味
内
容
を
よ
り
詳
し
く
詠
う
と
い
う
関
係
と
は
異
な
る
。

し
か
し
、
『
新
撰
萬
葉
集
』
の
絶
句
と
、
『
千
里
集
』
の
詩
句
一

句
と
で
は
詠
む
こ
と
の
で
き
る
表
現
量
に
差
が
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え

に
、
生
じ
た
違
い
に
過
ぎ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
千
里
は
、
数
ヶ

月
前
に
献
上
さ
れ
た
『
新
撰
萬
葉
集
』
の
、
和
歌
を
漢
詩
に
詠
み

換
え
る
と
い
う
方
法
を
知
っ
て
、
『
千
里
集
』
の
方
法
を
思
い
付

い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
自
ら
の
思
い
を
託
す

こ
と
の
で
き
る
詩
句
を
選
び
、
和
歌
に
翻
案
し
て
詠
い
、
そ
れ
ら

の
詩
句
と
和
歌
と
を
組
み
合
わ
せ
る
と
い
う
方
法
で
あ
る
。
小
山

順
子
氏
は
、
千
里
の
意
図
は
「
和
漢
の
結
び
付
き
を
可
視
化
す
る

こ
と
」
に
よ
り
「
漢
詩
と
和
歌
の
対
応
関
係
や
翻
訳
の
技
巧
を
明

示
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
」
と
す
る
（
二
十
七
）

。
氏
の
言
う
と
お
り
、

儒
者
で
あ
り
歌
人
で
も
あ
る
と
い
う
力
量
を
示
す
と
い
う
こ
と

が
、
千
里
の
一
つ
の
意
図
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
意
図
の

背
景
に
は
、
千
里
の
自
ら
の
不
遇
を
天
皇
に
伝
え
た
い
と
い
う
強

い
思
い
が
あ
り
、
『
千
里
集
』
に
は
そ
の
思
い
が
、
詩
句
の
選
択

や
、
和
歌
に
詠
み
換
え
て
ゆ
く
際
の
詩
句
の
解
釈
に
よ
っ
て
表
現

さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
先
に
宇
多
天
皇
が
、
近
臣
の
登
用
に

才
学
を
重
視
し
た
と
述
べ
た
。
そ
の
よ
う
な
時
代
で
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
、
生
ま
れ
た
の
が
『
千
里
集
』
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
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二
―
（
５
）
『
宮
滝
御
幸
記
』

宇
多
天
皇
は
、
寛
平
九
年
（
八
九
七
）
の
譲
位
後
も
、
『
新
撰

萬
葉
集
』
と
『
千
里
集
』
の
よ
う
に
、
漢
詩
文
と
和
歌
と
を
組
み

合
わ
せ
る
趣
向
に
興
味
を
抱
い
て
い
た
と
お
ぼ
し
い
。
そ
の
こ
と

を
示
す
の
が
、
昌
泰
元
年
（
八
九
八
）
十
月
二
十
日
か
ら
の
「
鷹

狩
逍
遙
」
の
旅
の
記
録
で
あ
る
、
菅
原
道
真
の
『
宮
滝
御
幸
記
』

で
あ
る
。

宮
滝
御
幸
は
、
平
安
京
近
郊
で
の
鷹
狩
に
続
く
、
鷹
狩
を
伴
っ

て
の
遊
覧
の
旅
で
あ
っ
た
。
旅
の
記
録
は
、
十
月
二
十
日
、
二
十

一
日
の
途
中
ま
で
は
、
紀
長
谷
雄
『
昌
泰
元
年
歳
次
戊
午
十
月
廿

日
競
狩
記
』
（
『
紀
家
集
』
巻
十
四
断
簡
）
が
記
し
て
い
る
。
そ

れ
に
続
く
記
録
は
、
右
脚
を
馬
に
踏
ま
れ
て
帰
京
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
長
谷
雄
に
代
わ
っ
て
、
道
真
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
。
残
念
な

こ
と
に
、
『
宮
滝
御
幸
記
』
は
、
今
日
伝
存
せ
ず
、
『
扶
桑
略
記
』

昌
泰
元
年
十
月
二
十
一
日
条
以
降
に
、
計
十
一
日
分
の
節
略
文
（
以

下
「
宮
滝
御
幸
紀
略
」
と
呼
ぶ
）
が
載
せ
ら
れ
、
藤
原
清
輔
『
袋

草
紙
』
と
藤
原
為
家
『
後
撰
集
正
義
』
に
、
後
人
が
和
文
に
直
し

た
と
思
わ
れ
る
一
部
が
引
か
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
、
こ
の
御

幸
の
間
に
一
行
が
詠
ん
だ
和
歌
の
一
部
が
諸
歌
集
に
伝
存
す
る
。

な
お
、
「
宮
滝
御
幸
紀
略
」
に
は
、
和
歌
が
含
ま
れ
て
い
な
い
。

「
宮
滝
御
幸
紀
略
」
の
十
月
二
十
三
日
条
に
は
、
上
皇
が
奈
良

に
着
い
て
か
ら
、
歌
人
と
し
て
知
ら
れ
た
素
性
を
招
い
た
こ
と
が

記
さ
れ
る
。
そ
れ
以
降
、
上
皇
が
侍
臣
に
和
歌
を
詠
ま
せ
る
と
い

う
記
事
が
目
立
つ
。
次
の
二
十
五
日
条
に
も
、
「
宮
滝
を
観
る
」

の
題
で
、
和
歌
が
詠
ま
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。

廿
五
日
。
遂
に
宮
滝
に
至
る
。
愛
賞
し
徘
徊
し
て
景
の
傾
く

を
知
ら
ず
。
（
略
）
勅
有
り
て
曰
く
、
「
勝
地
空
し
く
過
ぐ

べ
か
ら
ず
。
「
宮
滝
を
観
る
」
を
以
て
題
と
為
し
、
各
和
歌

を
献
ぜ
よ
」
と
云
々
。
（
略
）
是
の
日
、
山
水
興
多
く
、
人

馬
漸
く
疲
る
。
素
性
法
師
、
菅
原
朝
臣
、
昇
朝
臣
等
、
三
騎

尾
に
御
し
て
行
く
。
素
性
法
師
問
ひ
て
曰
く
、
「
此
の
夕
べ

宿
を
何
処
に
致
す
べ
き
」
。
菅
原
朝
臣
、
声
に
応
じ
て
誦
し

い

づ

こ

て
曰
く
、

不
定
前
途
何
処
宿

前
途
を
定
め
ず

何
処
に
か
宿
ら
む

白
雲
紅
樹
旅
人
家

白
雲
紅
樹
は

旅
人
の
家
な
り

山
中
幽
邃
、
人
の
句
を
連
ぬ
る
無
し
。
菅
原
朝
臣
、
高
声
に

て
呼
び
て
曰
く
、
「
長
谷
雄
何
処
に
か
在
る
、
長
谷
雄
何
処

に
か
在
る
」
と
。
再
三
止
め
ざ
り
し
は
、
蓋
し
其
の
友
を
求

め
た
り
し
な
り
（
二
十
八
）

。

右
の
記
事
に
見
え
る
、
「
宮
滝
を
観
る
」
で
詠
ま
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
四
首
の
和
歌
が
『
後
撰
和
歌
集
』
（1236

・1237

・1356

・

1367

）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
宇
多
上
皇
に
加
え
て
、
同
日
条
の

後
半
に
登
場
す
る
三
人
、
素
性
、
道
真
、
源
昇
の
和
歌
が
選
ば
れ

て
い
る
点
が
興
味
深
い
。

記
事
の
後
半
で
は
、
素
性
の
問
い
に
答
え
て
、
道
真
が
一
聯
の

詩
句
を
口
吟
し
て
い
る
。
大
胆
な
推
測
を
す
る
な
ら
ば
、
素
性
の
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問
い
「
此
夕
可
致
宿
於
何
処
」
は
右
の
よ
う
に
訓
読
し
た
場
合
、

連
歌
の
上
の
句
で
あ
り
、
道
真
の
詩
句
は
そ
れ
に
答
え
た
詩
句
で

あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
次
の
「
人
の
句
を
連
ぬ
る
無
し
」
や
、

詩
友
長
谷
雄
を
呼
び
続
け
た
自
ら
の
姿
の
描
写
は
、
和
歌
よ
り
も

漢
詩
の
詩
興
を
共
有
す
る
友
人
を
求
め
た
と
い
う
言
明
の
よ
う
に

感
じ
ら
れ
る
。

蔵
中
ス
ミ
氏
は
、『
宮
滝
御
幸
記
』
に
お
い
て
は
、
和
歌
は
「
「
万

葉
仮
名
」
を
基
本
と
し
た
表
現
様
式
を
と
っ
て
い
た
」
と
推
測
し

て
い
る
（
二
十
九
）

。
ま
た
、
氏
は
、
鷹
狩
を
名
目
と
し
た
御
幸
で
あ

る
が
、
当
初
か
ら
一
行
の
胸
に
は
「
文
雅
の
遊
び
」
す
な
わ
ち
「
和

歌
と
漢
詩
と
の
両
面
か
ら
す
る
旅
中
吟
」
へ
の
期
待
が
宿
っ
て
い

た
と
す
る
。
現
在
の
「
宮
滝
御
幸
紀
略
」
か
ら
推
測
す
る
と
、
先

に
引
用
し
た
二
十
五
日
条
も
含
め
て
、
当
初
、
和
歌
と
漢
詩
と
が

共
に
記
録
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
要
す
る
に
、
宇
多
朝
に
お
け
る
漢
詩
と
和
歌
と
の
関
係
の

特
徴
は
、
同
じ
景
物
や
趣
向
を
、
和
歌
と
漢
詩
と
の
両
面
か
ら
詠

み
、
そ
れ
ら
を
一
つ
の
作
品
に
並
記
す
る
こ
と
に
よ
り
対
比
さ
せ

て
享
受
す
る
点
に
存
す
る
。
宇
多
天
皇
は
じ
め
、
道
真
、
千
里
な

ど
当
時
の
人
々
が
、
和
歌
と
漢
詩
を
等
価
な
も
の
と
捉
え
よ
う
と

し
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
こ
の
よ
う
な
作
品
が
複
数
編
ま
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

三
、
『
古
今
和
歌
集
』
の
成
立

最
初
の
勅
撰
和
歌
集
『
古
今
和
歌
集
』
の
二
つ
の
序
に
は
、
醍

醐
天
皇
の
治
世
の
九
年
、
延
喜
五
年
（
九
〇
五
）
の
日
付
が
見
え

る
。
漢
文
の
「
真
名
序
」
に
は
、
成
立
時
の
事
情
が
次
の
よ
う
に

記
さ
れ
て
い
る
。

陛
下
の
御

宇
、
今
に
九
載
な
り
。
（
略
）
爰
に
大
内

あ
め
の
し
た
し
ろ
し
め
す
こ
と

記
紀
友
則
、
御
書
所
預
紀
貫
之
、
前
甲
斐
少
目
凡
河
内
躬
恒
、

右
衛
門
府
生
壬
生
忠
岑
等
に

詔

し
て
、

各

家
集
并
び
に

み
こ
と
の
り

お
の
お
の

古
来
の
旧
歌
を
献
ら
し
む
。
続
万
葉
集
と
曰
ふ
。
於
是
に
重

こ

こ

ね
て

詔

有
り
。
奉
る
所
の
歌
を
部
類
し
、
勒
し
て
二
十

み
こ
と
の
り

ろ
く

巻
と
為
す
。
名
づ
け
て
古
今
和
歌
集
と
曰
ふ
。

ま
た
、
紀
貫
之
が
筆
者
と
推
定
さ
れ
る
「
仮
名
序
」
に
も
、
同

一
の
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
。

か
か
る
に
、
今
、

皇

の
、
天
の
下
知
ろ
し
め
す
こ
と
四
つ

い
ま

す
べ
ら
ぎ

あ
め

し
た

し

よ

の
時
、
九
回
り
に
な
む
成
り
ぬ
る
。
（
略
）
延
喜
五
年
四
月

こ
こ
の
か
へ

な

十
八
日
に
大
内
記
紀
友
則
、
御
書

所

預

紀
貫
之
、

前

甲

き
の

と
も

の
り

の
と
こ
ろ
の
あ
づ
か
り

き
の

つ
ら

ゆ
き

さ
き
の

か

斐
少

目

凡

河

内

躬
恒
、
右
衛
門
府
生
壬
生
忠
岑
ら
に
仰
せ

ひ
の

さ
う

く
わ
ん
お
ほ
し

.

か

ふ
ち
の

み

つ
ね

の

み

ぶ
の

た
だ

み
ね

お
ほ

ら
れ
て
、
万
葉
集
に
入
ら
ぬ
古
き
歌
、

自

ら
の
を
も
、

奉

え
ふ

し
ふ

い

ふ
る

う
た

み
づ
か

た
て
ま
つ

ら
し
め
給
ひ
て
な
む
、
そ
れ
が
中
に
、
梅
を
か
ざ
す
よ
り
は

た
ま

む
め

じ
め
て
、
郭

公
を
聞
き
、
紅
葉
を
折
り
、
雪
を
見
る
に
至

ほ
と
と
ぎ
す

き

も

み

ぢ

い
た

る
ま
で
、
又
鶴
亀
に
付
け
て
、
君
を
思
ひ
、
人
を
も
祝
ひ
、

つ
る

か
め

つ

き
み

お
も

秋
萩
夏
草
を
見
て
妻
を
恋
ひ
、
逢
坂
山
に
至
り
て
手
向
け
を

は
ぎ

つ
ま

こ

あ
ふ

さ
か

い
た

た

む

祈
り
、
あ
る
は
、
春
夏
秋
冬
に
も
入
ら
ぬ
種
々
の
歌
を
な
む

い
の

い

く
さ

ぐ
さ

う
た

撰
ば
せ
給
ひ
け
る
。
す
べ
て
千
歌
二
十
巻
、
名
づ
け
て
古
今

え
ら

た
ま

う
た

は

た

ま
き

こ

き
む
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和
歌
集
と
い
ふ
。

わ

か

し
ふ

現
在
一
般
に
は
、
先
ず
「
真
名
序
」
が
書
か
れ
、
そ
れ
を
ふ
ま
え

て
「
仮
名
序
」
が
書
か
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
（
三
十
）

。
た
だ
し
、
「
真

名
序
」
の
作
者
、
紀
淑
望
は
儒
官
で
あ
り
、
和
歌
に
対
す
る
知
識

が
乏
し
く
、
序
の
末
尾
に
「
臣
貫
之
等
謹
序
」
と
あ
る
、
紀
貫
之

に
よ
っ
て
草
案
が
書
か
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
（
三
十
一
）

。
「
仮
名
序
」

は
、
成
立
時
は
未
詳
で
あ
る
も
の
の
、
和
文
で
書
か
れ
た
極
初
期

の
和
歌
序
で
あ
る
。

『
古
今
集
』
に
お
い
て
、
撰
者
た
ち
は
、
「
文
字
革
命
を
断
行
」

し
た
（
三
十
二
）

。
す
な
わ
ち
、
真
名
序
を
除
く
、
同
書
の
全
て
の
部

分
に
お
い
て
、
平
仮
名
を
主
体
と
し
た
表
記
を
採
用
し
た
の
で
あ

る
。
十
二
年
前
の
『
新
撰
萬
葉
集
』
の
和
歌
が
、
萬
葉
仮
名
で
表

記
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
比
べ
る
と
、
表
記
に
関
す
る
意
識
は
全
く

異
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

平
仮
名
で
表
記
さ
れ
た
と
は
い
え
、
『
古
今
集
』
に
お
い
て
和

歌
と
漢
詩
と
の
関
係
が
途
絶
え
た
わ
け
で
は
な
い
。
『
萬
葉
集
』

と
は
異
な
る
、
『
古
今
集
』
の
和
歌
の
多
彩
な
表
現
が
、
漢
詩
文

の
表
現
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
し
た
こ
と
は
、
多
く
の
研
究

に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
（
三
十
三
）

。『
古
今
集
』
の
和
歌
は
、

一
首
ご
と
に
、
漢
詩
文
か
ら
の
発
想
、
表
現
の
摂
取
が
指
摘
さ
れ

る
（
三
十
四
）

。

そ
う
は
言
っ
て
も
や
は
り
、
醍
醐
朝
に
お
い
て
、
漢
詩
と
和
歌

の
関
係
の
捉
え
方
は
変
化
し
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
『
古

今
集
』
は
、
和
歌
と
漢
詩
と
を
並
記
は
せ
ず
、
例
え
ば
『
千
里
集
』

の
詩
句
を
翻
案
し
た
和
歌
は
「
題
し
ら
ず
」
「
よ
み
人
知
ら
ず
」

と
し
て
和
歌
の
み
収
め
ら
れ
る
（
巻
四
秋
上

）
。
平
仮
名
表
記

185

が
勅
撰
集
と
い
う
公
式
の
書
に
採
用
さ
れ
た
こ
と
は
、
当
時
の
人

々
に
、
和
歌
が
漢
詩
と
は
区
別
さ
れ
る
べ
き
日
本
語
の
文
学
作
品

で
あ
る
と
い
う
自
覚
を
も
た
ら
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

四
、
お
わ
り
に

延
喜
七
年
（
九
〇
七
）
の
宇
多
法
皇
の
「
大
堰
川
行
幸
」
に
際

し
て
は
、
同
じ
漢
字
三
字
の
句
題
の
も
と
に
漢
詩
と
和
歌
と
が
詠

作
さ
れ
、
和
歌
に
は
紀
貫
之
が
書
い
た
和
文
の
和
歌
序
が
冠
さ
れ

て
い
る
（
三
十
五
）

。

〔
第
一
段
〕
あ
は
れ
わ
が
君
の
御
代
、
な
が
月
の
こ
ゝ
ぬ
か
と

昨
日
い
ひ
て
、
の
こ
れ
る
菊
見
た
ま
は
ん
、
ま
た
く
れ
ぬ
べ

き
あ
き
を
惜
し
み
た
ま
は
ん
と
て
、
月
の
か
つ
ら
の
こ
な
た
、

お

春
の
梅
津
よ
り
御
舟
よ
そ
ひ
て
、
わ
た
し
も
り
を
め
し
て
、

夕
月
夜
小
倉
の
山
の
ほ
と
り
、
ゆ
く
水
の
大
井
の
河
邊
に
御

ゆ
き
し
給
へ
ば
、
久
か
た
の
空
に
は
、
た
な
び
け
る
雲
も
な

く
、
み
ゆ
き
を
さ
ぶ
ら
ひ
、
な
が
る
ゝ
水
ぞ
、
そ
こ
に
に
ご

れ
る
塵
な
く
て
、
お
ほ
む
心
に
ぞ
か
な
へ
る
。

〔
第
二
段
〕
い
ま
御
こ
と
の
り
し
て
お
ほ
せ
た
ま
ふ
こ
と
は
、

み

秋
の
水
に
う
か
び
て
は
、
な
が
る
ゝ
木
葉
と
あ
や
ま
た
れ
、

の

秋
の
山
を
み
れ
ば
、
織
る
ひ
と
な
き
錦
と
お
も
ほ
え
、
も
み

を
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ぢ
の
葉
の
あ
ら
し
に
ち
り
て
、
く
も
ら
ぬ
雨
と
き
こ
え
、
菊

の
花
の
岸
に
の
こ
れ
る
を
、
空
な
る
星
と
お
ど
ろ
き
、
霜
の

鶴
河
邊
に
た
ち
て
雲
の
居
る
か
と
う
た
が
は
れ
、
夕
の
猿
山

お

の
か
ひ
に
な
き
て
、
人
の
な
み
だ
を
お
と
し
、
た
び
の
雁
雲

ぢ
に
ま
ど
ひ
て
玉
礼
と
見
え
、
あ
そ
ぶ
か
も
め
水
に
す
み
て

た
ま
づ
さ

人
に
な
れ
た
り
。
入
江
の
松
い
く
世
へ
ぬ
ら
ん
、
と
い
ふ
事

を
ぞ
よ
ま
せ
た
ま
ふ
。

〔
第
三
段
〕
我
ら
み
じ
か
き
心
の
、
こ
の
も
か
の
も
に
ま
ど
ひ
、

つ
た
な
き
こ
と
の
葉
、
吹
風
の
空
に
み
だ
れ
つ
ゝ
、
草
の
は

ふ
く

の
露
と
と
も
に
う
れ
し
き
涙
お
ち
、
岩
波
と
と
も
に
よ
ろ
こ

ゝ

ぼ
し
き
心
ぞ
た
ち
か
へ
る
。
こ
の
こ
と
の
葉
、
世
の
す
ゑ
ま

で
の
こ
り
、
今
を
む
か
し
に
く
ら
べ
て
、
後
の
今
日
を
き
か

け

ふ

ん
人
、
あ
ま
の
栲
縄
く
り
返
し
、
し
の
ぶ
の
草
の
し
の
ば
ざ

た
く
な
わ

ら
め
や
。

第
二
段
で
は
「
い
ま
御
こ
と
の
り
し
て
お
ほ
せ
た
ま
ふ
こ
と
は
、

…
…
と
い
ふ
事
を
ぞ
よ
ま
せ
た
ま
ふ
」
と
、
「
秋
の
水
に
泛
か
ぶ

（
泛

秋
水

）
」
な
ど
九
つ
の
句
題
が
、
こ
の
折
り
に
詠
ま
れ
た

二

一

和
歌
を
利
用
し
て
、
日
本
語
の
文
章
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
序
の

末
尾
に
は
、
こ
れ
ら
の
和
歌
が
後
世
ま
で
残
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

自
ら
の
時
代
を
昔
に
比
べ
て
、
今
日
の
行
幸
の
こ
と
を
知
る
で
あ

ろ
う
後
世
の
人
は
、
繰
り
返
し
恋
い
慕
う
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
。

当
代
の
文
学
へ
の
自
負
が
感
じ
ら
れ
る
結
び
で
あ
る
。

小
稿
の
検
討
を
ふ
り
か
え
る
と
、
奈
良
朝
の
『
萬
葉
集
』
で
は
、

表
記
に
は
全
て
漢
字
が
用
い
ら
れ
、
詞
書
な
ど
の
散
文
は
漢
文
で

記
す
と
い
う
方
法
を
採
っ
て
い
た
。
嵯
峨
朝
の
漢
詩
文
隆
盛
の
時

代
に
は
、
文
学
作
品
が
公
式
の
書
、
勅
撰
漢
詩
集
と
し
て
編
纂
さ

れ
、
文
学
が
国
家
社
会
を
支
え
る
学
問
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
。

宇
多
朝
で
は
、
文
学
に
関
心
を
寄
せ
た
天
皇
の
も
と
、
和
歌
の
再

評
価
が
進
み
、
漢
詩
と
等
価
な
も
の
と
捉
え
た
作
品
が
生
ま
れ
た
。

続
く
醍
醐
朝
で
は
、
平
仮
名
を
勅
撰
和
歌
集
の
表
記
に
採
用
し
、

和
歌
を
、
漢
詩
と
区
別
し
て
、
漢
詩
と
対
峙
し
う
る
日
本
語
の
文

学
作
品
と
し
て
形
成
し
よ
う
と
し
た
。
右
の
和
歌
序
が
書
か
れ
た

宴
集
で
は
、
同
時
に
漢
詩
が
作
ら
れ
た
。
そ
の
こ
と
を
知
る
と
、

序
の
結
び
は
、
中
国
文
学
か
ら
表
現
や
発
想
を
摂
取
し
つ
つ
も
、

漢
詩
と
は
別
個
の
、
日
本
文
学
で
あ
る
和
歌
の
価
値
を
形
成
し
た

こ
と
を
自
負
し
、
そ
れ
が
後
代
へ
も
継
承
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
た

言
葉
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

〔
注
〕

（
一
）
堀
川
貴
司
氏
「
和
漢
」
（
鈴
木
健
一
・
鈴
木
宏
子
両
氏
編
『
和
歌
史
を
学
ぶ
人

の
た
め
に
』
世
界
思
想
社
、
二
〇
一
一
年
、
「
第
三
部

キ
ー
ワ
ー
ド
に
よ
る

通
覧
」
所
収
）
。

（
二
）
大
谷
雅
夫
氏
『
歌
と
詩
の
あ
い
だ
―
和
漢
比
較
文
学
論
攷
』
（
岩
波
書
店
、
二

〇
〇
八
年
）
「
序
説
―
「
月
」
を
め
ぐ
る
和
漢
比
較
文
学
論
攷
」
。

（
三
）W

iebke
D

EN
ECK

E

氏
「
「
漢
（
文
）
」
で
「
和
」
を
描
き
出
す
―
和
歌
序
の
文

体
」
（
同
氏
・
河
野
貴
美
子
氏
ほ
か
編
『
日
本
「
文
」
学
史

第
一
冊

「
文
」
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の
環
境
―
「
文
学
」
以
前
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
五
年
所
収
）
。

（
四
）
小
島
憲
之
氏
『
上
代
日
本
文
学
と
中
国
文
学

中
―
出
典
論
を
中
心
と
す
る
比

較
文
学
的
考
察
―
』
（
塙
書
房
、
一
九
六
四
年
）
、
第
五
篇
第
十
章
「
天
平
期
に

於
け
る
萬
葉
集
の
詩
文
」
な
ど
参
照
。

（
五
）
『
萬
葉
集
』
の
本
文
は
、
西
本
願
寺
本
萬
葉
集
を
底
本
と
す
る
、
佐
竹
昭
広
氏

ほ
か
校
注
『
萬
葉
集

一
―
四
』
（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
、
岩
波
書
店
、
一

九
九
九
―
二
〇
〇
三
年
）
に
よ
り
、
歌
番
号
は
『
国
歌
大
観
』
に
よ
る
。

（
六
）
辰
巳
正
明
氏
「
落
梅
の
篇
―
楽
府
「
梅
花
落
」
と
大
宰
府
梅
花
の
宴
―
」
（
同

氏
『
万
葉
集
と
中
国
文
学
』
笠
間
書
院
、
一
九
八
七
年
所
収
、
初
出
は
一
九
八

四
年
）
参
照
。

（
七
）
李
宇
玲
氏
「
風
流
と
踏
歌
―
天
平
宮
廷
文
化
の
創
出
背
景
を
め
ぐ
っ
て
―
」
（
同

氏
『
古
代
宮
廷
文
学
論
―
中
日
文
化
交
流
史
の
視
点
か
ら
―
」
勉
誠
出
版
、
二

〇
一
一
年
所
収
、
初
出
は
二
〇
〇
一
年
）
。

（
八
）
森
公
章
氏
『
遣
唐
使
の
光
芒
東
ア
ジ
ア
の
歴
史
の
使
者
』
（
角
川
選
書
、
角
川

学
芸
出
版
、
二
〇
一
〇
年
）
「
表
１-

１
遣
唐
使
の
一
覧
」
に
よ
る
と
大
宝
二
年

（
七
〇
二
）
、
養
老
元
年
（
七
一
七
）
、
天
平
五
年
（
七
三
三
）
に
派
遣
さ
れ
る
。

（
九
）
主
婦
の
友
社
・
お
う
ふ
う
編
『
西
本
願
寺
本
萬
葉
集
（
普
及
版
）
巻
第
十
七
』

（
主
婦
の
友
社
、
一
九
九
六
年
）
。

（
十
）
注
（
五
）
『
萬
葉
集
』
（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
）
参
照
。

（
十
一
）
滝
川
幸
司
氏
「
勅
撰
集
の
編
纂
を
め
ぐ
っ
て
―
嵯
峨
朝
に
於
け
る
「
文
章
経

国
」
の
受
容
再
論
」
（
同
氏
ほ
か
編
『
日
本
古
代
の
「
漢
」
と
「
和
」

嵯
峨

朝
の
文
学
か
ら
考
え
る
』
ア
ジ
ア
遊
学
、
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
五
年
）
参
照
。

（
十
二
）
日
本
語
学
会
編
『
日
本
語
学
大
辞
典
』
（
東
京
堂
出
版
、
二
〇
一
八
年
）
、
「
平

仮
名
」
（
矢
田
勉
氏
）
の
項
参
照
。

（
十
三
）
川
尻
秋
生
氏
「
文
の
場
―
「
場
」
の
変
化
と
漢
詩
文
・
和
歌
・
「
記
」
」
（
注

三
『
日
本
「
文
」
学
史

第
一
冊

「
文
」
の
環
境
―
「
文
学
」
以
前
』
所
収
）
。

（
十
四
）
高
野
平
氏
『
新
撰
万
葉
集
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
』
（
風
間
書
房
、
一
九
七

〇
年
）
。
吉
川
栄
治
氏
「
古
歌
と
『
万
葉
』
―
『
新
撰
万
葉
集
』
序
文
の
検
討

―
」
（
『
和
歌
文
学
研
究
』
四
十
六
号
、
一
九
八
三
年
二
月
）
。
泉
紀
子
氏
「
『
新

撰
萬
葉
集
』
成
立
に
つ
い
て
の
試
論
」
（
『
女
子
大
文
学
・
国
文
篇
』
三
四
号
、

一
九
八
三
年
三
月
）
。
吉
川
栄
治
氏
「
新
撰
万
葉
集
と
古
今
集
」
（
増
田
繁
夫
氏

ほ
か
編
『
古
今
和
歌
集
研
究
集
成
第
一
巻

古
今
和
歌
集
の
生
成
と
本
質
』
（
風

間
書
房
、
二
〇
〇
四
年
）
。
新
撰
万
葉
集
研
究
会
編
『
新
撰
万
葉
集
注
釈

巻

上
（
一
）
』
（
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
五
年
）
。

（
十
五
）
『
新
撰
萬
葉
集
』
の
本
文
は
、
寛
文
七
年
の
版
本
に
よ
り
、
作
品
番
号
は
『
新

編
国
歌
大
観
』
に
よ
る
。

（
十
六
）
奥
村
恒
哉
氏
「
古
今
集
の
成
立
―
寛
平
と
延
喜
」
（
同
氏
『
古
今
集
・
後
撰

集
の
諸
問
題
』
風
間
書
房
、
一
九
七
一
年
所
収
、
初
出
は
一
九
五
四
年
）
。

（
十
七
）
以
下
、
『
古
今
和
歌
集
』
な
ど
の
勅
撰
和
歌
集
の
本
文
、
歌
番
号
は
『
新
編

国
歌
大
観
』
に
よ
る
。

（
十
八
）
川
口
久
雄
氏
『
平
安
朝
日
本
漢
文
学
史
の
研
究

上
巻
』
（
明
治
書
院
、
一

九
五
九
年
）
。
な
お
、
同
書
三
訂
版
（
明
治
書
院
、
一
九
八
二
年
）
に
お
い
て

も
、
当
該
の
記
述
に
変
更
は
見
ら
れ
な
い
。

（
十
九
）
小
島
憲
之
・
新
井
栄
蔵
両
氏
校
注
『
古
今
和
歌
集
』
（
新
日
本
古
典
文
学
大

系
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年
）
。

（
二
十
）
金
子
彦
二
郎
氏
『
平
安
時
代
文
学
と
白
氏
文
集

句
題
和
歌
・
千
載
佳
句
研
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究
篇
』
（
増
補
版
、
培
風
館
、
一
九
五
五
年
、
初
版
は
一
九
四
三
年
）
。

（
二
十
一
）
『
大
江
千
里
集
』
の
本
文
は
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
編
『
擬
定
家
本
私
家

集
』
（
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
、
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
五
年
）
所
収
「
大
江
千

里
集
」
に
よ
る
。
＊
は
、
諸
本
に
よ
り
校
訂
し
た
箇
所
で
あ
る
。
歌
番
号
は
、

同
系
統
の
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
大
江
千
里
集
』
（
五
一
一
・
二
三
）
を
底
本
と

す
る
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
よ
る
。

（
二
十
二
）
注
（
二
十
）
金
子
氏
前
掲
書
。
陳
茵
氏
「
『
大
江
千
里
集
』
の
句
題
原
拠

不
明
歌
に
つ
い
て
」
（
『
愛
知
淑
徳
大
学
国
語
国
文
』
一
八
、
一
九
九
五
年
）
。

蔵
中
さ
や
か
氏
『
題
詠
に
関
す
る
本
文
の
研
究

大
江
千
里
集
・
和
歌
一
字
抄
』

（
お
う
ふ
う
、
二
〇
〇
〇
年
）
。

（
二
十
三
）
吉
川
栄
治
氏
「
大
江
千
里
集
小
考
―
句
題
和
歌
の
成
立
を
め
ぐ
っ
っ
て
―
」

（
『
国
文
学
研
究
』
（
早
稲
田
大
学
）
六
六
集
、
一
九
七
八
年
）
。

（
二
十
四
）
こ
こ
で
と
り
あ
げ
る
和
歌
に
つ
い
て
は
、
句
題
和
歌
研
究
会
（
代
表
、
新

間
一
美
氏
）
に
お
い
て
、
種
々
の
御
示
教
を
い
た
だ
い
た
。

（
二
十
五
）
注
（
二
十
）
金
子
氏
前
掲
書
（
三
三
六
頁
）
。

（
二
十
六
）
注
（
二
十
）
金
子
氏
前
掲
書
、
第
二
、
第
七
章
、
第
二
節
「
句
題
和
歌
に

於
け
る
千
里
の
作
歌
技
巧
」
な
ど
参
照
。

（
二
十
七
）
小
山
順
子
氏
「
漢
詩
文
の
受
容
と
和
歌
独
自
の
創
造
的
機
能
―
『
大
江
千

里
集
』
所
載
句
題
和
歌
の
享
受
か
ら
―
」
（
錦
仁
氏
編
『
中
世
詩
歌
の
本
質
と

連
関
』
竹
林
舎
、
二
〇
一
二
年
所
収
）
。

（
二
十
八
）
「
宮
滝
御
幸
紀
略
」
の
本
文
は
、
『
扶
桑
略
記
』
（
新
訂
増
補
国
史
大
系
、

吉
川
弘
文
館
、
一
九
三
二
年
）
に
よ
る
。

（
二
十
九
）
蔵
中
ス
ミ
氏
「
『
宮
滝
御
幸
記
』
考
」
（
同
氏
『
歌
人
素
性
の
研
究
』
桜
楓

社
、
一
九
八
〇
年
、
初
出
は
一
九
七
九
年
）
。

（
三
十
）
渡
辺
秀
夫
氏
「
仮
名
散
文
の
創
出
―
古
今
集
仮
名
序
を
め
ぐ
っ
て
―
」
（
同

氏
『
和
歌
の
詩
学
―
平
安
朝
文
学
と
漢
文
世
界
―
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
四
年

所
収
、
初
出
は
二
〇
一
一
年
）
な
ど
参
照
。

（
三
十
一
）
村
瀬
敏
夫
氏
『
紀
貫
之
伝
の
研
究
』
（
桜
楓
社
、
一
九
八
一
年
）
参
照
。

（
三
十
二
）
大
野
晋
氏
「
仮
名
の
発
達
と
文
学
史
と
の
交
渉
」
（
同
氏
『
語
学
と
文
学

の
間
』
岩
波
現
代
文
庫
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
六
年
、
初
出
は
一
九
五
二
年
）
。

（
三
十
三
）
早
期
の
研
究
と
し
て
は
、
小
西
甚
一
氏
「
古
今
集
的
表
現
の
成
立
」
（
『
日

本
学
士
院
紀
要
』
七
巻
三
号
、
一
九
四
九
年
十
一
月
）
が
あ
る
。
小
沢
正
夫
氏

『
古
今
集
の
世
界

増
補
版
』
（
塙
書
房
、
一
九
七
六
年
、
初
版
一
九
六
一
年
）
、

小
島
憲
之
氏
『
古
今
集
以
前
』
（
塙
書
房
、
一
九
七
六
年
）
、
渡
辺
秀
夫
氏
『
平

安
朝
文
学
と
漢
文
世
界
』
（
勉
誠
社
、
一
九
九
一
年
）
、
鈴
木
宏
子
氏
『
古
今
和

歌
集
表
現
論
』
（
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
）
な
ど
参
照
。

（
三
十
四
）
注
（
十
九
）
『
古
今
和
歌
集
』
（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
）
、
渡
辺
秀
夫
氏

「
古
今
集
歌
に
み
る
漢
詩
文
的
表
現
―
対
照
・
一
覧
稿
」
（
同
氏
『
平
安
朝
文

学
と
漢
文
世
界
』
）
な
ど
参
照
。

（
三
十
五
）
『
古
今
著
聞
集
』
（
永
積
安
明
・
島
田
勇
雄
両
氏
校
注
『
古
今
著
聞
集
』
（
巻

十
四
・
遊
覧
第
二
十
二

）
日
本
古
典
文
学
大
系
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
六
年
）

479

に
よ
る
。
た
だ
し
、
一
部
表
記
を
改
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
内
閣
文
庫
蔵
『
扶

桑
拾
葉
集
』
（
二
〇
四
・
一
四
三
）
本
（
紅
葉
山
文
庫
旧
蔵
、
刊
本
）
に
よ
り
、

校
訂
し
た
箇
所
は
次
の
と
お
り
。
織
る
ひ
と
―
底
本
「
を
り
ひ
ま
」
。
く
も
ら

を

ぬ
雨
―
底
本
「
も
ら
ぬ
雨
」
。
こ
の
も
か
の
も
に
―
底
本
「
こ
の
も
か
の
も
と
」
。

露
と
と
も
に
う
れ
し
き
涙
―
底
本
「
露
と
も
に
涙
」
。
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芥川龍之介から堀辰雄へ 

―『玉書』の受容から見る東西意識― 

劉娟 

（要約文）1867 年に、ジュディット・ゴーチェは『玉書』という漢詩訳詩集を

もって、西洋人の中の古典中国を描いた。この西洋と東洋をコンプレックスした

作品は、後に、芥川龍之介と堀辰雄の関心を引き起こしたことが考えられる。本

稿はこの師弟二人における『玉書』の受容を明らかにする。その上で、芥川と堀、

二人における「東洋」と「西洋」を見ていく。 

 

はじめに 

  

小説家テオフイール・ゴーチエ(Théophile Gautier,1811―1872) の娘である

ジユデイット・ゴーチエ（Judith Gautier, 1845－1917）は、1867 年に処女作

Le Livre de Jade(『玉書』）を発表した。創作の手を大きく加えたこの漢詩訳詩

集は当時のヨーロッパ文壇に大きな反響を呼び起こした。以降、これを一つの濫

觴として、西洋では漢詩訳詩集が続出することになる。 

 『玉書』の影響が世界で広がるなか、日本では、芥川龍之介が「パステルの龍」

で『玉書』を紹介するとともに、日本語に訳していることがよく知られている。

また、後に芥川の弟子にあたる堀辰雄が未発表の中国古典ノートを残している。

それらのノートからも『玉書』受容の一側面を窺い知ることができる。 

 本稿は、芥川と堀と、それぞれにおける『玉書』の受容を比較することで、堀

の中国古典への関心における師芥川の影響を探りながら、二人における東洋と

西洋の位置づけを分析する。 

 

1、芥川と Le Livre de Jade（『玉書』） 

 

1-1、「パステルの龍」の中の『玉書』 

 

 「パステルの龍」は芥川が「上海滞在中、病間に訳したもの」（1）である。二人

の女性詩人ジュディット・ゴーティエとユニス・ティッチェンズを簡単に紹介し

た後、ジュディットの漢詩訳詩集 Le Livre de Jade(『玉書』)にある二首の詩

「月光」、「陶物の亭」に加えて、ユニス・ティッチェンズの詩集 Profiles from 

China にある三首の詩「夕明かり」、「洒落者」「作詩術」を日本語に訳している。 
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 「パステルの龍」の冒頭には、ジュディットとその訳詩集『玉書』について以

下のような一文がある。 

 

【資料 1】「パステルの龍」（2） 

   名高いゴオテイエの娘さん（筆者注：ジュディット）は、カテユウル・マンデスと

別れた後、Tin-tun-Ling と云ふ支那人に支那語を習つたさうである。が、

李太白や杜少陵の訳詩を見ても、訳詩とはどうも受け取れない。まづ八分ま

では女史自身の創作と心得て然るべきであらう。 

 

このように、「八分までは」「創作」であるとした『玉書』の中の訳詩二首（「月

光」、「陶器の亭」）を、芥川はどのように日本語に訳したのであろうか。それに

ついては拙論（3）で詳しく論じたが、図式化すると以下のようになる。 

 

漢詩→フランス語訳の Le Livre de Jade→Le Livre de Jade の英訳 Chinese 

Lyrics from The Book of Jade→芥川訳 

 

つまり、フランス語が堪能ではない芥川は『玉書』の訳詩を直接読んだわけで

はなく、英語に転訳した Chinese Lyrics from The Book of Jade を通して「月

光」及び「陶器の亭」を「パステルの龍」に訳した。 

 

1－2、芥川のほかの作品に見られる『玉書』に関する記述 

 

『玉書』の漢詩訳詩について、芥川は「骨董羹」のなかで触れている。 

 

【資料 2】「骨董羹」（4） 

Judith Gautier が詩中の支那は、支那にして又支那にあらず。葛飾北齋が

水滸畫傳の插畫も、誰か又是を以て如實に支那を寫したりと云はん。されば

かの明眸の女詩人も、この短髪の老畫伯も、その無聲の詩と有聲の畫とに彷

弗たらしめし所謂支那は、寧ろ彼等が白日夢裡に逍遙遊を恣にしたる別乾坤

なりと稱すべきか。人生幸にこの別乾坤あり。誰か又小泉八雲と共に、天風

海濤の蒼々浪々たるの處、去つて還らざる蓬莱の蜃中樓を歎く事をなさん。

（一月二十二日） 

              

「パステルの龍」は「上海滞在中、病間に訳」されたものとする芥川自身の記

述から、1921 年 4 月頃の執筆と考えられる。さらに、その傾倒ぶりの大きな原

因として、『玉書』は中国の伝統としての漢詩を西洋の色眼鏡を通して書かれた

作品であることがあったと考えられる。 

 上掲の「骨董羹」のほか、芥川は未発表ノート「澄江堂遺珠関連資料」で『玉

書』について触れている。 
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【資料 3】「澄江堂遺珠関連資料」（5）（傍線引用者、以下同） 

ノート 1、頁 30 

(前略)  

170 Chinese Poems 

Arthur Waley 

H. A. Giles.(Chinese poetry in English Verse) 

Judith Gautier   Le Livre de Jade  

 

 ノートが書かれた具体的な年月は不明であるが、漢学素養のすこぶる高い芥川

が敢えて西洋の書物を通して漢詩を読んでいた一側面を窺うことができる。 

なお、ここに芥川はフランス語の書名 Le Livre de Jade を記している。が、

すでに前節で触れたように、フランス語が堪能ではない芥川は『玉書』のフラン

ス語を直接読んだわけではなく、英語訳の Chinese Lyrics from The Book of 

Jade で読んでいた。それは「パステルの龍」における『玉書』の受容の場合だ

けでなく、ここにも同じようなことが言えるだろう。 

以上は芥川における『玉書』の受容についての一考察である。漢学に堪能な芥

川が、敢えて「八分までは」「創作」である洋書を通して「漢詩」を楽しもうと

したのは、漢詩そのものよりも、西洋のフィルターを通した伝統としての東洋に

興味を寄せたと考えられる。それは言い換えれば「パステルの龍」というタイト

ルが示すように、西洋のコンテクスト（「パステル」）で描かれた漢詩（「龍」）の

「別乾坤」に芥川が自らを「逍遥」させていたことに他ならない。 

さらに、洋書の翻訳を通して漢詩を受容した文学者は、芥川だけではない。芥

川から深い影響を受けていた弟子堀辰雄も、後年師である芥川に倣って洋書を

通して「漢詩」を読もうとしたことがうかがえる。以下、『玉書』と関連する、

堀が洋書で読んだ漢詩について述べていきたい。 

 

2、「パステルの龍」から堀の中国古典ノートへ 

 

前述のように、芥川は漢学素養のすこぶる高い作家の一人である。また、彼を

一つの分水嶺として、昭和初期に入ってから、漢学が日本の文壇からほとんど廃

れた状態に陥ったことが通説になっている。堀はまさに人々が漢学に見向きも

しなくなった時代の最中に生きてきた作家の一人である。彼は最晩年になって

からはじめて中国古典に興味を持ちだした。その証拠が、以下の五つの未発表の

中国古典ノート（6）である。 

①「支那古詩（一）」 

②「支那古詩（二）」 
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③「（杜甫訳詩）」 

④「（支那古詩抄）」 

⑤「（花の話・詩経）」 

 本稿は、ノート③及びノート①を中心に論じていく。 

 

2－1、ノート③「（杜甫訳詩）」の典拠―Pfirsichblüten aus China（『中国より

の桃花』） 

 

 ノート③「杜甫訳詩」は中判ノートの断片（縦 19.2㎝×横 12.8㎝）24枚を

横長に用い、その両面に縦書きしたものである。口語体に訳した杜甫の詩 15 首

を鉛筆で書いている。 

 堀の杜甫訳詩ノート（ノート②及びノート③）を翻刻し、堀蔵書を調べた内山

氏はこのノートの典拠について以下のように触れている。 

 

【資料 4】内山知也「堀辰雄の《支那趣味》」（7） 

（前略）H. Bethge の Pfirsichblüten aus China（中国よりの桃花・堀辰雄

の命名によれば「支那詞華集」）全百二十一ページの中で、堀辰雄が朱筆で

いちいち原詩を余白に記しているものがあって、それは次の十七首である

（後略）。 

 

 堀が蔵書のドイツ語書籍 Pfirsichblüten aus China に書き込んでいた十七首

の原詩のうち、七首はノート③「（杜甫訳詩）」に入っている（8)。 

 後に、岡本文子氏の研究（9）によって「（杜甫訳詩）」ノートの典拠は

Pfirsichblüten aus China（『中国よりの桃花』）であることが明確となった。さ

らに、長谷部剛氏の研究（10）によって、ノートに訳された十五首のうち堀が原詩

に辿ることが出来なかった残りの八首の訳詩の原詩が判明した(11)。  

さらに、Bethge の  Pfirsichblüten aus China（『中国よりの桃花』）には、

以下のような記述が見られる。 

 

【資料 5】Hans Bethge  Pfirsichblüten aus China（1922 Ernst rowohlt verlag Berlin） 

 Die Verse dieses Buches gehen auf die Prosatexte folgender drei 

Werke zurück: Le marquis d’Hervey-Saint-Denys, Poésies de l’époque 

des Tang, Paris, bei Amyot 1862; Chi-King ou Livre des vers, traduit 

pour la première fois en français par G. Pauthier, Paris, bei 

Maisonneuve 1972; und Le livre de jade von Judith Gautier, Paris, 

bei Félix Juven o. J. 

（拙訳：この詩集は以下の三つの作品に遡ることができる：Hervey-Saint-

Denys侯爵の『唐詩』（パリ出版社 1862）；『詩経』（パリ出版社 1972）；お

よび Judith Gautier の『玉書』（パリ出版社）。 
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 Bethge は Poésies de l’époque des Tang（『唐詩』） 、Chi-King ou Livre 

des vers（『詩経』） 及び Le livre de jade（『玉書』） に拠って Pfirsichblüten 

aus China（『中国よりの桃花』）を訳したことが明らかである。堀の「（杜甫訳

詩）」ノートに入っている十五首の杜詩について考察すると、そのもとはそれぞ

れ以下の本に遡ることができる。 

 

Le Livre de Jade（『玉書』）に拠った詩（十首） 

原詩題目（堀訳） Pfirsichblüten aus 

China（『中国よりの桃

花』） 

Le Livre de Jade （『玉

書』） 

佳人（佳人の嘆き） Klagen einer schönen 

Frau 

La plus belle 

寄李十二白二十韻（李太

白に） 

An Li-Tai-Po Envoi à Li-Tai-Pé 

野望（晩歸） Abendlicher 

Spaziergan 

Promenade le soir 

dans la prairie 

麗人行（舟上の美人） Die Frau auf dem 

Blumenboot 

Le Bateau des fleurs 

李太白を憶ふ Sehnsucht nach Li-

Tai-Po 

A Li-Tai-Pé 

秋興八首 其三（歎き） Klage Montée d’automne 三

章 

秋興八首 其一（異郷の

愁） 

Herbest in der Fremde Montée d’automne 一

章 

秋興八首 其八（痛まし

き追憶） 

Schmerzliche 

Erinnerung 

Montée d’automne 八

章 

秋興八首 其六（秋） Herbst Montée d’automne 六

章 

玉華宮（古城址にて） In den Ruinen eines 

alten Schlosses 

Le beau Palais de 

Jade 

（注：詩題の配列順は堀の「（杜甫訳詩）」による。） 

 

Poésies de l’époque des Tang（『唐詩』）に拠った詩（五首） 

原詩題目 

（堀訳） 

Pfirsichblüten aus 

China（『中国よりの桃

花』） 

Poésies de l’époque des 

Tang（『唐詩』） 

戯題王宰画山水図歌 Auf ein Bild des Vers impromptus écrits 
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（王宰相の畫に題す） Malers Wang-Tsai sur une peinture de 

Quang-tsai 

新婚別 

（新婦の嘆き） 

Die Neuvermählte klagt La nouvelle mariée 

夢李白 

（放逐せられし李太白

に） 

An den verbannten Li-

Tai-Po 

Le poète voit en songe 

son ami Li-tai-pè 

登高（秋の逍遙） Herbstwanderung Le neuvième jour du 

neuvième mois, en 

montant aux lieux élevés 

贈衛八処士（若き日の

友に） 

An einen Jugendfreund Offert à Pa, lettré 

retiré du pays Oey 

（注：詩題の配列順は堀の「（杜甫訳詩）」による。） 

 

以上を踏まえ、「杜甫訳詩」ノートの成立過程を以下のように推定することが

できる。 

 

杜甫原詩→Le Livre de Jade(『玉書』) OR Poésies de l’époque des Tang

（『唐詩』）→Pfirsichblüten aus China（『中国よりの桃花』）→堀の「（杜甫訳

詩）」ノート 

 

 芥川が『玉書』の英語訳を「パステルの龍」に転訳したことに対し、堀は『玉

書』を典拠としたドイツ語訳を「（杜甫訳詩）」ノートとして訳している。 

 

2－2、ノート①「支那古詩（一）」の典拠―La Flûte de Jade(『玉笛』) 

 

ノート①「支那古詩（一）」は大判雑記帳（縦 23.5㎝×横 20 ㎝）に、漢詩原

詩七首を鉛筆で横書きに書き込んだものである。緑色の表紙に青鉛筆で「支那古

詩」と記されている。ノートは 54頁であり、七首の詩は 3、4、5、6、7頁に書

き込まれている。また、詩人名の横にフランス語ローマ字表記、及び詩題の横に

フランス語訳が見られる。原詩に註が付けられている箇所も認められる。 

前掲した内山論から分かるように、Pfirsichblüten aus China（『中国よりの

桃花』）という堀蔵書には、判明できた原詩十七首を堀がドイツ語訳詩本文の余

白に書き込んでいる。堀が Pfirsichblüten aus China（『中国よりの桃花』）を

読む時、訳詩の漢詩原詩を推定しようとしたことが認められる。そこで、同じよ

うに、ノート①「支那古詩（一）」に見られる作者名及び詩題のフランス語表記

（例：王維（Wang-wei）;「雑詩」（Nouvelles du village））が見られることから、堀は何らかのフ

ランス語訳の漢詩を読んだうえで、さらに原詩に辿ろうとし、その判定ができた
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ものをノート①「支那古詩（一）」に記したことが言えよう。 

堀蔵書においては、中国関係のフランス語蔵書を四冊(12)見つけることができ

る。それらのうち「支那古詩（一）」の典拠だと考えられるのは La Flûte de Jade

である。ノートにある七首の漢詩を典拠と対照してみると、以下のようになる。 

 

「支那古詩（一）」 La Flûte de Jade 

「過故人荘」（孟浩

然） 

Idyll（Mong-Kao-Jen） 

(* Pfirsichblüten aus China （『中国よりの桃花』）

により） 

「田家雑興」（儲光

義） 

「La maison des Champs」(Tchu-kouang-Hi) 

「雑詩」（王維） 「Nouvelles du Village」(Wang-Wei) 

「採蓮曲」（王昌

齢） 

「La Chanson des Nénuphars」(Quang-Tch’oung-

Ling) 

「春夢」（岑参） 「Rêve」(Tsin-Tsan) 

「西宮沈怨」（王昌

齢） 

「Dans le Palais de L’Est」(Quang-Tch’oung-

Ling) 

「人日寄杜拾遺」

（高適） 

「A Tou-Fou」(Kao-Che) 

 

「過故人荘」（孟浩然）との一首のみ La Flûte de Jade から確かめることは

できない。ほかの六首の詩の題目及び詩人のフランス語表記は La Flûte de 

Jade と一致している。堀は La Flûte de Jade を読んだうえで、判定した原詩

をノートに記したことは明らかである。「過故人荘」（孟浩然）に関しては、前記

のノート③「（杜甫訳詩）」の典拠である Pfirsichblüten aus China に収録さ

れ、ノート①「支那古詩（一）」に記した詩人名のローマ字表記（「Mong-Kao-Jen」）

は、Pfirsichblüten aus China にあるものと一致する。また、既述のように、

堀は Pfirsichblüten aus China にある訳詩の余白に推定できた原詩を十七首書

き込んでいる。「過故人荘」（孟浩然）はその十七首の詩のうちに入っている。 

堀蔵書のうち、中国関係のフランス語蔵書が四冊あることは前に述べた。が、

残りの三冊は何れも唐詩関係のものではない。以上のことから、ノート①「支那

古詩（一）」は La Flûte de Jade及び Pfirsichblüten aus China を典拠とした

ことが分かる。また、堀の中国古典へのアプローチの方法としては、洋書から「漢

詩」を読んだうえで、さらに原詩に遡ろうとした姿を垣間見ることができる。 

 さらに、『玉書』の出版情況に関しては、以下のような記述が見られる。 

 

【資料 6】 Translation in anthologies and collections(19th and 20th 

centuries)(13.)  
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 (前略)There were also intralingual rewritings. The more obvious are 

Poèmes de Chine (1887) by Émile Blémont（1839-1927）, La Flûte de 

Jade：poésies chinoises（1920） by Franz Toussaint（1879-1955）, and 

Autres Poèmes d’après le chinois（1937 ）by Paul Claudel（1868-1955）.  

（拙訳：同じ言語（筆者注：フランス語）で（『玉書』を）再創作したものも

ある。そのうち、より明らかなのは Émile Blémont（1839-1927）の『中国詩』

（1887）、Franz Toussaint（1879-1955）の『玉笛：中国の詩』（1920）、およ

び Paul Claudel（1868-1955）の『擬中国詩拾遺』である。） 

  

ここで La Flûte de Jade『玉笛』）は『玉書』の「interlingual rewritings」

（言語間の書替え）に属することが指摘されている。 

 以上を踏まえ、ノート①「支那古詩（一）」にある『玉笛』を典拠とした部分

の成立過程を以下に推定する。 

 

原詩→“Le Livre de Jade”（玉書）→“La Flûte de Jade”（『玉笛』）→堀の

「支那古詩（一）」 

 

 このように、芥川と堀はそれぞれ『玉書』から転訳した漢詩訳詩集をもとにし

て、自分の漢詩和訳を作った。二人は同じく漢詩の西洋訳を通して漢詩を日本語

にする方法を取っている。しかもその西洋訳はすべて『玉書』に由来するもので

ある。これは決して偶然ではない。次はそのことについて論証する。 

 

2－3、堀と“Le Livre de Jade”（『玉書』） 

 

 前節では堀の二つの中国古典ノート（③「（杜甫訳詩）」及び①「支那古詩（一）」）

は『玉書』を間接典拠としていることを明らかにした。それでは、堀は『玉書』

の存在をどれほど把握していただろうか。 

1929 年 1 月、堀は帝国大学の卒業論文として「芥川龍之介論」を提出した。

論では師芥川が自分に与えていた影響にしばしば言及していた。晩年になって

堀は再び「芥川龍之介論」を書き直そうとした。その準備として芥川の読書メモ

を集めた「芥川龍之介の読書」ノートを残した（14）。 

ノートは二つの部分からなっている。最初の部分は昭和二年から遡り、明治四

十三年に至るまでの芥川の書簡で記した読書の内容を芥川のそのままの言葉で

記録してあり、残りの部分は芥川のエッセイなどで言及した作家や作品名など

を書いている。晩年になっても、なお堀の中に「深く根を下ろして」（15）いた師

の芸術を見直そうとした堀の真剣な姿勢が垣間見える。 

この一方、「芥川龍之介の読書」は堀が中国古典を学び出した一つのきっかけ

になっている（16）。 
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その中には、『玉書』に関わる言及が次の箇所に見られる。 

 

【資料 7】堀辰雄「芥川龍之介の読書」（17） 

パステルの龍 

［大正十三年］ 

○Judith Gautier 名高いゴオティエの娘さんは、カチユル・マンデスと

別れた後、Tin-tun-Ling と云う支那人に支那語を習つたさうである。が、

李太白や杜少陵の訳詩を見ても、訳詩とはどうも受け取れない。まづ八分

までは女史自身の創作と心得て然るべきであらう。 

 

【資料 8】堀辰雄「芥川龍之介の読書」（18） 

骨董羹 

＊Judith Gautier の詩集：葛飾北斎の水滸畫傳挿繪  

〔小泉八雲〕 

 

堀は芥川の読書を丹念に集める過程で、ジュディットの『玉書』について触れ

ている。この事実からは、芥川が『玉書』の英語訳の漢詩を読んでいたことに対

し、堀は師である芥川から学んで、『玉書』から転訳したドイツ語訳、フランス

語訳を通して自分の漢詩訳詩ノートを作ったことが考えられる。 

さて、芥川と堀の二人は『玉書』以外にも、洋書を通して中国文学を読んでい

ただろうか？さらに、同じく「西洋」を通して「東洋」を学ぶという方法を取り

ながらも、二人においてどのような相違性が考えられるだろうか。次はその二点

について見ていきたい。 

 

3、芥川から堀へ―洋書で中国古典を学ぶ方法 

 

芥川の蔵書目録を検索してみると、中国関連の洋書は二冊しか見当たらない。

以下に挙げる。 

 

蔵書名（作者、出版年月、出版社など） 備考 

（1）、Carl Katharine A. 

“With the empress dowager of China” 

 (New York, Century, 1907) 

・英語書物 

（2）、Tietjens, Eunice 

“Profiles from China” 

(New York, Knopf, 1919) 

・英語書物 

・「パステル

の龍」の典拠 
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さらに、芥川の書簡を調べると、以下の本の名が見られる。 

 

【資料 9】芥川龍之介 大正 10年 7 月 12 日 西村貞吉宛て書簡（19）  

   （前略）僕お前の所へ Chinese Profiles と云ふ本を忘れたりあの本紀行を

書くには入用故東京市外田端四三五僕まで送ってくれ（後略） 

 

 書簡の執筆される時期から推測すると、「あの本紀行を書くには入用」の「紀

行」とは「上海遊記」のことを指すだろう。直接 Chinese Profiles という書名

は現存しない。が、芥川が上海滞在中、井川亮やジョオンズから借りた Profiles 

from China を読んでいたことから（20）、ティッチェンズの Profiles from China

のことを指す可能性が高い。Profiles from China は女詩人ティッチェンズが中

国での見聞などを中心に記した詩集になり、そもそも紀行文学の性質があるた

め、芥川の参考にもなるだろう。 

一方、芥川の未定稿類を調べてみると、「澄江堂遺珠関連資料」から以下の内

容を見つけることができた。 

 

【資料 10】（【資料 3】に同じ）芥川龍之介「澄江堂遺珠関連資料」（21） 

ノート 1、頁 30 

(前略) 

170 Chinese Poems 

Arthur Waley 

H. A. Giles.(Chinese poetry in English Verse) 

Judith Gautier   Le Livre de Jade  

 

 ここに Arthur Waley 及び H. A. Giles、また前述の Judith Gautier の名を取

り上げている。三人とも 「Chinese Poems」（漢詩）を訳した欧米の学者や詩人

である。Arthur Waley（1889 年 8 月 - 1966 年 6 月）は、イギリスの東洋学者

であり、李太白、白楽天、袁随園などの詩を訳しているほか、The Tale of Genji

（『源氏物語』）の翻訳者としても有名である。一方、Herbert Allen Giles（1845

年 12 月 - 1935 年 2 月）は、イギリスの中国学者であり、『孫子』や『聊斎志異』

の英訳を出しているほか、『華英辞書』の編纂によって知られている。 

興味深いことに、Arthur Waley 及び H. A. Gilesの名は堀蔵書リストからも

見られる（後述）。この「澄江堂遺珠」は佐藤春夫の編纂にかかるもので、これ

に先立って堀がまとめた「澄江堂句集」に選ばれていない詩などを集めたもので

ある。佐藤春夫の「澄江堂遺珠」編集記録によると、「堀君が冊子第一号及び私

書中の詩章は悉くこれを既刊集中に完全に収録しながら、第二号及び第三号よ

りは完作の趣を具えたるに近きものを僅に数篇しか抄出せず他の大部分はこれ

を逸した」（22）とある。以上のことから、堀は上掲の芥川の読書メモに触れてい



41 

 

たことは確実である。ここからも堀における芥川の読書の影響の一側面を窺う

ことができる。 

一方、堀の蔵書目録から中国関係の洋書をすべて抜き出すと、以下のものが挙

げられる。 

 

蔵書名（作者、出版年月、出版社など） 備考 

（1）、Chavannes & Stein, A 

Notes on the Ancient Chinese Documents 

(Reprinted from the New China Review. 1940) 

・英語書物 

（2）、Giles, Herbert A. 

A History of Chinese Literature 

（William Heinemann, 1901）  

・英語書物 

・ノート⑤の間接

典拠 

・芥川の読書関連 

（3）、Waley, Arthur 

(The Augustan Books of English Poetry) Poems from 

the Chinese 

（Ernest Benn Ltd. ） 

・英語書物 

・芥川の読書関連 

（4）、Bethge, Hans 

Pfirsichbluten, Nachdichtungen Chinesischer Lyric

（「支那詞華集（ベトゲ訳）」 

（Ernst Rowohlt Verlag.） 

・ドイツ語書物 

・ノート③の典拠 

・芥川の読書関連 

（5）、Grube, Wilhelm 

Gesichte der Chinesischen Literatur 

（ C. F. Amelangs Verlag, 1909.） 

・ドイツ語書物 

・ノート⑤の間接

典拠 

（6）、Couvreurs, S. J. 

Cheu King, Sien Hsien 

（Imprimerie de la Mission Catholique, 1934.） 

・フランス語書物 

・ノート⑤の典拠 

（7）、Tizac, H. d’Ardenne 

L’Art chinois classique 

（Henri Laurens, 1926.） 

・フランス語書物 

（8）、Toussaint, Franz 

La flûte de Jade. Poésies chinoises 

（ Edition d’Art, H. Piazza, 1922.） 

・フランス語書物 

・ノート①の典拠 

・芥川の読書関連 

（9）、Valéry, Paul 

Commerce「ヴァレリィ，陶淵明」 

（Rédaction et Administrarion chez L.Giraud-Badin. 1929.） 

・フランス語書物 

・堀の書き込みあ

り 

 

 今まで見てきたのは芥川と堀がそれぞれ洋書を通して読んだ中国文学である。
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二人の蔵書目録を見ると、堀の中国関係の洋書蔵書が圧倒的に多いことがわか

る。芥川は西洋のフィルターを通して東洋を見ることの新鮮味から、西洋人がデ

フォルメした「漢詩」を楽しもうとした。それに対し、西洋に慣れ親しんできた

堀の場合、洋書を通して中国古典を読むことは一つの自然で身近な手段となっ

ている。堀は陶淵明を読むにもヴァレリーのフランス語の解釈をたよりにして

真剣に勉強した跡が認められ、『詩経』を勉強する際もフランス語訳をわざわざ

原詩の横に記している（23）ことなどからその一側面が窺える。 

 

おわりに 

 

西洋風を好んでいた堀は、漢詩を学ぶのも慣れ親しんできた西洋訳の漢詩か

ら出発している。それは芥川が『玉書』の英語訳の漢詩を読んでいたことに影響

を受けたと言えよう。堀は自分の師である芥川に学んで『玉書』から転訳したド

イツ語訳、フランス語訳を通して自分の漢詩訳詩ノートを作った。        

晩年になっても、やはり師を「冷静に見」ることを通して「自分を冷静に見」

（24）ようとした堀は、芥川が洋書で「漢詩」を読んでいたことに気づかされた。

それは、西洋のモダニズムから出発した堀にとっては、いかにも身近な漢文学へ

のアプローチであったと言える。堀の中国古典への関心は、洋書を手掛かりに出

発したものだと思われる。 

ところが、二人は同じ手がかりを取りながら、それぞれの生きてきた時代や素

質の違いがあるためであろうか、二人における洋書で中国古典を読むことの本

質はかなり相違性が現れてくる。芥川は西洋と東洋との絡み合いのなか、常に矛

盾と分裂を感じながら悩んできた作家の一人である。それゆえに、東西をうまく

融合したギリシャを一羽の「不死鳥」（25）に喩え、東洋と西洋の調和を常に望ん

でいた。芥川における『玉書』の受容はそのような一側面があると言える。 

一方、近代化がどんどん進んだ時代のなかに生きてきた堀は、西洋そのものが

血液の裡に染み込でいるようなものである。芥川がかつて堀に「あれ以上ハイカ

ラそのものを目的にするのは君の修業の上には危険だ」（26）との警告を与えた。

西洋化の末に伝統としての「故郷」を失う喪失感から、かえって堀は晩年に「古

典回帰」の時期を迎えることになる。が、「古典回帰」と言っても、西洋の存在

が大きく介入していることは今までの先行研究でよく論じてきたところである

（27）。 

つまり、堀における『玉書』の受容、さらに言うと、堀の晩年から芽生えた中

国古典への関心というものは、一種の「西洋化」の結果であると言えよう。 

 

 

（注） 

1 芥川龍之介 「パステルの龍」 『芥川龍之介全集 第八巻』岩波書店 1996 年 （初出は 1922 年 1 月） 
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2 芥川龍之介『芥川龍之介全集 第八巻』岩波書店 1996 年 (初出は 1922 年） 

3 劉娟 『芥川龍之介研究』第 12 号 2018.7  

4 芥川龍之介 『芥川龍之介全集 第六巻』 岩波書店 1996 年 （初出は 1920 年） 

5 芥川龍之介 『芥川龍之介全集 第二十三巻』岩波書店 1998 年 

6 『堀辰雄全集 第七巻（下）』〈筑摩書房 昭和五五年六月〉を参照。ノートの順番は全集に従ったもので、①～⑤の

番号は本稿の説明便宜上付けたものである。また、（）内にある内容は堀によるものではなく、全集の編集者が付けた

ものになる。ノート原本は堀辰雄文学記念館に所蔵されている。 

7 『日本近代文学』第 14 集所収 1971 年 5 月 

8 「佳人―（佳人の嘆き）」、「戯題王宰画山水図歌（王宰相の畫に題す）」、「新婚別（新婦の嘆き）」、「登高（秋の逍

遙）」、「夢李白（放逐せられし李太白に）」、「春日憶李白（李太白を憶ふ）」、「玉華宮（古城址にて）」（注：()内は堀の

訳詩題である。） 

9 「堀辰雄・杜甫訳詩考」（『和洋女子大学紀要』1987 年 3 月） 

10 「ドイツ語の中の杜甫 堀辰雄の「杜甫訳詩」とのかかわりを中心に」（『関西大学東西学術研究所紀要』2015 年 4

月） 

11 「寄李十二白二十韻（李太白に）」、「野望（晩歸）」、「麗人行（舟上の美人）」、「秋興八首 其三（歎き）」、「秋興八

首 其六（秋）」、「秋興八首 其八（痛ましき追憶）」、「贈衛八処士（若き日の友に）」、「秋興八首 其一（異郷の愁）」

（注：()内は堀の訳詩題である。） 

12 ・Couvreurs, S. J.『Cheu King, Sien Hsien』（Imprimerie de la Mission Catholique, 1934.） 

・Tizac, H. d’Ardenne『L’Art chinois classique』（Henri Laurens, 1926.） 

・Toussaint, Franz『La flûte de Jade. Poésies chinoises』（ Edition d’Art, H. Piazza, 1922.） 

・Valéry, Paul『Commerce』「ヴァレリィ，陶淵明」（Rédaction et Administrarion chez L.Giraud-Badin. 

1929.） 

13 edited by Teresa Seruya 2013 John Benjamins Publishing 

14 堀辰雄 1941 年 1 月 20 日 杉並成宗より 葛巻義敏宛書簡（『堀辰雄全集 第八巻』筑摩書房 1978 年） 

「大へんな仕事になつてしまひさうだが、山岸外史先生のやうに晩年の二三の作品以外は芥川全集は全部白紙、なんて

いふ性急な批評家も出てくるやうな時代だから、初、中期の作品から必然的に晩年の作品も發展してきてゐるといふ事

に目を向けさせる必要も充分あるかも知れず、また僕が引用文だけの芥川龍之介論
．．．．．．．．．．．．

を書くつもりでやつて見ても面白い

と思ふ。」 

・堀辰雄 1941 年 8 月 22 日 軽井沢壱一四一二より 渋川驍宛書簡（同上）    

「芥川さんの事、只今の小生には何かと書きにくくてならないのです ちゃんとしたものを一つ書いて置いてから他の

ものも書きよくなるのでせうが―いまのところ、何一つ書けないやうな気がするのです（後略）。」 

15 堀辰雄「芥川龍之介論」 『堀辰雄全集第四巻』所収 筑摩書房 1978 年（初出は 1929 年） 

16 堀多恵子 「ひとこと」（『杜甫詩ノオト』 内山知也 1975 年 12 月 木耳社）  

辰雄が中国の文学に心を向け始めたのはいつのころからなのだろうか。まず思うことは、まだ学生だった時に芥川龍之

介全集の編纂を手伝い、卒業論文に「芥川龍之介論」を書き、執筆年代ははっきりしていないが「芥川龍之介の読書」

と明記したノオトを残していることである。このノオトなどは、もう一度「芥川龍之介論」を書かなければならないと

よく生前言っていたことから思わせると、その準備のためだったのかもしれないが、芥川先生が亡くなられた昭和二年

から遡って小学時代に至るまで、作品や書簡から読まれた書籍を調べていったもののようである。そうした勉強で如何

に芥川先生が中国文学に造詣が深かったかを知り、いつの日にか自分もと思ったことだろうと私は思う。 
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17  堀辰雄『堀辰雄全集 第七巻（下）』 筑摩書房 1980 年 

18 同上 

19 芥川龍之介『芥川龍之介全集 第十九巻』 岩波書店 1997 年 

20 芥川は「上海遊記」（初出：『大阪毎日新聞』朝刊及び『東京日日新聞』 1921．8.17～9.21連載；『芥川龍之

介全集 第八巻』1996.6 岩波書店）で「私はこう云う神経作用に、祟られたくない一心から、昼は満鉄の井川氏や

ジョオンズが親切に貸してくれた、二十冊あまりの横文字の本を手当り次第読破した。ラ・モットの短篇を読んだ

のも、ティッチェンズの詩を読んだのも、ジャイルズの議論を読んだのも、悉この間の事である。」と述べる。 

21 芥川龍之介 『芥川龍之介全集 第二十三巻』岩波書店 1998 年 

22 「「澄江堂遺珠」関連資料・後記」 『芥川龍之介全集 第二十三巻』岩波書店 1998 年 

23 堀辰雄文学記念館（軽井沢）にある堀旧蔵書を調べた結果、『詩経』（岡田正三訳 1936年1月 第一書房）で

は、『Cheu King, Sien Hsien』（Couvreurs, S. J.，Imprimerie de la Mission Catholique, 1934.）にあるフラ

ンス語訳詩を書き込んでいることが分かった。 

24 堀は「芥川龍之介論」で、「彼は僕のなかに深く根を下ろしている。」「彼を冷静にみるためには、僕自身を冷静

に見なければならない。」などと唱える。 

25 「文芸的な、余りにも文芸的な」(『芥川龍之介全集 第十五巻』岩波書店 1996 年 「初出は 1927.4～6」) 

26 1925 年 7 月 20 日堀辰雄宛書簡『芥川龍之介全集 第二十巻』 岩波書店 1997 年 

27 大森郁之助「堀辰雄に於ける所謂日本回帰の虚実」（『札幌大学教育部・短大部紀要』第 13 号 1978．8）など

の論に散見。 
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芥川龍之介「秋山図」など 

－世界文学としての芥川作品－ 

奥野 久美子 

（要約）芥川作品の世界文学としての評価は近年、ジェイ・ルービン英訳、村上

春樹序文の芥川選集により高まった。二人は「地獄変」の絵画的描写を評価して

いる。本研究ではその評価を起点に、芥川作品の絵画性について〈絵画小説〉で

ある「秋山図」を中心に考察し、約百年後の現代の〈絵画小説〉といえる、世界

的作家村上春樹の「騎士団長殺し」にも言及した。 

 

一、はじめに ― Rashōmon and Seventeen Other Stories と 

The Penguin Book of Japanese Short Stories ― 

 世界文学としての芥川文学を考える際に、エポックメイキングな出来事とし

てよく引かれるのは、2006 年にペンギン・クラシックスの一冊として、ジェイ・

ルービン編訳の芥川の短編集 Rashōmon and Seventeen Other Stories １が刊

行されたことである。この本がさらに注目を集めた点は、ルービン氏がその著作

の英訳を通じて親交の深い作家、村上春樹が長文の序文を寄せたことである。同

書の日本語版『芥川龍之介短編集』（新潮社 2007）には、ルービン氏による日本

語版序文「芥川龍之介と世界文学」と、村上春樹による序文も日本語で掲げられ

た。 

 日本語版の序文でルービン氏は以下のように述べている。 

外国の読者は、芥川作品のエキゾチックな背景や場面にまず興味をそそられ

るが、やがてそれが日本文学であることを忘れ、どの国の人間でも共有でき

る体験を通じて読書の喜びを得る。作品のこうした資質が芥川を「世界文学」

の作家の一人にすることにはいささかの疑いもない。（新潮社『芥川龍之介

短編集』巻頭、ジェイ・ルービン、畔柳和代 訳「芥川龍之介と世界文学」

P10～11） 

中でもルービン氏が芥川の最高傑作と讃えるのは「地獄変」（1917）であり、 

ここで芥川は平安末期の世界を隅々まで視覚化しており―衣裳、建築、牛

車の造り、光と影のバランス、そしてもちろん現世に地獄をもたらす驚くべ

き大火災―彼の文体の絶頂が見られる。芥川の作品の中で一編しか後世に

残せないとしたら、この作品だろう。（前掲「芥川龍之介と世界文学」P18２） 

と述べている。 

 また村上春樹は Rashōmon and Seventeen Other Stories に寄せた序文

“Introduction Akutagawa Ryūnosuke : Downfall of the Chosen”（新潮社の

日本語版では「芥川龍之介―ある知的エリートの滅び」引用は日本語版より）に
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おいて、日本近代の「国民的作家」たちの中で愛好するのは夏目漱石と谷崎潤一

郎で、芥川にはその二人に次ぐ好意を抱いていると述べた上で、「僕が芥川の文

学の美点であると見なすのは、まず何よりもその文章のうまさ、質の良さであ

る。」「まず何よりも流れがいい。文章が淀むことなく、するすると生き物のよう

に流れていく。芥川は若くして外国語にも漢文にも精通した教養人であったか

ら、現代の作家には使い切れないような優雅典麗な言葉をどこからともなく持

ってきて、それを自由自在に配置し、いかようにも動かすことができる。」（P33）

とし、「文章の筋の良さ」の例に、「鼻」「藪の中」「羅生門」、そして「地獄変」

等の、「今昔物語集」「宇治拾遺物語」由来の作品を挙げている。 

 芥川「地獄変」のルービン氏による英訳については、先頃同じくペンギン・ク

ラシックスからハードカバーで刊行された日本近現代文学の英訳選集 The 

Penguin Book of Japanese Short Stories （ジェイ・ルービン編、村上春樹序

文、2018年 9 月）にも収録されている。この選集は、漱石・鷗外から 1986 年生

まれの若手作家澤西祐典まで、収録作品は明治以降現在に至る。章ごとにテーマ

があり、最終章では関東大震災から原爆、戦後の混乱期、阪神淡路大震災、東日

本大震災までの災害、戦災を扱った文学を集め、村上春樹の「ＵＦＯが釧路に降

りる」（UFO in Kushiro）も、阪神淡路大震災を扱った短編としてこの章に収録

されている。なお、「地獄変」（Hell Screen）は“DREAD”の章に収録されている。 

村上春樹は本書にも序文 “Introduction : From Seppuku to Meltdown” を寄

せているが、その中では、自分は日本の近代文学作品をあまり読んではこなかっ

たし、影響も受けていないと述べている。 

Speaking personally, then, I learned practically nothing about novelistic 

technique from my Japanese predecessors. I had to discover on my own 

how one goes about writing fiction.( “Introduction : From Seppuku to 

Meltdown” xii) 

（拙訳：自分としては、小説上の技法については、日本の先輩作家たちから

はほとんど何も学ぶところはなかった。物語の紡ぎかたは、自分で見つける

しかなかった。） 

 しかし村上はこの序文の後半で、作品ごとの解説をしているが、「地獄変」に

ついては以下のように述べている。 

Akutagawa’s style underwent some major changes in the course of his 

career, but one consistently perceptible feature is a kind of evanescent 

beauty that floats like a light in the surrounding darkness. With his 

precise, fine-grained style, he was able to capture that light for the 

briefest of moments. In his early years, he tended to write tales based on 

the Jananese classics. His masterpiece,‘Hell screen’（Jigokuhen,1918）, 

is one of those. Written when Akutagawa was in his mid-twenties, it has 

lost none of its stylistic brilliance.(“Introduction : From Seppuku to 
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Meltdown” xxvi) 

（拙訳：芥川のスタイルは彼の作家歴において何度か大きく変化しているが、

一貫して言える特徴は、暗闇の中の閃光のような一瞬の美である。正確で繊

細な技法で、彼は瞬時にその光を写し取ることができた。初期には、日本の

古典に基づく物語を多く書いた。傑作「地獄変」もその一つだ。芥川が二十

代半ばの頃に書かれたが、いまだにその様式美は衰えていない。） 

‘evanescent beauty that floats like a light in the surrounding darkness’

（暗闇の中の閃光のような一瞬の美）とは、芥川が「或阿呆の一生」（1927、遺

稿）の第八節「火花」において「彼は人生を見渡しても、何も特に欲しいものは

なかつた。が、この紫色の火花だけは、―凄まじい空中の火花だけは命と取り

換へてもつかまへたかつた。」と表現した、芥川文学の重要な概念と重なる。影

響を受けていないと言うものの、村上春樹の芥川文学への造詣の深さがうかが

える。 

 以上のように、2000 年代に入ってから英語圏の読者にあらためて紹介された

芥川龍之介は、新訳と、世界的人気を誇る作家村上春樹の解説を得て、「「世界文

学」の作家の一人」（ルービン氏先掲序文）と認識されている。特に読者が「ど

の国の人間でも共有できる体験を通じて読書の喜びを得る。」（同前）というテー

マ性、そして村上氏の指摘する芥川の文章の美しさ（それを損なわない翻訳）が、

時代が移っても言語が変わっても、読者を惹きつけているようである。 

 中でも上記の二編のアンソロジーにおいて芥川の最高傑作とされるのが「地

獄変」であり、その絵画的描写が評価されている。「地獄変」はその描写が全編

にわたって絵画的であるというだけではなく、言うまでもなく〈地獄変〉という

絵画をめぐる物語である。本稿ではその点に着目し、絵画をめぐる物語の系譜を、

「地獄変」と芥川の「秋山図」、また、村上春樹の近作「騎士団長殺し」につい

ても触れながら考察してみたい。 

 

二、芥川龍之介「地獄変」と「秋山図」の絵画描写について 

（１）「地獄変」 

 まず「地獄変」（「大阪毎日新聞」夕刊 1918 年 5月 1 日～22 日）における屏

風絵〈地獄変〉の描写は、引用が長くなるが以下のとおりである。芥川は本作の

第六節（初出連載の六回目）のほぼ全てをこの屏風の描写に費やしている。 

 同じ地獄変と申しましても、良秀の描きましたのは、外の絵師のに比べま

すと、第一図取りから似て居りません。それは一帖の屏風の片隅へ、小さく

十王を始め眷属
けんぞく

たちの姿を描いて、あとは一面に紅蓮
ぐ れ ん

大紅蓮
だいぐれん

の猛火が剣山刀

樹も爛
ただ

れるかと思ふ程渦を巻いて居りました。でございますから、唐
から

めいた

冥官
めうくわん

たちの衣裳が、点々と黄や藍を綴つて居ります外は、どこを見ても烈々

とした火焔の色で、その中をまるで卍のやうに、墨を飛ばした黒煙と金粉を

煽つた火の粉とが、舞ひ狂つて居るのでございます。〔中略〕束帯のいかめ
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しい殿上人、五つ衣
ぎぬ

のなまめかしい青女房、珠数をかけた念仏僧、高足駄を

穿いた侍 学 生
さむらひがくしやう

、細長を着た女の童、 幣
みてぐら

をかざした陰陽師―一々数へ

立てゝ居りましたら、とても際限はございますまい。兎に角さう云ふい

ろ々々の人間が、火と煙とが逆捲く中を、牛頭馬頭
ご づ め づ

の獄卒に虐
さいな

まれて、大

風に吹き散らされる落葉のやうに、紛々と四方八方へ逃げ迷つてゐるのでご

ざいます。鋼叉
さすまた

に髪をからまれて、蜘蛛よりも手足を縮めてゐる女は、神巫
かんなぎ

の類でゞもございませうか。手矛
て ほ こ

に胸を刺し通されて、蝙蝠
かはほり

のやうに逆にな

つた男は、生受領
なまずりやう

か何かに相違ございますまい。その外或は 鉄
くろがね

の笞
しもと

に打

たれるもの、或は千曳
ち び き

の磐石
ばんじやく

に押されるもの、或は怪鳥の嘴にかけられる

もの、或は又毒龍の顎
あぎと

に噛まれるもの―、呵責も亦罪人の数に応じて、

幾通りあるかわかりません。 

  が、その中でも殊に一つ目立つて凄じく見えるのは、まるで獣の牙のや

うな刀樹の頂きを半ばかすめて〔中略〕中空
なかぞら

から落ちて来る一輛の牛車でご

ざいませう。地獄の風に吹き上げられた、その車の簾の中には、女御、更衣

にもまがふばかり、綺羅びやかに装つた女房が、丈の黒髪を炎の中になびか

せて、白い頸
うなじ

を反そらせながら、悶え苦しんで居りますが、その女房の姿

と申し、又燃えしきつてゐる牛車と申し、何一つとして炎熱地獄の責苦を偲

ばせないものはございません。云はゞ広い画面の恐ろしさが、この一人の人

物に輳
あつま

つてゐるとでも申しませうか。これを見るものゝ耳の底には、自然

と物凄い叫喚の声が伝はつて来るかと疑ふ程、入神の出来映えでございまし

た。 

良秀が娘と己の命と引き替えに描いた〈地獄変の屏風〉の描写を芥川はこのよう

に描いた。この文章自体が「入神の出来映え」であり、「彼の文体の絶頂」（先掲

ルービン氏）と評されることに異論はないであろう。芥川はここで、文章（言葉）

をもって読者の心の中に絵画を描くという試みを成功させている。そして、およ

そ三年後に発表した「秋山図」は、言葉で心の中に絵を描くということ自体が目

的であったかのような作品である。 

 

（２）「秋山図」―典拠など― 

「秋山図」３（『改造』1921 年 1月）は「地獄変」ほど著名な作品ではないた

め、以下簡単に梗概を記す。 

王石谷（清朝時代初期の文人画家）が、惲南田（同）に、秋山図をめぐる不思

議な話をする。石谷の師、煙客翁は、師の元宰から黄大癡の秋山図を見るように

言われ、所蔵者の張氏邸を訪ねる。廃宅同様の荒れた邸で見たそれは、まさに神

品であった。張氏は、この美しさは自分だけに見えるものではないかと悩む。図

を入手できなかった煙客は約五十年後、石谷にその霊妙を話した。話を聞き、図

が自分も面識のある貴戚の王氏の手に入ったと聞いた石谷は、庭に牡丹の咲き

誇る王氏邸に駆けつけて図と初対面するが、その秋山図に神趣はなく、煙客も顔



22 

 

を曇らせ、万事が夢のようだと落胆する。翁から図の神逸を聞いていない廉州先

生のみが感嘆する。―話を聞いた南田は石谷に、心の中に秋山図があるなら憾む

所はないと言い、二人は一笑した。 

本作の出典は惲南田の詩文集『甌香館集』の補遺画跋にある「記秋山図始末」

とされ（吉田精一『芥川龍之介』1942、三省堂）、中野重治「詰らぬ話」（『四季』

1943・3）が芥川の依拠は『東洋画論集成』上巻（1915、読画書院）所収「甌香

館画跋」の「秋山図の始末を記す」であると指摘。伊藤一郎「秋山図」（『アプロ

ーチ芥川龍之介』1992、明治書院）は「甌香館画跋」全体の利用を指摘した。

「記秋山図始末」が芥川の旧蔵書、葉徳輝『消夏百一詩』に引用されているとの

指摘が阮毅「芥川龍之介「秋山図」と『消夏百一詩』」（「愛知大学国文学」2001・

1）にある。 

芥川の作家仲間の宇野浩二は、本作と、同月に「中央公論」に発表された「山

鴫」を執筆した頃の芥川について、「その頃の或る日、彼が「新年号に二つ書く

つもりだ、」と云つて、『秋山図』と『山鴫』の梗概を話したので、私が「支那の

話と露西亜の話か」と云ふと、彼はちよつと気まづさうな顔をして「ふん、さう

だよ、」と、彼の癖の鼻にかかる声で云つた」と、事前に梗概を聞いていたこと

を明かしている（「『秋山図』と『山鴫』―大正十年頃の事―」／『芥川龍之

介全集月報第六号』1935・4）。それは両作の発表三週間前のことだったという。

さらに宇野は両作の文体について、「一は支那の話らしく支那風の文章を使ひ、

他は露西亜の話らしく欧文風の文章を使つた」と指摘。「秋山図」については「有

るやうな無いやうな話を、彼一流の洗練された巧緻な文章を以て描写した、誇張

して云ふと、神韻縹渺たる作品」と評価した。『東洋画論集成』所載の「秋山図

の始末を記す」は漢文書き下しであるため、それに全面的に依拠した「秋山図」

が「支那風の文章」となるのは必然とも思えるが、原典の文章が持つ雰囲気を、

そのまま自らの文体とすることはおそらく容易なことではなく、芥川の技巧の

賜だろう。 

〈秋山図〉（作中の画そのものについては〈 〉つき表記とする）の描写につ

いても出典に拠るところが大きいが、それについて考察する前に、本作の解釈上

の問題点について触れておきたい。本作において、張氏と王氏が対照的に、特に

王氏が俗物的に描かれているのは確かであるが、本文中、典拠と比較して気にな

るのは王氏と石谷の対面場面である。「揖もすますかすまさない内に」石谷が笑

い出し、王氏に「もう秋山図はこちらの物です」と言う。揖とは、「左右の手を

胸の前で組み合わせて、これを上下、前後に動かす」、「中国古代からある敬礼」

（岩波書店『芥川龍之介全集』第七巻、�田司雄による注解）である。 

今でもはつきり覚えてゐますが、それは王氏の庭の牡丹が、玉欄の外に咲き

誇つた、風のない初夏の午過です。私は王氏の顔を見ると、揖もすますかす

まさない内に、思はず笑ひだ出してしまひました。／ 「もう秋山図はこち

らの物です。煙客先生もあの図では、随分苦労をされたものですが、今度こ
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そは御安心なさるでせう。さう思ふだけでも愉快です。」／王氏も得意満面

でした。／「今日は煙客先生や廉州先生も来られる筈です。が、まあ、御出

でになつた順に、あなたから見て貰ひませう。」／王氏は早速傍の壁に、あ

の秋山図を懸けさせました。〔傍線引用者、以下同〕 

典拠「秋山図の始末を記す」の書き下しでこれにあたるのは以下である。 

時に石谷先づ至り、便ち貴戚に詣
いた

るに、揖未だ畢らず、大に笑楽して曰く、

秋山図已に橐中
たくちう

に在りと。 立
たちどころ

に侍史を座に呼び、図を取りて之を観しむ。

（P287） 

揖も終らないうちに笑いだし、秋山図はこちらの物だ（橐中に在り）と言ったの

は、王氏であるとも読めないだろうか。 

 「甌香館画跋」の注釈書、毛利和美『中国絵画の歴史と鑑賞〈新編訳注〉甌香

館画跋』（二玄社 1985）では、この箇所は「時に石谷がまず来て、王氏の所に行

くに、挨拶もまだ終らないうちから大いにはしゃいで言うには、「秋山図はすで

に私の懐にありますよ」と。ただちに家令を座に呼び、図を取ってこれを観せ

た。」（P124～125）と訳されている。同書所収の原文では、 

時石谷先至、便詣貴戚、揖未畢、大笑楽曰、秋山図已在橐中。立呼侍史于座、

取図観之。（P266） 

である。「秋山図已に橐中に在り」の言葉は、「石谷先づ至り」の文脈から続けば

石谷のせりふのようであるが、「立に侍史を座に呼び」の文脈に続くことを思え

ば、王氏のせりふのようでもある。なおかつ、王氏を訪ねた石谷が、所有者でも

ないのに「橐中に在り」などと言うのはやや不自然ではなかろうか。 

仮にこれが王氏のせりふだとすれば、典拠の王氏は挨拶も終らないうちに笑

いだし自慢する俗物であり、王氏の俗物性は本作でも同じではあるが、本作では、

その俗物性の一部が石谷に投影されていることになる。また、原文や典拠の書き

下しから石谷のせりふと判断したとしても、典拠と原文では曖昧に書かれてい

るところを、芥川は「煙客先生もあの図では、随分苦労をされたものですが」等

と書き加えて、紛れもない石谷のせりふとした。 

最後の石谷と南田の一笑４を、理想的芸術家のそれと見ることができるかどう

かは、この点からは疑問が残る。 

 さて肝心の「秋山図」における〈秋山図〉の描写は以下のとおりである。まず、

煙客翁が張氏邸で見た〈秋山図〉の描写である（王石谷の語りの体）。 

画は青緑の設色です。渓の水が委蛇
ゐ い

と流れた処に、村落や小橋が散在してゐ

る、―その上に起した主峯の腹には、悠々とした秋の雲が、蛤粉の濃淡を

重ねてゐます。山は高房山の横点を重ねた、新雨を経たやうな翠黛ですが、

それが又硃
しゆ

を点じた、所々の叢林の紅葉と映発してゐる美しさは、殆何と形

容して好いか、言葉の着けやうさへありません。かう云ふと唯華麗な画のや

うですが、布置も雄大を尽してゐれば、筆墨も渾厚を極めてゐる、―云は

ば爛然とした色彩の中に、空霊澹蕩
くうれいたんたう

の古趣が自ら漲つてゐるやうな画なので
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す。 

「秋山図の始末を記す」の当該箇所（煙客翁が見た張氏邸の〈秋山図〉）は、 

其の図乃ち青緑を用ひて設色し、叢林紅葉を写すに、翕赧
きふたん

なること火の如く、

硃
しゆ

を研ぎて之に点じ、甚だ奇麗なり〔。〕上に正峰を起し、純ら是翠黛にし

て、房山〔割注：高克恭〕が横点を用ひて積み成し、白雲、其の下を籠め、

雲は粉汁を以て之を澹
あは

くし、彩翠爛然たり。村墟籬落
そんきよりらく

、平沙叢雑
へいしやそうざつ

し、

小橋相映帯
せうけうあひえいたい

し、邱壑霊奇
きうがくれいき

、筆墨渾厚
ひつぼくこんこう

、賦色麗
ふしよくうつく

しくして神古る。 

である。また、芥川「秋山図」で貴戚の王氏邸の〈秋山図〉の描写は、 

水に臨んだ紅葉の村、谷を埋めてゐる白雲の群、それから遠近に側立つた、

屏風のやうな数峰の青
せい

、―忽ち私の眼の前には、大癡老人が造り出した、

天地よりも更に霊妙な小天地が浮び上つたのです。私は胸を躍らせながら、

ぢつと壁上の画を眺めました。／この雲煙
うんえん

邱壑
きうがく

は、紛れもない黄一峯です、

癡翁を除いては何人も、これ程皴点
しゆんてん

を加へながら、しかも墨を活いかす事

は―これ程設色を重くしながら、しかも筆が隠れない事は、出来ないのに

違ひありません。しかし―しかしこの秋山図は、昔一たび煙客翁が張氏の

家に見たと云ふ図と、確に別な黄一峯です。さうしてその秋山図よりも、恐

らくは下位にある黄一峯です。 

とあり、「白雲、其の下を籠め」「邱壑霊奇」などの表現は、典拠から王氏邸の〈秋

山図〉にも引用されている。芥川は典拠で張氏邸の〈秋山図〉の描写に使われた

漢語を、「秋山図」では張氏邸の図にも王氏邸の図にも振り分けて使用している

５。その意味では、つまり語句を典拠から借りてくるという手法においては、芥

川は二つの絵を区別していない。もちろん両者の描写には一目瞭然の差をつけ

てはいるが、である。 

典拠では王氏邸の〈秋山図〉については画の具体的な描写はなく、「焉ぞ所謂

秋山を覩んや」など、受け手の印象を表す言葉をもって張氏邸の図に及ばないと

語られるのみである。そこが芥川の二枚の画の描き方、扱いとは異なる。それぞ

れの画の描写方法について、芥川は外形的な形式や素材の面で区別はつけず、自

身の筆力のみによって差をつけている。 

 

（３）「秋山図」―翻訳について― 

 ここで、世界文学としての芥川作品を考えるため、「秋山図」の翻訳について

見ておきたい。「秋山図」は発表直後にアメリカで英訳が紹介されている６。ボス

トンで発行されていた The Living Age 誌の通巻 308 号７に、“AUTUMN 

MOUNTAINS ”BY RYUNOSUKE AKUTAGAWA として英訳がなされて

いる。タイトルの上に［Japan Advertiser （American Daily），December 24, 

1920］とあるため、日本で発行されていた英字新聞「ジャパン・アドバタイザ

ー」（The Japan Advertiser）紙上で英訳されたものを転載したものと思われる。

リード文には［Mr.Akutagwa is one of the leading young writers of fiction in 
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Japan and his work is admired for the combination of cynicism and 

romanticism which connoisseurs find in it. The following short story is from 

the New Year number of Kaizo ( Reconstruction).］とあり、芥川の魅力はシニ

シズムとロマンティシズムの融合であると紹介している。 

 ルービン氏は Rashōmon and Seventeen Other Stories に「秋山図」を収録

していないが、収録作品を選んだときの事情について、第 7 回国際芥川龍之介

学会アメリカ大会での基調講演 “A Translator’s View”（2012 年 10月 5 日、於・

西ワシントン大学、同大会論文集（予稿集）に収録されている）において詳細に

語られた。その中で「秋山図」は、‘Already translated works that did not seem 

to cry out for re-translation’ （既に英訳があり今回強いて訳し直す必要がある

とは思えない作品）のリストに入っている。確かに「秋山図」は戦後にも何度か

英訳がなされており、「地獄変」のような傑作、代表作ではないにしろ、英語圏

の読者にもある程度魅力のある作品なのであろう。発表直後に英訳され、アメリ

カで紹介されたのは、本作が中国を舞台とし、美とは何かをテーマにしているか

らだろう。ルービン氏が「エキゾチックな背景や場面にまず興味をそそられるが、

やがてそれが日本文学であることを忘れ、どの国の人間でも共有できる体験を

通じて読書の喜びを得る。」（本稿冒頭に引用の序文）という〈世界文学〉の条件

に、1921 年時点でも本作が当てはまっていたがゆえだと思われる。 

 中でも芥川の文体が冴え、言葉で名画を描いて見せた張氏邸の〈秋山図〉の描

写部分（先に引用の「画は青緑の設色です。」から「空霊澹蕩
くうれいたんたう

の古趣が自ら漲つ

てゐるやうな画なのです。」まで）は、この“The Living Age”誌の訳文では以

下のようになっている。 

A soft tone of greenish gray pervaded the whole picture, which 

represented serpentine streams wandering through scattered groups of 

houses or under tiny bridges and a high peak of the mountains looming 

up behind the villages. A band of floating cloud surrounding the side of 

the mountains was painted with shades of chalk. The contrast of the 

vermilion of the dead leaves of the woods with the delicate blue of the 

mountains fresh from an early rain was of indescribable charm. The 

perfection of touch and the magnificence of the composition gave the 

splendid picture an air of vastness and serenity. 

この英訳がどの程度芥川の原文の雰囲気を伝えられているかを判断できるだけ

の語学力が不勉強にして稿者にはないが、例えば「硃
しゆ

を点じた、所々の叢林の紅

葉」が‘the vermilion of the dead leaves of the woods’となってしまうのは、

特に the dead leaves が落ち葉、朽ち葉というイメージだとすると、味気ないよ

うにも感じられる。 

 なお、先頃台湾で刊行された全五輯の芥川選集『芥川龍之介短篇選粋』（企画・

総召集人・林水福、木馬文化出版、遠足文化発行、2016 年 5月）では、第一輯
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（彭春陽訳）に「秋山図」が収録されており、その訳文では張氏邸の〈秋山図〉

の描写部分は以下のとおりである（一部の字体は日本の新字に改める）。 

畫是青緑設色。渓水蜿蜒流過，村落，小橋散在其中―主峰山腹悠然飄著的

秋雲，蛤粉濃淡層畳。山巒呈現採高房山横點，如新雨過後翠黛，與四處硃點

叢林紅葉相輝映，美不勝収難以言喩。如此形容或許會誤以為這不過是幅華麗

的絵畫，但其實布局極盡雄偉，筆墨極為渾厚―所謂絢爛色彩中，空霊澹蕩

的古趣自然湧現。 

この訳文についても、解釈できるだけの語学力が稿者にないのだが、芥川が漢文

をもとに描写した〈秋山図〉が、芥川の文章から再度中国語に訳されているわけ

であるから、漢字の表記上は多くの表現が重なっているようである。注 6 に引

用の嶌田明子氏によれば、「秋山図」の中国語訳も芥川の没翌年になされており、

素材からして中国の読者には関心を持たれやすかったものと思われる。 

 アメリカの読者は中国を舞台にした日本人作家の小説をエキゾチックである

と感じて関心を持ったであろうが、中国の読者は、自国の高名な画家たちを日本

人作家が小説で描いたことに関心を持ったであろう。しかしいずれにしても、画

の謎や、美とは何か、言葉で画を描く、といったテーマや要素の普遍性と魅力が

受け入れられなければ、このように発表直後に両国で紹介されることはなかっ

たであろう。 

 「秋山図」において、王石谷は、煙客翁の言葉だけで、心の内に〈秋山図〉を

描き出した。石谷から話を聞いた南田も、その南田の位置と重なる読者も、同様

に芥川の文章によって心の中に〈秋山図〉を描き出したであろう。芥川は文章で

幻の名画を描いてみせたのであり、それこそが作者芥川の目的であったと言っ

ても過言ではないだろう。心の中に「その怪しい秋山図」が残っていれば、「秋

山図がないにしても、憾む所はない」という、ラストシーンにおける南田のせり

ふによって、同時代の翻訳でもその意図は伝わったことだろう。次に、言葉で語

られた名画の系譜８として、先掲のように「地獄変」を評価した村上春樹の近作

『騎士団長殺し』（新潮社、2017・2）について触れておきたい。 

 

三、絵画をめぐる小説―「地獄変」から百年後 

絵画を扱った小説として、日本の近代文学で代表的なものは、画工が主人公の

夏目漱石「草枕」（1906 ※注８西原氏論文に、「秋山図」はその裏返しだとの

指摘がある）や、美禰子をモデルにした〈森の女〉の絵が重要な「三四郎」（1908）

であろう。〈絵画小説〉という用語もある。西洋文学ではオスカー・ワイルドの

「ドリアン・グレイの肖像」（The Picture of Dorian Gray 1890）が、芥川ら

日本の作家たちにも読まれていた９。 

 芥川の「地獄変」からちょうど百年後の 2017 年に発表された村上春樹の「騎

士団長殺し」もまた絵画をめぐる小説である１０。この小説は語り手「私」が主人

公といえようが、もう一人の主役と言ってもいい〈騎士団長殺し〉の絵は、画家、
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雨田具彦の自宅兼アトリエであった小田原の山頂の家の屋根裏に、厳重に梱包

されて置かれていた「縦横が一メートルと一メートル半ほど」（第１部 P93）の

絵画である。語り手「私」も画家で、具彦の息子雨田政彦と友人関係にあり、具

彦が入院後空き家になっていたこの家に住まわせてもらい、アトリエも利用し

ている。偶然、屋根裏からこの絵画を発見した「私」は、何日かの間は梱包を解

かずにためらう。この絵の存在を政彦にも知らせず、秋川まりえに見せるほかは

誰にも知らせない。本作の終盤、まりえに二度目にこの絵を見せたとき、「私」

は「作者以外にこの絵を目にしたことがあるのは、たぶんぼくと君だけだろう。

君の叔母さんも最初の日にこの絵を見たはずだが、なぜかまったく興味を惹か

れなかったようだ。」（第２部 P439）と言っている。 

 この絵の具体的な描写は数ページにわたるが、一部を引用する。（第 1部第 5

章、96～98 ページ） 

疑いの余地なく、雨田具彦その人の手になる作品だった。紛れもない彼のス

タイルで、彼独自の手法を用いて描かれている。大胆な余白と、ダイナミッ

クな構図。そこに描かれているのは、飛鳥時代の格好をした男女だった。そ

の時代の服装とその時代の髪型。しかしその絵は私をひどく驚かせた。それ

は息を吞むばかりに暴力的な絵だったからだ。〔中略、具彦が荒々しい種類

の絵を描くことはほとんどなかったこと、絵では若い男が年老いた男の胸に

剣を突き立てていること〕彼は持っていた剣をとり落とし、その剣はまだ地

面に落ちきっていない。彼の胸からは血が勢いよく噴き出している。剣の刃

先がおそらく大動脈を貫いたのだろう。その血は彼の白い装束を赤く染めて

いる。口は苦痛のために歪んでいる。目はかっと見開かれ、無念そうに虚空

を睨んでいる。彼は自分が敗れたことを悟っている。しかし本当の痛みはま

だ訪れていない。〔下略〕 

絵画をひととおり描写した後、これはモーツァルトのオペラ『ドン・ジョバンニ』

の世界を飛鳥時代に「翻案」したものだと「私」はすぐに気づくのだが、それで

も説明のつかない奇妙な人物が絵には描かれており、その男を「私」は「顔なが」

と名付ける（同 P103）。その男の描写も、平易な言葉をもって読者の心の中にあ

りありと絵を描き出し、ぞっとさせるようなものである。 

彼は曲がった茄子のような、異様に細長い顔をしていた。そしてその顔中が

黒い髭だらけで、髪は長くもつれていた。浮浪者のようにも、世を捨てた隠

者のようにも見える。痴呆のように見えなくもない。しかしその眼光は驚く

ほど鋭く、洞察のようなものさえうかがえる。とはいえ、その洞察は知性を

通して獲得されたものではなく、ある種の逸脱が―ひょっとしたら狂気の

ようなものが―たまたまもたらしたもののように見える。（同 P100） 

この小説では、このように言葉で紡ぎ出され読者の心に描かれた雨田具彦の知

られざる名画から、この絵の騎士団長とそっくりな姿をした「イデア」が現実に

私の前に現れ、私を奇妙な出来事へと巻き込んでいく。 
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そして作品終盤、この絵は「私」がそこを出て空き家となっていたアトリエと

ともに火事で焼失する。絵の存在を知る者は「私」を含めごく限られた人物のみ

である。絵は本当に存在したのだろうか？それすらもはや証明できなくなり、名

画はまさに「私」と秋川まりえの心の中、そして「私」の部分的なスケッチに残

るのみとなるのである。 

そしてその素晴らしい絵はおそらく灰燼に帰してしまったのだ（私はスケッ

チブックにその絵の登場人物一人一人の姿を詳細にスケッチしていたが、

『騎士団長殺し』という作品に関してあとに残されているものは、今となっ

てはそれだけだ）。そう思うと、絵描きのはしくれ
、、、、

として胸が痛んだ。あ
、
ん
、

なに素晴らしい作品だったのに
、、、、、、、、、、、、、、

、と私は思った。私がおこなったことは、あ

るいは芸術に対する背信行為だったかもしれない。／しかしそれと同時に私

は、それはおそらく失われなくては
、、、、、、、

ならなかった
、、、、、、

作品だったのかもしれない

とも思った。私の見るところ、その絵はあまりに強く、あまりに深く雨田具

彦の魂が注ぎこまれていた。それはもちろん優れた絵ではあったけれど、同

時に何かを招き寄せる力
、、、、、、

を有した絵だった。「危うい力」と言っていいかも

しれない。（第 2部第 64章、P534～535） 

本作の中心となる〈騎士団長殺し〉の絵は実体そのものが失われてしまったわけ

だが、実体は失われずとも、別の意味で失われてしまった絵画もある。免色の肖

像画である。それについて「私」は、 

それはもちろん私が描いた絵だ。しかしいったん私の手を離れて免色の所有

するものとなり、彼の書斎の壁に飾られると、それはもう私には手の及ばな

いものに変貌してしまったようだった。それは今では免
 、

色
 、

の
 、

絵
 、

であり、私の

絵ではなかった。そこにある何かを確認しようとしても、その絵は滑らかな

すばしこい魚のように、するすると私の両手をすり抜けていってしまう。ま

るでかつては私のものであったのに、今では他の誰かのものになってしまっ

た女性のように……。（第１部第 23章、391 ページ） 

と、自らの元妻と重ねている。「秋山図」の名画〈秋山図〉も、果たして〈騎士

団長殺し〉のように実体が失われてしまった、つまり王氏邸の図は別物なのだろ

うか、それとも、免色の肖像画のように、所有者や鑑賞する環境、鑑賞者の気持

ちによって別の画になってしまったのだろうか。どちらにしても、名画〈秋山図〉

が心の中にあれば憾むところはない、と「秋山図」は締め括られる。南田から、

心の中に図があるのでしょうと問われた石谷は、「山石の青緑だの紅葉の硃の色

だのは、今でもありありと見えるやうです。」と答える。その終わり方は、「騎士

団長殺し」の末尾と重なる。 

『騎士団長殺し』は未明の火事によって永遠に失われてしまったが、その見

事な芸術作品は私の心の中に今もなお実在している。私は騎士団長や、ドン

ナ・アンナや、顔ながの姿を、そのまま目の前に鮮やかに浮かび上がらせる

ことができる。手を伸ばせば彼らに触れることができそうなくらい具体的に、
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ありありと。彼らのことを思うとき、私は貯水池の広い水面に降りしきる雨

を眺めているときのような、どこまでもひっそりとした気持ちになることが

できる。私の心の中で、その雨が降り止むことはない。／私はおそらく彼ら

と共に、これからの人生を生きていくことだろう。〔下略〕 

 

四、おわりに 

以上、芥川作品の世界文学としての評価を起点に、芥川作品の絵画性について

「秋山図」を中心に考察し、百年後の現代の〈絵画小説〉であり世界で読まれる

文学でもある村上春樹の「騎士団長殺し」にも言及した。 

「騎士団長殺し」はもちろん絵画の問題だけで論ずることができるような作

品ではないし、また他の村上春樹作品同様、音楽との関わりも深い。しかし言葉

で絵を描く小説という意味では、芥川の「地獄変」や「秋山図」と同じことに挑

み、成功しているといえよう。百年が経とうとも、言葉に何ができるかという人

間の問い、そして作家たちの挑戦は変わらないのかもしれない。 

 

＊芥川作品からの引用は全て『芥川龍之介全集』（第二刷）（岩波書店、2007～2008 年）に

よる。全ての引用においてルビや傍点は適宜省略した。また横書きのため踊り字は「々々」

で表記した。 

１ 同書が英語圏の読者に広く読まれ、芥川作品の世界的評価を押し上げたことは、インタ

ーネット上のレビューを丹念に検証した髙橋龍夫「21 世紀における芥川龍之介文学―イ

ンターネットによる国際的評価―」（「芥川龍之介研究」2018.7）に詳しい。 
２ Rashōmon and Seventeen Other Stories の“ Translator’s Note” にこの部分にあたる原

文がある。 

Akutagawa’s detailed visualization of his late-Heian world ― the clothing,the 

architecture, the construction of the oxcart, the balance of light and shadow, and, of 

course, the amazing conflagration that brings Hell into this world― shows him at his 

stylistic best. If only one work of his were going to survive, this should be it. （xliii） 
３ 「秋山図」については庄司達也編『芥川龍之介ハンドブック』（2016 年 4 月 再版、鼎

書房）において、稿者が項目執筆を担当した。以下はこの項目執筆での記載と一部重な

る。 
４ 夙に愛川弘文「芥川龍之介『秋山図』論―二枚の絵の謎をめぐって―」（「日本文

学」1983・1）は最後の「一笑」を「美というものの本質をみきわめた、すばらしい芸術

家の高らかな笑い」とし、「芥川龍之介は『秋山図』において、この笑いを一番描きたか

ったのである。」とする。 
５ 芥川が〈秋山図〉の描写の語彙を出典「秋山図の始末を記す」が含まれる「甌香館画

跋」の他の箇所からも借りてきていることは、先掲の伊藤一郎「秋山図」が指摘してい

る。 
６宮坂覺編『芥川龍之介作品論集成別巻・芥川文学の周辺』（翰林書房 2001）所収、嶌田

明子「芥川作品各国翻訳状況一覧」、および、関口安義編『芥川龍之介新辞典』（翰林書房

2003）所収、嶌田明子「著作外国語訳目録」によると、「秋山図」が芥川存命中に翻訳さ

れているのはアメリカにおいてのみで、没後一年で中国語訳が湯鶴逸訳『芥川龍之介小説

集』（1928 年 7 月、北平文化学社）に収められたほかは、戦後になってフランス語、ドイ

ツ語などに訳されている。 
７ HathiTrust Digital Library サイトを通じて、イリノイ大学アーバナ・シャンペーン
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校所蔵版を参照した。“Autumn Mountains ”は 1921 年 2 月 5 日（February 5, 

1921）号に掲載されている。 
８「秋山図」について、絵を言葉で語る行為に注目する主な論に、橋浦洋志「「秋山図」考

―物語は終わったか―」（『文藝研究』1994・5）、西原千博「『秋山図』試解―画と

言葉―」（『北海道教育大学紀要』1995・8）、馬場重行「「読むこと」の理路を求めて

―芥川龍之介「秋山図」を素材に―」（『日本文学』2008・3）がある。橋浦氏は同じ

く絵画の評価をめぐる芥川の小品「沼地」（1919）と、西原氏は漱石「草枕」と、本作と

の比較にそれぞれ言及している。橋浦氏は芥川が、読者が作者の文体によって秋山図をあ

りありと見ることを、「己れの技巧を賭けて実現しようと」した、と説き、終結部では

「俗臭を消し去るかのように詩へと転じている」と述べる。西原氏は、芥川にとっても

〈秋山図〉は言葉でしかなかったとし、実際に見た画と、言葉で聞いた画との差を問題に

しなかった芥川を「希有の視覚的な作家」とする。馬場氏は村上春樹の「うなぎ説」の言

を引きつつ、見る人と見られる絵との関係に「言葉」が介在することで〈向こう側〉の世

界が現出するという芸術観が本作で語られているとする。 
９ 芥川「骨董羹」（1920・4～6『人間』）の「同性恋愛」の節に「ドオリアン・グレエ」へ

の言及がある。 
１０ 「騎士団長殺し」に登場する主な絵画は、（１）雨田具彦の『騎士団長殺し』、語り手

「私」の描く、（２）免色渉の肖像画（３）『白いスバル・フォレスターの男』（４）『秋川

まりえの肖像』（５）『雑木林の中の穴』、の五点。 

「騎士団長殺し」刊行後の諸評には、作中の絵画やその役割に特に着目した論も多い。

佐々木敦「凡庸ならざる肖像画家の肖像」（『文学界』2017.5 特集『騎士団長殺し』をめ

ぐって）では、作中で「私」が描いた肖像画ではなく、描かない肖像画（顔のない男の絵

と、自画像）に注目すべきであるとし、「代わりに「私」はこの「小説」を書いたのだ」、

「『騎士団長殺し』という小説は、そのほぼ全部が「私」が言葉によって描いた彼自身の

「肖像画」なのだ」と述べる。河合俊雄「『騎士団長殺し』における絵画の鎮魂とリアリ

ティ」（『新潮』2017・7）は、作中の絵画に未完成品が多いことを、「絵画という表現手段

が多義的なだけではなくて、この小説の中での絵画が曖昧さを強く残している」、そして

最後に絵画〈騎士団長殺し〉が焼けてしまうことは「絵画に含まれている謎というものが

解明されずに終わったことを意味しているのかもしれない。」「この小説は、最後に焼けて

しまったことも含めて、「騎士団長殺し」という絵の成就としてみることができるくらい

である。」と述べている。また作者の〈騎士団長殺し〉の描写技巧については、「平易なこ

とばをたどっていくだけで、その作品が、まさしく正真正銘の名画として、目の裏に迫っ

てくることに、まず驚く。くりかえし、くりかえし読み、じっとその絵の前にたたずんで

いたくなる」という、いしいしんじの評（「絵を生きる：村上春樹『騎士団長殺し』を読

む」『新潮』2017・4）がある。この評は「平易な（ことば）」という点を除けば、難解な

漢語を駆使して語られた「秋山図」における張氏邸の〈秋山図〉の描写にそのままあては

まるだろう。 
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『オデュッセイア』の類話における  

英雄像比較  

― オ デ ュ ッ セ ウ ス 、 百 合 若 大 臣 、 ポ イ ヤ ウ ン ぺ ―  

 

高島葉子  

 

（ 要 約 文 ）  

『オデュッセイア』と「百合若大臣」の類似は古くから指摘され、

現在も類話の比較研究が原形や伝播経路の探究を目的に行われて

いる。しかし類話の比較は物語と社会の関係を考察する際にも有効

である。本稿では、『オデュッセイア』と日本とアイヌの類話にお

ける英雄像の違いに注目し、物語の社会における機能を考察した。  

                            

 

はじめに  

蒙古討伐の英雄が主人公である「百合若大臣」は日本の代表的な

英雄譚であり、伝説として語り継がれてきただけではなく、幸若舞

曲、説経節、謡曲、浄瑠璃など様々な語り物文芸として作品化され

てきた。この「百合若大臣」と「人類史上最高の文学」と称される

『オデュッセイア（Όδυσσεία）』との類似性、共通性については、

古くから指摘され議論されてきた 1。『オデュッセイア』は前 13 世

紀半ばのトロイア戦争を舞台にした叙事詩であり、前 8 世紀半ば以

降に成立とされている。ホメロス（Ὅμηρος）の作と伝えられてきた

が、ミルマン・パリーの研究（ Parry,  1928）以後、何世紀にも渡っ

て形作られ、手を加えられて口承されてきた詩が、ギリシャ語で書

き留められたものであることが明らかとなった 2。ホメロスは詩人と

いうより口承詩の継承者というべきなのである。この口承詩はユー

ラシア各地にその類話が存在することが知られている。  

このような『オデュッセイア』と「百合若大臣」の類似は、偶然

の一致なのか、ユーラシアを横切って伝播した結果なのか。この問

いに答えるためには、ギリシャと極東の間に横たわる広大な中央ユ

ーラシアの類話探究が必要となる 3。従って、東西の伝承を繋ぐ類話

探求が進められており 4、北海道のアイヌ民族の伝承にも類話の存在

が確認されている。広範囲に分布する類話の関係は如何なるものな

のか。原形や伝播経路の探索が続けられているが、決定的な結論は

出ていない。  

『オデュッセイア』と「百合若大臣」の関連、伝播経路の研究は

重要であり、今後も継続する必要があるだろう。しかし、本稿では、

英雄像の違いという別の観点から考察を試みる。対象として、『オ
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デュッセイア』と「百合若大臣」に加えて、北海道アイヌの類話を

取り上げる。アイヌの類話を比較対象とするのは、日本と地理的に

隣接し伝播、受容が想定されるが、その社会体制が異なるためであ

る。「百合若大臣」が語られたのは中央集権的国家体制下の江戸時

代であるが、アイヌ社会は首長制社会の前段階に位置づけられる部

族社会である 5。そして古代ギリシャもまた、首長制社会段階には達

していなかった。それぞれの英雄は、「神に加護された者」などの

共通点を備えているが、同時に相違点も認められる。全く異なる社

会を背景とする「百合若大臣」とアイヌの類話においては、英雄像

に違いが認められるのは当然のことだと言えるが、アイヌと古代ギ

リシャの英雄像も異なる。そこにはどのような背景社会の差異があ

るのか。本稿では、英雄像の違いを手掛かりに、物語の機能、およ

びその背景となる社会について考察する。そして、これによって、

類話の比較研究が、伝播経路の解明だけでなく、物語の持つ社会的

機能の解明に役立つ事例を示すことを目的とする。  

 

１  共通の基本構造  

 まず、『オデュッセイア』の類話に共通する基本構造を確認して

おく必要がある。基本構造は以下のとおりである。  

 

本来「長」（族長、国司、村長）の地位にある者が、裏切りに

よって地位を奪われたのち、復讐を遂げて地位を回復する。  

 

次に、それぞれの物語の概要を示しておく。  

 

『オデュッセイア』概要（筆者による）  

トロイア戦争終結後、オデュッセウスは故国イタケへの帰路、海

神ポセイドンの怒りを買ったため嵐に襲われて漂流する。オデュッ

セウスは、部下一行と共に、怪物の襲撃、魔女との遭遇、冥界への

旅を経たのち、再び船が嵐に飲み込まれて船と部下を失い、一人未

知の島に流れ着く。美しい女神カリュプソと 7 年間島で過ごしたの

ち、女神アテネの計らいでようやく帰路に着く。その間、故国では

妻ペネロペイアに再婚を迫る 100 人余りの有力者の息子たちが屋敷

に集まり、家畜を屠り、侍女を侍らせて酒宴に明け暮れ、オデュッ

セウスの地位と財産の簒奪を目論んでいる。オデュッセウスは、み

すぼらしい老人の姿に身をやつして故国に⒛年ぶりに帰還し、屋敷

の状況を知ると、息子テレマコスと忠義の隷僕（豚飼い）とともに

復讐を計画する。宴会での弓の引き比べにおいて、オデュッセウス

は自ら張った強弓でテレマコス殺害を企てた裏切り者を射殺し、そ

の後、すさまじい戦いの末、アテネの援護を得て他の求婚者、不忠
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の隷僕および奴隷（女中）をすべて抹殺する。翌日、老父の住む農

園にテレマコス、忠義の隷僕二人（豚飼い、牛飼い）とともに赴く

と、そこを殺害された者の親族たちが襲い戦いが起こるが、アテネ

の裁定により和解する。 6  

 

「百合若大臣」については、幸若舞曲「百合若大臣」7の概要を江

戸時代に流行した「舞の本」に基づいて記す。以降、本稿で扱うの

は幸若舞曲「百合若大臣」とする。  

 

幸若舞曲「百合若大臣」（舞の本）概要（筆者による）  

   観音の申し子として生まれた百合若は、若くして右大臣に昇進

し、大納言の姫君を妻とする。蒙古の大軍が 2 度にわたり襲来し、

百合若はその追討を命じられ筑紫の国司となる。三年間の苦戦の末、

鉄の弓矢をもって蒙古軍を撃退した。凱旋の途次、玄海が島に休息

に立ち寄るが、勲功の横取りを企てた重臣別府兄弟の裏切りにより

孤島に置き去りにされる。別府は百合若が戦死したと報告し、筑紫

の国司に任ぜられ、百合若の御台所に懸想の文を送る。御台所はこ

れを拒む。御台所が百合若の寵愛する鷹・緑丸を放つと、緑丸は柏

の葉に血でしたためた文を持ち帰り、御台所は百合若の生存を確認

し宇佐八幡に無事の帰国を祈願する。島に漂着した壱岐の浦の釣人

の船で百合若は筑紫に戻る。みすぼらしい餓鬼のごとき姿のために

別府は百合若とは気づかず、元の家臣である門脇の翁に苔丸と名付

けて預ける。別府が求婚を拒む御台所を池に沈める命令を出したた

め、門脇の翁は自身の娘を身替わりとする。正月の弓始めに、百合

若は宇佐八幡の宝殿に納められた鉄の弓矢を所望し、これを手にし

て名乗りを上げ、別府を誅殺して復讐を遂げる。釣人には壱岐と対

馬、門脇の翁には筑紫九ヶ国荘政所を与え、身替わりとなった翁の

姫のために沈められた池の近くに御寺を、さらに緑丸のために都の

乾に神護寺を建てる。やがて都へ上り、将軍に任ぜられる。 8  

 

 アイヌの類話は北海道石狩・旭川に伝承される、トゥイタクと呼

ばれる散文説話である。主人公による一人称語りである。  

 

「海に浮かぶ山を泳いで引っぱったオタス人の話」（以下「オタ

ス人の話」と表記）の概要（筆者による）  

   私（主人公、オタスの少年）は婆に養われて成長し、弓矢で川の

魚を取るようになる。ある日私の叔父だと称する人が私を交易につ

れていく。婆は叔父が私を殺そうとしているのを知っていて、「何

かの役に立つだろう」と私に下帯 ＊をくれる。私は大きな舟に乗せ

られ、途中高い山の聳える島に一泊するが、翌朝私は島に置き去り
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にされている。私は下帯を口にくわえて島を引っ張りながら泳ぎ、

津波を引き起こす。叔父の舟は転覆し、浜の村々も津波に襲われ全

滅する。島の山頂に男（カムイ・神）がいて私を戒めたので、私は

その戒めに従って帯をしまい家へ泳いで帰る。婆が私の生い立ちを

初めて話したところによると、私の両親一族は悪い者たちに殺され

て私だけが生きのび、水のカムイである婆に育てられた。婆が海の

底にもどったあと私は悪い村人たちを殺し、新たに村を作り、幸せ

な結婚をした、とオタスの老人は物語った。 9  

＊女性の肌着の下につける帯、人には見せてはならないとされた。

母、祖母から娘に伝わる。初潮、嫁入りの際に与えられる。家の

守り。（注は筆者による。）  

 

 以上のように、基本的構造は一致しているものの、設定や展開の

細部はそれぞれ異なることが分かる。特に、アイヌの類話では、裏

切り者への復讐が帰国前であること、また、身をやつして弓競いに

参加して復讐を果たす場面が欠けており、復讐の手段が津波による

舟の転覆である。  

 

２  英雄像の比較  

 次に、それぞれ物語の英雄像を比較してみよう。共通点としては、

三つ挙げることができる。①並外れた武勇の持ち主であること、②

本来は「長」の地位にある者（族長、国司、村長）であること、③

神の申し子あるいは神の加護を受けた者であることである。  

トロイア戦争の英雄であるオデュッセウスが武勇に長けた人物

であるのは無論だが、イタケの国を治めるバシレウス (βασιλεύς )でも

ある。バシレウスは英訳では“ king”となっているが、『オデュッ

セイア』の描く社会を前提とすると、「王」というよりも「族長」

を意味すると理解すべきである 10。③としては、オデュッセウスは

女神アテネの加護と援助により帰国を果たし、地位・財産と妻を奪

おうとする有力者たちに復讐する。百合若大臣も鉄弓にて蒙古軍を

撃退する猛勇の武将であり、筑紫の国司である。そして、生まれは

観音の申し子とされる。アイヌのオタス人は、ある村の村長の息子

であったが、村を襲撃され、両親、一族を皆殺しにされて一人生き

残ったとされる。その後、水のカムイに育てられ、その加護により

復讐を遂げる。カムイの加護があるとはいえ、一人で敵を悉く倒す

勇士である。このように主人公には①、②、③の共通性が認められ

る。  

では、相違点はどのようであろうか。まず気づくのは、百合若大

臣とオデュッセウスは、国司、族長という地位にある壮年男性であ

るのに対し、オタス人は、まだ養育者の庇護のもとにある未熟な少
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年として登場することであろう。  

そしてさらに行動に注目すると、オタスの少年には顕著な特徴が

認められる。百合若大臣とオデュッセウスは帰国後、正体を隠して

慎重に機会を待ち、策を講じて裏切り者を倒す思慮深い策略家であ

る。他方、アイヌの少年英雄は、その未熟さが行動に顕著に表れて

おり、怒りに任せて魔法の下帯で島を引っぱりながら泳いで津波を

起こし、復讐の相手ばかりか罪のない人々の村々まで破壊する。  

 

その下帯の玉のようにたたんであったものを山に向かって飛げ伸ば

し (ﾏﾏ )、それを引っ掛けて、それから片一方をくわえて沖へ向かっ

て泳ぎました。すると、その大きな島は、グラグラ揺れるとさえ思

われぬものでしたが、後ろからついてきます。すると、今までは波

一つない海の面でしたが、…海は家ほどもある波を押し合うように

して作り、高まり、荒れてきました…怒っていましたものですから、

がんばって泳ぎ続けました。…おじさんたちは、舟とともにひっく

り返って死んでしまいました。私はそれを確かめました。怒ってい

ましたから、がんばって進んで行きました。すると、村がありまし

た。その村も津波に見舞われていて、私はその村も全滅させました。

それから、またさらに進みますと、…前方に波が激しく起こり、津

波となって、多くの村々をすべて滅し尽したのを見とどけました。1 1  

 

 ここでは、少年は罪のない人々の村々を破壊してしまったことに

良心の呵責を感じることなく、怒りにまかせて泳ぎ続ける。自分を

陥れた者に対して復讐する点は、いずれの英雄も同様だが、オタス

の少年のみ衝動的な行動によって達成する。しかも留意すべきは、

激しい怒りを制御することができず、無関係な人々までも殺害する

ことである。この点は、百合若大臣ともオデュッセウスとも大きく

異なる。彼らは裏切り者を殺害するが、罪のない者は傷つけない。  

こうしたオタスの少年の際立った特徴は、アイヌのユカラ（英雄

叙事詩）の主人公、ポイヤウンぺの特徴そのものである。次にこの

点に注目しよう。  

  

３  アイヌ英雄譚の社会的機能  

「オタス人の話」はすでに述べたように、散文説話であり韻文で

語られる叙事詩ではないが、叙事詩的英雄像が見られる。これを踏

まえて、三つの類話のなかで、まずこの物語の機能を考えてみる。  

 

３ -１  アイヌ口承文芸のジャンル   

ポイヤウンぺ英雄譚について述べる前にまず、北海道アイヌの口

承文芸のジャンルについて簡単に説明しておく。  
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アイヌ口承文芸には大きく分けて、神謡・カムイユカラ（以後カ

ムイユカラ )、英雄叙事詩・ユカラ（以後ユカラ）、散文説話である

ウエペケレまたはトゥイタクの三つのジャンルがある。カムイユカ

ラとユカラは韻文（節をつけて）で語られ、散文説話は散文で語ら

れる。使用される文体もジャンルで異なり、カムイユカラとユカラ

は雅語で、散文説話は日常語で語られる 1 2。語られる内容も異なる。

カムイユカラの主人公はカムイである。カムイはアイヌ独特の観念

であり、人間以外の動植物およびすべての事象の「人間にない力を

持ったもの」 1 3である。カムイはその本来の世界（カムイモシリ）

では人間の姿をしているが、人間界（アイヌモシリ）ではそれぞれ

の衣をつけて動植物、事物、現象として存在すると考えられている。 

カムイユカラは、このような様々なカムイが一人称で自分自身の

体験談を語る物語である。ユカラには二種類ある。いずれも英雄の

一人称による自叙である。一つ目は主人公であるアイヌラックル

（人間臭い人）つまり半人半神による祖神・文化英雄物語である。

地上世界の悪なる存在や魔物を退治したり、人間に獲物を与えた

り、天界から道具や工芸をもたらしたりする。二つ目は少年勇者ポ

イヤウンぺを主人公とした闘い中心の冒険物語であり、やはり一人

称で語られる。散文説話には 4 種類の話群が存在する。このうち 2

種は三人称で語られ、和人社会の影響のもとに形成された話群と考

えられている 1 4。アイヌ固有のものは「カムイの物語」と「人間・

アイヌの物語」であり、いずれも一人称で主人公であるカムイある

いは人間が自分自身の体験談を語る。  

上記の中で「オタス人の話」は散文説話（トゥイタク）であるが、

主人公はユカラの主人公ポイヤウンペの特徴を持つ。  

 

３ -２  ポイヤウンぺの反倫理性  

ポイヤウンぺ・ユカラは主人公と怪物や敵との戦いを中心に展開

する物語である。戦闘に明け暮れる主人公は、超人的な身体能力を

持ち、圧倒的な強さで敵を倒し続ける。多くの敵は主人公の山城に

ある宝を奪おう目論んでいる。しばしば殺された主人公の父親は村

長だったという設定で、親の仇が戦いの理由とされることが多い

が、戦いの勝利に特に積極的な意味はなく、戦利品の獲得もない。

戦いが終われば城での平穏な生活に戻るだけである。  

主人公はポイヤウンぺあるいはポンオタストゥンクルなど地方

によって呼称が異なる。前者は「小・陸の・人」＝「北海道の若者」、

後者は「小・オタスの・人」＝「オタスの若者」（オタスは英雄の

住んでいる地域名）という意味であり、固有名詞ではなく綽名であ

る。そして、ここで注目したいのは、その人物造形である。  

アイヌの少年英雄は、超人的身体能力をもちながら、思慮分別に
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欠け、衝動的に行動するため、途方もなく危険な人物である。織田

ステノによる口述ユカラから具体的描写を見てみよう。まず主人公

が初めて狩りに出かける場面である。鳥のように空を飛びながら獲

物を探し 1 5、鹿を見つけ矢を放ち、命中を確認して鹿の倒れた場所

に降りる。以下その後の行動である。  

 

大きな雄鹿は  /  大きな目を見開いて  /  白目を  /  むいて  /  私を睨

みつけている。 /  私は腹が立ったので、 /  何の悪口を  /  いうので  / 

私を睨みつける  /  のだろうか。と  /  思いながら、 /  両足を  /  つか

んで  /  土に叩きつけ  /  草に叩きつけた。 1 6  

 

死んだ鹿が自分を睨みつけていると思い、地面に叩きつけている。

常軌を逸した行動である。ユカラの少年英雄は戦いの場面ではさら

に、衝動的な行動が目立つ。  

  

  カニオトプウシ  /  年長の兄さんは  / …  /  私をねぎらった。/  する

と私は何をしたのだか  /  我を忘れてしまった。/  気がつくと  /  カニ

オトプウシ  /  神の兄さんの  /  頭だけを  /  土に叩きつけ  /  草に叩き

つけている  /  ところに  /  正気を取り戻したのだ。 1 7  

 

ここでは、主人公は兄とは無関係なことで腹を立てていたのだが、

弟をねぎらおうと近づいてきた兄を、怒りで理性を失っていた主人

公はいきなり殺してしまう。  

このような衝動的行動はユカラの主人公の特徴である。戦いに無

関係な相手までも、頭に血が上ると容赦なく惨殺する。親の復讐や

怪物退治など戦いの理由は設定されてはいるが、上記の事例のよう

に、主人公は目前に現れた相手と理由もなく次々と戦い始める。罪

のない相手であろうと容赦ない攻撃を加える。こうした主人公の行

動により、ユカラそのものが反倫理的世界観を示すものとなる。罪

無き者を殺害したとしても、主人公が咎められることはない。これ

は、アイヌ口承文芸のもう一つの人間が主人公となるジャンル、散

文説話とは全く異なる特徴である。このジャンルは、「勧善懲悪」

「因果応報」という道徳原理に支配された世界観を提示する。正し

い心を持った者は必ず報われ、悪い心をもった者、悪行をした者に

は必ず罰が下されるのである 1 8。これはアイヌ社会を律している倫

理観そのものである。散文説話は秩序維持を目的として語られたと

考えられる。従って、ユカラはこれとは正反対の目的、すなわち秩

序転覆の目的で語られたと推定できる。つまり正反対の目的を持つ

ジャンルが併存していたと言えるのである。秩序維持だけでは社会

は閉塞する。相反するジャンルは、語る相手や語る場の違いによっ
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て語り分けがなされ、結果として補完的に機能していたのだろう。  

 

３ -３  散文説話に組み込まれたポイヤウンぺ  

 では、散文説話でありながらポイヤウンぺ的主人公の物語である

「オタス人の話」は、どのような機能を持っていたのか。原題は

「Otasut  un ekaci yay’isoitak（オタス老人の自叙）」であり、ポイヤ

ウンぺの別名ポンオタストゥンクル（オタスの若者）との関連を示

唆している。オタスの男が死ぬ間際に、自分の若いころの出来事を

子供たちに自ら語るという物語である。これは、まさに散文説話の

典型的なパターンである。つまり、ユカラの反秩序的英雄を散文説

話の枠組にはめ込んでいるのである。  

 以下の引用 (1)は、少年が引っ張っていた島の山に姿を現したカム

イが主人公を戒め、反省を促す場面であり、(2)は、物語の結末部で、

主人公が自分の子供たちに自ら人生を語り聞かせる場面である。  

 

 (1) カムイが主人公を戒める場面  

「これこれ、少年よ、私の言うことを聞いてください。なにを怒っ

たとはいえ、すでにたくさんの村をこんなに滅ぼしたのだから、…  

これからはこらえて、分別しもう山を引っぱってはいけません。そ

うすれば、これ以上の村は滅びることはないでしょうから、私の言

うことを聞きなさい。もし言うことを聞かないなら、お前を殺して

しまいますよ。」と、山の上に立っている人が言ったので、考えて

みますと、「ほんとうに激しく怒り過ぎたから、既に多くの村が滅

びてしまったのだと、神様は言うのだな。神様の言うことを聞かぬ

と悪い。」と思ったので、その下帯をたたんで、きれいにたたんで、

着物の中に入れました。それから泳いで陸に上がりました。 1 9  

                          

(2)「オタスの人の話」結末部   

 村の下から村の上へと駆け巡り、悪い心を持ったものをみんな殺し

ました。みますと、かろうじて生き残った子供がいます。その子供

を一箇所に集めて、小さな村を（作って）自分の廻りに住まわせ、

ある高貴な婦人…といっしょになりました。それから、男の子や女

の子を産んで、このように語ってきかせました。「どんなわけでこ

うして居られるのかといえば、ある歳をとったおばあさんが私を育

て、お守り下さったからです。というのも女の下帯を私にくださっ

たおかげで命を救われたものですから。そこでこのようにお話でき

るんですよ。」とオタスの老人は物語りました。 2 0  

 

(1)は主人公を道徳規範に従わせる働きをしており、主人公に改心

させることで散文説話的人物へ修正している。主人公はカムイの叱
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責により反省し、行いを改める。さらに、主人公はその後両親と村

人を全滅させた者たちを殺戮して復讐を遂げるわけだが、この時、

水のカムイの計らいで、ポイヤウンぺ的破壊性は「心がきれいな者

ども」には及ばない 2 1。従って、結果として悪行を行った者が報い

を受ける話となっており、警告譚の機能を持っていると言える。  

(2)は散文説話の典型的な結末のパターンである。散文説話では、

正しい心を持ち規範に沿って行動する村長（あるいはその妻）が、

カムイの加護を得て窮地を乗り越えて幸福な生涯を送る。結末部で

は、主人公がその生涯を子孫に語るという形式をとる。この物語の

主人公も村再興後は村長として幸せに生涯を全うすることなり、カ

ムイの加護のある者は、たとえ本来の地位を奪われたとしても、そ

れを奪還し幸福な生涯を送るというメッセージで締めくくられる。  

このように、この物語は散文説話の持つ秩序維持機能によって、

ポイヤウンぺ的主人公の反秩序的破壊性が制御された結果、警告譚

となっている。ただし、前半の叔父に対する怒りがポイヤウンぺ的

な無差別破壊行為として描かれているため、警告性が弱められてい

る印象を拭えない。  

 次に、『オデュッセウス』と「百合若大臣」の機能についての考

察に進もう。これらもおそらく警告譚の機能を持つだろう。  

 

４  『オデュッセウス』と「百合若大臣」の社会的機能  

４ -１  警告譚としての機能  

すでに指摘したように、語られた社会体制は異なるものの、百合

若大臣とオデュッセウスはかなり似た人物造形がなされている。ま

た、物語の展開も大筋で一致しており、モチーフ構成を示してみる

と、それは明らかである。  

 

  ①神の申し子（神に加護された者）が、②戦いの後、③離れ島に

流れ着き（置き去りにされる）、④援助者の手助けで帰国し、⑤

身をやつして裏切り者に近づき、弓の腕比べにて名乗り上げ、⑥

裏切り者を殺して復讐をとげ、⑦長の地位に戻る。  

 

下線部はアイヌの「オタス人の話」には欠けたモチーフであり、

それゆえ、百合若大臣とデュッセウスの際立った共通点でもある。

両者は、身をやつして復讐の機会を待ち、そして確実に敵を討ち取

る。こうした物語構成から考えると、両者の提示する世界観は「悪

行を行う者は必ず罰を受ける」という観善懲悪的なものである。ま

た、既に指摘したように、いずれの英雄も罪のない者を攻撃するこ

とはなく、倫理的正当性が担保されている。さらに、両者とも神の

加護の下にあると設定されている。百合若大臣は観音の申し子であ
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り、オデュッセウスは女神アテネに常に見守られ、援護されている。

こうしたことから、倫理的正当性に加えて、神による地位の正当性

をも顕示されていると言える。従って、これらの物語は、地位簒奪

を目論む者への警告の機能を持つと考えられる。この点から考える

と、アイヌの「オタス人の話」は警告譚としての効果が相対的に弱

い。前述のとおり、神に叱責されて反省するとは言え、ポイヤウン

ぺ的主人公の無差別殺人の印象が強いため、叔父の悪行が翳む。  

 

４ -２  裏切り者の罪とその誅罰、報復  

しかし、詳細に見ると「百合若大臣」と『オデュッセイア』には

興味深い違いも認められる。それは、敵の罪状とそれに対する主人

公の誅罰方法、さらに復讐を遂げた後の行動である。  

まず、罪状を確認しよう。「百合若大臣」では、重臣である別府

が百合若を島に置き去りにし、死んだと報告して自ら国司となる。

また、求婚に応じない御台所の命を奪う命令を下す。他方、『オデ

ュッセイア』では、オデュッセウスが孤島に留め置かれているのは、

ポセイドンの怒りのためであり、部下や仲間に陥れられたわけでは

ない。オデュッセウスの復讐の相手は近隣の有力者の息子たちであ

り、彼らの罪はバシレウスである夫の死が定かでないにも関わら

ず、再婚の意志のないペネロペイアに求婚し、さらに毎日のように

館に集まり、許しもなく家畜を屠殺して宴会を催き、財産を消尽し

ようとしていたことであるとされている。  

ペネロペイアへの求婚は、別府の御台所への求婚とは異なり、重

要な意味があるので、ここで少し説明が必要であろう。ペネロペイ

アの父親は財力のある有力者の一人である。これは息子テレマコス

への女神アテネの次の言葉からも明らかである。  

 

… and for  your mother,  if  her heart  bids  her marry, let  her go back 

to the hall  of  her powerful father,  and there they will  prepare a 

wedding feast ,  and make ready the gifts  in their  abundance,  al l  that  

should go with a wel l -loved daughter .2 2  

   

このような女性を妻にすることは、大きな後ろ盾を持つことにな

り、オデュッセウスのバシレウスという地位も妻の父親の財力と無

縁ではないのである。従って、ペネロペイアへの求婚はバシレウス

の地位簒奪の意図を意味する。比較してみると、主人の地位を事実

上簒奪したのであるから、別府の罪がより重いことが分かる。  

次に、誅罰方法を見てみよう。「百合若大臣」では、別府は許し

を請うが、百合若大臣は許さず、捕えて舌を抜いた後にさらに首挽

の刑に処す。ただし、別府の弟については、島で百合若を殺害しよ
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うとした兄を止めたという理由で流罪とする。  

 

  別府も走り降り、「降参なり」とて、手を合する。いかでか許し

給ふべき。松浦党に仰付、高手小手に縛め、懸りの松に結ひ付け、

自身立出給ひて、「汝が舌の囀りにて、我に物を思はする、因果の

程を見せん」とて、口の内へ御手を入、舌をつかんで引抜いて、か

しこへがはと投げ捨て、首を七日七夜に挽首にし給へり。上下万民

おしなべて憎まぬ者はなかりけり。弟の別府の臣をも、同じごとく

罪科あるべかりしを、島にて申言葉の情を、有のまゝ申。「さらば、

汝をば流罪にせよ」とて、壱岐の浦へぞ流されける。 2 3  

 

別府兄にたいする抜舌、挽首は極めて残酷な刑である。しかし、別

府に従って大臣を島に置き去りした他の家臣、さらに別府の命令に

て求婚を拒絶した御台所（実際には翁の娘）を池に沈めた者など、

他にも処罰すべき者がいたはずだが、すべてお咎め無しである。つ

まり、大臣は首謀者の別府兄のみ極刑に処し、協力者には慈悲を持

って対処している。これはオデュッセウスとの大きな違いである。  

オデュッセウスの誅罰は誰も免れることができない。第 14 歌か

ら第 21 歌で復讐計画が周到に進められていく様子が丁寧に語られ

た後、第 22 歌で簒奪者への復讐が血なまぐさい残虐な戦闘場面と

して描かれる。まず、首謀者であるアンティオノスの喉を射抜いた

後、館の宴に集まっている求婚者を悉く惨殺する。オデュッセウス

は、命乞いをするエウリュマコスに対して、次のように応じる。  

     

Then with an angry glance  …  Odysseus answered him: 

“Eurymachus, not even if you suitors should give me in requi tal  al l  

your patrimony, al l  that  you now have and whatever you may add 

to i t  from elsewhere,  not even so would I henceforth stay my hands 

from kil l ing unti l  the suitors had paid the price of  al l  th eir  

transgression. Now it  l ies before you to fight in  open fight,  or to  

flee;  if  any man may avoid death and the fates;  but I do not think 

anyone shall  escape from utter  destruction .”2 4  

   

さらに、不忠の隷僕である山羊飼および求婚者たちと通じた女中た

ちまでも処刑する。オデュッセウスの命令に従い、息子テレマコス

は残酷な方法で彼らを処罰する。  

  

    So he spoke, and t ied the cable of  a dark -prowed ship to a great  

pil lar and cast  i t  about the rou nd house, stretching i t  high up that  

none might reach the ground with her  feet .  And as when 
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long-winged thrushes or doves fall  into a snare that  is  set  in a 

thicket ,  as they seek to reach their  roosting place,  a nd hateful  is 

the bed that  gives them welcome ,  even so the women held their  

heads in a row, and round the necks of  al l  nooses were laid,  that  

they might die most piteously.  And they writhed a l i t t le while with 

their feet ,  but not for long.  

Then out  they led Melanthius through the doorway and the cou rt ,  

and cut off his nose and his ears with the pit i less bronze, a nd tore 

out his genitals  for the dogs to eat  raw,  and cut off  his hands and 

his feet  in the anger of their heart s 2 5 .  

    

恐ろしい処刑場面である。確かに誅殺された人物たちは全員それぞ

れに罪があるが、これほど残虐な処刑が必要なのだろうか。死罪に

値するとすれば、テレマコス殺害計画だけではないのか。罪と罰の

対応を「百合若大臣」と比較した場合、警告譚としての効果は遥か

に大きい。  

 最後に報復達成後の展開を比較してみよう。百合若大臣は、恩を

受けた釣人と門脇の翁に褒賞を与え、命を落とした翁の姫と鷹・緑

丸にそれぞれ御寺を建造する。そして、自らは朝廷から武家の最高

権威である征夷大将軍に任命される。そして語りは「さてこそ、天

下太平、国土安穏、長寿長遠なりとかや」 2 6と結ばれている。他方、

オデュッセウスは惨殺された求婚者たちの親族が報復に来ること

を予期し、翌日、父の農園に赴き、息子テレマコス、父ラエステル、

忠義の隷僕二人とアテネの加護を得て敵の襲撃を迎え撃つ。再び激

しい戦闘が起こり、敵が全滅寸前にアテネが介入してようやく和解

に至るのである。  

この違いは重要である。ここで注目すべきは、『オデュッセイア』

にて誅罰された求婚者の親族が報復を企てる点である。この報復の

応酬が「百合若大臣」では起こらないばかりか、将軍に任命される

結末によって、百合若大臣の権威は揺がぬものとなり、天下太平と

なる。さらに、「オタス人の話」でもこの報復の応酬は起こらない。

オタスの英雄も復讐達成後は村を再興し、村長として幸福な暮らし

を送ると語り終わるのである。  

ここには物語が語られた社会が反映されていると考えられる。こ

れについては、上述のオデュッセウスの求婚者および不忠の隷僕に

対する過剰とも言える報復とも合わせて考察する必要がある。  

 

５  英雄譚の社会的背景  

５ -１  中央集権社会と部族社会  

 幸若舞曲は室町時代後期から江戸時代初期に盛行しただが、本稿
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で考察の対象としている「百合若大臣」（舞の本）は江戸時代に流

行した流布本である。従って「舞の本」を基に考察するに当たって

は、江戸時代の中央集権的政治体制を念頭に入れる必要がある。も

はや戦国時代の下剋上的社会ではなく、徳川将軍家による幕藩体制

成立を前提にしなければならない。こうした権力の安定が、首謀者

別府兄のみの死罪、百合若大臣の将軍任命、天下太平の結末に反映

している。門脇の翁が娘を御台所の身替わりとして差出し、娘もそ

れを拒まぬことにも、忠君を徳とする価値観の内面化が反映してい

る。室町時代の幸若舞曲との異同点を検討する必要はあるだろう

が、部族社会段階であった古代ギリシャとの比較であれば、室町時

代の日本も、朝廷と幕府の存在を鑑みれば、前 8 世紀のギリシャ社

会より中央集権化が進んでいたことは明らかである。  

 『オデュッセイア』の物語舞台は紀元前二千年紀のミュケナイ時

代であるが、描かれている社会は前 10 世紀から前 8 世紀頃、ポリ

ス成立前夜の時代と見積もられている 2 7。桜井万里子によれば、ホ

メロスの社会において貴族・有力者が依拠しているのは「高貴な生

まれと富、つまり出自と家産」 2 8であり、彼らは世襲の「家」を立

脚点として、様々な「集合活動への参加を通して、政治への参加を

はたしポリスを運営していた」2 9という。つまりバシレウスには「王」

とう訳語から連想される権力はなく、貴族の中で相対的に力がある

者というにすぎないと考えるべきなのである。それゆえ、バシレウ

ス不在中に有力者が挙って財力ある父の娘であるペネロペイアに

求婚し、その夫の財産を食いつぶそうとするのである。この状況が

バシレウスという地位の不安定さを証言している。従って、その地

位は常に危険にさらされているのであり、簒奪を目論む者に警告を

発する必要があることが分かる。  

こうした社会を前提に考えると、『オデュッセイア』がオデュッ

セウスの報復で物語が終わらず、最終歌で息子たちを惨殺されたイ

タケの有力者が反撃してくるのも理解できる。先述のように、この

報復の連鎖を断ち切るのはアテネ神の介入である。しかし、興味深

いことに、「引き分けよ」というアテネの一度目の制止の声にオデ

ュッセウスは耳を貸さず、武器を捨てて逃げる敵になおも恐ろしい

叫び声をあげて襲いかかる 3 0。これに対し、アテネは戦いを止めね

ばゼウスの怒りを買うぞと、以下のように忠告する。  

 

  “…  Odysseus of many devices,  hold your hand,  a nd stop the stri fe  

of war,  common to all ,  for fear Zeus son of Cronus, whose voice is  

borne afar,  may perhaps become angry with you .”3 1  

 

この言葉により漸くオデュッセウスも武器を置く。女神の脅しとも
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とれる忠告なしには和解が成立しない社会であり、これは「百合若

大臣」の提示する世界とは隔絶の感がある。『オデュッセウス』の

社会は、有力者の勢力が拮抗する状態にあり、勢力争いが熾烈であ

ると推察できる。  

 

５ -２  憎しみと敬意  

 上掲のアテネの忠告によりオデュッセウスが攻撃を止める場面

は、オタスの少年がカムイに叱責される場面を想起させる。しかし、

カムイが戒めるのは罪なき者まで殺してしまう無差別破壊であり、

報復の応酬ではない。この違いに注目して『オデュッセイア』と「オ

タス人の話」の背景ついて最後に検討してみたい。  

 『オデュッセイア』における報復の応酬について考えるに当たっ

て、興味深い事柄がある。それはオデュッセウスという名の意味で

ある。第 19 歌に母方の祖父による名付けの場面があるが、ここで

Όδνσσεύς（オデュッセウス）は όδνσσάμενος（激怒するもの）に由

来することが明らかにされる 3 2。この語の原形は、όδύσσομαι（～に

対して怒る）である。A.T.マリー (A.T. Murray)は όδνσσάμενος を  “will  

pain to”と訳しているが、松平千秋は「憎まれる」と解釈している 3 3。

いずれの解釈が正しいかは議論のあるところであろうが、ここで重

要なのは、オデュッセウスが「憎しみ」や「怒り」を意味する言葉

に由来するという点である。つまり、バシレウスの地位にあること

は憎しみや怒りを生むと解釈できる。地位の簒奪を企てられ、それ

に報復すれば、さらに反撃を受ける。この憎しみの連鎖をオデュッ

セウスの名自体が示唆しているのである。神の介入なしには和解す

ることが不可能な地位を持つ者と持たない者との対立が、『オデュ

ッセイア』には描かれており、これは簒奪を目論む者への警告に留

まらず、族長の地位にある者に対しても、常に反感を生む危険があ

ることを警告している。これも勢力争いが熾烈な社会であったから

であろう。  

 それでは「オタス人の話」はどう考えるべきか。バシレウスに対

応する村長はどのような存在なのか、改めて検討してみよう。  

先述したように、この英雄譚は、地位と財産の簒奪を目論む者へ

の警告譚の機能を持つものの、主人公のポイヤウンぺ的破壊性のた

めにその効果は弱められている印象を与える。むしろ、主人公をも

含めて、正しい心を持ってカムイの加護を得なければ幸福にはなれ

ないというメッセージに回収されている。無差別に人や村を津波で

滅ぼしていた主人公は、カムイの怒りによって改心し、村長として

幸福な人生を送ることになる。そこで強調されるのは、報復の成功

よりも水のカムイによる加護の有難さである。  

 このカムイの加護の大切さが強調される背景には、アイヌ社会に
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おける村長の立場が関係していると考えられる。「オタス人の話」

の後半、両親と村人を殺害した人々への報復達成後に、その敵の仲

間から主人公が反撃されることはない。敵の中で生き残った子供を

集めて村を再興し、村長として幸福な人生を送ったと語り終わる。

つまり主人公の改心後に人々からの反感、憎しみが描かれることは

ない。主人公の報復行為は「村の下から村の上へと駆け巡り、悪い

心をもったものをみんな殺した」 3 4と表現され、ポンヤウンぺ的な

凄まじさを感じさせるが、罪ある者だけが対象であり、これがカム

イに認められた行為であることが示される。  

 ここで、アイヌ社会で村長がどのような地位であったか確認する

必要がある。アイヌ社会も古代ギリシャと同様に部族社会であっ

た。アイヌ社会には首長が存在したとされているが、社会の段階と

しては、首長制社会ではなく部族社会レベルであった。こうしたア

イヌ社会では、やはり財力を持つ者（ニシパ）の中から首長が選ば

れた 3 5。この点『オデュッセイア』の社会と同様である。しかし、

アイヌ社会では、散文説話に語られているように、カムイをよく祀

り規律を守る者がカムイの加護を受けて富を得ると考えられてい

たため、富を持つ者が敬われていたという 3 6。すべてではないが、

首長は世襲化され、血統が神格化された場合も存在したという 3 7。

これは、散文説話にカムイと人間の婚姻譚が多いことからも推察可

能である。こうしたアイヌの村長と古代ギリシャのバシレウスを比

較してみると、富を持つ者が敬われたという点が異なっていると指

摘することが出来る。これは、「富はカムイの加護の証」という観

念がアイヌ社会に道理として浸透していたことを意味している。首

長あるいは村長の地位は、おそらく古代ギリシャ社会のバシレウス

より安定したものであったのであろう。  

 アイヌの口承文芸には、「オタス人の話」の改心前の主人公の特

徴を持つポイヤウンぺが活躍するユカラが存在する。散文説話で説

かれる道徳律や秩序を根底から転覆させる少年勇者の物語である。

こうしたジャンルの存在は、これに対立する秩序維持を目的とした

ジャンルの存在が前提となる。後者が無ければ前者の存在意義は無

い。「オタス人の話」はこの二つのジャンルが組み合わさったもの

である。この話の場合には、ジャンルとしてのバランスを一つの散

文説話のなかで実現する試みであったのかもしれない。しかし、こ

の話型の類話は『日本昔話通観』に二話しか掲載されてない 3 8こと

から考えると、あまり好まれなかったと言えるだろう。つまり、有

効性が認められなかったと考えられる。ポイヤウンぺは、ユカラの

中でこそ英雄性を発揮するのである。  
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おわりに  

 以上考察してきたように、『オデュッセイア』、「百合若大臣」、

「オタス人の話」は話型的には類似性があり、いずれも地位と財産

の簒奪を目論む者への警告譚という機能があることも共通してい

る。しかし、英雄像に注目して比較してみると、その「警告性」の

強度には差があることが分かる。  

秩序破壊的なポイヤウンぺ的英雄が主人公であるアイヌ説話は、

衝動的に罪のない者まで殺害されるため、却って警告性が弱まって

いる。百合若大臣とオデュッセウスは、計画的に裏切り者のみを誅

罰する点では同様だが、百合若が首謀者のみ極刑に処すのに対し、

オデュッセウスは不忠の隷僕や女中に至るまで悉く惨殺する。計画

的である故、ポイヤウンぺ的英雄以上に恐ろしく、最も強い警告性

を発揮している。これは物語の結末で一層顕著である。「百合若大

臣」では、英雄の慈悲と報恩が強調され、征夷大将軍に任命された

百合若によって天下太平がもたらされる。ところが『オデュッセイ

ア』では、報復の応酬が起こり、女神の介入無しには平和が訪れな

いことが示される。こうした違いは英雄譚が語られた社会の違いに

起因すると考えられる。「百合若大臣」の時代は、徳川幕府による

中央集権的幕藩体制下にあり、もはや下剋上のない安定した社会で

ある。しかし、部族社会段階である『オデュッセイア』の時代は、

有力氏族の勢力が拮抗し、バシレウスの地位は極めて不安定なもの

であった。他方、同じ部族社会でも、富める者が敬われたアイヌ社

会では、村長の地位は比較的安定したものであった。「オタス人の

話」の希少な類話採録数は、秩序破壊的ユカラの英雄を勧善懲悪的

散文説話に組み込んだ警告譚が、当時のアイヌ社会でそれほど必要

とされなかったことを窺わせる。社会状況の違いが、モチーフ構成

上の類似性にも関わらず、異なる英雄像を描くことになったのだろ

う。求められる英雄像は社会によって異なり、それゆえ、物語の機

能も一様ではないのである。  

口承文芸研究においては、広く分布する類話の比較考察から原形

や伝播経路の探究が盛んに行われてきたが、類話をそれが語られた

社会と関連づけて比較考察する研究方法によって、物語と社会の関

係を明らかにすることが可能である。本稿では、伝播経路の研究と

は異なる類話の比較研究の有効性を示すことを試みた。  

 

 

 

                                                 
1  坪内逍遥は 1 9 0 6 年に両者が酷似していると指摘した（『早稲田文学』 1 9 0 6 年 1 月

号）。  
2  パリーの研究については以下を参照。 Milman  P ar ry,  L’Ep i th é t e  t ra d i t i o n a l l e  d a n s  



- 17 - 

                                                                                                                                               
Ho mèr e  (P ar i s :  S so c ié t é  É d i t r ce  Le s  Be l l es  Le t r es ,  1 9 2 8 ) .  Ｗ . J .オング『声の文化と文字
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して「百合若大臣」が日本に伝播した可能性を指摘している。大林太良「百合若伝

説と内陸アジア」（『フォークロア』第 3 号、 1 98 0 年）、 8 1 頁。  
4  近年では例えば、『鷹と鍛冶の文化を拓く百合若大臣』（三弥井書店、 2 0 1 5 年）、
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Yo rk :  Ran d o m Ho u se , 1 9 6 2 ) .  
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E .  Di mo ck  (1 9 1 9 ;  Lo n d on:  Har vard  UP ,  1 9 95 ) .  
7  福田晃の説明では、「幸若舞曲は、鼓のハヤシによって乱舞する白拍子の舞曲を継

承するもので、最初は鼓をハヤシとする舞に留まっていたが、十五世紀末ごろ越前

に幸若太夫が出現し、「双紙」にもとづく演劇的要素を含む「曲目」が上演される

ことになった」ということであり、「読誦」の「カタリの進行に伴って、ハヤシの

鼓・琵琶が用いられることに特徴がある。」［「日本の語り物文芸―英雄叙事詩を

めぐって」（荻原眞子・福田晃編『英雄叙事詩』三弥井書店、 2 0 1 8 年）、 3 4 頁］  
8  麻原美子・北原保雄校注『舞の本』新日本古典文学大系 59（岩波書店、 1 9 9 4 年）。 
9  『英雄の物語  アイヌ無形民俗文化財記録第 2 輯』（アイヌ無形文化伝承保存会、

1 9 8 2 年） ､2 05 -2 2 3 頁。  
1 0  吉川晴風編『ギリシャ語辞典』（大学書林、 1 98 7 年）では、バシレウス (βασι λε ύϛ )

の意味として「王」の他に「君候」「支配者」「族長」が記載されている。  
1 1  『英雄の物語』、 2 15 -21 7 頁。  
1 2  中川裕『アイヌの物語世界』（平凡社、 1 9 9 7 年）、 20 3 頁。  
1 3  同書、 2 3 頁。  
1 4  稲田浩二・稲田和子編『日本昔話ハンドブック』（三省堂、 2 00 1 年）、 2 4 1 頁。  
1 5  ユカラの主人公は憑神によって超人的能力を発揮し、飛行能力もその一つである。 
1 6  静内町教育委員会編「ユカラ 2」（『静内地方の伝承 I 織田ステノの口承文芸 (1 )』、

静内町郷土史研究会、 19 9 1 年）、 1 51 -1 5 2 頁。   
1 7「ユカラ１」同書、 7 2 頁。  
1 8  中川、前掲書、 91 -9 2 頁。  
1 9  『英雄の物語』、 2 17 -21 8 頁。  
2 0  同書、 2 2 3 頁。「老人」は日本語訳では「少年」となっているが、アイヌ語原文は

「 ekac i（老人）」なので、「老人」とした。  
2 1  同書、 2 2 1 頁。  
2 2  Od ysse y  I ,  p .  3 3 .  (Bo o k 1 :  2 7 6 -2 6 8 . )  
2 3『舞の本』、 67 -6 8 頁。  
2 4  Od ysse y  I I ,  p .  3 4 9 .  (Bo ok 2 2 :  6 0 -6 7 . )   
2 5  i b id . ,  p p .37 9 -3 81 .  (Bo o k 2 2 :  4 65 -4 76 . )  
2 6  『舞の本』、 6 9 頁。  
2 7  桜井万里子『古代ギリシャ社会史研究―宗教・女性・他者―』（岩波書店、 1 99 6
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2 8  同書、 9 頁。  
2 9  同書。  
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1 9 4 頁。  
3 4  『英雄の物語』、 2 2 2 頁。  
3 5  瀬川拓郎『アイヌの歴史―海と宝のノマド』（講談社、 2 0 0 7 年）、 56 頁。  
3 6  中川、前掲書、 80 -8 1 頁。  
3 7  瀬川、前掲書、 5 7 頁。  
3 8  稲田浩二・小澤俊夫編『日本昔話通観第 1 巻  北海道（アイヌ民族）』（同朋舎、
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奥
野
久
美
子
「
芥
川
龍
之
介
「
秋
山
図
」
な
ど
―
世
界
文
学
と
し
て
の
芥
川
作
品

―
」

◇
二
〇
一
八
年
七
月
二
十
五
日
に
、
イ
リ
ノ
イ
大
学
か
らTierney

氏
、Persinai

氏

を
本
学
に
迎
え
て
、
打
ち
合
わ
せ
会
議
を
行
い
、
研
究
の
進
め
方
を
決
定
し
た
。

◇
二
〇
一
八
年
八
月
十
六
日
～
十
八
日
に
は
、Persiani

氏
の
企
画
、
運
営
で
イ
リ

ノ
イ
大
学
で
行
わ
れ
た
和
歌
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
Ⅹ
に
お
い
て
、
同
氏
、Tierney

氏
、
山
本
が
研
究
発
表
を
行
っ
た
。

ま
た
、
学
術
情
報
総
合
セ
ン
タ
ー
に
於
け
る
企
画
展
示
「
日
本
文
学
を
世
界
文
学
と

し
て
読
む
」
（

／

～

／

）
を
開
催
し
、
展
示
解
題
を
制
作
し
て
、
本
研
究

12

3

1

31

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
を
広
く
一
般
に
公
開
し
た
。
本
年
度
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

開
催
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
研
究
方
法
、
研
究
対
象
に
つ
い
て
、

新
た
な
知
見
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
イ
リ
ノ
イ
大
学
と
の
研
究
交
流
に
つ
い
て
も
発

展
す
る
余
地
を
残
し
て
い
る
の
で
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

な
お
、
本
研
究
は
、
平
成
二
十
九
年
度
に
イ
リ
ノ
イ
大
学CEA

PS

と
都
市
文
化

研
究
セ
ン
タ
ー
と
の
共
催
で
行
わ
れ
た
、
「2018

Exchange
Sym

posium

―

Focus
on

Japanese
Literature

」
（
二
〇
一
八
年
三
月
六
日
）
の
成
果
を
ふ
ま
え
、

企
画
し
た
も
の
で
あ
る
。
開
催
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
両
大
学
の
関
係
者
各
位
に
深

く
感
謝
申
し
上
げ
る
。

（
山
本
真
由
子
）

研
究
メ
ン
バ
ー
一
覧

山
本

真
由
子
（
や
ま
も
と
・
ま
ゆ
こ
）

大
阪
市
立
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
講
師
。
専
門
は
平
安
朝
文
学
（
特
に
漢
詩
文

と
和
歌
）。

論
文
に
「
『
順
集
』
の
「
う
た
の
序
」
―
源
順
に
お
け
る
和
歌
序
と
詩
序
―
」（
『
国

語
国
文
』
第
八
十
二
巻
第
六
号
、
二
〇
一
三
年
）
、
「
源
道
済
の
詠
紅
葉
蘆
花
の

和
歌
と
序
を
め
ぐ
っ
て
」（
『
国
語
国
文
』
第
八
十
六
巻
第
四
号
、
二
〇
一
七
年
）

な
ど
が
あ
る
。

高
島

葉
子
（
た
か
し
ま
・
よ
う
こ
）

大
阪
市
立
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
教
授
。
専
門
は
比
較
説
話
学
、
比
較
文
化
学
。

論
文
に
「
ア
イ
ヌ
と
ケ
ル
ト
の
異
類
婚
姻
譚
―
カ
ム
イ
と
人
の
婚
姻
と
妖
精
と
人

の
婚
姻
」
（
『
説
話
・
伝
承
学
』
第
一
四
号
、
二
〇
〇
六
年
）
、
「
少
年
英
雄
の
出

生
に
関
す
る
条
件
―
日
本
昔
話
の
英
雄
譚
と
ア
イ
ヌ
の
英
雄
叙
事
詩
の
比
較
考

察
」
（
『The

A
sian

Folk
N

arrative
Society

第

回
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
大
会
論

14

文
集
』
、
二
〇
一
六
年
）
、"SuccessfulM

arriages
betw

een
K

am
uy

and
H

um
ans

in
A

inu
Folktales:

A
Com

parison
w

ith
A

nim
al-H

um
an

M
arriages

in
N

orthern
Peoples'Tales,"

C
om

parative
C

ulture
N

o.124,2016.

な
ど
が
あ
る
。

奥
野

久
美
子
（
お
く
の
・
く
み
こ
）

大
阪
市
立
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
准
教
授
。
専
門
は
日
本
近
代
文
学
。

著
書
に
『
芥
川
作
品
の
方
法
―
紫
檀
の
机
か
ら
―
』（
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
九
年
）
、

論
文
「
芥
川
龍
之
介
「
山
鴫
」
―
原
稿
・
草
稿
か
ら
の
考
察
―
」（
『
国
語
国
文
』

第
八
十
八
巻
第
二
号
、
二
〇
一
九
年
）
な
ど
が
あ
る
。



－ ⅲ －

堀

ま
ど
か
（
ほ
り
・
ま
ど
か
）

大
阪
市
立
大
学
大
学
院
ア
ジ
ア
都
市
文
化
学
准
教
授
。
専
門
は
国
際
日
本
学
、
比

較
文
化
学
。

著
書
に
『
「
二
重
国
籍
」
詩
人

野
口
米
次
郎
』
（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇

一
二
年
）
、
『
近
代
日
本
と
フ
ラ
ン
ス
象
徴
主
義
』
（
共
著
、
水
声
社
、
二
〇
一
六

年
）
な
ど
が
あ
る
。

大
坪

亮
介
（
お
お
つ
ぼ
・
り
ょ
う
す
け
）

大
阪
市
立
大
学
非
常
勤
講
師
・
Ｕ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
研
究
員
。
専
門
は
日
本
中
世
文
学
、
軍

記
物
語
。

論
文
に
「
天
正
本
『
太
平
記
』
巻
四
「
呉
越
戦
事
」
の
増
補
傾
向
―
姑
蘇
城
・
姑

蘇
台
と
西
施
の
記
述
を
端
緒
と
し
て
―
」
（
『
文
学
史
研
究
』
第
五
十
八
巻
、
二

〇
一
八
年
）
、
「
『
明
徳
記
』
に
お
け
る
山
名
氏
清
と
新
田
義
貞
―
朝
敵
認
定
と
の

関
わ
り
―
」
（
『
国
語
国
文
』

第
八
十
五
巻
第
三
号
、
二
〇
一
六
年
）
な
ど
が
あ

る
。

永
井

泉
（
な
が
い
・
い
ず
み
）

大
阪
市
立
大
学
大
学
院
後
期
博
士
課
程
、大
阪
市
立
大
学
Ｕ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
特
別
研
究
員
。

専
門
は
日
本
近
代
文
学
。

論
文
に
「
片
山
廣
子
の
短
歌
に
詠
ま
れ
た
『
魔
』
―
第
一
歌
集
『
翡
翠
』
刊
行
ま

で
の
短
歌
に
つ
い
て
―
」（
『
文
学
史
研
究
』
第
五
十
九
号
、
二
〇
一
九
年
）
、「
北

原
白
秋
の
『
科
学
的
童
謡
』
に
み
ら
れ
る
マ
ザ
ー
グ
ー
ス
の
影
響
」
（
『
マ
ザ
ー

グ
ー
ス
研
究
』
第
九
号
、
二
〇
一
〇
年
）
、
「
児
童
詩
の
本
」
（
『
赤
い
鳥
事
典
』

柏
書
房
、
二
〇
一
八
年
）
な
ど
が
あ
る
。

劉

娟
（
り
ゅ
う
・
け
ん

LIU
JU
A
N

）

大
阪
市
立
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
、
大
阪
市
立
大
学
Ｕ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
特
別
研
究

員
。
。
専
門
は
堀
辰
雄
研
究
。

論
文
に
「
芥
川
龍
之
介
「
パ
ス
テ
ル
の
龍
」
―
「
西
洋
」
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し

た
「
東
洋
」
」（
『
芥
川
龍
之
介
研
究
』
第
一
二
号
、
二
〇
一
八
年
）
な
ど
が
あ
る
。

RobertThom
as

Tierney

イ
リ
ノ
イ
大
学
ア
ー
バ
ナ
・
シ
ャ
ン
ペ
ー
ン
校
（U

niversity
of

Illinois
at

U
rbana-Cham

paign

）
、
東
ア
ジ
ア
言
語
文
化
学
科
（EastA

sian
Languages

and
Cultures

）
お
よ
び
世
界
比
較
文
学
科
（Com

parative
and

W
orld

Literatures

）
、

日
本
文
学
、
教
授
。
現
在
は
、
中
江
兆
民
の
後
期
著
作
の
研
究
に
取
り
組
む
。

近
年
の
業
績
に
、M

onster
of

the
Tw

entieth
C
entury:

K
ōtoku

Shūsui
and

Japan's
First

Anti-Im
perialistM

ovem
ent,Berkeley:U

niversity
of

California
Press,

2015.

や
、Tropics

of
Savagery:

the
C

ulture
of

Japanese
Em

pire
in

C
om

parative
Fram

e,U
niversity

of
California

Press,2010.

お
よ"O

thello
in

Tokyo:
Perform

ing
Race

and
Em

pire
in

Early
Tw

entieth
Century

Japan,"
Shakespeare

Q
uarterly

62
(4
),D

ecem
ber2011.

な
ど
が
あ
る
。

G
ian

Piero
Persiani

イ
リ
ノ
イ
大
学
ア
ー
バ
ナ
・
シ
ャ
ン
ペ
ー
ン
校
東
ア
ジ
ア
言
語
文
化
学
科
、
日
本

文
学
、
講
師
。
専
門
は
日
本
中
古
文
学
、
和
漢
比
較
文
学
。

近
年
の
業
績
に"China

as
Self,China

as
O

ther:O
n

K
ino

Tsurayuki's
U

se
of

the
w

a-kan
D

ichotom
y,"

Sino-Japanese
Studies

vol.23,2016.

が
あ
る
。



「
研
究
科
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
成
果
報
告
書

『
日
本
文
学
を
世
界
文
学
と
し
て
読
む
』

平
成
三
十
一
年
（
二
〇
一
九
）
三
月
三
十
一
日
発
行

編
集

山
本

真
由
子

発
行

大
阪
市
立
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

都
市
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

〒
五
五
八
―
八
五
八
五

大
阪
市
住
吉
区
杉
本
三
―
三
―
一
三
八

電
話
〇
六
―
六
六
〇
五
―
三
一
一
四

印
刷

博
進
印
刷
株
式
会
社

〒
五
五
九
―
〇
〇
〇
二

大
阪
市
住
之
江
区
浜
口
東
二
―
七
―
二
四
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